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　　　　◇




　空が赤く染まる夕刻、茜あかね色いろに彩いろどられた自然公園の遊歩道を、未み空そら光こう太たは息を切らして走っていた。

　必死に、全力で、逃げていた。

「勘かん弁べんしてよ、次から次へと。多勢に無勢じゃんか」

　無数の足音が追ってくる。街路灯が追跡者たちの影を浮かび上がらせた。

　息苦しさに顔をしかめる。制服の下は汗だくだ。

　曲がりくねった道の先で人影が揺れた。味方か、と期待したのもつかの間、相手が赤い腕章をしているのが目につき、光太は慌あわてて進路変更。道を外れて林に飛び込む。

「いたぞ！」すぐさま後ろで声がした。「そっちだ、そっち！」

「逃がすな！　追え！」

「散開しろ！　囲い込め！」

　敵は連携を取り合う。光太には為なす術すべがない。

「ロックオン！」少女の声が飛んだ。「観念しなさい……シュートッ！」

　閃せん光こうが連続した。何事かと振り返ると、缶ジュースのような物体がいくつも、もくもくと煙を噴いて迫ってくる。そのひとつが木にぶつかると、カッと光が炸さく裂れつし、爆発した。幹がえぐられ、木はミシミシと音を立てて倒れる。地鳴りが響ひびく。

「ミ、ミサイルランチャー!?」

　ギョッとなる光こう太たを残りのミサイルが軌道修正して追ってきた。

　走りながら右に左に逃げ惑う。幸いにも林が障害物となり、ミサイルは次々に衝しよう突とつして数を減らしていった。だが、一発だけ、木々の合間を縫ぬうようにして迫りくる。

　光太はとっさに跳とんだ。直後、すぐ背後で閃光が爆はぜた。轟ごう音おんが耳をつんざく。爆風にあおられて体が宙を舞い、上も下もわからなくなって林の外へ飛ばされる。

　芝生しばふの広場に背中から落ち、「ぐえっ」と呻うめいた。横転して地面に突っ伏す。

「うぅ、容よう赦しやないな。この調子じゃ〝ライフガード〟が持たない」

　口に入った草をペッと吐いて起き上がった。

　ガサガサと茂しげみが揺れ、林の奥から追っ手が姿を見せる。一人また一人と現れたのは、光太と同じ制服を着た少年少女たち。みんな赤い腕章をつけて武装していた。巨大な機械剣を握る少年。重火器を担かついだ少女（さっきのミサイルは彼女が放ったものか）。片手に手甲銃アームガンを装着した少年。ビーム状の鉤かぎ爪づめを伸ばした少女。その他ほか、多様に武装した者が十人はいた。彼らの武装は共通してメカニカルで、系統の類似こそあれど、ひとつとして同じものはない。

　光太は周囲に視線を配った。見晴らしのいい広場。身を隠す場所もない。

　もう逃げも隠れもできないか──。一気に脱力した。

「どうせこうなると思ったよ。僕みたいな小物相手にご苦労なことで」

　小さく皮肉を垂れるも、尻しり込ごみしてホールドアップ。バンザイをする光太の右腕には白い腕章がしてあった。左腕は肘ひじから先をメカニカルな装甲が覆おおっている。銀色をベースに緑のライン模様が入ったガントレットが指先までフィットしていた。

「でも、さすがに卑ひ怯きようじゃありません？　たった一人にそんな大勢で」

「これは合戦なんだ。数で優位に立つのは基本中の基本ってね」

　敵集団の中にいた茶髪の少年が言った。鉄パイプを肩に担いでいる。他と比べるとずいぶん貧相な武装だ。

「観念するんだな。勝負はついたも同然だ。そっちはすでに壊滅状態。残るはおまえを入れて数人ってところだろう。まだ拠点のほうで粘ねばってるみたいだけど、向こうには姫ひめ殿どのが行ってるからな。もう時間の問題ってやつさ」

「なるほど。それで手の空あいた連中で残党狩がりってわけ？」

「そゆこと。ここまで残ったのは、さすがと言っておこう」

「……見逃してはもらえませんか？」懇こん願がんしてみた。

「ここにいる連中が、聞き入れてくれるとお思いかい？」

「……無理でしょうね」みなさん、オオカミのような目をしていらっしゃる。

「何か言い残したいことはあるか？　辞じ世せいの句ってやつさ」

「そんなの、いちいち残してたらきりがないって」

「そりゃそうだな。俺おれも人のことは言えん」

　茶髪の少年が同情っぽく相あい槌づちを打ったところ、機械剣を手にした少年が「おしゃべりはその辺にしておけ」と咎とがめた。茶髪の少年は大げさに肩をすくめる。

「じゃあな、未み空そら。成じよう仏ぶつしろよ」

　そう言って彼が集団の奥に身を退ひくや否いなや、銃器類を手にした少年少女がいっせいに光こう太たへ照準を合わせた。光太は後ずさる。頬ほおが引きつった。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。そんないっぺんに……」

「恨うらむならくじ運の悪さを恨むんだな」機械剣の少年が言った。「撃てぇーっ！」

　問答無用に攻撃開始。矢や尻じり。弾丸。砲弾。榴りゆう弾だん。ミサイルにロケットにバズーカ。さらに色とりどりのエナジー弾が広場を鮮やかに照らし、集中砲火で迫る。

「そんな殺せつ生しような……っ」

　光太はとっさに左手をかざした。こうなったら最後の悪あがきだ。

「阻はばめ、《逃げの一手ランアウエイ》！」

　ガントレットに意識を集中し、守護を念じる。すると緑のライン模様が輝き、手のひらから同色の光の波紋が広がった。波紋は空間を隔へだてるシールドと化し、光太を丸く包み込む。

　光の壁かべが砲撃をシャットアウト。弾薬が爆はぜ、煙が巻く。

　煙幕で何も見えなくなり、一いつ斉せい射撃がやんだ。光太は警戒しつつ左腕を下ろす。ガントレットの輝きが引いてシールドが消える。と同時に急激な疲労感と脱力感に襲おそわれ、呼吸が乱れた。まるで百メートル走をしたあとのように。

「はぁ、はぁ、はぁ……今のが牽けん制せいで、本命は？」

　ふっと空気が流れる。気配を察して振り向くと、機械剣が横よこ薙なぎに襲ってきた。気づいたときにはもう目の前。避よけられない。シールドを張る暇ひまもなく、ガントレットで直じかに防御する。重い一撃に体が浮き、薙ぎ飛ばされる。

　宙を舞って煙の外へ。再び芝生しばふの広場を横転し、草まみれになった。顔を上げると休む間もなく追撃が迫る。正面から鉤かぎ爪づめの少女。右から重じゆう機き槍そうの少年。左から大金槌の少女。そして背後から機械剣の少年。さらに銃器を手にした者たちによる包囲網。

　光太は左腕をかまえようとするが、先の一撃で腕が痺しびれてしまい、上がらなかった。シールドも機能しない。ここまでか。

「ホント、貧乏くじだよ」

　抵抗する気力を失い、その場にへたり込んで天を仰あおぐ。

　そのとき、夕ゆう闇やみの空を竜りゆうのように昇っていく光の球が見えた。次の瞬しゆん間かん、光は弾はじけ、大きな輪を咲かせる。時間差でドーンと重低音が響ひびいた。花火だ。

　途と端たん、誰だれも彼もが動きを止めた。光こう太たを狙ねらっていた武装の数々が目前で停止し、みんながみんな打ち上げ花火を見上げる。花火はすべて赤色だ。

「……終わった」光太は力が抜けて大の字に寝そべった。

　張りつめていた空気が一気に緩ゆるむ。少年少女たちは武装を解除しだした。ただ手放すのとは違う。武装は色とりどりの光の粒を散らしながらホログラムのように透明化し、そのまま実体を失って跡形もなくなる。

　機械剣を消した少年が軽く舌打ちした。

「先に決着がついちまったか。くじ運は悪くても悪運は強いみたいだな、おまえ」

　皮肉に笑って去っていく。彼だけではない。敵集団の誰一人として、もう光太には目もくれていなかった。赤い腕章をつけた彼や彼女たちは、ハイタッチを交わしたり、おしゃべりに興じたり、携帯端末をいじったり、自由にしている。

　白い腕章をつけている光太は大きなため息をつき、ガントレットを解いた。機械装甲が緑色の光の粒を蛍ほたる火びのように散らしながら消える。

「ギリギリセーフだったな。逃げ切り成功、おめでとさん」

　茶髪の少年が横に立っていた。「俺おれの時間稼かせぎが利きいただろ？」と軽く笑って右手を差し伸べてくる。「ただの冷やかしだろ」と光太は笑い返し、その手を握って起き上がった。

　花火が終わり、少年少女たちはぞろぞろと帰路につく。光太も茶髪の少年と並び、自然公園の出口に向かった。

　さっきまでの激しい戦闘が、真まっ赤かな嘘うそのようだった。




　　　　○




『ゲームセット、ここで試合終了！　新一年の紅白合戦、制したのは赤組でぇす！』

　モニターの向こうで実況を務めるアナウンサーがテンション高く吠ほえていた。

　とある専用チャンネルの番組。放送しているのは自然公園を舞台とした合戦の模様。園内の定点カメラ、そして現場のカメラマンが撮った映像が、電波に乗って全国数千万の視聴者のもとへ、テレビ、パソコン、携帯端末等を通じて生で届けられていた。

　ちょうど花火が上がっているところ。赤い腕章をつけた少年少女が歓喜に沸わく一方、白い腕章をつけた少年少女は疲れ果ててぐったりしている。目にも明らかな勝者と敗者の姿。

『終わってみれば大差で圧勝。中盤までは接戦でしたが、赤組の中央突破で均きん衡こうが破れると、あとは一方的な展開でした。白組はワイドな布陣が裏目に出たか、挟はさみ込む前に中央を崩されたのが痛かったですね。えー、それではここで個人成績の発表です。どーぞ』

　画面の上から下へ個人名がスクロールしだした。その数、百名以上。名前の横にはＰ単位の数値が並んでおり、その桁けたは百、千、万と上がっていく。

　最後に王冠の印がついた名前が画面中央で止まり、黄こ金がね色いろにきらめいた。

『今日のＭＶＰは、やはりこの人！　紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ、宮みや古こ朱あか音ねさんです！』

　顔写真が出た。きれいな面おも立だちをしたショートボブの少女だ。

『なんとなんと、驚きよう異いの二十人斬ぎりを達成！　白組の包囲網もなんのその、最後は単身敵陣に切り込んで一いち網もう打だ尽じん！　見事旗を奪うばいました！　鮮せん烈れつな炎のエレメントと華か麗れいな一いつ騎き当とう千せんぶりに現場のカメラも終始釘くぎ付づけ！　まさに独どく壇だん場じよう！　もはや同学年に敵なし！　誰だれも彼女を止められなーい！』

　興奮する実況。そこに『放送席、放送席』と呼びかけが入った。

　映像が公園の一角に切り替わる。そこでは今しがた名前と写真が出た小柄な少女がスポットライトを浴びていた。

『本日のＭＶＰ、宮古朱音さんに来ていただきました！』

　生中継。改めて紹介されると、どこからともなく歓声が湧わいた。周りには取材陣がいるだけで観客の類たぐいは見当たらない。音おん響きようの演出のようだ。

　ヒーローインタビューが始まった。『ＭＶＰ、おめでとうございます』『ありがとうございます』『今日の合戦、振り返ってみていかがですか？』『そうですねぇ──』とお決まりのやりとりが交わされ、最後にファンのみなさんへ一言。『応援よろしくお願いしまぁす』と少女がチャーミングな笑顔をふりまいて手を振り、『本日のＭＶＰ、宮古朱音さんでした！』とインタビュアーが締める。

『えー、それでは、今日の合戦をハイライトで振り返ってみましょう』

　実況が告げると、ダイジェスト映像が流れだした。紅白の腕章で敵味方に分かれた少年少女が独自の武装を駆使して戦う模様が切れ切れに映る。近接戦。銃撃戦。互角の勝負。一方的な展開。実にいろいろだ。中でもＭＶＰに輝いた少女がピックアップされて目立っていた。柄つかから剣先まで真紅色をした機械刀を手に白組を薙なぎ倒していく。

『本日の紅白合戦・一年の部は、御ご覧らんのとおり、注目の超新星、宮古朱音さんの活躍で赤組が大勝しました。白組は残念無念、戦力を分断されてからはいいところなし。各個撃破されて全滅に終わり……おっと失礼、全滅かと思われた白組ですが、一人リタイアを逃れていたようです。なんとなんと、驚おどろきのこの人です！』

　画面に冴さえない少年の写真と名前が発表された。

『最下位の男ボトムナンバー、未み空そら光こう太た！』実況は面白半分に大声を上げる。『宮古選手に夢中ですっかり忘れておりました。映像があるようです。見てみましょう』

　定点カメラの映像が入る。未空光太が赤組の勢力に囲まれ、集中砲火を食らう。続く接近戦で追いつめられたところで、合戦終了を告げる花火が上がる。

『えー、どうやら、絶体絶命のピンチに陥おちいったところ、先に拠点が落ちて試合が終了し、難を逃れたようです。戦わずして負け、負けはしたが逃げ切った。まさに《逃げの一手ランアウエイ》！　逃げることに関しては彼の右に出る者はいないでしょう。その執念に拍手！』

　拍手ではなくブーイングが起こった。それも演出にすぎないのだろうが、先ほどの少女と比べて扱われ方がまるで違う。もはや笑いものである。

『さて、放送時間も残りわずかとなりました。バトルレイヴ〝バスタード〟、ウイークエンドイベント、本日は紅白合戦・一年の部をお送りしました。来週はバトルロイヤル・二年の部を予定しています。〝ナンバーズ〟不在の中、誰だれが混戦を制するのか注目です！』

　再び、ＭＶＰの少女を中心としたハイライトシーンに変わった。その映像をバックにエンドロールが流れだす。『来週もお見逃しなく！』と実況が締めくくったところでタイトルロゴが表示された。




【　Ｂｕｓｔｅｒ‐Ｄｏ！　】




　画面隅すみにＥＮＤの文字が入り、ヒーローインタビューで少女が見せた笑顔と共に番組は終わりを告げる。そしてアイドルが水着で出演する清涼飲料水のコマーシャルが流れた。







　　　　　第一話　　取るに足らない者







　午前七時過ぎ、学生寮の食堂で、未み空そら光こう太たは他ほかの寮生に交じり朝食を取っていた。寝間着のスウェット姿で味み噌そ汁しるをすすりながら、眠い目をテレビに向ける。

　全国チャンネルの情報番組。芸能スポーツのコーナーで、野球、サッカー、大おお相撲ずもうなどの定番スポーツに交じり、昨日のバスタード紅白合戦が取り上げられていた。一分弱のＶＴＲで流れたのは、細切れのバトルシーンとＭＶＰに輝いた少女のヒーローインタビューだけ。

「相変わらず、見切れてすらいませんな」

　向かいに座るルームメイトの相あい川かわ公こう平へいが、こちらも寝ぼけ顔でテレビを見ている。軽けい妙みよう洒しや脱だつで気さくな男だが、朝はローテンションでエンジンのかかりが悪い。茶髪が重力に逆らってトサカのように立っている。いつものことだが、ひどい寝ね癖ぐせだ。

「姫ひめ殿どのはついに二ふた桁けた突入か。ランキングも人気もうなぎ上りですのう」

「一学期中に十番台になるって意気込んでるからな」

「ちっこいのにねぇ。〝アーツ〟だってただの刀なのに。何が違うのかねぇ」

「そりゃあチミ、才能だよ、才能」光こう太たはふざけて笑う。

「それを言っちゃあ、おしまいさ」相あい川かわは肩をすくめた。

　二人の付き合いは寮に入ってから。まだ一月半程度だが、同じ低迷組で相部屋ということもあって、今では気き兼がねのいらない仲だった。

　他ほかの寮生がチャンネルを回し、別のニュース番組に切り替わる。そこでもバスタードが取り上げられていた。他の民放でも。ＮＨＫでも。

　それはごく当たり前のことだった。バスタードは誰だれもが知る大衆娯ご楽らく。今もっとも熱いエンターテインメントだ。

「最初の頃ころは、あんな風に活躍する自分の姿を夢見たものだけどな」相川は覇は気きなく言ってあくびをした。光太は「そうですな」と相あい槌づちを打って水を飲み続ける。

「今となっちゃ、夢のまた夢。取るに足らないその他大勢の一人。エキストラも同然だ」

「時代劇で言うところの斬きられ役ってか」

「特撮物に出てくる雑ざ魚こ戦闘員みたいな」

「完全なるピラミッド社会ってやつさね。まあ、どの世界もそうだろうけど。ランキング制度がある分、勝ち組と負け組がはっきりしてるからな、バスタードは」

「ランキングなんてオマケ要素だったはずなのに。今じゃすっかりそっちがメインだ」

「娯楽としちゃあ、そのほうがウケるんだろうさ。実際、見ている分には楽しかろう」

「確かに。けど、バスターの本分は別にある」

「しかし、あれは俺おれたちの手には負えん。結局のところ、この立ち位置は変わらんよ」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」光太はへらへらと笑った。

　会話が途切れ、空むなしい沈黙が流れる。二人はため息をついた。いつものことだ。自じ虐ぎやく的なやりとりは今に始まったことじゃない。何を言ったところで何が変わるわけでもない。それがわかっていてもぼやかずにはいられない、負け犬の悲しい性さが。

「さて、ボチボチ用意すっか」

　相川が時計を見て席を立つ。光太もあとに続き、食器を片づけて食堂を出た。




　三階の相部屋。建物は古いが、鍵かぎは最新式のオートロック。携帯端末がキー代わり。

　六畳じよう一間に身長よりも高いベッドが左右にひとつずつ。それだけで部屋は埋まる。ベッドの下が個人のスペースで、私物はそこに押し込まれていた。狭い空間を最大限に活用しているわけだ。決して快適とは言えないが、贅ぜい沢たくを言える立場でもない。

　制服に着替え、身だしなみを整えると、通学鞄かばんを肩にかけて一階に下りた。

　共同玄関で顔見知りと挨あい拶さつを交わしながら外に出れば、学校は目と鼻の先。雲ひとつない青空の下、小高い丘の上にそびえる高等部の校舎裏が見えている。男おとこ臭しゆうと負け犬根性が充満する最低ランクのこの学生寮にあって、立地の良さだけが唯ゆい一いつの救いだった。

　表通りに出て登校の流れに加わり、ゆるやかな坂道を上っていく。道中、クラスメイトの集団と顔を合わせた。彼や彼女たちは光こう太たに気づくと気軽に声をかけてきた。

「おっす、ボトムナンバー。昨日は相変わらずの逃げっぷりだったな」

「一人だけ逃げ切るなんてすごいじゃん。ていうか、ずるくなーい？」

「逃げるが勝ちとはまさにあれを言うんだな。ボトムのくせに生意気だぞ、この」

　からかい文句が浴びせられる。光太は「どーもすみません」とへらへら応じる。

　ボトム。底辺。最下位。それが光太のバスタードにおける位置づけで、入学から一月半足らずで定着した渾あだ名なだった。もちろん望んだものではないし、正直イヤでしょうがない。

　やめてくれ、その呼び方は──。本音ではそう思っている。だけど口には出せず、いつも能天気を装よそおい、甘んじていじられ役をこなしていた。ボトムと耳にするたび、胸の奥にチクリとトゲが刺さるが、その痛みにも今では慣れてしまっていた。

　情けないし、悔くやしい。ムカつくこともある。

　でも反論の余地はないのだ。事実として最下位なのだから。開き直ってピエロでも演じるしかなかった。この学園──この島で、バスターであり続けるには。

　坂を上りきった正門前、振り返れば、眼下には白い街並み。その向こうには海岸線。そして深い群ぐん青じよう色いろの海うな原ばらが、視界いっぱい、水平線の彼方かなたにまで広がっていた。




　　　　○




　ここ御み凪なぎ学園は、本土から遠く離れた海洋上の孤島にある。世界を股またにかける大企業、御凪グループが運営するアーツの育成と研究の場で、国の承認のもと、島全体が学園の統治下に置かれている特別自治区だ。大げさに言えば、ちょっとした小国である。

　通称、学園島。この絶海の孤島がバスタードの発信地だ。生徒の半数は能力科に属するバスターで、アーツ（武装召喚Arms React 能力Skill）と呼ばれる力を有し、その能力と性能の向上のため切せつ磋さ琢たく磨まし合う模様が、見世物として娯ご楽らく提供されている。

　光太が能力科に入れたのは、たまたまだ。能力科はみんなそうだろう。

　アーツの能力は後天的に授かるもので、その元となるものは結晶体として存在する。学園島とその近海の地中深く、人類が誕生する以前の古い地層から採掘される謎なぞの原石。それが人間と感応し、適合すると、粒子化して体内に溶け、武装召しよう喚かん能力をもたらす。

　能力科の合否基準は、アーツの原石に適合するか否いなかの一点のみ。だが、その仕組みははっきりしていない。原石には個性があるようで、それぞれ適合する人間が違えば、発現する武装もそのスペックも千せん差さ万ばん別べつ。詳しいメカニズムは未解明で、いまだ謎だらけだという。

「アーツが人を選んでるようなものだよな」

　知り合ったばかりの頃ころの相あい川かわは、そんな風に言っていた。

　統計的には、十代半ば頃がもっとも適合しやすいらしい。この辺境の島に学園が設立された理由のひとつも、そこにある。一説には、アーツには意志があって成長を求めており、だから肉体的にも精神的にも成長期にある少年少女がリンクしやすいのだ、などと言われていたりするが、その真しん偽ぎもアーツの本質と共に不明のままだ。

　今年の二月下旬、受験も終わって中学卒業を待つだけだった光こう太たは、御み凪なぎ学園が全国各地で行った能力科適合試験の会場に出向いた。志願者の行列に加わり、係員に誘導されるまま会場内を歩き続けることしばらく、いったい試験はいつ始まるのかと疑念を覚えた頃、別の係員に声をかけられ、別室に連れていかれた。そこで唐とう突とつに合格を告げられた。どういう経緯でそうなったのかさっぱりだったが、たぶん会場のどこかにセンサー的なものがあって、歩いているうちにそれに引っかかったのだろう。空港の手荷物検査みたいに。

　そして四月、リュックひとつ分の荷物を持ち、フェリーで学園島に渡った。到着後すぐに渡されたアーツの原石は問題なくリンクし、粒子と化して体内に溶けた。そのとき発現したのが左手のガントレットだった。

「初めてアーツを手にしたあのときが、俺おれの絶頂期だった」

　入学から二週間が経過した頃、相川はしみじみとそう言った。光太も心底同感だった。

　小さい頃から憧あこがれていたバスタードの世界。かつての英雄たちが築き上げた舞台。そこに立てた喜びもつかの間、待っていたのは辛つらく厳しい現実。スポットライトを浴びるのはほんの一握りだけ。裏では日の目を見ることのないその他大勢がひしめき合っている。その実態を身をもって知るのに、そう時間はかからなかった。

　こんなはずじゃなかったのに……。理想と現実の違いに打ちのめされ、己おのれの不才ぶりに失望し、劣等感に苛さいなまれる日々。向上心はすっかり萎なえ、不毛な毎日を送るばかり。

　ランキング二九七位。全バスター中、最下位。それが未み空そら光太の現状だった。




　　　　○




　昼休み、午後一の授業に備えてジャージに着替えた光太は、校内闘技場にいた。会場の左右にあるベンチスペースにクラスメイトと一緒に集合している。

　能力科は午前が普通授業で午後は実技やトレーニングの時間となる。今日はこれから上級生と合同稽げい古こだ。あくまで練習なので番組中継はされず、ランキングにも影えい響きようしない。

「ふぅ、しんどいねぇ」相川がベンチに腰かける。始まる前から疲れた顔をしていた。「終わったあとのバテバテ感を想像するだけで嫌いやになる」

「負けなきゃいいだろ」光太は隣となりに座る。「僕が言えた台詞せりふじゃないけど」

「勝てるわけないってね。上級生、みんな格上だし。この際、不戦敗でいいから、単位だけもらえないかな」

　達観した口ぶりの相あい川かわは、バスタードでの活躍をあきらめていて、単位を落とさなければそれでいいというスタンスだ。そんな風に割り切っている生徒は珍しくない。上昇志向を失って部活気分で続けている者は、下位になるほど大勢いる。

「卒業まで、どんだけ負ければ、いいのやら」光こう太たは句を詠よむように言った。

「勝者の数だけ敗者あり。敗者なくして勝者なし」相川が格言っぽく返した。

「勝者が輝くには敗者の存在が必要不可欠ということですな。つまり、僕たちはバスタードに欠かせない重要なファクターである、と」

「まあ、俺おれらがいなくなったところで、何も変わらないだろうけどな」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」

　お決まりの会話パターン。そしてまたお決まりのように空むなしさに襲おそわれてため息を並べていると、「そこぉ！」と横から張り手をかますような声が飛んできた。

「この負け犬コンビが、始まる前から敗北オーラかもしてんじゃない！　うだうだ言っている暇ひまがあるなら戦術のひとつでも考えたらどうなの？」

　叱しかりつけて目の前に立ったのは、ショートボブの小柄な少女。

　昨日の紅白合戦のＭＶＰ。紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめこと宮みや古こ朱あか音ねだった。

　テレビでは笑顔で手を振る姿が流れていたが、今は仏ぶつ頂ちよう面づら。眉み間けんにしわが寄り、勝気な目は普通にしていても睨にらんでいるかのようで愛想あいそが悪い。しかし同じクラスの光こう太たにとっては、その不機嫌そうな面つら構がまえこそ、いつも目にしている宮みや古このノーマルな姿だった。テレビに映るときとそうでないときとで態度が大違いなのだが、目鼻立ちが整っているのでカメラ映ばえするし、営業スマイルもうまいので、だまされている視聴者は少なくないだろう。
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　まあでも悪いやつじゃない。低迷組を見下す連中もいる中、宮古のでかい態度は誰だれに対しても平等だ。その良し悪あしは別として。それに生来のお節せつ介かいなのか、ダメなやつを放っておけない性た質ちなのか、今みたいに何かと世話を焼いてくる。口やかましいのが玉に瑕きずだが。

「姫ひめ殿どのに戦術とか言われてもね」相あい川かわは苦笑い。「説得力ないって。自分はガンガン突っ込むだけだし、アーツ振り回すだけだし、ちっちゃいし」

「ちっちゃいは関係ないでしょ！」宮古は食い気味に反論した。

「ちんちくりんだしね、いろいろ」

「それも関係なーい！」今度は火を噴くように吠ほえた。

　ちっちゃい。ちんちくりん。その手の言葉ワードに宮古は過か剰じよう反応する。気にしているのだ。

　身長は百五十センチもない。ともすれば小学生にも見えかねない。しかし見た目こそ小さくて華きや奢しやだが、ひとたびアーツを手にすれば、その実力は異名通り夜や叉しやのごとく。すでにランキング一ひと桁けたのナンバーズに匹ひつ敵てきするとの呼び声高く、噂うわさでは複数の企業がスポンサーに名乗りを上げていて契約金の額で競せっているとかいないとか。その額うん千万だとか。

　バスタードは性別も体格も関係ない。宮古を見ているとそれがよくわかる。

「何じろじろ見てんのよ」鋭い視線が飛んできた。「セクハラで斬きるわよ」

「いえいえ、そんな」光太は大げさに否定した。「そういう対象として見るには、宮古さんはいろいろ足りないというか、貧相というか、残念というか」特にお胸のあたりが。

「……三回ぐらい、死んでみる？」

　視線が殺気を帯びた。冗談ですよ冗談、と光太は慌あわててごまかす。

「言っとくけど、あんたは戦術以前の問題だからね、未み空そら」宮古は前かがみになり、お説教するように言った。「昨日の合戦のあれ、なに？　最初から最後まで逃げっぱなしって……バスターは戦ってナンボでしょうがっ」

「それはその、戦おうにも戦いようがないと言いますか、ご存じのとおり、僕のアーツは武器じゃなくて防具で、攻撃スペックがないもので」光太は萎い縮しゆくして返す。気の強い宮古は従い姉と妹こに似ていた。昔よくいじめられたものだ。そのせいか宮古相手にはどうも敬語が抜けない。

「《逃げの一手ランアウエイ》ねぇ」宮古はふんっと鼻を鳴らす。「殴なぐればいいじゃん」

「簡単に言ってくれますね」

「接近戦に持ち込むしかないでしょ、あんたの場合」

「それはそうなんですけど」

　アーツの性能上、体術系に走るしかないのは明らかだ。でも殴って与えられるダメージなんて微々たるもの。兵器の一撃には到底かなわない。自分はハイリスク・ローリターン。相手はローリスク・ハイリターン。そんな不公平な真っ向勝負、誰だれが挑むかよって話だ。

「姫ひめ殿どのが指導してあげてよ。接近戦はお手の物でしょ」相あい川かわが面白がって提案した。「ついでにペア組んじゃえば？　来月はダブルス大会もあるし」

「ヤダ。弱い男はお断り。あたしより弱いやつは論外」

「それ、世の中の男、ほとんどダメじゃね？」

「ねぇ、それより、今日の相手の二年Ｅ組だけど……」

　宮みや古こは向こうサイドのベンチを見やり、強気な瞳ひとみをきょろきょろさせた。

「もしかして、女王様をお探しかい？」相川が察して言う。「あの人は出てこないよ。今年に入ってから実技には一度も参加してないんだってさ」

「なにそれ。一応能力科でしょ？　授業に出なくていいわけ？」

「特別枠ってやつじゃん？　女王である上に、ご令嬢でもあるからね。それに……授業にならないんだよ、格が違いすぎて。ナンバーズでさえ、手も足も出ないっていうんだから」

「お高くとまってるわけね。つまんないの。対戦できるかと思ったのに」

「怖いもの知らずだねぇ、姫殿は。中等部アマチユアで当たったことはないの？」

「ない。あたし、去年中三で転入したから、向こうはもう高等部だったし。で、今年になったら引退しちゃうし」宮古は唇くちびるを尖とがらせた。「なんでやめちゃったんだろ」

「生徒会長になって忙しくなるからって話だけど、強すぎて誰も相手にならないとか、もう飽あきちゃったとか、家族に止められたとか、いろいろ噂うわさはされてるね。何にしたってもったいないことだよ。実力もさることながら、ルックス面でもすごい人気だったからなぁ」

　姿なき女王の話をしているうちに、授業開始のチャイムが鳴った。

　ベンチ裏から担任教師が現れる。二十代の若い男の先生で、染めた髪に無ぶ精しよう髭ひげ、作業着のようなツナギ服、サングラス、耳にピアスといったフリーダムな風ふう貌ぼう。

「おら、ちゃっちゃと始めろ。名前が出たやつはステージに上がれ」

　やる気なく言ってベンチに腰かけ、煙草たばこに火をつけた。大おお股また開きでどっぷりと背もたれに寄りかかるその姿はまるでヤンキーだ。なんでこんな人が教師に、と思うが、聞くところによると元バスターで、現役（学生）の頃ころはナンバーズに君臨した実力者だそうで。

　しかし、今はただのぐうたらだ。もう見慣れた光景なので誰も気にしない。それに教師はオマケみたいなもの。光こう太たたち生徒は、機械がランダムに抽選する組み合わせに従い、シングルマッチを行うだけ。

　校内闘技場にはバトルステージが四面、田んぼの田の字のように配置されている。さっそくスタンドのオーロラビジョンに最初の四カードが発表された。

　途と端たん、どよめきが起こった。思いもよらない名前と顔写真が出たのだ。

「え、あれマジ？」

「嘘うそぉ、機械のミスでしょ？」

「もしかしたら、もしかしたりして？」

　クラスメイトはざわざわ。半信半疑でささやき合う。

　光こう太たは本気にしなかった。誰だれかの言ったとおり機械のミスだろう。クラス名めい簿ぼに名前があるから間違って表示されただけだ。すぐに抽選し直すはず。

　けれどモニターに変化はないまま、そのうち向こうのベンチが騒がしくなった。まさかと思って見ていると、集まっていた上級生たちが左右に引いて道を空あける。

　その奥から、まさかのまさか、先ほど噂うわさしていた人物が現れた。

　シュシュで束ねた後ろ髪を揺らしながら、彼女は颯さつ爽そうとステージへ向かう。

「ホ、ホントに出てきた……」

　光太は口を開けたまま固まった。周りもしんとなる。

　異様な静けさの中、オーロラビジョンは変わらず対戦カードを示していた。

【　ＳＩＺＵＫＵ・ＭＩＮＡＧＩ　ＶＳ　ＫＯＴＡ・ＭＩＳＯＲＡ　】

　それは、元ト王ツ者プと最ボ下ト位ムの対決を意味していた。




　この学園島、そしてバスタード界で、彼女を知らない者はいないだろう。学園の出資母体である御み凪なぎグループの令嬢にして、現生徒会長にして、昨年のバスタード覇は者しや。

　絶ぜつ対たい零れい度どの女王、御凪静しず句く。

　去年のバスタードは彼女の独り舞台だった。光太は一視聴者としてその活躍を画面越しに見ていた。デビューから連戦連勝でランキングのトップに躍り出ると、そのまま無敗でフィニッシュ。文句なしのナンバーワンで、史上最強のバスターと謳うたわれた。二年生で（実際は一年のときの選挙で）生徒会長に選ばれたのも、その実力と人気があってこそだ。

　入学式で挨あい拶さつする彼女を見たとき、光太は目が釘くぎ付づけだった。憧あこがれのバスターを生で目にした興奮と感動で前後の記憶が飛んでしまったぐらいだ。

　ファンだったのである。小さい頃ころからバスタードに魅みせられ、中学の頃にはマニアやオタクの域に達していた光太だが、特定のバスターに入れ込んだのは彼女が初めてだった。その強さはもちろん佳か麗れいさにも心を奪うばわれた。

　しかし御凪静句は二年になってバスタードの舞台を降りてしまった。試合やイベントに参加することはなくなり、メディアから姿が消えた。たった一年限りの空前絶後の王者だった。引退後も能力科に在ざい籍せきしてはいるが、実技の授業には一度も出ていないという。

　それが今日はどうして？　しかもよりによってその相手が……。

「……僕？」

「おら、おめーら、さっさと出ろや」

　ヤンキー教師が野や次じを飛ばすように急せかした。

　対戦カードに名前が出た他ほかの三人がステージに向かう。

　カカシのように棒立ちしていた光こう太たは、相あい川かわに肘ひじで小突かれ、我に返った。周りが驚おどろきと同情と好奇の視線をよこす。さらに悪お寒かんがして振り向くと、宮みや古こが羨うらやましそうに──否いな、恨うらめしそうに睨にらんで歯ぎしりしていた。

「あ、あのぅ、先生？」ここは空気を読んで。「選手交代してもいいですか？　僕じゃ相手が務まりそうもないので、宮古さんに行ってもらうのがいいかと」

「変更はねぇ。早くしろ」

「なんか、ちょっと、お腹なかの調子が……」

「うるせぇ、行けコラ。単位やらねぇぞ」

　ドスの利きいた声にどやされる。光太はあきらめてベンチを出た。なんてこった。女王と当たるなんて、運が良いのか悪いのか。

　二十五メートル四方のバトルステージ。光太が短い階段を上って舞台に上がると、闘技場のガードシステムが作動した。ステージの外周から半透明の光の壁かべがそびえ、頭上も覆おおって正方形の中に閉じられる。戦闘中の内外の干かん渉しようを防ぐためのものだ。

　女王はステージ中央で待っていた。艶つやめいた亜あ麻ま色いろの髪。透き通るような白い肌はだ。少し色素の薄うすい瞳ひとみ。体操服からすらりと伸びた手足が眩まぶしい。

　うわっ、すげっ、本物だっ──。近づくにつれ、光太の心臓は高鳴った。メディアを通じてずっと見ていたし、入学してからも何度か遠目に見かけたことはあったが、こんなに間近で対面するのは初めてだ。

「はじめまして」御み凪なぎ静しず句くはふわりと微笑ほほえんだ。「よろしくね、未み空そら光太くん」

「は、はじめ、まして。よ、よよよ、よろしく、お願いします」

「ふふ、そんなに硬くならないで。いつも通りがんばりましょう。ね？」

　乳白色の手が差し出される。光太は慌あわてて体操服で手のひらを拭ぬぐい、ドキドキしながら握手に応こたえた。ひんやりした指が軽く握り返してくる。にっこりと笑いかけられた。

　おお、握手してる！　笑ってる！　しゃべってる！

　完全に舞い上がってしまった。頭の中が真っ白なまま所定の位置へ。

　開始のブザーが鳴る。光太はハッと我に返り、すぐに目を見張った。

　御凪静句の足元に白い冷気が漂ただよう。おもむろに伸ばした手の先に青みがかった銀の粒子光があふれ、棒状の武装ホログラムを形成。瞬しゆん時じに実体化して握られた。棒の一端では青白い銀光の刃やいばが弧こを描えがく。まるで死神の鎌デスサイズのようなフォルム。

「あれが、女王のアーツ……《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》」

　こんな形でお目にかかろうとは。光太はごくりと唾つばを飲み、自身のアーツを召しよう喚かんした。左腕を緑の粒子光が包み、機械装甲のパーツが具現化。肘から腕、手首、手の甲、指と自動で覆われていき、ガントレットを形成。緑のライン模様が輝き、セット完了。

　始まった。始まってしまった。女王との一戦。

　どくん、どくん、どくん、と自分の心音が鼓こ膜まくにまで響ひびいていた。




　アーツの原動力は〝プラナ〟と呼ばれる生体エナジーである。蛍ほたるのような光の粒として可視化するそれは、個人によって特有色が異なり、顕けん現げんするエレメント──アーツに付ふ随ずいする炎や氷などの超常的スペック──も違ってくる。

　バスター同士の戦いは、そのプラナの削けずり合いと言っていい。

「難しく考えるな。どうせ詳しいことはわかっちゃいねぇんだ。そういうもんだと思って受け入れとけ。質問は受け付けねぇ。知りたいことがあれば、テメェらで調べろ」

　最初の授業のチュートリアルで、担任のヤンキー教師は投げやりにレクチャーした。

「プラナがあるうちはアーツを召しよう喚かんし続けられるし、ライフガードが作用する。ライフガードってのは、簡単に言やあ、自動バリアだ。そいつがおまえらの体を膜みてぇに包んで、あらゆる攻撃から身を守る。斬きられようが撃たれようが実際に怪け我がすることはねぇ。まあ、衝しよう撃げきまでは殺しきれねぇから、そこんとこは注意しろ。肝かん心じんなのは、攻撃を受けた分、プラナは削られるってことだ。プラナが底をつけば、アーツもライフガードも維持できなくなって戦闘不能と見なされる。プラナの消しよう耗もうは疲労に直結するからな、負ければグロッキー確実だぞ」

　ライフガードがあるからと言って、防御や回避をおろそかにはできないということ。それにアーツのスペックを引き出すのにもプラナを消耗するので、スキルの乱用も禁物だ。

　プラナは肉体と精神の両面から培つちかわれるエナジーとされている。単純に体を鍛きたえるだけでも一定のレベルアップは見込めるので、日々の鍛たん練れんは欠かせない。

　けれど、努力ではいかんともしがたい面もある。

「はっきり言ってアーツの性能差はどうしようもねぇものがある。スペックの差がバスターの実力差に直結すると言っても過言ではないほどにな。だが、それがすべてでもない。アーツは謎なぞだらけな分、無限の可能性を秘めている。しょぼかったアーツが新しいスペックを開放して化けたって連中を、俺おれは何人も見てきた。テメェらの可能性がどれほどか知ったことじゃねぇが、まあせいぜい鍛練に励はげむんだな。とりあえず知識として必要なのはそれぐらいだ。あとは実戦で勝手に学べ。以上。あぁ、めんどくせぇ」

　初日にして教えることはもうないと言わんばかりだったが、実際にその後、担任は授業に顔を出すだけでいっさい指導はせず、煙草たばこをふかすばかりだった。

　バスターの実力はアーツの性能に大きく左右される。性能＝才能。それは絶対の真理とは言わないまでも、それに近い巨大な壁かべとして現実に立ちはだかり、アーツに恵まれた者とそうでない者の不公平と格差を孕はらんだまま、バスタードの世界は回っていた。




　スタンドのオーロラビジョンは女王のステージを映している。開始から一分、両者アーツを召しよう喚かんしてから動きがない。光こう太たのほうは動きようがないと言うべきか。

「かすっただけでもアウトだろうな、あれは」

《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》──尋じん常じようじゃない攻撃力を秘めるプラナのビームサイズ。昨年、女王と対戦したバスターのほとんどが、あの大おお鎌がまの一振りでノックダウンしていた。

　接近戦は愚ぐの骨こつ頂ちよう。かと言って、こちらのスペックでは他ほかに戦いようもない。つまり、どうしようもない。レベル１で初期装備のままラスボスに立ち向かうようなものだ。

「ホント、不公平だよな。アーツの性能差ってやつは」光太はぼそりと愚ぐ痴ちる。

「どうしたの？」女王は不思議そうに小首をかしげた。「いつでもどうぞ」

「いえ、その」下へ手たには近づけない。「お、お先に、どうぞ」

「そう。じゃあ、遠えん慮りよなく」

　言うや否いなや、女王は腰を落とし、体をねじるように大鎌を振りかぶった。ビームサイズの輝きが強まり、全身からオーラのように青白いプラナが立ち昇る。冷気が放たれ、大気中の水分が凍りつき、氷の結晶がプラナと共にキラキラときらめいた。

　シュシュでまとめた後ろ髪がふわりと波打つ。口元に微笑が浮かぶ。

「あらゆる攻撃をシャットアウトする絶対障しよう壁へきのアーツ、《逃げの一手ランアウエイ》。その力なら、私の全力も受け止めてもらえるかしら」

「ぜ、全力？」光太はたじろいだ。

　あのかまえ、まさか……僕みたいなアリンコ相手にありえない。でも、その姿を追い続けていた一ファンとしての自分が間違いないと言っている。去年一年間を通して、たった三回だけ披ひ露ろうされたことのあるスペシャルスキル。

　そんな、いきなり？　冗談でしょう？

「奥おう義ぎ〝霧氷銀花葬アイスレクイエム〟……なんてね」

　微笑を浮かべたまま、目つきだけが鋭くなった。間髪入れず大鎌を一いつ閃せん。

　ビームサイズを象かたどっていた粒子光が爆はぜる。無数の氷ひよう刃じんを含んだ猛吹雪ブリザードが渦を巻き、一いつ瞬しゆんにしてあたりはホワイトアウト。氷結地獄が全方位に拡大した。その必殺技をよく知る光太は、二十五メートル四方のこのステージでは逃げ場がないことを瞬時に悟る。

「本気と書いてマジですか……っ！」

　逃げられない以上、受けるしかない。左手のガントレットをかざす。緑のライン模様が輝いて光の波紋を呼ぶ。《逃げの一手ランアウエイ》の唯ゆい一いつのスキル、不ふ干かん渉しようシールドを展開。

　冷たい風が足元を伝い、ぶるっと震ふるえ上がった直後、白い魔物が光の障壁を襲おそった。削さく岩がん機きのような衝しよう撃げきが左腕を貫つらぬき、ガントレットが軋きしむ。光太は右手を添えて踏ん張る。

「くうぅぅっ！」

　衝撃が絶え間なく続いた。それは攻撃を遮しや断だんできている証あかしだが、しかし凍気までは防ぎようがない。絶ぜつ対たい零れい度どの息吹いぶきが体温を奪うばっていく。

　さ、寒い。いつまで続くのか。このままではプラナが尽きる前に凍こごえてしまう。

　時間にして、ほんの十秒足らず──光こう太たにはもっと長く感じられた──やがて吹雪ふぶきは風船のように弾はじけて散った。白い靄もやが徐々に引いていく。

　視界が晴れると、ステージは銀世界と化していた。あちこちに氷山が乱立している。

「はぁ、はぁ、はぁ……環境が変わっちまってる」

　まるで真冬。いや、氷河期だ。吐く息は白く、体の震ふるえが止まらない。歯がガチガチと音を立てる。全身に霜しもが降りて、吹ふ雪ぶいた冬山で遭そう難なんしたような有様だった。

「お見事。この技を受けてダウンしなかったのは、きみが初めてよ」女王は悔くやしがるどころか嬉うれしそうに微笑ほほえむ。「でも、足元がおろそかね」

　言われて下を見た光太は、「おあっ」とマヌケな声を上げた。両足が膝ひざ下したまで氷に埋まっていたのだ。慌あわてた拍子にバランスを崩す。足が固定されているので倒れるに倒れられず、リンボーダンスのように背中を反らした。

「いぎぎっ……こ、腰がっ」

　必死の思いで体勢を戻し、なんとかセーフ。危なかった。ポッキリいくかと思った。と安あん堵どしたのもつかの間、女王の姿が見当たらない。あれ？　どこへ？

「はい。おつかれさま」

　すぐ後ろで声がした。視界の隅すみに光こう刃じんがきらめく。

　振り返る暇ひまもない。気配もなく一いつ瞬しゆんにして背後に回り込んでいた女王の姿が、鏡のような氷山に反射して映る。鋭い目つきで口元に微笑を浮かべながら、死神が魂たましいを刈かり取るかのごとく無む慈じ悲ひに《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》を振るった。

　ぶぅん、と低い唸うなりを上げてビームサイズが光太の首を捉とらえ、すり抜ける。本当なら即死のところだが、ライフガードのおかげで無傷。痛みもなかった。

　しかし、首は飛ばなくてもプラナは刎はね飛んだ。

「あ──」

　次の瞬間、急激な眩暈めまいが光太を襲おそった。平へい衡こう感覚が失われ、視界がぐわんと歪ゆがむ。

　ああ、格が違うなんてもんじゃない。世界が違う。次元が違う。

　そう思ったのを最後に、落ちた。

　意識が飛んだのと同時に、左腕のガントレットはガラスのように砕け散った。それが決着の合図となり、御み凪なぎ静しず句くはアーツを解いた。大おお鎌がまが粒子化して消えると、ステージを埋め尽くしていた銀世界もまた、ダイヤモンドダストのようにきらめきながら消えていく。両足の氷結が解けた光太は、白目をむいたままバッタリと倒れた。

　終わってみれば、当然だが、元王者の圧勝だった。




　　　　○




　短い夢を見た。

　光こう太たは合戦で逃げ回っていた。一方で、子供の自分がテレビでバスタードを見ていた。逃げ続ける光太の前に絶ぜつ対たい零れい度どの女王が立ちはだかり、大おお鎌がまで瞬しゆん殺さつされてしまう。女王の活躍でバスタードは盛り上がり、子供の自分はそれを見て目を輝かせている。今しがた倒され、見切れてすらいない名もなきバスターが、将来の自分であるとも知らずに──。

「……ん」

　闘技場のベンチ裏にある医務室。ベッドの上で意識を取り戻した光太は、何かが上に覆おおいかぶさっている気配を感じ、うっすらと目を開けた。

　目と鼻の先に、憧あこがれの女王・御み凪なぎ静しず句くの顔があった。
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　びっくりして声を上げそうになるが、口を左手でふさがれる。

「シー、動いちゃダメ。じっとして」

　甘いささやきが耳をくすぐった。近い。めっちゃ近い。体の熱まで伝わりそうな距離。どうなってるんだ。なんでこんな夢みたいなシチュに。もしかして、まだ夢の中？

　御凪静句はベッドの横の椅い子すに腰かけ、少し屈かがむように上から覗のぞいていた。亜あ麻ま色いろの髪が垂れていい匂においがする。襟えりの隙すき間まから豊かな谷間がくっきりと見えた。光こう太たの口を押さえていた左手が離れ、頬ほおに触れる。右手は首筋をなぞる。

　いったい何をする気なのか。まさかこのまま、あんなことやそんなことを？

　桃色の妄もう想そうを走らせたそのとき、首にチクッと痛みが走った。

「──っ」

　一いつ瞬しゆん、顔をしかめる。なんだ？　今何か刺さったような……。

「急に動くとよくないよ。まだ安静にしてないと」

　御み凪なぎ静しず句くはそう言って離れた。手を腰の後ろに回し、にこっと微笑ほほえむ。

　その笑顔のせいか、体調不良のせいか、光太は眩暈めまいを覚えた。言われてみれば、頭はくらくらするし、体はだるい。首の痛みはもう実感がなく、気のせいにも思えた。ただの静電気だったのかもしれない。それより、さっきの至近距離はなんだったのか。危うく夢だと思って暴走するところだった。手を出さなくてよかった……。

　周りを見回して、ここが医務室だと知る。気を失ったあと運び込まれたのだろう。プラナを一度に大量に失うと貧血のような症状に陥おちいるのだ。その点、光太は経験豊富だった。

　部屋には他ほかに誰だれもいない。二人だけだ。どうしよう。

「あ、あの、どうして、先せん輩ぱいがこちらに？」

「少しやりすぎちゃったから、おわびに介かい抱ほうしにね。みんなまだ授業中だし」

　静句は「あ、ちょっと待ってて」と思い出したように立ち上がると、隣となりのベッドに置いてあった鞄かばんをごそごそと探りだした。自分の鞄のようだ。後ろを向いて屈かがんだ拍子に、体操服がぴっちりと張ったお尻しりが光太の目の前に突き出される。

　思わず凝ぎよう視しした。然しかるのち、目をそらす。

　泳いだ視線は部屋に備え付けのモニターを見つけた。闘技場の様子が映っている。

　ちょうど相あい川かわの試合中だった。鉄パイプを手にステージの端を走り回っている。対戦者のアーツは多銃身砲ガトリング。中央に陣取り、銃身束を回転させて黄色い粒子弾を乱射していた。

　隅すみに追いつめられた相川は、手のひらで鉄パイプの両端を押し潰つぶす。するとスライムのようにどろりと歪ゆがみ、マンホールの蓋ふたに似た盾たてに変形した。それで砲撃をガードする。形状変化は相川のアーツ《可変の鉄則アイアンクラツド》の十お八は番こだ。鋼鉄のエレメントで様々な武装に変形可能。ただし手元を離れては使えないので、扱えるのは近接武器だけ。器用貧乏は否いなめない。

　相川は防御しながら突進した。盾の表面から無数のトゲが生える。得意技のニードルカウンター。さらに如によ意い棒ぼうのように手元から伸ばす。伸縮自在、意表を突いた反撃だ。が、いかんせん直線的すぎた。難なく避よけられ、またも銃乱射を受けて逃げ回る。

　どうにも手詰まりだ。相川には悪いが、決着は時間の問題だろう。

「光太くん、光太くん」

　耳元で声がした。振り向くと、また数センチの距離に静句の顔が、それも予想外に無む邪じや気きな笑顔があって、二重にドキリとさせられた。なんて無防備な距離感。

「はい、これ」静しず句くの手にはスポーツボトル。「私愛用の特製栄養ドリンクなの。飲んで」

　ありがとうございます、とお礼を言う間もなく口にストローが差し込まれた。先せん輩ぱい愛用ってことは、これってもしかして間接キス？　などと思いながら、勧すすめられるがまま吸って飲む。

「ん？」すぐに顔をしかめた。衝しよう撃げきが走った。「んうぅぅっ!?」

　な、なんじゃこりゃ。とろみがあって炭酸があって、苦いようで酸すっぱいようで、青あお臭くさくて薬品臭くて……ま、まずい。まずすぎる。

「どう？　味は試行錯さく誤ご中だけど、プラナの回復には効果的なはずなの」

「げほ、げほ」試行錯誤？　はず？「た、確かに……独特の味、ですね」

「気分はどう？　体の調子は？　みなぎる感じがしない？」

「さ、さあ、どうでしょう。特に、これと言って何も……」

「おかしいなぁ。もっと飲んでみて。ほら、遠えん慮りよしないで。どんどんいっちゃって」

　静句は好奇心いっぱいの子供のような笑顔で勧めてきた。目がキラキラしている。

　嫌いやです遠慮させてください、とは言えず、光こう太たは我慢してストローをくわえる。

　うおお……やっぱりまずい。改めてまずい。しかし、おや、どうだろう。お腹なかの中がじんわり温かく感じたかと思うと、全身の気だるさがやわらいだような……。

「あ、なんだか少し楽になった気がします」

「うんうん、それで？　他ほかには？　どんな感じがする？」

「えっと、そうですね……体がぽかぽかしてきたような」

「どれどれ」

　ひんやりした手がひたいに当てられた。さらに頬ほおや首筋も撫なでられる。

　光太はドギマギして余計に火ほ照てった。

「確かに熱っぽい」静句は真顔でつぶやく。「副作用かしら」

「副作用？」

「ううん、なんでもない。参考になったわ、ありがと」

　静句はにっこり笑って言うと、隣となりのベッドを向いてスポーツボトルを片づけ、また鞄かばんをごそごそしだした。副作用とか、参考とか、まるで実験体にでもされたような……。

　まさかな、と思いながら横を見ると、また目の前に大きなお尻しりが。よく見ると下着のラインが浮いている。

「光太くんは、バスタード、好き？」

「は、はい、好きですっ」反射的に目をそらし、天井を向いた。「小さい頃ころからバスタードに憧あこがれてました。十年前のあの事件があってから、ずっと……。去年は先輩のこと、ずっと見てました。もうテレビの前に釘くぎ付づけでした」

「ふーん、そうなんだ。ずっと見られちゃってたんだ」

「あ、いや、変な意味じゃなくてですよ？」

「私のほうこそ変じゃなかったかな？　カメラ映りとか、全然考えてなかったから」

「大だい丈じよう夫ぶです。すごくキレイでした。ステキでした」

「あれれ？　過去形？」

「いえいえ、今もキレイです！　生のほうがステキです！」

　って、何を口走っとるのだ、己おのれは。

　光こう太たはさっきよりも顔が熱くなった。静しず句くは背中を向けたまま「ありがと」と言ってくすくす笑う。からかわれたのだ。

「あの……先せん輩ぱいは、どうしてやめちゃったんですか？　バスタード」光太は話を変えようと質問した。前々から気になっていたことでもあった。「生徒会長になっても、バスタードを続けることはできるでしょう？　歴代の会長はみんな両立してましたし」

　そこまで言ったところで地雷の可能性に思い至る。もしかして引退の件は気安く触れちゃいけなかっただろうか。

「好きの違い、かな」静句は気にする様子もなく応じた。

「好きの違い？」

「うん。私も光太くんと一緒で、子供の頃ころからバスタードを見て育ったわ。昔も今もバスタードが好きよ。ただ、私の好きは一ファンとしての好きなのね。舞台に立つ側ではなく、見る側としての好き。去年、実際に参加してみて、そのことに気づいたの。それで今年からは、舞台を支える側に回ることにしたわけ」

「そう、ですか」光太はお尻しりを盗み見た。「それは初耳です」

「オフレコだよ。表向きには、生徒会長になったことを理由にしているの。それも嘘うそではないし、余計な波風を立てなくてすむから」

「いいんですか、それ、しゃべっちゃって。というか、どうして僕なんかに……」

　わざわざこちらの質問に答える義理もないのに。

「私の全力を受け止めてくれたお礼、かな。別に無理に隠すほどのことでもないしね」

　静句は鞄かばんのチャックを閉じて振り返った。光太は慌あわてて天井を見る。

「それに、光太くんは言いふらしたりしないでしょう？」

「も、もちろんです、はい」

「だと思った」

　静句は朗ほがらかに微笑ほほえんだ。光太はつい見み惚とれてしまう。

「じゃあ、私はそろそろ。生徒会の仕事があるから、これで。光太くんはゆっくり休んでいってね。バスタード、がんばって。応援してるから」

「はい、ありがとうございました」

　静句は廊下に出て手を振った。ドアが閉まる。足音が遠ざかっていくのを聞きながら、そう言えば今日に限ってなぜ実技に参加したのか、光こう太たは今さら気になった。いや、そもそも能力科である以上、参加して当然なのだが……気分次第なのか？

　絶ぜつ対たい零れい度どの女王、御み凪なぎ静しず句く……もっとクールな人かと思っていたけど、全然違ったな。意外と表情豊かで、想像していたよりも子供っぽいというか、オチャメというか。見た目が大人おとなっぽいから余計にギャップがあって、それがまたぐっときた。いい意味で裏切られた。

「しかしまあ……遠いよなぁ」

　さすがは女王と言うべきか、やめた理由まで人並み外れていた。誰だれもが羨うらやむ性能と実力を持ちながら、人気絶頂の中、好きの違いというだけであっさり身を退ひくなんて。

「引退、か」光太は天井に向けてつぶやく。

　入学から一月半のあいだに、その二文字が何度頭の中にちらついたことか。一いつ介かいの生徒にすぎない身では、御凪の令嬢である女王のように隠居みたいなことはできない。引退するとなれば、アーツを手放し、バスターをやめなくてはならない。

　後天的に授かるアーツの力は、逆に取り除くことも可能なのだ。

　まだ摘出技術がなかった昔は、卒業してライセンスを取得しない限り、能力生は島を出られなかったらしい。ライセンスを取得すれば、島の外でのアーツの使用が認められ、スキルを生かした職業（特殊警察やＳＰが人気だ）にありつける。それが御凪学園──バスタード卒業後の能力生の一般的な進路であり未来図だ。今でも在学中の能力生は外出許可なしに島を出ることは許されない。アーツを捨てるという唯ゆい一いつの方法を除いて。

　やめたければいつでもやめられる。でも夢にまで見た舞台だ。憧あこがれていたバスターになれたのだ。そう簡単にあきらめられるはずがない。

　それに、バスターでいることは、光太にとって己おのれの存在を守る最後の砦とりででもあった。

　子供の頃ころから何の競技をやってもダメだった。運動神経はそう悪くないが、他人と競うことが苦手だった。祖父の勧すすめで始めた空手は一週間もたたずしてやめた。両親もスポーツの類たぐいは向いていないと見て、かえって勉学にうるさくなった。期待に応こたえたい一心で、光太は言われたとおりに勉強に励はげんだ。バスターへの憧れは持ち続けていたが、それは次第に、星に手を伸ばすような、縁遠い世界に対するものになっていった。

　中学時代は勉強漬づけの日々。学校のあとは塾。遊ぶ暇ひまもなく、友達もできなかった。それでいて成績はふるわず。高校受験で第一志望に落ちると、両親は見切りをつけて期待の矛ほこ先さきを弟と妹にスイッチした。見限られた光太は何の取り柄もない人間になっていた。

　だけど中三の冬、ダメもとで受けた適合試験に合格し、思いがけず夢切符を手にした。その瞬しゆん間かん、初めて自分に価値らしいものが生まれたのだ。

　アーツは千せん差さ万ばん別べつ。性能に差はあれど、すべてオリジナル。オンリーワン。自分という存在の中で唯一意義のあるもの。それを手放してしまったら、あとには何も残らない。何の取り柄もない空からっぽな自分に戻ってしまう。それだけは絶対に嫌いやだ。

　だから、たとえ最下位に沈もうとも、無様な負け姿を幾度さらそうとも、バスタードの舞台に立ち続けていた。日に日に募っていく劣等感の重みでぽっきり折れそうな心を、へらへら笑ってごまかしながら。

「やめるわけにはいかないんだ。バスターなんて、名ばかりだけど」

　モニターを見ると、相あい川かわの試合が終わっていた。どちらも決定打を欠いた勝負は、相川のプラナが尽きてライフガードが消滅し、判定負け。ふらふらとベンチに下がっていく。

　映像が別のステージに切り替わった。ちょうど宮みや古この試合が始まって──いや、すでに決着がついていた。秒殺だったらしい。

　ハイライトが流れる。相手のアーツは銃器系。開始と同時に宮古はアーツを投げるという荒あら業わざに出た。相手が慌あわててガードし、アーツは弾はじかれたが、その隙すきに宮古は間合いを詰め、手元にアーツを再さい召しよう喚かん。居い合あい抜きのように紅くれないの刃やいばを一いつ閃せん。一撃で勝負あり。

「さすが、こちらも格が違う」

　つぶやく光こう太たは我知らずため息をついていた。




　場所は変わって、闘技場館内。ひっそりとした廊下を御み凪なぎ静しず句くが歩いている。右手に持った携帯端末を耳に当て、電話をしていた。

「予定通りすんだわ。これからそっちに戻る。モニタリング、よろしくね」

　授業中で廊下は無人だったが、声を抑えている。相手の応答に耳を傾けるあいだ、かすかな笑みをたたえていた。まばたきをすると長いまつ毛が揺れる。

「そう、例の彼、最下位の男ボトムナンバー……ええ、わかってる。あとは可能性の問題だから」

　静句は鞄かばんを肩にかけ直し、上着のポケットから何かを取り出した。親指と人差し指でつまんでかざすのは、薬液を封入するアンプルのような容器。しかし中身は空からだ。

　軽く目を細めて意識を集中すると、容器は白く凍りつき、音もなく砕け散った。

「しばらくは様子見ね。あとは神のみぞ知るかしら……うん、それじゃあ」

　電話を終えた絶ぜつ対たい零れい度どの女王は、闘技場を出ると、生徒会室がある中央校舎とは別の方向へ歩いていく。

　行く手には古い時計台。その針は十年前から時を刻むことをやめていた。




　　　　○




　週末の日曜日。午前中をのんびりすごした光太は、寮の食堂で昼食をすませたのち、部屋に戻って制服に着替えた。バスタードの公式試合に出場するためだ。

　能力科の生徒には、授業の出席日数の他ほかにも学期ごとに試合ノルマが課せられている。公式試合は平日の放課後や土日祝日に行われ、週末にはイベントも企画される。この前の紅白合戦やクラス対抗戦、今日予定されているバトルロイヤルなど、いろいろだ。

「試合、何時からだ？」

　相あい川かわが聞いた。ベッドに寝転び、文庫本を読んでいる。意外と読書家なのだ。

「三時から」光こう太たは端末で予定を確認する。「最終グループ」

　公式試合の出場日は自分で希望を出すのだが、時間と場所は当日に学園のコンピュータが自動で割り当て、各出場者にメールで通達される。学園島には複数の闘技場があり、会場によってステージの環境やルールが異なったりする。

　ちなみに、試合の際は制服着用が義務づけられている。ライフガードが作用する以上、着る物は選ばないが、能力科の制服はバスタードのユニフォームでもあるのだ。なので他ほかの科とはデザインが少し違う。一応、機能性と耐久性に優すぐれており、破けたりしてもすぐに新しいのが支給される。ちなみのちなみに女子はスカートなわけだが、そこは当然、下にアンダースコートやハーフスパッツなどの着用が認められている。というより義務づけられている。

「応援に行ったろかい？」と相川。「どうせ暇ひまだしさ」

「いや、それには及ばん。どうせ負け戦いくさだ」

「そう早まりなさんな。よく言うだろ、勝負に絶対はないって」

「勝負以前の問題なんだよ、僕の場合」

「それを言っちゃあ、おしまいさ」

　いつもの調子でしゃべっていた、そのときだ。

　二人の携帯端末が同時に音を発した。非常ベルのような警告じみたアラーム。それは学園から支給されたすべての端末──すべての能力生に向け、あることを知らせるためのもの。

　光太と相川は端末をテレビモードにし、学園島の専用チャンネルに合わせる。

　バスタードの中継が途切れ、ニューススタジオに切り替わった。女子アナの姿が映る。正確には、女子生徒アナウンサー。専用チャンネルの番組は、すべて学園のメディア委員会による自主制作で、スタッフはみんな生徒（主に別の科）なのだ。

『試合の途中ですが、ここで学園島のみなさんに緊急のお知らせです』

　女子アナはにこりともせずに伝えた。

『先ほど午後一時過ぎ、市街地付近で〝バグ〟の出現が確認されました。数は一体。遭そう遇ぐうしたバスター一名が負傷し、病院に運ばれました。命に別条はないとのことです。現在、バグの行方ゆくえはわからず、風紀委員会が捜索を行っています。また本件に対し、〝イリーガル〟による犯行声明などは、今のところ確認されていません。防犯カメラが逃走するバグの姿を捉とらえていました。ご覧らんください』

　映像が変わった。人ひと気けのない路地。場所は市街地の外れか。学園島の各所にはこういう場合を想定して無数のカメラが設置されている。防犯用でもあり撮影用でもある。

　映り込んだバグと呼ばれるそれは、四足動物の姿をしていた。見た目は大型犬。全身はメカニカルで、生き物というよりロボットのようだ。口から黒い怪光を吐いて建物を破壊し、先の尖とがった尻尾しつぽを鞭むちのように振り回して暴れながら画面を横切っていく。

『島民のみなさん、また島外よりお越しの方々は、お出かけの際、十分ご注意ください。バグを見かけた場合は、決して近づいたりせず、すぐに避難して風紀委員会にご連絡ください。繰り返しお伝えします。本日、午後一時過ぎ──』

「さて、どうする？」相あい川かわがごろ寝しながら言った。「って、聞くまでもないか」

「バグの討とう伐ばつこそバスターの本分だ」光こう太たは一見真ま面じ目めに答える。「しかし、今日はこれから試合がある。非常に残念でならないが、今回は見送るとしよう」

「今回も、だな。バグと戦うなんて無茶もいいところさ。俺おれたち、ザコですから」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」

　光太はテレビを消して身み支じ度たくに戻った。相川も文庫本の続きを読むのに戻る。緊急速報が入るほどの事態を前にしておきながら、二人とも緊張感に欠けていた。

　この学園島に出没する脅きよう威い。アーツを悪用して作られたとされる怪物兵器、バグ。

　それを陰で操る謎なぞのテロリスト集団、イリーガル。

　アーツをめぐる正義と悪の戦い。嘘うそでも冗談でも企画でもないリアルな抗争。普通なら部屋でのんびりなどしていられない状況のはずなのだが。

「もう十年になるのか」相川が思い出したようにつぶやく。

「ずいぶんと変わったもんだよ、バスタードも」光太は皮肉を込めた。

「完全に娯ご楽らく化かしちゃったからな。それが功を奏しているわけだけど」

　イリーガルとバグが現れだしたのは、ずっと昔のことだ。今では当たり前になりすぎて驚おどろきもない。しかし、イリーガル（主にバグ）との戦いこそが、バスタードの起源でもある。

　そもそもの始まりは十年前にさかのぼる。当時、アーツの採掘と研究が本格化したばかりの学園島（まだ学園はなかったが）で、最初にして最凶のバグが出現した。〝女じよ王おう蜂ばち〟と称されたそのバグは、大量の子バグを生み、それが海を渡って世界中に拡散し、人類を襲おそった。親である女王蜂を倒さない限り、子バグは再生と増ぞう殖しよくを繰り返し、きりがなかった。

　その危機を救ったのがアーツの能力者たちだ。女王蜂との壮そう絶ぜつな戦いは、島のカメラを通じて世界中が見守った。光太は幼かったので記憶が漠ばく然ぜんとしているが、勝利の瞬しゆん間かんは目に──心に焼き付いている。画面に映るヒーローたちの姿。湧わき起こる大歓声。そのとき子供心に覚えた感動こそが、光太がバスターに憧あこがれるきっかけとなった。

　女王蜂が消えたあともバグの出現は続いた。やがてイリーガルを名乗る謎の組織が犯行声明を出し、バグがアーツテロであることが判明した。イリーガルの狙ねらいはアーツの採掘場である島そのものだ。この島がイリーガルの手に落ちれば、世界的脅威につながる。それは女王蜂によって証明済みだった。だからこそバスターが必要とされ、人材を集めて教育するべく学園が創つくられた。そしてバスターの戦う姿は人々の支持を集め、人気を博していった。そこにビジネスチャンスを見た御み凪なぎグループが戦いを見世物にしたことで、前ぜん代だい未み聞もんのバトルエンターテインメントショーが誕生したのだ。

　バスタードとバスターの名称は、今でこそ〝バカ騒ぎ〟という解釈をされているが、もともとは〝討とう伐ばつする〟という意味が込められていたのである。光こう太たが幼い頃ころに見ていたバスタードはまさに討伐をメインとしたもので、バスター同士の戦いは余興にすぎなかった。

　しかし学園の方針によって娯ご楽らく化かが進むにつれ、バスタードも変わった。五年前にポイント制のランキングシステムが導入されてからは、バスタードのメインはバスター同士の競い合いになった。視聴者の見方も変わり、バスターはアイドル化していった。それこそバカ騒ぎの様相を呈ていしていったのである。

　イリーガルとバグの存在が脅きよう威いであることに変わりはないが、バグの討伐は最近ではバスターとして名を売るため、ランキングを上げるための狩しゆ猟りようイベントにすぎなくなっていた。この島では、もはや事件すら娯楽なのだ。その証拠にバグとの戦いが中継されると視聴率が上がる。

　腕に覚えのある者は我先にとバグを狙ねらい、そうでない者は外野に回る。光太も相あい川かわも、島に来た当初は、バスターになったからには自分たちの手でバグを倒してやろうと意気込んでいたが、己おのれの実力と立ち位置を知るにつれ、そんな気も失うせた。今では我関せず。

　これでいいのかよ。バグと戦いもしないでバスターって言えるのか。そんな自問自答や葛かつ藤とうがないわけじゃない。だけど、しかたないのだ。弱いのだから。

　十年前の英雄たちの姿を思い出すと、自分が情けなくて泣けてくる。バスターになったからこそ、その背中がいかに遠いか、身に染しみてわかった。絶ぜつ対たい零れい度どの女王と同じだ。舞台は同じでも世界が違う。次元が違う。

「まあ、俺おれたちはおとなしくしていたほうが身のためってね」相川は気楽に言う。

「出しゃばったところで、痛い目を見るのがオチですよっと」光太も軽けい薄はくを装よそおう。

「上位の連中は躍起になるからな。すぐに片がつくだろうよ」

「ってわけで、平常運転。試合に行って参る」

「健闘を祈る」

　敬礼挙手する相川に見送られ、光太は部屋をあとにした。




　歩行者天国のメインストリートを抜け、参加会場となる第六コロシアムに到着した。時間はまだ余裕がある。受付でエントリーを済ませ、出番まで他ほかの試合を見ながら待とうと思ってスタンドに出ると、客席は半分近く埋まっていた。

「おろ？　けっこう混こんでいらっしゃる」

　いつもはガラガラだ。上位ランカーやナンバーズのような人気者でも出場しない限り、そう賑にぎわうことはない。同じことが視聴率にも言える。バスタードは複数の会場で行われている試合が同時にデータ放送されていて、視聴者は見たいバトル、推しているバスター、注目の対戦カードなど、自由に選んで見ることができる。だから当然、上位で人気のあるバスターが出場する試合は視聴率が高く、その逆は言うまでもない。

「ビッグネームでも出てるのか？」

　光こう太たは適当な場所に腰を下ろし、携帯端末で対戦カードを確認した。特に目立った名前は見当たらない。続いて、このあと自分が出場する時間枠をチェックした。対戦カードは直前になるまでわからないが、出場予定者は発表されている。

　ある名前が目に留まった。

「げっ、宮みや古こ朱あか音ね」なるほど、人が集まるわけだ。

　納なつ得とくするそこに、噂うわさをすればなんとやら。

「あ、未み空そらじゃーん」ご本人が現れた。

　光太は思わずまた「げっ」と漏もらす。

「なによ、そのリアクション。失礼しちゃう」

　眉み間けんのしわを深くした宮古は、ずんずんと大おお股また歩きでやってきて隣となりに座った。ただでさえ背が低いのに、座ると余計にちっちゃく感じる。

「ふん、最下位の男ボトムナンバーと同じブロックだなんて、ついてないわ」

「それはこっちの台詞せりふですよ、チビ姫」

　つい裏での呼び方をしたら、腹にエルボーが突き刺さった。光太はピクピク震ふるえて悶もん絶ぜつ。

「しかも、あたしが試合やる日に限ってバグが出るし」宮古は涼しい顔で話を続けた。

「あの、犬みたいなやつ、ですか？」光太は苦悶の表情で応じる。

「そ。討とう伐ばつは早いもん勝ちだからね。懸賞ポイントでかいし、メディアも注目するし、ホントはそっちを優先したいんだけど」

　公式試合は今やバスタードのメイン。出場登録した以上は参加する義務がある。

「せめて上位とやりたいな。言っとくけど、あんたは当たらないでよ？」

「当たりたくもないですよ」

「あと強い相手取らないでよね。この前の女王みたいなことになったら怒るわよ」

「取りたくもないですよ。ていうか、決めるのは機械ですから。僕に怒られましても」

　わざわざ強敵を求めるなんて、向上心の塊かたまりかよ。光太は呆あきれながらも感服した。ランキングが上の相手に勝てば獲かく得とくポイントが割増しになるっていうのもあるのだろうが、宮古はそれ以上に力を持て余しているみたいだ。本人は早くナンバーズと戦いたがっているけど、挑戦権が与えられるのは十位台だけ。そこまでは地道にランキングを上げていくしかない。

「なんかチマチマした試合ねぇ。つまんない」

　宮古は両手であくびを隠した。足をパタパタする。

　光太も眼下に目を向けた。広い円形フィールドに木々が生おい茂しげっている。

　森林ステージ。この会場の特色だ。舞台はひとつだけだが、直径は五十メートル以上あり、かなりの面積。スタンドからは対戦者の位置がわかるし、モニターには定点カメラの映像も入っているが、戦っている当人たちは視界が悪いだろう。

　現在の対戦者は共に銃器アーツの使い手で、互いに距離を取ってドンパチしていた。銃撃音こそ派手だが、どちらもヒット＆アウェーのワンパターンで展開は地味。見せ場のないままタイムオーバーとなり、引き分けに終わった。すぐに次の試合が始まる。

「ねぇ、未み空そら。あんた今、ポイントいくつ？」

「なんですか、藪やぶから棒に。ていうか、最下位にそれ聞く？　新あら手ての嫌いやがらせですか？」

「ただの暇ひまつぶしよ。いいからさっさと見せなさい。端末でちょちょいでしょ」

「そっちが先に見せてくれるなら、見せてもいいですけど？」

「いいよ、ほら」

　宮みや古こは迷うことなく自分の端末にパスワードを入力。突き出すように見せてくる。

　表示された数値を見て光こう太たは愕がく然ぜんとした。すごい。桁けたが違う。見るんじゃなかった。自分が惨みじめになるだけだ。

「はい次、あんたの番。さっさと出しな」宮古は指をくいくい。

　まるでカツアゲだ。今さら嫌とは言えず、光太はうなだれて端末を操作し、見せる。

　雀すずめの涙ほどのポイントを目にした宮古は「なにこれ」と驚おどろき、ぽかんとした。

「見たか、それが底辺を生きる者の現実だ。笑いたけりゃ笑うがいい」

「いや、笑えないから、これ。こんなんでどうやって生活してるの？」

「別に困りゃしませんよ。ここは全寮制なんだから」

「いくら生活が保障されてるからって、あんた……今どき、小学生のお小こ遣づかいだってもう少しもらえるわよ？」

「物欲に目が眩くらまないよう、現実から目を背そむけて生きています」

「はぁ？　意味わかんない。バカ？　バカなの？　バカでしょ？」

「そう畳たたみ掛けないでくださいよ。精神的ダメージを戯ざれ言ごとでごまかしてるんだから」

「あのね、どうごまかしたって現実は変わらないんだから。下ばっか見てないで上を向きなさいよ、上を。あんたには向上心ってものがないわけ？　ポイントいっぱい貯ためて、欲しいもの買おうとか、おいしいもの食べようとか、もっといい部屋に住もうとか──」

　宮古はだんだん説教臭くさくなってきた。いつものことだ。光太は聞き流す。

　ランキングを左右するバスターズポイントは、ただのポイントにあらず。学園島では、獲かく得とくしたポイントを電子マネーとして利用できるのだ。能力科の生徒は、授業料をはじめ、寮費などの基本費用は、学園側がバスタードの収益を還元する形で全額負担してくれている。だからポイントはあくまで小遣い感覚にすぎない。

　しかし、ポイントが日々の暮らしに与える影えい響きようは少なくない。特に学生寮はそう。相部屋のボロアパートから、個室に住めるマンションまで、いろいろランクがあり、より良い寮に入るには家賃のように毎月ポイントを払う必要がある。当然ランクの高い学生寮ほど月々の支払ポイントは高い。だからランキングの上位と下位で格差が生まれる。

　噂うわさでは、ナンバーズが暮らす最高級の学生寮には、屋内プールや専用ジムがあって、毎日の食事は一流シェフが腕を振るい、掃除や洗濯はメイドがしてくれるという。セキュリティーも万全でほとんど情報が漏もれないので、噂を通り越して都市伝説じみているが。

　これっぽっちで何ができる──。光こう太たは改めて自分のポイントを見て落らく胆たんした。欲しいものは買えない。おいしいものは高くて食べられない。いい部屋には住めない。誰だれもが抱いだき、多かれ少なかれ叶かなえていくだろう普通の望みが、自分にとっては遥はるか天上の高望み……。

「ちょっと、聞いてるの？」宮みや古こが上うわ目め遣づかいに睨にらんだ。

「はいはい、聞いてますよ」光太は適当に相あい槌づちを打つ。「あ、そろそろ組み合わせが決まった頃ころじゃないですか？　チェックしときましょう」

　話をそらして端末を見た。宮古も自分の端末を操作する。

　対戦相手を確認した二人は、同時に「げっ」と漏らした。

【　ＫＯＴＡ・ＭＩＳＯＲＡ　ＶＳ　ＡＫＡＮＥ・ＭＩＹＡＫＯ　】

　顔を見合わせる。宮古は怒った顔で。光太は弱った顔で。

「当たらないでって言ったでしょ！　バカ！　アホ！　マヌケ！　バカ！」

「いやだから、決めたのは機械ですから」なんでバカを二回言った。

「つまんない！　こんな結果のわかりきった試合、つまんない！」

「本人を前にして、めちゃくちゃ言ってくれますね」

「もぅ！　こうなったら思いっきりブッた斬ぎってやるから、覚悟しなさい！」

　宮古は牙きばをむくように吠ほえた。頭に血が上っていて顔が赤い。

　光太は逆に青くなる。今日の宮古と言い、このあいだの女王と言い、なんでこんなときだけ引きが強いのか。まるで噛かませ犬にでもされているみたいだ。




　現在、三百名ほど（一学年あたり約百名）が名を連ねているバスタードの中で、メディアがレギュラー的に注目しているのは一割程度。ランキングで言えば上位三十人ぐらいだ。その他ほかのバスターの試合は、観戦客も視聴率も微々たるもの。

　けれど宮古のような注目株は話が別である。期待の超新星。アイドル要素十分。その注目の高さは異名として現れている。バスターの異名は、メディアが勝手につけるキャッチフレーズみたいなもので、異名が与えられるということは注目されていることの証あかしであり、バスターにとっては一種のステータスなのだ。光太の場合はまた別だが。

　試合の直前になると、スタンドは噂のシンデレラガールを一目見ようという人たちで埋まっていた。満員御おん礼れいの大盛況である。

『さあさあ、お待たせしました。次は今日いちばんの注目カードです！』

　実況を務める男子生徒の声にも一段と熱がこもる。

『ご紹介しましょう、まずはこの人。ここまでいまだ勝ち星なし。連敗街道まっしぐら。不名誉な記録をどこまで伸ばすか、知る人ぞ知る最下位の男ボトムナンバー！　未み空そら光こう太た！』

　テンション高く巻き舌で叫ぶと、オーロラビジョンに光太の名前と顔写真が出た。あちこちから生のブーイングが飛ぶ。

『対するは、みなさんお目当てのこの人。バスタード界に吹き荒れる新風。見た目はキュートでも中身はヒート。触れたら火傷やけどする紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ、宮みや古こ朱あか音ね！』

　続いて宮古の名前と写真が出ると、ブーイングが一転、歓声で会場が揺れた。オーロラビジョンにステージ上の宮古が映る。宮古はカメラを意識して笑顔を振りまき、手を振る。

「よくやるよ」あれを詐さ欺ぎと言わずしてなんと言う。

　ステージ内からオーロラビジョンを見上げながら、光太はひくひくと笑った。周りは木に囲まれていて観客席の様子ははっきりと見えないが、嵐あらしのような盛り上がりは嫌いやでも耳に入ってくる。宮古の人気が急上昇しているのは知っていたけど、これほどまでとは。

『お聞きください。会場は朱音たん──ごほんっ、宮古選手の応援一色です。未空選手、アウェーの洗礼を受けています。勝っても負けても、無事に生きて帰れる保証はなーい！』

　なんでやねん。いつからホーム＆アウェーが存在するようになったんだ、この島は。それに朱音たんって……。実況まで宮古びいきかよ。

「これじゃあ、ホントに噛かませ犬だな。ピエロだけじゃ足りないってのか？」

　愚ぐ痴ちる光太の頭上に半透明のドームが展開される。周囲への被害を防ぐためのガードシステムが作動したのだ。ドームの天井に空の映像スカイビユーが広がり、内側からはスタンドもオーロラビジョンも見えなくなった。

　光太はステージの西サイドにいた。宮古は東サイドだ。実際に立ってみると森の中そのもので、相手の姿どころか十メートル先だって見えやしない。

『それでは両者、バトル・セット！』

　実況の声に従い、光太はアーツを召しよう喚かんした。左腕を機械装甲が覆おおう。

『制限時間十五分。延長なし。一本勝負。レディー……ファァァイッ！』

　ブザーが鳴った。と同時に周りの音が失うせ、静寂と化した。

　ガードシステムの機能のひとつ、消音効果サイレンサーだ。バスターが戦いに集中できるよう、試合が始まると外部の音声はシャットアウトされる。実際のスタンドは今も騒がしく、アナウンサーも宮古びいきの実況を続けていることだろう。

「さて、どうする」自問自答。「まあ、どうしようもないな」

　どうあがいても敗北必至。観客も宮古の味方。誰だれも僕のことなど応援してない。どうせ散るなら潔いさぎよく正面から当たって砕け散りますか……。

　早々にやさぐれた気分になったそのとき、不意に頭の中に声が響ひびいた──「がんばって。応援してるから」──それは数日前、御み凪なぎ静しず句くに言われた言葉だった。

　ただの社交辞令だったのかもしれない。だけど、思い出したその一言が頭から胸へと響いて伝わり、勇気づけられた。光こう太たは目を閉じて深呼吸する。

「がんばってみますか」つぶやいて目を開けた。「がんばって……逃げ切るか」

　狙ねらうはタイムオーバーによる引き分け。決してふざけているのではなく、それが自分にできる精一杯の戦い方だと思った。宮みや古このアーツは近接系。この視界の悪い森林ステージ、うまく身を潜ひそめれば、いけるかもしれない。

　とりあえず場所を変えよう。スタート地点でじっとしているのはまずい。

　時計回りに移動を開始。身を隠すのに適した場所を探す。今いま頃ごろスタンドはブーイングの嵐あらしだろうか──。こそこそ逃げ回る自分に、観客と視聴者が不満を垂れる光景が思い浮かぶ。あるいはモニターには宮古しか映っていなくて、みんなそっちに夢中かもしれない。

　それならそれでかまわない、と思いながら歩いていると、ふと異変を感じた。

「なんか、焦こげ臭くさいな」それに妙に蒸むし暑い。

　襟えりをゆるめた光太は、「ん？」と眉まゆを寄せて前方を見た。

　赤色が揺らめいていた。最初は目を疑った。

「え……火事!?」

　炎が躍っている。ステージの森林が燃え、火の粉が舞っていた。一いつ瞬しゆん事故か何かかと思ったが、試合が中断される様子はない。つまり、これは……。

「チビ姫の仕し業わざか」光太は唸うなった。「そうか、炎のエレメント……森を焼き払ってあぶり出そうって？　派手にやってくれちゃって。ステージ壊すのってありなのかよ」

　とにかくこっちには進めない。いったん引き返して対策を練ろう。

　と思って戻ろうとしたら、来た道にも赤い魔の手が伸びていた。灯油やガソリンでもまかれているような勢いで、あたり一面すでに火の海だ。

「ゲホゲホッ、ゲホッ……ちょっとやりすぎじゃないの、これ。煙を吸っちゃったら、普通に命にかかわるって」

　咳せき込みながら逃げ場を求めてさまよう。

　すぐに火の手の及んでいない一角を見つけ、これ幸いと逃げ込んだ。だが、そこには小柄なショートボブの姿。手には真紅の機械刀。やられた。待ち伏せだ。

　背後は火の海。引き返しようもない。まんまとハメられてしまった。してやったりのドヤ顔で出迎えられるか、待ってましたと言わんばかりに仕掛けてくるか、さてどっちだ。

　光太は警戒する。しかし、宮古の反応はどちらでもなく、いきなり警告を発した。

「未み空そら、上っ」

「あのね」思わず苦笑した。「そんな安い手に、誰だれが引っかかりますかって」

「バカ、そうじゃないっ」宮みや古こは真剣に声を張る。

　そのとき不意に影が差した。ぞくり。悪お寒かんが走る。なんだ、このざらついた感じ──。得え体たいの知れない不快感を覚え、光こう太たは弾はじかれたように頭上を見上げる。何か降ってくる。

「おわっ!?」間一髪、飛び退のいた。

　重たいものが墜つい落らく──否いな、着地。風圧で砂すな埃ぼこりが舞う。

　砂さ塵じんの中で、一いつ対ついの紅あかい光が鬼火のように妖あやしく輝いた。眼めだ──。そう直感した光太は反射的に距離を取っていた。宮古が駆けつけて隣となりに並ぶ。

　砂埃が引いていくにつれ、徐々にシルエットが明らかになっていく。光太よりも小さいが宮古よりは大きい。四つ足の立ち姿。メタリックなボディ。先の尖とがった尻尾しつぽ。

　正体に気づくと同時に光太は叫んでいた。

「バグだって!?」

　そいつはニュースで見た犬型のそれに違いなかった。

「どういうことだよ、こいつは！」不測の事態に浮き足立ち、我知らず声が大きくなる。「なんだってバグがここに！」

「あたしにだってわかんないわよ！」浮き足立っているのは宮古も同じらしい。無む駄だに声がでかかった。「ついさっき、いきなり襲おそってきたんだから！」

「会場はどうなってんの！　他ほかのバスターたちは!?」

「知るか！　あたしに聞くな！」

　外の様子は不明。何の反応もない。気づいていないはずがないのに、なぜだ。

　バグは獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうさながらに姿勢を低くし、ガシャンガシャンと機械的な足音を立てて近づいてくる。その機体は何とも言えない禍まが々まがしさを帯びていて、光太は悪あく霊りようや怨おん霊りようの類たぐいでも目にしているような薄うす気き味み悪さを覚えた。

　なんだ、この不快で不吉な感覚は。バグってのはこういうものなのか？

「ぼうっとしないの！　死にたくなかったら対応する！」

　宮古が喝かつを飛ばす。ハッとした光太はバグの口内に闇やみ色いろの粒子光が収束するのを見た。覚悟を決める間もなくフラッシュが走り、暗い光弾が放たれる。

　それが、ポイントではなく生死を賭かけた戦いの始まりを告げる号砲となった。




　その数分前──オーロラビジョンには宮古朱あか音ねの姿が映っていた。身の丈たけほどもある真紅の機械刀を振り回し、木々を斬きりつけていく。その刀身は焔ほむらを帯び、斬られた木々は激しく燃え上がった。火の手は一気に森林ステージを呑のみ込んでいく。

　ド派手な戦法に会場は大盛り上がり。実況も身を乗り出す。視聴率も好調。一方で、ステージの炎上によりカメラの故障や通信の不具合が続出し、メディア委員会は裏でてんやわんやの大騒ぎだった。こちらもこちらで戦場だ。

　そんな熱気に満ちた会場の片かた隅すみ、スタンドの最上段に、一人物静かな観客がいた。

「紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ、センスの塊かたまりみたいな子ね。もっとも、あのアーツ──《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》と言ったかしら──まだ花開いてはいないようだけど。興味深い逸いつ材ざいではあるわ」

　双眼鏡で覗のぞきながら分析するのは、パンツルックの御み凪なぎ静しず句く。髪は三つ編み。ハンチング帽を目ま深ぶかにかぶり、大きな伊だ達てメガネをかけている。

「さあ、逃げ場がなくなるよ。どうする、光こう太たくん」

　バトルステージは火の海と化していく。中央には意図的に作られたのだろう緑の空間がぽっかりと空あいていた。宮みや古こ朱あか音ねはそこに陣取って獲え物ものを待ち伏せる。

　その最さ中なか、突然、オーロラビジョンの映像（そして配信）がプツリと途切れた。熱でカメラが駄だ目めになったのだ。同じアクシデントがすでに二回起きていたので、すぐに別のカメラ映像に切り替わるだろうと誰だれもが思った。ただ一人を除いて。

「この感じ……近い」静句は小さく顔をしかめ、こめかみを押さえる。「来る」

　何かを予感したように顔を上げると、青空の中を黒い光弾が駆けた。それは彗すい星せいのように尾を引いてオーロラビジョンに衝しよう突とつ、爆はぜる。

　爆音が歓声を打ち消した。観客はびっくりして固まり、大きな穴の開いたオーロラビジョンを見上げる。破片が散って白煙が昇る。一いつ瞬しゆんの沈黙のあと、混乱の悲鳴が上がった。

「……バグ」

　ステージをまたいで反対サイド。闘技場の外がい壁へきの上に、犬型のシルエット。静句の瞳ひとみは誰よりも早くその姿を捕ほ捉そくした。遅れて他ほかの観客も気づき始め、さらに悲鳴が舞う。

　会場は騒然。あっという間にパニックだ。

　バグは黒い光弾を口から発しながらスタンドを突っ切り、ジャンプ。バトルステージに入ろうとした。ガードシステムの光のドームが一度は侵入を拒むが、バグの機体が黒い粒子光をオーラのように帯びると、接触面に虫食いのような穴が開き、通り抜けてしまった。

「プラナのたぎりに誘われた？」

　静句は逃げ惑う観客の合間を縫ぬって一人逆走、最前列に駆け下りる。勢い余って手すりから身を乗り出し、ステージを見下ろす。中央の緑の一角で宮古朱音とバグが接触していた。

　端末でこの会場のチャンネルに合わせてみるが、何も映らない。

「アクセス不可？　マイナに汚染されてるの？」

　手の中で端末が震ふるえた。電話だ。静句はステージに目を向けながら耳に当てる。

「もしもし……ええ、会場にいるわ。そっちは見えてる？　ダメ？　システムエラー？　どうにかできそう？　じゃあ、お願い。それと、復旧と同時にここを封鎖できないかしら。中継もカットしたままで……ええ、こんな機会、そうそうないし、少し様子を見たくて。時間を稼かせいでほしいの……うん、それで十分。よろしくね」

　電話を終えたときには、スタンドから観客の姿は消えていた。会場には他にもバスターがいたはずだが、バグを討とう伐ばつしようとする姿は見当たらない。今日ここで試合を行った、あるいはこのあと予定されていたのは、二百位以下の低位ランカーばかり。バグと戦う勇気はなく、観客と一緒に避難したようだ。残っているのは静しず句くとステージの二人だけ。

　スタンドの出入り口のシャッターが次々に閉じられていった。

「さすが、メイリーナ。早いわね」

　眼下の森林ステージは変わりなく燃え盛さかっている。宮みや古こ朱あか音ねとバグは一度衝しよう突とつしてから距離を置いて牽けん制せいし合っていた。そこへ、熱と煙にあぶり出された未み空そら光こう太たが合流する。

　静句は近くの座席に腰を下ろし、伊だ達てメガネを外して戦場を見守った。

「ごめんね、二人とも……悪いけど、期待させてちょうだい」




　　　　○




　飛来する黒い光弾を、光太は右へ、宮古は左へ、跳とんで避よけた。光弾は火の海へ。木に当たったのか、爆発音が轟とどろいて熱風が押し寄せる。

「今の、食らったらやばい」光太は青ざめた。

「ふん、ビビッてんの？」宮古は笑い飛ばす。でも表情が少し強こわ張ばっている。「か、考えてみたら、これってチャンスじゃん。獲え物ものが向こうから出てきてくれたんだから……そうよ、これを待ってたんだから、あたしは……ビビッてなんかいられないのよ！」

　そう言って刀で空を薙なぎ、前に出る。

「あたしがやる。あんたは下がってな」

「一人で戦うってのか？」

「あんたに助すけ太だ刀ちが務まるの？　守るか逃げるしか能のないあんたに」

「それは……だけど」

「言っとくけど、あたしだってバグと戦うのはこれが初めてなんだから。自分のことで手一杯なのよ。あんたも自分の身を守ることに専念しなさい」

「わ、わかった……って、ええ!?　初めて？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ！」

　宮古は応答せず。すでに目の前の敵に集中し、駆けだしていた。

「はあああああああッ！」袈け裟さ斬ぎりで仕掛ける。

　バグは飛び退のいてかわした。その後ろ足からブースターが噴き、宙を滑かつ空くうする。続いて両の前足から黒い粒子光が噴出し、三本爪づめのビームクローを形成した。暗く輝く光の粒はバスターのプラナとは似て非なるもの。バグが原動力とするそれもまた未知の領域。プラスのエナジーに対するマイナスのエナジーという観点から、便べん宜ぎ上じよう〝マイナ〟と呼ばれている。

　プラナの刀とマイナの爪が交わる。赤と黒、二色の粒子光が火花のように散った。

　そして接近戦に突入。攻防は一進一退。小柄な体たい躯くで大太刀を振り回す宮古の戦い方は粗くてムラもあるが、手数の多さで攻め立てる。バグの反応速度がなかなかで決定打にはつながらないが、普段の宮みや古この試合ぶりを考えたら怖い相手ではないように思えた。

　そう、普段通りなら。

「どうしたんだ、宮古。こんなもんじゃないだろ」

　重い、と光こう太たは感じ取った。太た刀ち筋すじにいつものキレがない。初めての実戦で硬くなっているのか。刀身にまとう焔ほむらもくすぶっている印象で、本来の実力を出し切れていないようだ。

　だが、それでも押してはいる。さすがは夜や叉しや姫ひめか。

「でぇぇぇいッ！」

　大太刀を下から振り上げ、ビームクローを弾はじく。バグはバンザイの格好。宮古はその隙すきを逃さず踏み込んだ。真紅の刃やいばが横よこ薙なぎに機体を捉とらえる。

「どおおおーッ！」

　まさに剣道で言うところの胴あり。水平斬ぎりが決まった。

　バグは上下に真っ二つ。二分された機体は地に落ちて左右に転がり、沈黙した。切断面では火花がショートし、黒い煙が昇る。

「はぁ、はぁ……まあ、ざっとこんなもんよ」

　宮古は息を整え、大太刀を肩に担かついで振り返った。どうだと言わんばかりに胸を張る。若じやつ干かんホッとした様子もありつつ、得意気な笑みを浮かべて引き返してくる。

　光太も安あん堵どして頬ほおが緩ゆるみ、拍手で迎えようとした。だが、ぞわり。またざらついた感覚が全身を駆けた。

「まだだ！」とっさに叫んでいる自分がいる。「まだ動く！」

　予感はすぐに的中した。バグの下半身から尻尾しつぽが分離パージ。鋭く尖とがった先端を頭にして蛇へびのように地を這はいずり、背後から宮古に襲おそいかかる。

　ガキィンッ、と甲かん高だかい音が響ひびいた。

「くっ……ちょこざいな」宮古はギリギリ反応し、刀身で尾お針ばりを受け止めていた。「こいつが本命ってわけ！」押し弾き、追撃に向かう。

　一方で、残されたバグの上半身と下半身がうごめいていた。切断面からマイナの黒い粒がぶくぶくと泡立ち、伸び合って、絡からまる。そして互いを引き寄せ、接着していく。

「修復するのか？」光太は目を丸くした。「宮古！　胴体が復活する！」

「なんですってぇ!?」

　宮古は尻尾の対応に追われている。敵の動きは素早く変則的で、手を焼いていた。そうこうしているうちに、バグの胴体が再起動。ビームクローを再生成し、背後から宮古を狙ねらう。

　ダメだ、やられる──。光太は考えるよりも先に体が動いた。

「守るしか能がなくたって！」

　あいだに飛び込み、左手をかざす。ガントレットの緑のライン模様が輝き、手のひらから光の波紋を放出。シールドを展開。

　光の障しよう壁へきがビームクローを受け止めた。「こんのぉ！」と押し返す。弾はじかれたバグは宙で一回転して着地し、バックステップで距離を取った。

「あんたに助けられるなんてね」宮みや古こが背中合わせに立つ。「でも、やれるの？」

「正直、勝てる気がしないけど、引きつけるぐらいは」

「オーケー。こっちを始末したらすぐに行くから、無理すんじゃないよ」

「巻きでお願いします」

「ふん、バーカ。あたしを誰だれだと思ってんのよ。一分でかたをつける！」

　宮古は強気に笑い飛ばし、本体の尻尾しつぽへ斬きりかかっていく。らしさが戻った。もう大だい丈じよう夫ぶだろう。あとは自分がへまをしなければ。

　バグは口内に黒い怪光を収束させていた。

「やばいやつか。でも、女王のスペシャルほどじゃないだろ！」

　漆しつ黒こくの閃せん光こうと共にエナジーカノンが放たれる。光こう太たは再び《逃げの一手ランアウエイ》を発動。難なく砲撃をシャットアウトした。黒い光が爆はぜて散る。

　バグはすぐに次弾を用意した。

「何発こようが、一本調子なら怖くない！」

　フラッシュが焚たかれ、二発目が発射。光太は衝しよう撃げきに備える。しかし、第二射は大きくそれてシールドの脇わきを通過した。外れた？　いや、わざとか？

　黒い光弾はカーブを描えがく。その軌道の先には、尻尾と交戦している宮古の姿。

　こいつ、変化球で宮古を──!?

　気づいた光太は慌あわてて踵きびすを返すが、間に合わない。

「避よけろ！　宮古！」

「──？」

　宮古が振り返ったときには、もう零ゼロ距離。

　直撃した。




　爆発と同時に黒煙が巻き起こり、宮古の体が宙を舞った。受け身も取れずに落下し、人形のように無む造ぞう作さに転がって倒れ伏す。ひゅんひゅんひゅん、と回転しながら落ちてきた真紅の機械刀が地面に突き刺さり、砕け散って消えた。

「宮古！」呼びかけても反応はない。「そんな……嘘うそだろ、おい」

　最悪の想像が頭をよぎったが、すぐにその考えを振り払う。落ち着け。ライフガードがある以上それはない。気絶しただけだ。けど、次の一撃は本当に命取りになる。

　犬バグは宮古へ近づいていく。途中で尻尾が合流してドッキングし、完全体に戻った。赤眼は光太を完全無視。宮古しか見ていない。

「僕のことなんて、眼中にないのか……最初から、宮みや古こが狙ねらいで……」

　光こう太たは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。自分が道みち端ばたに転がっている空あき缶のような存在に思えて、膝ひざから崩れ落ちそうになった。宮古は背中をあずけてくれたのに、なのに、そのせいでこんなことになるなんて。

　バグは目の前を横切っていく。

「待てよ、おい……そっちは、ダメだ……ダメだって」

　行かせてはならない。止めないと。そう思うのに体は震ふるえて動かない。

　バグは宮古のもとに辿たどり着く。サソリのように尻尾しつぽを立て、狙いを定める。

　先端が黒くきらめいた。その不吉な輝きを目にした瞬しゆん間かん、光太は頭が真っ白になった。

「ダメだって言ってんだろぉぉぉーッ！」

　激情に呑のまれ、破れかぶれに駆けだす。左の手のひらを開き、シールドを前面に集中展開すると、そのまま掌しよう打だを打ち込んだ。破壊力は皆かい無むだが、押し退のけるには十分。

　犬バグは四つ足の爪つめを地面に立て、踏ん張る。光太はガントレットに右手を添え、かまわず押していく。前へ、前へ、前へ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　火の海を突っ走り、燃え盛さかる大樹にバグを押し潰つぶした。シールドの出力全開、力任せにプレッシャーをかける。バグの機体がミシミシと軋きしむ。

　バグはもがきながら口から怪光を放った。木に当たって爆発。光太は爆風を浴びて吹き飛ばされ、地べたを転がる。すぐに起き上がるが、バグの姿が見当たらない。

「ちいッ、どこに行った」ざわっと不快な勘かんが働いた。「上かッ！」

　頭上、バグがビームクローを振りかざす。今さら標的と見なしたか。

　光太はすかさず左手をかまえた。だが、スキルの発動よりも先に、バグの尾お針ばりが伸びて手のひらに当たった。弾はじかれたところに機体が圧のし掛かり、背中から倒される。両前足のビームクローに左肩と右腕を押さえ込まれた。さらに左手に鋭い痛み──。

　光太はくぐもった悲鳴を上げた。尾針が装甲ごと手のひらを貫かん通つうし、地面にはりつけにされる。ガントレットの隙すき間まから真まっ赤かな血が流れた。左肩と右腕はライフガードで守られ、ビームクローは生身には達していない。どうして左手だけ……。

　その理由はすぐに見て取れた。ライフガードと尾針の接触面で粒子光が揺れている。光太の特有色である緑のプラナが、バグの黒いマイナの干かん渉しようを受け、そのせいでライフガードに虫食いのような穴が開いていた。同じ現象が左肩と右腕でも起き始めている。

「相そう殺さい……侵食、されている？」

　抜け出さないとまずい。このままでは両腕を落とされる。

　光太は痛みを堪こらえて《逃げの一手ランアウエイ》のスキルを試みた。ガントレットの緑のラインが光り輝き、シールドを展開……できない。スキルが発動しない。なぜ？

　左手を見てハッと気づく。ガントレットに灯ともったプラナの光が、突き刺さった尾お針ばりを伝ってバグのほうへ流れている。と同時に、倦けん怠たい感かんが全身を蝕むしばんでいく。

「うあ……力が、抜けて……」

　食われているのだ、プラナを。それこそがバグの行動原理。イリーガルの狙ねらい。蚊かが血を吸い求めるように、バグはプラナを狙い、食らう。目的はあくまでもプラナだが、そのために人を襲おそい、傷つけ、結果的に死に至らしめることもある。

「くうっ……頼む、《逃げの一手ランアウエイ》……一発でいい」

　祈り、願い、念じる。しかし血まみれのガントレットに光は灯らない。それどころか装甲に亀き裂れつが走り、表面から緑の粒子光が砂のように零こぼれ落ちていく。そしてホログラムのように実体感が薄うすれたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、呆あつ気けなく砕け散った。

「──ッ!?」

　光こう太たは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。血だまりと一緒に絶望感が広がっていく。

　プラナを食われることはアーツを食われることに等しい。命は助かってもアーツを失ったというバスターは大勢いる。さらにアーツを食われた者は〝適合不全〟を起こし、二度とアーツとリンクできなくなって、バスターとしては死んでしまうという。

　終わる……何もできず、何も残せず、何者にもなれないまま……これで、終わり？

　恐怖するより無力さに打ちひしがれた。惨みじめで、無様で、なんてかっこ悪い。バグを颯さつ爽そうと倒すのが、憧あこがれ続け、理想としてきたバスターの姿だった。なのに自分はどうだ。この有様はなんだ。バスターなんて名ばかりの取るに足らない存在……。

　ズキン、と心臓が裂さけるように胸が痛んだ。視界が滲にじむ。

　同時に、腹の奥底からマグマのようにどろどろしたものが込み上げてきた。屈くつ辱じよく。嫉しつ妬と。憂ゆう鬱うつ。焦しよう燥そう感かん。劣等感。空虚感。悔くやしさ。情けなさ。やりきれなさ。積もり積もっていた掃き溜だめの感情、道どう化けの仮面で蓋ふたをしてきた鬱うつ憤ぷんの数々が、一気に臨界点を突破する。

　堪こらえようもなく噴火した。

「うあああああああああああああああああああああッ！」

　理性の防ぼう波は堤ていが決壊し、咆ほう哮こうを上げた光太の全身から炭酸のようにプラナが泡立った。それは消えかけたロウソクの火が最後に燃え盛さかるのと同じか、それとも──。

　プラナの輝きにあてられたバグが一瞬ひるんだその隙すきに、右の拳こぶしを突き出す。さらに足の裏で思いっきり蹴け飛とばした。尾針が外れ、バグは地面を転がり滑すべる。

「はぁ、はぁ、はぁ……くそったれ、ざけんじゃねぇぞ」

　光太は毒づきながら重い体を起こした。左腕は麻ま痺ひして動かず、だらんと垂れて血が滴したたり落ちる。まるで感覚がなかったが、気にもせず、荒れ狂う衝しよう動どうのままに前へ踏み出した。目は血走って顔は病的に青白い。もはや冷静さはかけらもない。

　理性を失った光太を立たせているのは、意地だ。

　ちっぽけな、だけど決して譲ゆずることのできない、自分の中の最後の砦とりで。

「バスターを……なめるな……ッ！」

　死にもの狂いの目つきで睨にらむ先、起き上がったバグの口内が黒く光る。

　エナジーカノンが発射。対して光こう太たが取った行動は、素手の右ストレート。後先など考えてなかった。左が動かないから右にしただけのこと。

「その黒いのが目め障ざわりなんだよッ！」

　激げつ昂こうして叫んだ瞬しゆん間かん、振りかぶった拳こぶしがプラナに包まれ、輝いた。その彩光は光太の特有色である緑ではなく青──晴れ空のような真まっ青さおな粒子光が螺ら旋せん状じように絡からまっていく。




　そして、覚かく醒せいが始まった。




　青い螺旋光の中からマシンパーツが続々と具現化。自動的に組み合わさり、機械装甲を成していく。光太の腕の倍以上の大きさとリーチ。直接は装着されず、寄り添うように間接的にカバーするそれは、遊離型のオービタル・ガントレット。手の部分だけはメカニカルではなくプラナのエナジー体だった。
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　巨大なエナジーハンドの拳は、バグの放った黒い光弾を殴なぐって粉砕した。光太はそこでようやく右腕の異変に気づいたが、思考は後回し。接近戦を仕掛けてくるバグに対し、再度右腕を振りかぶる。その動きにシンクロしてガントレットもテイクバック。

「こいつを使えってことだろッ！」

　渾こん身しんの右ストレート。プラナの拳こぶしとマイナの爪つめが激突した。鍔つば迫ぜり合いを演じる最さ中なか、ガントレットの青いライン模様が輝き、拳がバチバチと電気を帯びる。

　青い稲妻がマイナを打ち消し、ビームクローをかき消した。バグが仰のけ反ったところを、光こう太たはすかさず右手を伸ばす。エナジーハンドがバグの頭をわしづかみにする。

「砕け散れえぇぇぇぇぇぇーッ！」

　生の感情を剥むき出しに右手に力を込めた。生身の手に感触がシンクロする。エナジーハンドは電撃を発しながら敵を握り潰つぶしていく。

　バグの機体が歪ゆがんだ。ショートを起こし、黒いマイナが血のように漏もれる。その体内にひときわ暗く輝く球体が覗のぞく。まるで心臓の鼓こ動どうのように明滅するそれが、青い稲妻を浴びてひび割れた次の瞬しゆん間かん、カッと閃せん光こうが走り、爆発──。

　マイナの粒を散らし、バグは跡形もなく消え失うせた。




　しんと静まり返るコロシアム。火の手はおさまり、ステージは焼け野原と化している。

「はぁッ、はぁッ、はぁッ……やった、のか？」

　光太は憑つき物が落ちたように我に返り、まばたきをした。ガントレットは爆発の影えい響きようもなく無傷で、青いエナジーハンドは電撃が鎮しずまり、蛍ほたるのように穏おだやかに光っている。

「これ、は？」

　今さらながら疑問符が浮かぶが、思考が回らず、気が遠のいていく。重い瞼まぶたを一回二回と上下した。三回目で閉じたまま開かず、暗くら闇やみにゆらゆらと落ちていった。

　右腕のアーツは青いプラナを散らして解け、光太は膝ひざから倒れ伏す。

　決着はついた──かに見えたが、ガサガサと焼け残った草が揺れた。

　光太のもとに、細い影が忍び寄る。身をくねらせて地を這はうそれは、バグの尻尾しつぽ。爆発寸前に分離パージしていたのだ。尻尾は鋭い先端をかまえ、光太の首筋を狙ねらう。

　しかし、寸前で動きが止まった。

「やらせるわけにはいかなくてよ」

　冷たくも柔らかな声。音もなく降り立ったのは、絶ぜつ対たい零れい度どの女王、御み凪なぎ静しず句く。

　そのアーツ《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》の柄つかの端──石いし突づきと呼ばれる部位で、尻尾を突き刺していた。尻尾はもがいて暴れるが、白く凍結して沈黙。アーツを引き抜くと粉々になって霧む散さんした。

　静句は光太の傍そばにしゃがみ、無事を確認する。

「バグと接触したらもしかするかもとは思ったけど、本当にもしかするとはね。これは成功と言っていいのかしら。それとも……」

　難しい表情で眉まゆ根ねを寄せるが、光太の寝顔を見ると、ふっと表情を和やわらげた。

「よくがんばったね、光こう太たくん。これからが楽しみだわ」

　にっこり柔にゆう和わに微笑ほほえんで、やさしく頭を撫なでる。その笑顔は純粋に無事を喜んでいるようでもあり、何かを企たくらんでいるようでもあった。







　　　　　第二話　　マスカレード







　目が覚めると知らない場所にいた。天井が遠い。それに広い。いつも狭い部屋の高いベッドで寝ているから、すぐに違いに気がついた。ここは病院か。それとも毎度のごとく医務室か。

　体を起こそうとしたら、左手に痛みが走った。

「いいッ、たたたたた……」

　手に包帯が巻かれているのを見て、光太はハッと思い出す。

　そうだ、バグ……試合中に現れて、それで……。

「宮みや古こ？」無事なのか？

　周りを見渡すが、部屋には誰だれもいなかった。そもそもここは病院ではなかった。目につくのは畳たたみに襖ふすま障しよう子じ。和室だ。壁かべ掛け時計は十時を示している。学校はとっくに始まっている。

　自然とあくびが出たそのとき、襖が開いた。

「あら、目が覚めた？　おはよう」にこやかに現れたのは、制服姿の女王様。

「御み凪なぎ、先せん輩ぱい？」光太は目をこすった。「お、おはようございます……え？　あの、どうして先せん輩ぱいが、というか、ここはいったい……」

「ここは秘密基地よ」

「ひみつきち？」

　冗談かと思ったが、静しず句くは否定せず、布ふ団とんの横に座って足を崩した。

「ちょっとわけあって、光こう太たくんだけ別に運ばせてもらったの。手の怪け我がはたいしたことないそうよ。でも、しばらくは痛みが残るかも。体の調子はどう？」

「少しだるいけど、大だい丈じよう夫ぶです。それより、昨日の……」

「バグの件はもうかたがついたわ。一緒だった宮みや古こさんも大丈夫。気絶していただけで外傷は特になかったみたい。一日入院して、今け朝さは元気に登校したそうよ」

「そうですか。よかった」

「ちなみに、ニュースではこんな感じになってるの」

　静句は携帯端末を取り出し、映像データを再生した。

　専用チャンネルの情報番組を録画したものらしい。女子アナがニュースを読む。

『昨日、午後四時過ぎ、バスタードの会場にバグが乱入する騒ぎがありました。試合中だったバスター二名が負傷して病院に運ばれましたが、どちらも軽傷とのことです。バグは討とう伐ばつが確認されています。討伐者は生徒会長の御み凪なぎ静句さん。たまたま会場付近にいたところ、騒ぎを聞きつけて駆けつけたそうです。元王者の勇姿をご覧らんに入れたいところですが、襲しゆう撃げきによって闘技場のシステムがダウンしてしまい、残念ながら映像は記録されていませんでした』

　今回の件を受けてシステムの安全性を問う声が上がっている、と女子アナは伝えた。システムの不具合によって緊急連絡や避難誘導が十分に行きわたらず、会場の混乱を招き、出口に殺到した観客が押し合い圧へし合いして二次災害による怪我人が多く出たそうだ。

「ごめんね、本当は光太くんのお手柄なんだけど、その辺もわけがあって」

「僕の？　じゃあ、あれは……あのときの青いやつは、夢じゃない？」

　確かめる方法はひとつだ。光太は右手をかまえ、アーツの召しよう喚かんを試みた。左手と同じ意識でやってみると、ふわふわとプラナが発生。見慣れた緑色ではなく青色だった。

　粒子光が渦を巻き、マシンパーツを具現化。巨大なガントレットが構築され、寄り添うように右腕を覆おおう。手てつ甲こうの先には青く光るエナジーハンド。腕を動かすとガントレットは同じ動きを見せた。手や指のモーションも完全にシンクロしている。

「光太くんの新しいアーツね。名前はどうする？」

「名前、と言われましても、突然すぎて……」

「そんなこともあろうかとっ！」

　突とつ如じよ、静句はテンション高く声を上げた。満面の笑みでポケットから紙を取り出す。ビシッと力強く広げられたそこには、達筆な筆文字が記されていた。

「私のほうでいろいろ考えてみたの。一推しはこれ、その名も《武タケ御雷馳ミカヅチ》！　神話に出てくる雷神の名前をそのまま拝借しただけなんだけど、そのアーツのエレメントも雷だし、ピッタリでしょ？　それに響ひびきもかっこいいし。ね、どうかな？」

「そ、そうですね」光こう太たは勢いと笑顔に圧おされた。「いいと思います」

「じゃあ、決定！　命名《武タケ御雷馳ミカヅチ》！　うん、勇ましくてステキね。うふふ」
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　静しず句くは上機嫌。メトロノームのように左右に揺れる。

　このあいだ医務室で妙ちくりんなものを飲まされたときもそうだったけど、この人はやにわに変なスイッチが入るな……まあいい。いろいろ気になる点はあるが、いったん脇わきに置いといて、もうひとつ確かめなければならないことがある。

　光太は右腕のアーツを解き、代わりに左手をかまえた。痛む手のひらを広げ、祈るような思いでもうひとつのアーツを呼ぶ。

　慣れ親しんだ緑色のプラナが左腕を包んだ。今まで幾度も目にしてきた光景そのままに、銀色をベースとしたガントレットが発現し、装着。緑のラインに光が走る。

「《逃げの一手ランアウエイ》……大だい丈じよう夫ぶだったか」

　ホッとして気が抜けたら、アーツも一緒に解けた。

「光太くん、いいかしら」静句が改まって言う。「新しいアーツのことで、話しておきたいことがあるの。きみをここに運んだわけも、それにあって」

　打って変わって真剣な様子。急な変化に光太は面食らった。

「なんですか？　わけって。何か問題が？」

　静しず句くは「うん」と小さくうなずき、神妙に続けた。

「左と右──《逃げの一手ランアウエイ》と《武タケ御雷馳ミカヅチ》──ふたつのアーツはまったくの別物なの。プラナの色の違いが、その証拠。プラナの特有色は人によって異なって、似た色はあってもすべて微妙に違っているわ。人間でいう指紋やＤＮＡのようにね。そのプラナを一人の人間がふたつ持つというのは、通常ありえないことなの。わかる？」

「はぁ」光こう太たは曖あい昧まいに首しゆ肯こうした。「でも、じゃあ、僕のはどうして？」

「エクストラ」

「えくすとら」初めて聞く言葉だった。「って、なんです？」

「簡単に言えば、突然変異。普通では考えられない変異を起こしたアーツを、総じてエクストラと呼んでいるの。一般には知られていないんだけどね。光太くんのように二種類のプラナを宿すケースは〝エクストラ・ダブル〟と言って、前例もあるのよ」

「突然変異……それって、何かまずいんですか？」

「うーん、それ自体は別にまずくないんだけど、この場合、まずい理由はよそにあって。とにかく、新しいアーツのことは、周りに秘密にしておいたほうがいいわ」

「え、秘密に？」それって、使っちゃダメってこと？「どうしてです？」

「狙ねらわれる可能性が高いからよ。イリーガルに」

　光太は眉まゆをひそめた。ここでその名が出てくるとは思いもしなかった。

　イリーガル。長年にわたってバグの脅きよう威いを振りまいているテロリスト集団。その詳しい実態はアーツテロが始まって十年が経過する今も不明なまま。カメラがその姿を捉とらえたこともなければ、構成員の人数や規模すら把は握あくできていない。たまにネット上に犯行声明が出ても機械文章にすぎず、あとは街中にシンボルマークが残されていたりするだけ。

　イリーガルのシンボルマークは〝黒い太陽〟と呼ばれている。バグが現れると、たまに現場付近にそのマークが残されていることがある。グラフィティ・アートのように。光太は生で見たことはないが、メディアを通じてなら何度か目にしたことがあった。

「イリーガルはエクストラの存在を知っているわ。バグを生み出していることからも明らかなように、彼らはアーツの可能性を誤った形で追求している。エクストラに気づけば、その力を手に入れようとするか、それができないならバグに破壊を命じるでしょう」

「そんな……じゃあ、お蔵くら入りってことですか？」

　せっかくの新しいアーツも使えないのでは意味がない。バグを倒すことができたこいつがあれば、バスタードでも巻き返しが図れると思ったのに。

「そうね、このままだと宝の持ち腐ぐされ。骨折り損のくたびれもうけだわ」

　二つ目はちょっとニュアンスが違うのでは。光太は首をひねるが、いずれにしろ無む駄だに終わるのかと思うと意気消沈した。

　だが、静しず句くはなぜか逆に笑顔満面。布ふ団とんの上に身を乗り出し、顔を寄せてきた。瞳ひとみの中でキラキラと星が輝いている。また妙なスイッチが入ったか。

「そこで光こう太たくん、私にいい考えがあるの！　新しいアーツを思う存分使って大活躍できるとっておきの秘策、ミラクルでウルトラなアイデアが！」

「な、なんと」顔が近い。直視できん。「いったいどんな？」

「うふふ、それはね」

「それは？」

「ヒ・ミ・ツ」静句は人差し指を立てて悪戯いたずらに微笑ほほえんだ。

　光太はガックンと肩を落とす。お約束かよ。真ま面じ目めに話をしていたかと思えば、急に天てん真しん爛らん漫まんな笑顔になって、そしてまたこの無防備な至近距離……僕を悶もん絶ぜつ死しさせる気ですか。

「今はまだナイショ。いろいろ準備も必要だから。とにかく任せてもらえないかな？　悪いようにはしないから。ね？」

「準備？」また思わせぶりな。「えーと、よくわかりませんけど、お願いします」

　ちょっと心配だけど、このままお蔵くらになるのは嫌いやだし、他ほかに頼れる人もいない。

「うん、じゃあ、一週間ちょうだい。光太くんも左手の治療があるし、新しいアーツに慣れる時間も必要でしょ？　ここにはトレーニングルームもあるから、人目を気にしないで練習できるし、私も協力させてもらうわ。実技は怪け我がでお休みできるでしょう？」

「あ、はい」ていうか、ここはどこなんだ。秘密基地って言ってたけど。

「今日は学校どうする？　疲れてるなら休んでもいいよ。もし授業に出るなら、今は二限目だから、三限目からになるけど、行く？」

「あ、はい」そう言えば、授業中なのに先せん輩ぱいはここにいていいのだろうか。

「じゃあ、着替えちゃって。制服はそこにあるから。私は外で待ってるね」

　静句は一方的に話をまとめて部屋を出ていった。襖ふすまが閉まる。

　光太はいろいろ消化不良が否いなめなかったが、とりあえず制服に着替えることにした。




　和室のフロアを出ると左右に廊下が延びていた。窓がない。人がいない。少し不気味。静句に連れられて進み、突き当たりでエレベーターに乗って上昇する。地下にいたらしい。

「ここは昔、アーツの研究所だったの。新しい施設ができて移転したあと、ずっと放置されていたのを、私が内緒で使っているわけ。誰だれにも言ってないから絶対に秘密だよ？」

　誰にも言ってないって、それってどうなんだ。許されるのか。

　光太はスルーしておいた。相手は御み凪なぎの令嬢。この学園島では、その気になれば何でも通るだろう立場だ。それに秘密基地という言い方からして、戯たわむれにすぎないようだし。

　チン、と古めかしい音を立ててエレベーターが地上一階に到着した。扉が開くと薄うす暗ぐらい空間が広がっている。ここにも人の姿はなく、少しほこり臭くさい。

　さらに外へ続く扉を開けると、目の前に緑の園そのが広がった。遠くに校舎が見える。学園の敷地内のようだ。振り返ると、古い時計台がそびえていた。

「ここに出るわけですか」

「さっきのエレベーターはキーコードを通さないと動かないようになっているの。滅めつ多たに人は近づかないけど、一応ね。光こう太たくんの端末にコードを送っておいたから、次からはそれを使って。念のため、出入りするときは人目に気をつけるように。それと私のアドレスも送っておいたから、何かあったら遠えん慮りよなく連絡してね」

「あ、はい。ありがとうございます」

　携帯端末を確認してみる。確かに静しず句くのアドレスとキーコードを受信していた。他ほかにも複数のメールの着信がある。そちらは相あい川かわをはじめとするクラスメイトからだった。昨日のバグの件で心配してよこしたようだ。しかし先せん輩ぱい、いつの間に僕のアドレスを？

　まあいいか。連絡先交換できたんだから。

「あ、忘れ物しちゃった」静句は踵きびすを返した。「じゃあ、光太くん、また午後にね」

「はい、また」

　時計台に戻っていく静句の背中を見送って、光太は本校舎へ向かう。

　中庭の緑道を歩きながら右手をかざした。エクストラ・ダブル。新しいアーツ。けれどその存在は秘密にしなくてはならず、表立っては使えない。そのせいか、喜びは半減。気分もイマイチ盛り上がりに欠けた。秘策がある、と静句は言っていたが。

「ミラクルでウルトラなアイデアか……なんでかな、期待より不安のほうが大きい」

　あの悪戯いたずらな笑顔、一筋縄ではいかない予感がする。大だい丈じよう夫ぶだろうか。




　秘密基地に戻った御み凪なぎ静句は、未み空そら光太と話した休憩室を素通りし、別室に入った。

　モニタリングルーム。電気はついていないが、奥の壁かべ一面に展開された巨大モニターの光で十分に明るい。巨大モニターは無数の小さな画面に分割され、それぞれが異なる映像を映していた。島中の防犯カメラの映像だ。それもリアルタイムのものである。

　静句は回転椅い子すに腰を下ろし、長い脚を組んだ。

「メイリーナ、昨日のやつを」

『ほいほーい。ちょちょいとな』

　どこからともなく返事がしたかと思うと、分割されていたモニターが切り替わり、巨大な一枚絵になった。そして光太と犬バグのバトルが流れだす。音量はミュート。

「うーん、まずはアーツの分析とスペックの確認ね。スキルは後回しで、とりあえず基礎を重点的に、あとは実戦練習でスタイルを探って……」

『ねぇねぇ、静句。ホントにいいの？』

　また声が降った。幼さの残る少女の声こわ音ねで、陽気で小生意気な印象だ。

「いいって、何が？」静しず句くはモニターを見ながら聞き返す。

『未み空そら光こう太ただよ。あいつで大だい丈じよう夫ぶぅ？　最下位の男ボトムナンバーだよ？』

「大丈夫よ。運動神経は悪くないし、プラナの感受と反応は鋭いものがあるわ。エクストラの力が合わされば、ランキング百位ぐらいの実力はすぐに発揮できるんじゃないかしら。それ以上は本人次第だろうけど」

『なるほどね……って、いやいや、百位って微妙だし。絶妙に微妙なラインだし』

「まあ、なんとかなるわよ、きっと」

『その自信はいったいどこから。ホント言いだしたら聞かないよね』ため息が響ひびいた。『ところで、もう話してあるの？　いろいろ裏的なこと』

「それは、まだ……折を見てね」

『別に話す必要ないかもだよ。知らないほうがいいことばっかだしね』

　皮肉を言う声はあくまでも陽気。静句は黙って映像を眺ながめていた。




　　　　○




　本校舎に入って授業の終わりを待つあいだ、光太は端末で学園のサイトにアクセスし、昨日の事件について調べてみた。だが、特に気になる情報はなかった。

　新たにわかったのは、宮みや古こが放った炎でステージが焼け野原となり、復旧するまでしばらくあの闘技場が封鎖されること。会場内に黒い太陽のシンボルが落書きされていたこと。それぐらいだった。今回もイリーガルの尻尾しつぽはつかめずじまい。

「やつらにしたら、してやったりか」光太は舌打ちしてサイトを閉じる。

　チャイムが鳴って休み時間。教室に入るとクラスメイトが続々と寄ってきた。昨日の件について質問攻めにされる。みんな心配より好奇心のほうが強いみたいだ。事実をありのままに伝えるわけにもいかないので、光太は途中で気を失ったことにしてごまかした。するとあからさまにがっかりされた。「なーんだ、つまんない」「やっぱボトムだなぁ」「ホント、悪運の強いやつだよ」いつものようにからかわれる。「どーもすみません」光太もいつものようにへらへら笑って応じた。

　若じやつ干かんのストレスを感じながら着席し、一息つく。

「よう、大変だったな、昨日は」相あい川かわが横にやってきた。

「ああ、おはよ。とんでもない一日だったよ」

「寮は大騒ぎだったんだぜ。いきなり中継は切れるし、死者が出たってデマが流れるし、おまえは帰ってこないし、連絡もつかないし。ちゃんとした情報が入ったのは夜遅くだったから、それまではまさかと思って冷や冷やさせられたよ」

「悪い。例によって気絶して、ついさっきまで寝てたから」

「まあ、無事でなによりだ。バグと戦うなんて命がいくつあっても足りないからな」

「そうだな。無茶だったよ、ホント……そう言えば、宮みや古こは？」姿が見えない。

「トイレじゃん？」相あい川かわは教室を見渡すと、耳元で声を潜ひそめた。「気をつけろ、今日の姫ひめ殿どのは一段とご機嫌斜めだ。朝からピリピリしっぱなしで、昨日のことに触れると目から殺人光線が出るから誰だれも声をかけられん。女王に手柄を取られたのがよっぽど悔くやしかったのかね」

「へ、へぇ。そうなんだ」

　それはたぶん僕のせいだ。ちゃんとバグを引きつけておかなかったこと、怒っているに違いない。無理もない。僕が下へ手たしたせいで直撃食らってダウンしちゃったんだから。

　やばいな。どやされるな。最悪、斬きり捨てられるかもしれん。

　来たばかりだけど早退しようか。半ば本気で考えたそのとき、背中に視線を感じ、ぶるっと悪お寒かんを覚えた。恐る恐る振り返ると、案の定、宮古が眼光鋭く仁に王おう立ち。

「未み空そら、ちょっと面つら貸しな」

　返事をする間もなく襟えりをつかまれ、連行される。

「生きて帰れよー」相川は面白がって笑っていた。




　襟をつかまれたまま、人ひと気けのないほうへ連れて行かれる。もしや誰の目にもつかないところでボコる気か。制裁？　仕返し？　憂うさ晴らし？

「みみみ宮古さん？　あの、その、ごめんなさいっ。僕の不ふ手て際ぎわであんなことになってしまい心より申し訳なく思っていますっ。本っ当にすみませんっ。この償つぐないは必ず何らかの形でしますので、どうか痛いのだけは勘かん弁べんしてくださいっ。痛いのだけはっ」

　廊下の端のあまり人が通らない階段前まで来たところで、宮古は足を止めた。

　小さな背中が素早く振り返り、夜や叉しやの異名にふさわしい形相がぐわっと迫る。

「あのね！　あんたの低能ぶりなんてこっちは最初から織り込み済みだったんだから！　なのにそうやって謝られたら逆にムカつくっての！　だいたい、あのときあんたに一回助けられたのは事実なんだし、それでチャラってことで文句はないっていうか、あんた一人のせいにするのは、言い訳してるみたいで嫌いやっていうか……」

　最初は噛かみつく勢いだったが、最後のほうは尻しりすぼみだった。

「えーと」光こう太たは首をひねる。「つまり、どういうことでしょう？」

「だから、その」宮古は言い淀よどんで下を向いた。「別に謝らなくていいから。それと、あたしがバグにやられたこと、言わないで欲しいっていうか……なんか、ただの軽傷ってことで通ってるみたいだから……と、とにかく、昨日のことは忘れろってこと！　わかった？」

「ああ、はい。承知しました」

　なんとなく心中を察した。宮古はバグにやられたことを気にしていて、僕のせいにしちゃえばいいのに、それは自分のプライドが許さない。でも表向きにはノックアウトされた事実は知られていないようだから、このまま隠しておきたいという見み栄えもある、と……。

　一長一短なやつ。とは言え、自分も最下位の身であるからして、そういう気持ちはわからなくもないし、素直に好感も持てた。

「何じろじろ見てんのよ」

「いやぁ、宮みや古こさんのモジモジ姿なんてレアだから、たっぷり観賞しておこうかと」

「なっ……バカ言ってんじゃないわよ！」宮古は真まっ赤かになって怒鳴った。「あんま調子に乗ってるとブッた斬ぎるからね！　あんたの口を封じればそれですむ話なんだから！　ボッコボコにして記憶ぜんぶ飛ばしてやろうか！」

「は、早まらないでくださいよ。冗談ですって、冗談。あ、ほら、もう休み時間も終わりそうだし、教室に戻らないと。ね？　ね？」

　宮古はムスッと膨ふくれると、そっぽを向いて歩いていく。

　光こう太たは胸を撫なで下ろしてあとに続いた。宮古の歩幅は小さいのですぐに追いつく。

「あんた、その左手は？」宮古が横目に見た。「バグにやられたの？」

「ああ、これ」光太は軽く左手を振る。「ちょっとドジっただけ。たいしたことないです」

「あっそう……さっき言ったこと、忘れないでよね」

「忘れろと言ったことを忘れるなって、なんか矛む盾じゆんしてません？」

「うっさい。バカ。アホ。マヌケ。バーカ」

　宮古は一方的にけなして早歩きになる。光太は短く嘆たん息そくした。

「だから、なんでバカだけ二回言うの」




　　　　○




　昼休み。光太は相あい川かわと学食に行き、ポイントで食券を買ってきつねうどんを食べた。昨日の昼から何も食べていなかったので、もっと腹を満たしたかったが、いかんせん所持ポイントが少ないので贅ぜい沢たくはできない。普通のＡランチのなんと羨うらやましいことか。

「実技はどうすんだ？」月見そばを平らげた相川が聞いた。「左手、痛むんだろ？」

「ああ、完治までは少しかかるって。今週いっぱいは実技も試合も休むよ」

「そうか。ノルマは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「それはまあ。ずっと週一ペースで出てたから余裕あるし」

「俺おれも休もうかなぁ、永久に」

「永久にって」光太は笑い飛ばす。「中退でもする気かよ」

「中退とまではいかなくても、他ほかの科に転科しようかなってさ」

「え……マジで？」

「まあね、そういう選せん択たくがちらつく今日この頃ごろなのさ」

「え……マジで？」

　光こう太たは本気とは思わず、わざと繰り返した。冗談冗談、と返ってくるのを待つが、相あい川かわは否定せず、「それ、一緒にかたしちゃうぞ」と光太の左手を気き遣づかってこちらの食器とトレーを自分のと重ね、席を立って片づけに向かう。

　さんきゅ、と礼を言ってついていく光太は、まだ真ま面じ目めに受け止めていなかった。相川はいつもと変わらず気さくな調子だし、シリアスな空気は全然感じられない。

「今すぐってわけじゃないんだ。ただ、この先、卒業するまで続けている自分の姿が想像できないっていうかさ。自分で言うのもなんだけど、向上心はとっくに枯れてるし、だらだら続けるよりは、どこかで潔いさぎよく身を退ひいて、他ほかに目を向けたほうがいいかなってさ」

　青春は一度きりだしな、と相川はキザっぽく言ってトレーを返却する。どうやら冗談ではないらしい、とようやく感づいた光太は、考えるより先に言い返していた。

「でもさ、卒業までやり抜くのが大事なんじゃないか？　卒業しちゃえば、ランキングなんて関係なくなるし。転科したらアーツを手放さなきゃいけなくなるだろ」

「おまえはすごいよ」相川はしみじみと言う。「いちばんきついポジションにいて、バグに襲おそわれて、それでも続けていこうって思えるんだから」

「ただ単に、やめたいって気持ちより、やめたくないって気持ちのほうが強いだけだ。それになんだかんだ言っても、バスタードが好きだし……おまえだってそうだろ？」

「そうだな。けど、俺おれにそこまでの根性はないさ。それに正直なところ、アーツにこだわる気もない。いや、なくしちまったって言うべきかな」

　光太は言葉が出てこなかった。まだどうなると決まったわけではないが、相川がそういうことを考えていること自体に寂しさを覚え、なんだか胸が詰まった。

　新人バスターは一学期のうちに二、三割がやめていくと言われている。クラスでもこの一月半で一人が学園を去り、二人が別の科に転科した。珍しいことではないのだ。

「まあでも一年間は続けるつもりだよ。バスターになったからには、一度ぐらいサマーフェスティバルに参加してみたいし、他にもイベントが盛り沢だく山さんだからな」

「そうだな」相あい槌づちを打つが、他には何も言えない。

　相川もそれ以上を語らず、この話題はそのまま流れた。




　缶ジュースを片手に学食を出た。バグと戦って生還したお祝いだと言って、相川が気前よく奢おごってくれたのだ。ありがたくちょうだいしながら廊下の右を並んで歩く。

　渡り廊下に差し掛かったとき、ポケットの中で端末が震ふるえた。缶ジュースを怪け我がした左手に持ち替えて右手で取り出す。メールが届いていた。先せん輩ぱいからだ。相川から一歩引いて開く。

〈お伝えするのを忘れていました。光太くんのこと、病院に話を通しておいたので、秘密基地に来る前に左手を診みてもらってください。それでは、基地でお会いしましょう。

　追伸。遅くまで大だい丈じよう夫ぶでしたら、こちらで夕食をご用意させていただきます。今週、都合の悪い日時がありましたら、お知らせください。御み凪なぎ静しず句く〉

「……敬語？」

　メールではこうなのか。まるで別人だ。しかし、こう文章が丁てい寧ねいだと、秘密基地って文字が余計に浮いて見える。

　とにかく返信しよう。ここは失礼のないよう丁寧に。

〈病院の件、了解しました。今週は特に予定はありません。夕食のお話、ありがたくお受けいたします。未み空そら光こう太た〉

　ちょっと堅苦しいか。でも、この丁重すぎる文面に対し、フランクな調子で話題を広げにいく勇気はない。

　何度か読み直してから送信した。

　そのとき突然、左半身に衝しよう撃げきを受けた。向かいから歩いてきた生徒とぶつかったのだ。左手に痛みが走り、持っていた缶ジュースを落とす。中身が廊下にこぼれる。

　すみませんと反射的に謝ろうとしたら、言うより先に襟えり首くびを乱暴につかまれた。大柄な少年が立ちはだかっていた。

「おい、一年。何してくれてんだ。濡ぬれちまったじゃねぇか」

　上級生だった。隣となりにもう一人、連れがいる。タイの色で三年生だとわかった。制服の袖そでにぽつぽつと濡れた跡がある。ジュースの水滴がかかったようだ。

「す、すみませんでした」非を感じた光太は素直に詫わびた。

「謝るならちゃんと頭下げて謝れ」

　突き飛ばされ、尻しり餅もちをつく。通りかかった生徒たちが遠巻きに野や次じ馬うまと化した。嫌いやな空気だった。謝るのはしかたないにしても、相手の言動には悪意を感じずにいられない。

　面倒なのに当たっちまった。さっさと終わらせよう。

　起きようとするが、床についた左手が痛み、また尻餅をついてしまう。その有様を見て二人組はげらげらと笑う。光太は思わず顔を伏せた。

　そこに、相あい川かわが割って入った。

「こっちに頭下げろって言うなら、そちらも下げてくださいよ。お互い様でしょう」

　光太は驚おどろいて顔を上げる。相川がそんなふうに言って返すとは思いもしなかった。

「ああん？　なんだテメェ」上級生はドスを利きかせた。「いちゃもんつける気かよ」

「廊下の真ん中を歩いていたそちらも悪いでしょう。こっちは右側通行してましたから、ちょっと横にずれたらぶつからずにすんだはずです。なのにそうしなかったのはなぜですか。そちらもよそ見をしていたか、じゃなかったら、わざとぶつかったか」

「おいコルァ！　ほざいてんじゃねぇぞ！」図星だったのか、上級生は声を荒げ、相川の胸ぐらをつかんだ。「一年坊が調子に乗りやがって。おまえ、ランキングいくつだよ。どうせ三桁けただろ。一年で二ふた桁けたは女子一人だけ。他ほかはボロで、不作の年って言われてるもんな」

「だからなんですか」

「オレは五十位だ。口の利きき方に気をつけろ」

「ランキングは関係ないでしょう」

「うっせぇ！　ザコが粋いきがってんじゃねぇ！」

　拳こぶしが飛んだ。相あい川かわは顔面に食らって倒れる。

　上級生はさらに踏みつけにかかったが、連れが止めた。

「おい、やめとけ。白が来た」

　それを聞いた上級生は、大きく舌打ちして足を下ろした。

　二人の後方、渡り廊下に集まっていた野や次じ馬うまが左右に開く。その向こうから五、六人の集団が現れた。白い制服姿。共通の腕章。そこに刺し繍しゆうされた〝風紀〟の二文字。

　横一列に整然と並んだその集団は、文字通りの風紀委員会だ。

　色違いの白い制服は、風紀委員だけが着用を許される規律と審判を司つかさどる証あかし──と言ったら大げさかもしれないが、この特別自治区たる学園島には警察などの公的治安機関は存在せず、風紀委員会がそれに代わる役目を果たしている。彼らだけが、バグやイリーガルの件に限らず、島内のあらゆる揉もめ事に対してアーツを行使する権利を認められているのだ。ゆえにそのメンバーはバスタードでも上位に位置する実力者ばかり。

　風紀委員たちはザッザッと一歩ずれて道を空あけた。奥からもう一人出てくる。

「いったい何の騒ぎだ？」

　厳格な響ひびきで問うたのは、メガネをかけた長身の少年。冷ややかな眼まな差ざしで現場を一いち瞥べつするその容よう貌ぼうは、男でありながらクールビューティーという言葉が似合う美形だった。

　光こう太たは彼を知っていた。二年前から一方的に。

「……白しろ金がねの貴公子」

　風紀委員会の委員長を務める三年。周防すおう晴はる真ま。

　通称、白金の貴公子。またの名を、ナンバーズ・ファイブ。

　現在、学園島にいる唯ゆい一いつのナンバーズだ。他のナンバーズたちは、バスタードの世界ツアーに出ていて不在。この周防晴真だけは風紀委員長という立場から島に残っている。つまり彼は今この島でもっとも強いバスターと言えた。絶ぜつ対たい零れい度どの女王を除けばだが。

「何の騒ぎだと聞いている」

　周防は淡々と問う。ランキング五十位の上級生は大げさに肩をすくめた。

「べ、別になんでもねぇよ。廊下を歩いていたらちょっとぶつかっただけだ。風紀の世話になるほどのことじゃねぇって。ほら」

　相手が悪いと踏んだのか、そう言って相川の腕をつかみ、半ば無理やりに立たせた。光太も連れのほうに腕をつかまれ、立たされる。

「きみたち、そうなのか？」周防すおうは光こう太たと相あい川かわを見た。

「だからそうだって」上級生が横から言う。

「僕は彼らに聞いている」周防は一いつ蹴しゆうした。

　これはチャンスだ、と光太は思った。向こうは手を出している。ありのままを伝えれば罰が下るだろう。周りの野や次じ馬うまも証言してくれるはず。

　しかし、隣となりの相川からは予想外の言葉が出た。

「はい、肩がぶつかって少し言い合いになっただけです。お騒がせしてすみません」

　え？　光太は固まった。なんで。どうして本当のことを言わない。

「きみは？」周防の目が光太に向けられた。

　目が泳いだ光太は、相川と視線が合った。やめとこう。これ以上は面倒だ。そんな意図を感じた。「はい、そのとおりです」話を合わせる。

　すると上級生は何を勘かん違ちがいしたのか、急に強気になった。

「そういうことだ。オレたちはもう行くぜ。文句ねぇよな、貴公子さんよぉ」

　ニヤニヤと下品な笑みを浮かべながら、連れと一緒に周防の横を通っていく。そして整列していた風紀委員たちに「邪じや魔まだ、どけよ」と噛かみついた。周防が振り返ることなく片手を上げると、風紀委員たちは機き敏びんな動作で左右にずれ、道を空あける。二人組はこれ見よがしに堂々とあいだを抜けていく。

　その間、周防の冷めた目は光太と相川に向けられていた。彼は言った。

「きみたちがそれでいいのなら何も言うまい。だが、本当に助けが必要なときは、つまらない意地を張らないことだ。そして遠えん慮りよなく僕たちを頼るがいい。生徒一人一人の学園生活を守るために、風紀委員会はあるのだから」

　白しろ金がねの貴公子は踵きびすを返して立ち去る。彼の後ろには風紀委員たちが列を成して続いた。その白い行進図は、さながら医療ドラマによくある病院の大名行列のようだった。




　白服姿が消えると野次馬も去った。

「ったく、思い切りやりやがって」相川は頬ほおをさすっている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」光太は申し訳なく思った。「ごめんな、僕がよそ見してたせいで」

「いや、あれは向こうがわざとさ。俺おれも気づいたんだけど、時すでに遅しだった」

「そうか……でも、意外だったよ。あんな風に突っかかっていくなんて。こう言っちゃあ悪いけど、おまえは事なかれ主義だと思ってた」

「俺もそう思ってるよ」相川は苦笑した。「我ながらキャラじゃないってな」

「じゃあなんで本当のこと言わなかったんだよ」

「そんなことしたって、たいした処罰にはならんだろ。アーツを振り回したって言うならまだしも。それに、あそこで風紀に訴えたりしたら、あの性根の悪さからして、あとで仕返しとかしてきそうだし、スパッと終わらせといたほうがいいと思ってさ」

「そこは事なかれ主義なんだな」

「ハハハ、まあな。でも正直、殴なぐられるとは思わなかったよ。周りの目もあったし、手は出さないだろうと踏んだんだけど……予想以上の単細胞だったな」

「まったくだ。五十位であそこまで威い張ばれるんだから、おめでたいやつだよ」

　光こう太たと相あい川かわは皮肉たっぷりに言う。一人だったら辛つらいことも二人なら笑い飛ばせた。

　ランキングを身分制度と勘かん違ちがいしている輩やからは少なからずいる。バスターである以上、順位を意識しないなんてことはないが、あそこまであからさまなやつも珍しい。バスタードは実力の世界だが、それだけに人間性に問題があるやつが上位に行くと厄やつ介かいだ。

　なんであんな横おう柄へいに振る舞えるのだろう。あんなやつが同じバスターだなんて、認めたくないし、許せない。できることなら相川に代わって殴り返してやりたかった。いや、バスタードで負かしてやりたい。それができない自分が悔くやしい。

「ジュース、拭ふかないとな。紙取ってこようぜ」

　相川に促うながされ、近くのトイレに入る。

「いやしかし、白しろ金がねの貴公子はさすがに風格あったな」相川はついでに用を足した。「ああいうのは一歩間違うと残念なキザ男になっちゃうけど、あの人はその点、嫌いや味みがない」

「やっぱり、ナンバーズともなると違うな」光太はトイレットペーパーを拝借しながら周防すおうのクールな無表情を思い出した。「それに、あの人は事実上のトップって言われてるし」

　ナンバーズ・ファイブとは、五人目という意味で、五位ということではない。ナンバーズの座位は十位台との入れ替わり戦によってのみ変動し、ナンバーズ同士は特定のイベント以外で手合わせすることを禁じられている。だから一ひと桁けたの位は席番号にすぎないのだ。

　御み凪なぎ静しず句くという絶対王者がいなくなった今年、ナンバーズで誰だれがいちばんを取るかメディアも注目していて、ネットでもいろんな分析や議論が飛び交っている。その中で最有力候補とされているのが、白金の貴公子、周防晴はる真まだった。

「人気もすごいしな。特に女子の支持率はハンパじゃないだろ。学園島にいる女子のうち半数は、あの人のファンだって言われてるぐらいだし」

「あの美形だからな。どっかのプロダクションと契約してもっとメディアに出れば、バカ売れ間違いなしなのに。なんで風紀にいるんだろう？」

「さあ、わからんけど、そのあたりが貴公子の貴公子たる所以ゆえんなんだろうさ。金にも人気にもランキングにも囚とらわれない、高こう尚しよう潔白にして眉び目もく秀しゆう麗れいな風紀のカリスマ。そのプライベートはいっさいが謎なぞ。厳格な精神は鋼はがねのごとく。彼が笑うところを見た者はいない」

「かーっくいい。かっこよすぎて、嫉ねたむ気にもなれませんな」

「あの人と俺おれたちを比べたら、まさにバスタード界の天と地だからな」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」

　駄だ弁べりながらトイレを出るとチャイムが鳴った。やべ、と相あい川かわが顔をしかめる。

「行けよ、こっちはいいから」光こう太たは言った。

「悪いな。そんじゃ、お先に」

　相川は走っていった。授業に遅れると罰が待っているのだ。あのヤンキー教師は、授業は放ほったらかしのくせに、遅刻者には嬉き々きとして罰を与えるのである。間に合うといいが。

　光太は廊下を引き返し、こぼれたジュースを一人で拭ふいた。




　　　　○




　早退して、学園の隣となりにある総合病院で左手を診みてもらったあと、また学園に戻った。人ひと気けのない中庭を抜け、外れにある時計台に入り、エレベーターに乗る。パネル横の読み取り機リーダーにキーコードを表示した端末をかざすと、かすかな振動と共に降下しだした。

「そう言えば、この時計台、幽ゆう霊れいが出るって噂うわさがあったっけ」

　光太はふと思い出した。前に寮生が話しているのを聞いた覚えがある。その昔、バグに襲おそわれて亡なくなった少女の霊が今もさまよっているとかで、目撃談もかなりあるそうだ。時計台に入っていく少女の姿を見かけ、あとを追ってみると影も形もない。そんな話だった。

「もしかして、先せん輩ぱいのことなんじゃ……」

　ここを出入りする姿を幽霊と見間違われたのではなかろうか。このエレベーターが動くことは知られていないから、人が消えたように思われたのだ。幽霊の正体見たりだな。

　チン、とエレベーターが基地に到着。

　ドアが開いて出たところ、正面に誰だれか立っていた。

「おいっすーっ」

　元気な挨あい拶さつで出迎えたのは、桃色髪の女の子。知らない子だ。

　中等部の制服にぶかぶかのカーディガン。にゃはっと茶目っ気たっぷりに笑う姿は飾り気なく愛らしく、見るからに陽気で明るい印象。ただ妙な違和感を光太は覚えた。

　なんだろう、この子。どこか普通じゃない感じが……。

　女の子は踊るようにターンした。

「いらっしゃいませぇ。一名様ご案内ぁい。よろこんで～っ」

「……は？」

「ナビるからついてきてちょ。ここ意外と複雑だから、慣れないうちは迷うかもだぜ」

「……へ？」

「ヘイヘイ、どうしたボーイ。ビビッてんのかぁ？　カモンカモン！」

「…………」

　光太は絶句した。なんだ、このポップすぎるハイテンションキャラは。いや、それはまだいいとして、絶句の理由は別にあった。女の子の全身を上から下へ見ていって気づいた。

「う、浮いてる？」

　空中浮遊。足が床についていない。

　桃色髪の女の子はこちらを向いたまま、廊下の奥へ、歩くというより滑すべっていく。

　光こう太たが驚おどろいて動けずにいると、さらなる驚きよう愕がくの光景が待っていた。

　廊下を後ろ向きに滑っていった女の子が、そのまま突き当たりのＴ字路をどちらに曲がるでもなく、まっすぐ壁かべに入り込んでしまったのだ。まるで幽ゆう霊れいのようにスゥーッと。

　すぐにまたスゥーッと壁の中から出てきた。

「おっとっと、いっけねー。いつものくせで直進しちった。てへっ」

　光太は口をパクパク。びっくりしすぎて言葉が出ない。

　女の子は「なになにー？」と引き返してきた。無論、宙を浮遊して。しかも左右にゆらゆら揺れながら、廊下の壁に消えては現れ、消えては現れ、ジグザグにすり抜けて。それはまさにホラーの世界だった。

　こいつはマジもんだ──。光太は後ずさる。そのままエレベーターの中まで戻ると閉のボタンを連打した。扉が閉まる。だが、女の子は扉をすり抜け、上半身だけ入ってきた。
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「ちょいちょい、どうしたの？　忘れ物でもした？　トイレならすぐそこにあるよ？」

「い、いえ、そういうわけでは」

「じゃあ、ハリアップ。あんま待たせると静しず句くが拗すねちゃうから。巻きで行こうぜっ」

　静句──その名を聞いて光こう太たは少し冷静になる。どうやらこの幽ゆう霊れい（？）は先せん輩ぱいを知っているようだ。いったい何者……というより、なんなんだ？

　女の子は「かむかむ」と言って引っ込む。扉が開くと、その姿はＴ字路の前にあり、招き猫のように手招きしていた。ここはついていくしかないようだ。

　光太は一定の距離を取ってあとを追った。女の子はひらひらと宙を舞いながら秘密基地を案内する。その姿はよくよく見ると少し透けている。

「あのぅ」光太は恐る恐る聞いた。「お宅様のことを、伺うかがってもよろしいでしょうか」

「んにゃ？　静句から聞いてないの？　うちのこと」

「はい、まったく、これっぽっちも」

「そいつはありゃりゃ。静句のやつ、またど忘れしたな……あぁ、だからさっきびっくらこいてたんだ。そりゃあ、無理もないっちゅーね。何の説明もなしに、いきなりこんな変わり種が現れたら……もしかして、うちのことオバケだと思ってる？」

「違うんですか？」

「ちゃうちゃう……って、言い切ることもできないんだけどね、これが」

　能天気な調子で振り向いた女の子は、また後ろ向きに宙を進んだ。道は完全に把は握あくしているのか、前を見なくても曲がり角をきちんと折れる。

「うちはメイリーナ。メイって略すのはノンノン。ちゃんとメイリーナって呼んでちょ。でないと祟たたっちゃうかもよーん。オーケー？」

「お、おーけー、です。メイリーナさん」

「そんな他人行ぎよう儀ぎはよしなって、きょーだい。同じエクストラなんだからさ」

「エクストラ？」

「うん。うちは〝エクストラ・ゴースト〟って言ってね、その名のまんま幽霊みたいな感じでやってまーす。実体がありませーん。透けちゃいまーす。うらめしや～、なんちってっ」

「はあ」噂うわさの幽霊の正体はこっちだったか。「メイリーナは、なんで、そうなったの？」

「わかんにゃーい。ていうか、覚えてないんだよね、これが」

　ゴースト娘は宙でクロール泳ぎしだした。

「何年か前にここでアーツの実験事故があってね──表おもて沙ざ汰たにはなってないけど──その実験に参加していたバスターが、事故に巻き込まれて死んじゃったの。だけどその瞬しゆん間かん、アーツが突然変異を起こして、その子の意識を取り込んで生まれ変わった……みたいな？」

「それで、ゴースト？」

「らしいよ。うちは記憶がないから、よくわかんないけどね。まあ、詳しいところはスルーしてちょ。いろいろ乙女の秘密もあるからさ。とにかくそゆわけで、うちのことは基地と一緒で内緒にね。ちなみにここのメンツは、静句とうちと光太、それとアンジュっていうメイドさんの四人だよ。アンジュはツチノコレベルで姿を見せないから、実質三人でヨロピク」

　軽妙な言葉のリズムに耳を貸しているうちに目的の場所に着いたようだ。大きな扉をメイリーナは手招きしながらすり抜けていく。光こう太たが近づくと扉は自動で開いた。

　中には広々とした空間が広がっていた。学校の闘技場のステージを丸々一面入れても余裕があるだろう。天井も高い。小さな体育館といった感じだ。

『いらっしゃい、光太くん』静しず句くの声が響ひびいた。『右の控え室へどうぞ』

　見ると、右手側の壁かべに窓ガラスがあり、中で静句が手を振っていた。メイリーナがすり抜けていくそのあとを、光太は手動でドアを開けて入った。




　明るい蛍けい光こう灯とうが照らす控え室には、小さなモニター設備のほか、簡易キッチン、トイレにシャワーもあって、寮の部屋よりずっと住み心地が良さそうだった。

　キッチンにお茶を入れに向かう静句は、制服の上に白衣をはおっている。研究者か科学者のような出いで立ちでけっこう似合っていた。でも、なぜに白衣？

　首をかしげる光太の前を、メイリーナが「ねぇ、見て見て」と横切っていく。ふわふわと宙を泳いでモニターの中に突入。勝手に電源がつくと画面にその姿が映り込んだ。

『ジャーン。ＣＭ入りまーす。チャンネルはそのまま、なんちってっ』

　声はスピーカーから聞こえてくる。メイリーナはモニターから首だけ出してにゃはっと笑ってみせると、またすぐに映像の中に引っ込んだ。

　これまたどういうカラクリか。画面に触れてみるが、特に異状はない。何の変へん哲てつもないただのディスプレイだ。映像トリックというわけでもなさそうだ。とすると、これは……。

「アーツのスペック……？」

『ピンポーン、大正解っ。うちのエレメントは電脳。スペックはサイバーダイブ。デジタル空間に自由に干かん渉しようできるなり。普段はこっちにいるほうが多いんだよ。電波に乗ってどこにでも一っ飛び。得意技はハッキング。クラッキング。電波ジャック。なんでもござれっ』

「どれも犯罪まがいじゃねぇか」

『あと早着替えできるよ。コスチュームもデジタルだから、こんな感じでほいっと』

　メイリーナは画面の中でくるりと回転。すると一いつ瞬しゆんにして体操服姿に変わった。また回転すると今度はパンツルックの私服姿に。さらにシックなメイド姿、ミニスカナース、チャイナドレス、チアリーダー、と目まぐるしく変化する。

「《電脳妖精バーチヤリオン》っていうのよ。メイリーナのは存在自体がアーツ同然なの」

　静句が戻ってきて、麦茶の入ったコップをテーブルに置いた。メイリーナに関してそれ以上の言及はない。ちゃんと紹介していなかったことには気づいていないようだ。

　まあ今さらか。光太は指摘することなく椅い子すに座った。

　上かみ座ざに立った静句が白衣をひるがえし、「それでは」と音おん頭どを取る。

「これより、第一回〝秘密基地で秘密計画を企たくらむ秘密会議〟を始めます！　いぇい！」

　笑顔を咲かせ、パチパチと楽しそうに拍手した。

　モニターではメイリーナが『いぇーい！　目指せ、世界征服っ！』と盛り上がり、拍手喝かつ采さいやクラッカー、ラッパなどの音おん響きようを流す。

　このムードはいったい……。光こう太たは完全に置いていかれていた。秘密基地で秘密計画を秘密会議ってそのまんまだし。さしずめ、スリーエス会議といったところか。そもそも計画内容を知らされていないのだが。まさか本当に世界征服ってことはあるまい。

　静しず句くはまた白衣をひるがえすと、キリッとした顔つきになった。ころころと表情の変わる人だ。そして無む駄だに芝しば居いじみている。

「事は計画通りに運んでいるわ。すべてのファクターは揃そろいつつある。あとは光太くん、きみ次第よ。きみにはまず一週間でエクストラをものにしてもらう。と言っても、難しく考えなくていいわ。《武タケ御雷馳ミカヅチ》の扱いに慣れてもらえれば、それでいい。そのためのプランもこちらで用意したわ。メイリーナ、例のものを」指をパチンと鳴らした。

『いえっさー。ちょちょいとな』

　モニターに時間割のような予定表が表示される。メイリーナが妖よう精せいみたいに小さくなってアイコンと化し、静句の説明に応じて画面の中を飛び回り、カーソル役をこなした。

「一日目──今日は、アーツのデータを収集。二日目、三日目は基礎練習によるスペックの把は握あく。それをもとに適切な戦闘スタイルを模索し、四日目以降は左手の怪け我がと相談しながら実戦を組んで練習あるのみ。相手は私が務めるわ。生徒会があるから時間は限られるけど、できるだけ数をこなせるようにする。ここまでで何か質問は？」

「え……あ、いえ、特には」

「当面の目標はオールＣかしら。メイリーナ、例のものその二を」

『らじゃー。開けゴマ、なんちってっ』

　妖精娘がくるりと舞うと新たなウインドウが開き、光太の個人データが表示された。アーツ名、エレメント属性、スペックの種類、スキルの概がい要ようなどについて記されている。さらに歪いびつな五角形のグラフが現れた。各頂点はそれぞれ異なる能力を示しているようだ。

　アタック、ガード、スピード、スタミナ、スペック……なんだ、これ。かなり詳しく分析されてるけど、こんなの文芸部が発行している公式ブックでも見たことがない。

「これは、私とメイリーナがまとめたバスターのステータスよ。グラフはバスターの能力を五つの要素に分けて五段階評価してある。アタック、ガード、スピードはアーツの性能と合わせた戦闘力、スタミナは肉体的な体力とプラナの総量の両面から見たもの、スペックはアーツの戦略的な幅広さとスキルの豊富さを示しているわ」

　自分の能力値を目まの当たりにした光太は、苦笑せざるを得なかった。

【　アタックＥ　ガードＡ　スピードＤ　スタミナＤ　スペックＥ　】

「うわ、さすがにガード以外はボロですね」

「これは《逃げの一手ランアウエイ》のものだから、《武タケ御雷馳ミカヅチ》の場合はまた違ってくるわ。それにあくまで私的な分析にすぎないし、実際のランキングがこれの通りに決まるわけでもない。たとえば……メイリーナ、ナンバーズ・ファイブのデータを」

　静しず句くの指示により、別のウインドウが開いた。白しろ金がねの貴公子こと周防すおう晴はる真まのデータだ。

【　アタックＣ　ガードＤ　スピードＣ　スタミナＢ　スペックＡ　】

「あれ……意外と普通？」

「ええ、データ上はね。でも彼は強い。今のバスタード界で一、二を争うぐらいに。周防くんの場合、基本能力はそれほど高くないけど、アーツのスペックに長たけていて、その力を自在に引き出し、使いこなしていることが、実戦的な強さにつながっていると言えるわ。逆に、スペックに頼らない強さというのもある。そうね……メイリーナ、夜や叉しや姫ひめのデータを」

　今度は宮みや古こ朱あか音ねのデータが表示された。

【　アタックＣ　ガードＥ　スピードＢ　スタミナＤ　スペックＥ　】

　これまた思ったほど高くない。むしろ低いとすら感じる。

「彼女の場合、スペックは皆かい無むに等しい。エレメントは発現できるけど、スキルとして自在に扱える域には達していないわ。それこそアーツを振り回すだけ。データ上では、彼女より優すぐれているバスターは大勢いる。でも天才肌はだと言うのかしら、データには現れない戦闘センスの高さとスピードを生かした超攻撃型スタイルが見事にハマって、同学年では敵なし。まだまだ発展途上だし、これからもっと伸びるわね」

「こうして見ると、オールＣでも強そうに思えてきますね」

「ええ。バスターの神しん髄ずいは人機一体の妙にあり。アーツの性能だけで実力は決まらない。ランキングの上位、特に二ふた桁けた台になってくると、性能だけで勝ち上がるのは難しくなる。実際に戦うのはアーツではなく人間ということね」

　実際に戦うのはアーツではなく人間。光こう太たはその言葉を反はん芻すうした。ともすればきれいごとに聞こえてしまうのに、静句が口にしたそれは素直に胸に響ひびいた。

「さあ、さっそくデータを取るわよ。覚悟してね、丸裸にしちゃうから！」

『あのぉー、盛り上がってるところ水を差すようで悪いんだけどぉ』メイリーナが画面越しに言った。『もうすぐ生徒会の集まる時間だよ？　静句、行かなくていいの？』

「あ……そう言えば」

『はい、ど忘れ。スケジュール管理もできないなんて。いいのかな、会長がそんなんで』

　コホン、と静句は咳せきをした。すまし顔でごまかしている。

「では、私は生徒会の用事があるので、あとのことは助手のメイリーナに任せるわ。これにて秘密会議を終わります。光太くん、がんばってね。まずは目指せ、平均点」

　静句はうんとうなずいてドアに向かう。

　メイリーナが「ちょい待ち」と画面から飛び出した。途と端たんに人間サイズ。

「白衣のまま行く気？　マッドサイエンティストの設定は外じゃ通用しないよ。ちゃんと会長モードにならないと、またうっかりボロが出ちゃうぞ？」

「もう、それは言わない約束でしょう。光こう太たくんもいるのに」静しず句くは拗すねた子供のように頬ほおを膨ふくらませ、白衣を脱いでハンガーにかけた。「光太くん、メイリーナの言ったことは気にしないで。私は決してうっかりさんではないのよ」

　そう言いながら出ていこうとして、うっかり正面からドアにぶつかった。きゃんっと子犬みたいに鳴いて鼻を押さえる。メイリーナがやれやれと肩をすくめた。

「そこは自動じゃないよって、何度言ったらわかるのかな、このドジッ子は」

「違うから。今のはあえてぶつかったんだから」

「はいはい、意味不明な意地を張らないの。ほら、会長モード、会長モード」

　不服そうに唇くちびるを尖とがらせた静句は、目を閉じてひとつ深呼吸。そして目を開けると、凜りんとした表情に変わった。いつもの生徒会長の姿だった。

「じゃあ、あとよろしく」

　三度目の正直。静句は上品な微笑を浮かべてドアを開け、優ゆう雅がに部屋を出ていく。

　見送る光太はぽかんと口を半開き。呆あつ気けに取られた。

　またもや先せん輩ぱいの意外な一面が明らかに。学校では会長モードとやらで通しているのか。でもって、さっきまでの姿が素すなのか。小こ芝しば居いしたり、拗ねたり、ドジったり。

　なんていうか、当初のイメージとだいぶ違うところまで来てしまったな。

「先輩って、もしかして……天然？」

「っていうより、子供なんだよ」メイリーナが言った。「絶ぜつ対たい零れい度どの女王なんて言われているせいか、大人おとなっぽい大和やまと撫子なでしこみたいに思われてるけど、実際は逆、中身はまだまだ嬢ちゃんなのさ。それに箱入り娘も同然だからね……カゴの中の鳥とも言うけど」

「かご？」

「んにゃ、なんでもない。ほら、ちゃっちゃとすませちゃおうぜ。今日やることは学校の測定テストと変わりないから、制服のままでいいよ。さあ、レッツらゴーっ。キィーン」

　メイリーナは両腕を水平に伸ばして飛行機姿勢でガラス窓をすり抜けていく。

　あいつも大たい概がい子供だな、と思いながら光太はあとを追った。




　　　　○




　それから六日間、秘密基地に通ってエクストラの練習に励はげんだ。

　最初の三日はスペックの把は握あくが中心で楽だったが、四日目からは静句が鬼コーチの設定に走りだし、スパルタ指導が始まった。地獄の特訓メニュー。女王直じき々じきの実戦稽げい古こ。光太は幾度となく気を失い、激マズの栄養ドリンクを飲まされては、また特訓。その繰り返し。

　まるでスポ根の世界だった。実技の授業に出ていたほうがまだ楽だっただろう。

　それでも音ねを上げなかったのは、姿を見せないメイドさんの作る豪ごう勢せいな夕食にありつけるから、というのは嘘うそではないが、やはり憧あこがれの先せん輩ぱいと一緒にすごせるのが大きかった、というのも嘘ではないが、いちばんの理由は、楽しかったからだ。新しいアーツの力を日に日に上じよう手ずに扱えるようになっていくのが実感できて楽しかった。客観的に見ればようやく人並みのレベルなのだろうが、守るしか能のなかった最下位の男には、それだけのことが嬉うれしかった。

　問題は、エクストラを表立って使えない点だ。それを打開するためのミラクルでウルトラなアイデアとやらについては、静しず句くの口から語られずじまい。どうせ一週間したらわかるだろうから、光こう太たもあえて問うことはせず、練習に励はげんだ。

　そして、ついに秘密計画の全ぜん貌ぼうが明らかとなる日がやってきた。




　七日目。日曜の午後。光太は寮の談話室でテレビドラマを見ながらくつろいでいた。夕方の六時に秘密基地に集合する約束になっている。このドラマを見終わったら出るつもりだ。病院に寄って行けば時間的にもちょうどいいだろう。

「手の具合はどうよ。今日、包帯取れるんだろ？」

　隣となりのソファに座る相あい川かわが文庫本を片手に聞いた。

　光太は包帯の巻かれている左手をぶらぶら振る。

「ああ、まだ力を入れると少し痛むけど、大だい丈じよう夫ぶ。明日から復帰するよ」

「そうか。安心したよ。このままドロップアウトするんじゃないかって思ったからさ」

「ドロップアウトなんて今さらだろ。ランキング戦線からはとっくに脱落してる」

「そうじゃなくて、ぐれちまったかなって。この一週間、実技休んでどこかに出かけてばかりだし、帰ってくるのは門限ギリギリだろ。女でもできたかと思ったけど、違うみたいだし。となると、アウトロー路線に走ったかなって考えてもおかしくないだろうさ」

「いい機会だから羽を伸ばしているだけだって、前に言ったろ」

　秘密基地での特訓については口外できないので、そういうことにしてあった。

「まあその、ご心配おかけして、かたじけない。でもおまえぐらいだよ、僕のこと気にかけてくれるやつは。最下位の男が抜けたところで、バスタードにはなんら影えい響きようないしな」

「気にしてるやつなら他ほかにもいたぞ。姫ひめ殿どのとか、姫殿とか、姫殿とか」

「なんだ、その宮みや古こエコーは」

「実は毎日おまえの様子を聞かれてたんだ。本人に聞けばいいのに、そうしないところが姫殿らしい。ちなみにこれ、おまえには言うなって口止めされてるから、オフレコな」

　もしかしたら、と光太は思う。宮古のやつ、この左手の怪け我がのことで責任を感じているのかもしれない。プライドが高い分、責任感も強いようだからな。それにお節せつ介かいだし。

「そうそう、姫ひめ殿どのと言えば、風紀に入ったんだってさ。まだ仮みたいだけど」

「ほう、そりゃまたどうして」

「なんでも、風紀に入れば強い相手と練習できるから、とかなんとか」

「チビ姫らしい理由だな。けど、あのじゃじゃ馬が風紀の枠におさまるのかね。正式に入会したら白服を着るわけだろ。似合わなそー。返り血で真まっ赤かに染まったりして」

「まさに紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめってか。姫殿が聞いたらカンカンだな」

　相あい川かわは文庫本に目を落としたまま肩を揺らして笑う。

　ちょうどドラマが終わり、そろそろ行くかと光こう太たは腰を上げた。相川には病院に行ってくるとだけ伝え、寮を出た。




　治療を終えて病院を出るとすっかり夜だった。時計台に行くため学園の正門側へ回る。

　歩きだしてすぐ、黒塗りの車が横付けされた。窓が自動で下がり、静しず句くの顔が現れる。

「光太くん、乗って。今日は場所を変えるわ」

　ドアが開かれる。光太は素直に乗り込んだ。車は静かに走りだす。

　車内はゆったり広々、高級感が漂ただよっていた。前部と後部の座席間にはマジックガラスが張られており、運転手の姿は見えない。小型の冷蔵庫やテレビがある。ちょうどバスタードの週末イベントが放送中だった。今日は三年のクラス対抗戦。全クラスが旗を奪うばい合い、最後に残ったクラスが優勝だ。島に残っている唯ゆい一いつのナンバーズ、周防すおう晴はる真まのクラスが最有力とされていたが、戦力格差が激しくなるため周防は今回参加していない、と実況が解説していた。

　移動中、静句はにこにこと楽しそうに観戦していた。ショートパンツの私服姿。黒いタイツに包まれた長い脚を優ゆう雅がに組んでいる。そしてやはり白衣をはおっていた。また例のマッドな科学者設定か。

「どこに行くんですか？」光太は窓の外を見やる。街の灯あかりが流れていく。

「それは着いてのお楽しみ。うふふ」静句は思わせぶりに微笑ほほえんだ。「そうそう、バスターのステータスファイルだけど、メイリーナに言って、光太くんの端末からアクセスできるようにしてもらったから、今後の参考にして」

「はい……では、さっそく」

　光太は端末を手に取った。画面に見覚えのないマークが表示されている。指でクリックすると自動認証された。どういうシステムなのかわからないが、おそらくメイリーナのスペックによるものだろう。《電脳妖精バーチヤリオン》は電子系の能力を持つようだから。

　検索画面に変わった。自分の名前を入力し、《武タケ御雷馳ミカヅチ》バージョンを見てみる。

【　アタックＣ　ガードＣ　スピードＤ　スタミナＣ　スペックＤ　】

　目標達成ならず。でも《逃げの一手ランアウエイ》のデータに比べたら全然マシだ。この一週間のしごきを通じて、それなりに戦えるようになったと自分でも思う。試合に出られたらの話だが。

「すみません。目標のオールＣには届きませんでした」

「エクストラの覚かく醒せいからまだ一週間だもの、十分すぎるぐらいよ。欲を言うなら、何かひとつ決め技──スペシャルスキルがあると面白くなるんだけど」

「面白く、ですか」着眼点がずれている気がする。「でも、スペシャルってどういうものなんです？　普通のスキルを思いっきりやるのとは、違うんですよね？」

「アーツのスペックを極限まで高めて放つ大技。いわゆる限界突破オーバードライブで、人機一体の極致に達した者だけが使えるとされているわ。うまく使えば一発逆転も可能。極端な話、最下位が王者を下すことだってできるかもしれない必殺技、それがスペシャルよ。ただ、アーツが違えばスペックの引き出し方も違うから、こればっかりは自分で見みい出だすしかないわね。参考になるものがあるとすれば、アーツの精神感応性かしら」

「精神感応？」

「ええ。アーツはプラナを通じて人とつながっている。だから人の心を映す鏡のような一面を持つの。気持ちの持ちよう、モチベーションの上げ下げが、アーツの調子の良し悪あしにも影えい響きようする。そうした特性から、スペシャルの発動には使い手の精神昇しよう華か──トリガーみたいなものが必要とされているわ。心のトリガーが引かれたとき、アーツは自然とスペックを開放し、時には進化することもあるそうよ」

「精神昇華……なんだか難しそうですね」

「頭で考えてもしかたないわ。焦あせらず日々精しよう進じんしていれば、そのうちね」

　人機一体の極致。精神感応。心のトリガー。今までそれらしいきっかけを感じたことは一度もない。僕にはまだ縁のない世界か。




　車が止まったのは、どこかの倉庫の中だった。灯あかりがなくて暗い。外へ降りると波の音が聞こえてくる。港だろうか。

　正面に回って運転手の顔を拝見しようかと思ったが、その前に寸劇が始まった。

「時は満ちたわ！」静しず句くがニヒルな笑顔で白衣をひるがえす。「すべてのファクターはこの手の中に。今こそ、プロジェクトＭを解禁するとき！」

　プロジェクトＭ？　初めて聞いた。どうせまた思いつきの設定だろうけど。

　この突飛なノリと奔ほん放ぽうな振る舞いにも、この一週間で徐々に慣れてきた。だいぶ印象が変わってしまったが、完全無欠の女王様よりは、ちょっと残念なぐらいが取っつきやすい。

「さあ、光こう太たくん。これに着替え──いいえ、変身するのよ！」

「え？　着替え？　変身？」

　紙袋を渡された。説明を求めたいところだが、期待に満ちた純度一〇〇％の笑顔を前に水を差すのはためらわれ、とりあえず紙袋を手に近くの物陰へ移動する。

　そして数分後、着替えをすませて戻った。自分が何の格好をしているのか、その時点ではまったくわからなかった。何かの仮装のようだが。

　出迎えた静しず句くは手を後ろに微笑ほほえみながら近づき、目を輝かせる。

「うん、いいわ。サイズはピッタリね。最後にこれをかぶれば……えーいっ」

　いきなり、背中に隠していた何かを頭にかぶせてきた。そして一歩後ろに下がってマジマジと観察すると、感かん慨がい深げに何度もうなずく。

「ついに……ついに完成したのね」感極まって拳こぶしを握り締めていた。「カンペキよ。一週間かけて仕上げに仕上げた甲か斐いがあったわ。グッジョブ、私！」

「なんなんですか、これ。何をかぶせたんですか」

「待って。今、鏡を用意するから」

　静句はアーツ《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》を召しよう喚かん。青白く輝く大おお鎌がまを一振りすると、足元からつややかな氷の柱が立ち上り、鏡の代わりになった。車のライトが照らす。

　光こう太たはそこに映った自分の姿を見て、石のように固まった。

　な、なんじゃこりゃあ……。

　丈じよう夫ぶで伸縮性のある素材で作られた全身スーツ。色はメタリックなブラック＆シルバー。その上にダークマント。グローブにブーツ。そこへトドメのように加わったのが、シャープな形のヘルメット。バイザーが顔の上半分を覆おおっている。マジックガラスのように外から内は見えず、氷の鏡に映る自分の顔は口元だけがあらわだった。

　いったい何のコスプレだ。特撮物？　なんとかマンみたいな？

　ていうか……ダサい。

「かっこいいでしょ？」静句はアーツを解き、両手を合わせて無む邪じや気きに微笑む。「オリジナルデザインなの。あまりの完成度の高さに自分でもびっくりね」

　え、かっこいい？　これが？　僕のセンスがおかしいのか？

　戸惑っていると、両肩に静句の手が置かれた。正面から向き合う。まっすぐな視線がバイザーを貫つらぬく。真剣な眼まな差ざしで静句は言った。

「光太くん、今日からきみは、仮面バスターよ！」

「……は？」

「強きをくじき弱きを助ける正義の味方。その名も、サイファー！」

「……へ？」

「ちなみにサイファーには、数字の零ゼロや〝取るに足らないもの〟という意味があるの」

「…………」

　それはまた皮肉のきいたドンピシャな名前……って、そうじゃなくて。この人は何を言ってるんだ。何をさせるつもりだ。仮面バスター？　正義の味方？　まさか……。

　静句は白衣をひるがえすとキメ顔で言った。

「エクストラを使うための秘策、それがこの仮面バスターよ！　シルエットスーツ！　ダークマント！　そして仮面バイザー！　これなら誰だれも光こう太たくんだとはわからない。エクストラを使っても大だい丈じよう夫ぶ。名づけて……正体不明の仮面ヒーロー大作戦！」

　プロジェクトＭはどこへ行った。

「うふふ、感動のあまり言葉もないようね」

　いえ、ただ何とも言い難がたい気分なんです。

「では、さっそくミッションを開始するわ」

「え、ミッション？」

「以降はバイザーを通して指示を送るわね。それじゃ」

「それじゃ、って……ちょ、先せん輩ぱい？」

　静しず句くは光太の私服が入った紙袋を回収し、車に乗った。

　すぐに発進。倉庫から走り去る。

「えぇぇぇ～」

　嘘うそだろ、行っちゃったよ。ダメだ、あの人、走りだしたら止まらない。止められない。どうすんの、これ。どうなんの。着替え、持っていかれちゃったよ。

　為なす術すべもなく立ち尽くしていると、メットの内側でピピッと電子音がした。バイザーの視界の隅すみに窓枠のような小さな画面が開き、桃色髪のゴースト娘の笑顔が映る。

『やっほー。メイリーナだよー。テステース。聞こえるかな、オーバー？』

「……聞こえてるよ、オーバー」

『ありり、テンション低くない？　初ミッションなんだから、上げてこうぜっ』

「……もう引き返せないのか？」

『オペナビはうちにお任せ。あなたのお傍そばに《電脳妖精バーチヤリオン》、安心安全のバックアップサポートをお約束しまぁす、なんちってっ。バイザーの機能を説明するからよく聞いてちょ』

　そっちこそ僕の話を聞けよ！　と激しく思ったが、口には出さなかった。言っても無む駄だだろうし、もはやすべてが手遅れであることをなんとなく悟った。

『通信機能は言うまでもないね。あとはカメラ機能。バイザーを通して光太が見ているものはこっちでも見えてるから。そんで、バイザーの画面にはいろいろ表示できるなりよ。今うちが映っているワイプとか、他ほかにはナビマップとか、このとおり。ちょちょいとな』

　メイリーナの映る反対サイドに別のウインドウが開き、港近辺の地図が表示された。カーナビみたいなものか。自動的にズームアップし、より正確な位置情報を示す。現在地は港の外れのほうらしい。普段は立ち入り禁止になっている区域だ。

『これから目的地とルートを示すから。まずはそれに従って移動するなり。誰にも見つからないようにね。ドキドキの潜入捜査だよ』

「潜入捜査？　そんな、いきなり言われても」

『へーきへーき。こっちで周辺の生体反応を感知してマップに出すし、安全な道をバイザーに表示するから。ほら、矢印が見えるでしょ？　そのとおりに進んで。詳しいことは道すがら静しず句くが話してくれるから。んじゃ、ミッションスタート。レッツらゴーっ！』

　テンションが違いすぎて抵抗する気力すら湧わかない。光こう太たは流されるまま倉庫を出て、バイザーを通して拡張現実のように見える矢印に従い、移動を始めた。




『そのあたりは学園の設立前に使われていた港跡で、ずっと封鎖されているんだけど、倉庫の一部が不良の溜たまり場になって、賭と博ばくバトルが行われているらしいの。仕入れた情報によると今日がその集会日で、現場を押さえるチャンスというわけ。と言っても、摘発は風紀委員会の仕事。匿とく名めいで通報して呼ぶから、サイファーには、風紀の到着まで相手を引きつけておいてもらいたいの。わかりやすく言うと……軽く暴れてちょうだい。わかっていると思うけど、《逃げの一手ランアウエイ》は使っちゃダメよ。正体わかっちゃうから。風紀が来たらすぐにドロンしてね。捕まったらアウトだから気をつけて』

　静句のアバウトな説明を聞いているうちに目的の倉庫に着いた。

　灯あかりがついており、人の声がする。壁かべ伝いに移動し、割れた窓ガラスからこっそり中を覗のぞいたが、古びたコンテナが積まれていて邪じや魔まだった。

『中に入って』静句から指示。『見つからないようにね』

「……やっぱり、やめません？　はたから見たら変質者ですよ、これ」

『大だい丈じよう夫ぶ、気になるのは最初だけよ。慣れちゃえばどうってことないし、思い切って出ていけば、あとはなるようになるわ。とにかく、入るだけ入ってみましょう』

　なんて根拠のない自信に満ちた言葉。はっきりノーと言えない自分が恨うらめしい。しかし、この格好に抵抗がある一方、エクストラを使えるチャンスに惹ひかれないと言ったら嘘うそになる。まあ、中の様子を見て、無理そうだったら引き返せばいいか。相手が四、五人ぐらいだったら、うまく逃げ回れば時間稼かせぎぐらいできるかもしれないし。

　気は進まなかったが、光太は倉庫に忍び込んだ。

　コンテナの上によじ登り、トカゲのように姿勢を低くして見下ろす。

　広い倉庫の中央に人だかりができていた。ぐるりと大きな輪を作っていて、その中で二人の少年が戦っている。まるでストリートファイトだ。ガードシステムはないから、アーツの攻撃は周りに飛び火していたが、その危険すら楽しんでワーワー盛り上がっていた。

　光太は首を引っ込めた。思わず頬ほおが引きつる。

「あのぅ……思ってたのと違うというか、数がハンパじゃないんですけど」

『サーチできたなり』メイリーナが応答した。『二十人ちょい。事前の情報よりちょっと少ないかな。こっちは準備オッケーだよ。いつでも乱入しちゃって。どーぞー』

「あそこに飛び込めっての？　無理だって。袋ふくろ叩だたきに遭あうのがオチだろ」

『へーきへーき。向こうはドロップアウト組、二百位以下ばかりだから。エクストラのスペックがあればそんなに怖い相手じゃないよ。うちの分析だと余裕綽しやく々しやく。それに全員を相手にする必要もないしね。風紀が来るまでの時間稼かせぎだから』

「そう言われても、この姿で出ていくには気持ちの準備が……やば、誰だれか来る」

　足音が近づいてきた。光こう太たはぺったりと張りついて息を潜ひそめる。

　眼下を少年二人が通り過ぎ、窓まど際ぎわで煙草たばこを吸いだした。これでは外に出られん。隠れてやり過ごすしかない。早く風紀を呼んでもらおう。先せん輩ぱいの期待を裏切って申し訳ないが、いきなりあの数、そしてこの姿では、いろんな意味でハードルが高すぎる。

　ギブアップしようとしたそのとき、外からさらに十人近くの集団が入ってきた。

「おーい、ネズミを見つけたぜ。白いのが二匹とお姫様だ」

　集団に囲まれ、白服姿の少年と少女が連れ込まれた。風紀委員だ。手を後ろで縛しばられ、刃物や銃器のアーツで脅おどされている。

　二人のあとから、もう一人、連れられてきた。その小柄なショートボブの見慣れた顔を目撃した光太は、思わず「えっ」と声が漏もれてしまい、慌あわてて口をふさぐ。

「……なんでチビ姫がここに」

　やつらの言うお姫様とは、紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ──宮みや古こだった。

『ありゃ、これは予想外のハプニング。パトロール中に捕まっちゃったのかな』

　そう言えばと光太は思い出す。宮古が風紀委員会に仮入会したと相あい川かわが言っていた。確かに白服ではないが風紀の腕章をつけている。他ほかの二人と同じく手を後ろで縛られていた。それでも勝気な姿勢は崩していない。敵意剥むき出しの目つきで悔くやしげに唇くちびるを噛かんでいる。

　あの宮古がそう簡単に捕まるとは思えない。他の二人を人ひと質じちにでも取られたか。

　よくよく見ると、白服の二人はぐったりしていた。プラナの枯こ渇かつ状態にあるようだ。男子は暴行も受けたのか、顔が青く腫はれている。数が多いとは言え、相手はドロップアウト組。まともに正面からぶつかれば、風紀と夜叉姫の三人チームが遅れを取るはずがない。何か卑ひ怯きような手を使ったのだろう。不意討ちとか。だまし討ちとか。

「こいつは驚おどろいた」不良の一人がほくそ笑んだ。「今話題の夜叉姫じゃないの。近くで見るとちっちゃいなぁ。体のほうは残念だけど、顔はなかなかの上玉じゃん」

　不良は宮古の頬ほおに触れる。宮古は頭を振って抵抗し、キッと睨にらみ返す。

「あんたら、こんなことしてタダですむと思ってんの!?」

「おお、怖っ。そっちこそ、ここまで連れてこられてタダですむと思ってんのかよ」

　ゲラゲラと下品な笑いが巻き起こった。無数の視線が宮古の体を舐なめる。

「早くやろうぜぇ。オレ、白服の子イチバーン」

「じゃあ、オレ、夜叉姫イチバーン」

「バーカ、ちゃんとジャンケンだろ、そこは」

「まあまあ、落ち着け、おまえら。オレがスッゲーいい余興を思いついたんだって。せっかくの機会だし、紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ様に手合わせしてもらおうじゃねぇか。一人ずつ対戦して、夜叉姫をノックアウトしたやつが、どっちもいちばんにやれちゃうってのはどうよ」

「いいねぇ、それ。面白そうじゃん。オレが一番手で決めちゃうぜ」

　あれよあれよと話が進み、不良たちのあいだに異様な熱気が伝染した。

　宮みや古こは銃器のアーツで背中を突かれ、輪の中に押しやられる。手を縛しばっていた紐ひもが切られて自由になったが、風紀の二人を人ひと質じちに取られ、好きには動けない。

「今からここにいる全員の相手をしてもらうぜ。あの二人とおまえ自身が賭かけの対象だ。逃げようなんて思うなよ。お仲間の二人がどうなっても知らないからな」

「……上等だ」宮古は怒りに震ふるえていた。「全員、ぶっ潰つぶしてやる」

「その強気がいつまで続くかなぁ、くっくっく……さぁ、裏バスタードの始まりだぁ！」

　宮古は右手を薙なぐ。手中に赤いプラナが結集し、真紅の機械刀が握られた。

　向かいから少年が一人、輪の中に出てくる。ヌンチャクのようなアーツを召しよう喚かん。ゴングもないままバトル開始。野郎たちが野太い声を飛ばし、倉庫内は興奮のるつぼと化した。

　光こう太たは唖あ然ぜんと見下ろす。本当に始めやがった。一対全員なんて、むちゃくちゃな。

「先せん輩ぱい、もうミッションとか言ってる場合じゃないですよ。風紀に連絡を」

『もうしたわ』静しず句くの声は沈着冷静だ。『でも到着まで時間がかかる。それまで宮古さんが持てばいいけど』

「あいつ強いし、相手がみんな二百位以下なら、本当に全滅させるかもしれませんよ」

『それはどうだろ』メイリーナが異を唱えた。『万全の状態ならいけるかもだけど、サーチった感じ、姫っち、すでにけっこう消しよう耗もうしてるっぽいよ。風紀の二人をダウン状態にしておきながら、姫っちだけ動ける状態で連れてきたあたり、あいつら最初から疲れている姫っちをああやってなぶる気だったなりよ。それに、ここは連中のホーム。今は一対一だけど、形勢が悪くなったら、どんな手に出るかわからないよ』

　眼下では、宮古がさっそく一人目をノックアウトした。プラナが尽きてライフガードを失った少年はぐったり。他ほかの仲間に引きずられて奥に引っ込む。すぐに二人目が出てきて、巨大なブーメランのようなアーツを召喚した。休む間もなく第二戦開始。

　二人目、三人目、四人目、宮古は順調に勝ち進んでいく。だが、メイリーナの言うとおりもともとプラナを消耗していたのか、五人目で急にペースダウン。苦戦を強しいられた。本来の宮古の力からしたら圧倒できる相手なのだが。

『まずいね。姫っちのプラナが弱まってる。風紀が着くまでまだ十分以上かかるよ』

　それじゃあ遅すぎる。このままだと風紀が着く頃ころには、宮古は……。

　辛からくも五人目に勝利した宮古は肩で息をする。その弱った姿がギャラリーを喜ばせる。回復する暇ひまを与えまいとすかさず六人目が登場し、ショットガンのようなアーツを召喚。即、発砲した。無数の粒子散弾が宮古を襲おそう。

　宮みや古こは反応し、避よけようとするが、体がついてこない。「あうッ！」肩に命中し、吹き飛ばされて膝ひざをつく。刀で体を支え、よろよろと立ち上がるが、そこへまたショットガン。足を撃たれ、その場に倒れ伏した。

　決着の気配が近づき、ギャラリーのテンションも最高潮に達する。野太い声が飛び交う。

『うぅ～、やばいよこれ。反応微弱。ライフガードが消えかかってる。こうなったら行くしかないって、光こう太た。ここで何もしなかったら、それこそ逃げの一手ランアウエイのチキン野郎だぞっ』

　メイリーナの言葉が痛い。わかっている。このまま放ってはおけない。

　けど、動こうにも動けなかった。バグと戦うのに比べればなんてことないはずなのに、対人というのを意識した途と端たん、最下位の男ボトムナンバーの現実が重く圧のし掛かってきて、負け犬根性の染しみついた体が臆おくしてしまった。

　非道な光景が目に突き刺さる。もうまともに動けないのに、それでも立ち上がる宮古をショットガンが容よう赦しやなく襲おそう。周りは熱狂してゲラゲラと笑っている。

　立ち上がっては撃たれ、立ち上がっては撃たれの繰り返し。何度も、何度も、何度も。そのたびに光太は心臓を握り潰つぶされるような痛みに襲われた。

「なんで……なんで笑える。こんなことをして、なんで笑っていられる」

　何度目かの発砲音。吹き飛ばされた宮古の手からアーツが落ち、音もなく砕け散った。

　勝利を確信した少年は、自分のアーツを解いてニヤニヤと近づく。宮古は力を振り絞って起き上がろうとするが、そこに平手打ちが飛んだ。

「ケッ、何が夜や叉しや姫ひめだ。ちょっと強いからって、いい気になってんじゃねぇぞ！」

　上に覆おおいかぶさり、また平手で頬ほおを打つ。ざまーみろと笑いながら、もう一発。そして宮古の上着をはぎとり、ワイシャツのボタンに手をかけた。ここまで気き丈じように耐えてきた宮古の瞳ひとみに初めて怯おびえの色が走り、高い悲鳴を上げて抵抗する。その目には涙。

　光るものを見た瞬しゆん間かん、光太は思わず立ち上がっていた。

「こんなの、バスタードじゃない……これがバスターのやることかよ」
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　沸ふつ点てんを超えた感情が、迷いも弱気も吹き飛ばす。コンテナの上で助走距離を取った。右腕のアーツを召しよう喚かん。青いプラナが渦巻き、オービタル・ガントレットを発現。右手を握り締めるとエナジーハンドも拳こぶしを作り、バチバチと青い雷電を帯びる。

「いい加減にしろぉぉぉーッ！」

　声を張り上げてダッシュ。そしてジャンプ一番、右腕を振りかぶる。

『いっけぇーッ』メイリーナが叫んだ。『ライトニング・ナッコォーッ！』




　　　　○




　巨大な青の拳が、宮古に覆いかぶさっていた少年の顔面を捉とらえた。衝しよう撃げきを受けると同時に感電した少年は「ぶべべべべっ」と悲鳴を上げ、白目をむいて吹き飛ぶ。さらに静電気の波がビリビリとあたりを駆け抜け、ギャラリーをひるませた。

　加えて、乱入者の奇妙な出いで立ちは、見る者を呆ぼう然ぜんとさせた。

「…………、…………、…………」

　倉庫はしんと静まり返る。火花を散らすような電気音だけが響ひびく。

　光こう太たは拳こぶしを振り抜いた格好のまま固まっていた。一発殴なぐって昂たかぶっていた気持ちは少し落ち着いたが、我に返ったことで、逆に焦あせって困ってテンパった。

　どどどどど、どうしよう──。思わず飛び出してしまったが、完全にノープランだ。実際にこの場に立ってみると、周りを取り囲む不良たちの威い圧あつ感かんは想像以上。このプレッシャーの中で宮みや古こは戦っていたのかと思うと、尊敬の念すら抱いだく。

　その宮古も、唖あ然ぜんとサイファーを見上げていた。涙の浮いた目が点になっている。

「な、なんだおまえ!?」誰だれかが叫んだ。「何者だ！」

　僕は、と言いかけて逡しゆん巡じゆん。ここは別人を演じなくては──。とっさに思案する。

　そのとき、マッドサイエンティストに興じる静しず句くの姿が脳裏をよぎった。それにならって颯さつ爽そうとダークマントをひるがえし、腹の底から声を張る。

「──俺おれの名は、サイファー。取るに足らない者だ」

「さ、さいふぁー？」

　不良たちはぽかんとした。無理もない。ふざけた格好をしたやつが、気取った調子で名乗りを上げたのだから。

　即興だったので妙にキザっぽいキャラになってしまい、光こう太たは早くも後こう悔かいした。だが、今はキャラを修正している暇ひまも余裕もない。もうあとには退ひけないし、恥ずかしいとか言っている場合でもない。こうなったらこのキャラで通さないと。

「選手交代だ。ここからは夜や叉しや姫ひめに代わり、この俺おれがおまえたちの相手になろう」

「な、なにぃ？」

「バスターの風上にも置けない不ふ埒らちな所業、許してはおけん。覚悟するがいい！」

　ああ、勢い余って口が勝手に。キャラに振り回されている。

『光太、後ろ！』

　メイリーナの声が響ひびくと同時に、バイザーの上部に赤い警告ランプが灯ともった。

　振り向くと、鎖くさり鎌がまのようなアーツが飛んでくる。不意討ちか。光太はとっさにガントレットで防御。手てつ甲こう部ぶに鎖鎌が巻きついた。ギャラリーの中から使い手が出てくる。

「舐なめたマネしやがって。仮装パーティーなら他ほかでやりな、この仮面野郎！」

「……迂う闊かつだな」

　光太は念を集中した。青いプラナが光り輝き、エレメントを発動。軽くではあったが、優ゆうに十万ボルトを超える電撃が鎖鎌を伝った。相手は「うぎぎぎぎっ」と感電。近くのギャラリーも巻き込んでダウンする。

「大だい丈じよう夫ぶか、夜叉姫」光太は振り返らずに聞いた。

「え、ええ」宮みや古こはきょとんと答える。「あ、あんた……何？」

「通りすがりの仮面バスターだ」自分で言っていて恥ずかしかった。小声で続ける。「風紀には連絡済みだ。到着まで俺が時間を稼かせぐ。きみはそこで休んでいろ」

　光太は輪の中心に移動した。内心びくびくものである。

　不良たちが続々と前に出てきた。ぎらついた目でアーツを召しよう喚かんする。「やっちまえ！」「ぶっ殺せ！」後ろに控える連中も殺気立っていた。

「この数を相手に勝てるとでも思ってんのか？」

「死ぬほど後悔させてやるぜ」

　やはり数に物を言わせるか。光太はオペレーターに小声で聞く。

「メイリーナ、おまえの分析、信じていいんだろうな？」

『おうよ。うちがついているからには無問題モーマンタイっ。豪ごう華か客船に乗ったつもりでねっ』

『光太くん』静しず句くの声が聞こえた。『自分とアーツを信じて。その右腕で証明するのよ。もう逃げの一手ではないことを』

「……了解！」

　女神の一言で発奮。我ながら現金だと思いながらも、光太は覚悟を決めた。

　ワイプで妖よう精せいが踊る。

『さあ、やってやろうぜ、マスクド・バスター。悪いやつらを成敗だーっ！』




　死角から粒子弾が飛んできた。『右っ』とメイリーナが危険察知。さらにバイザーの右側にも警告ランプが表示。光こう太たはすかさず反応し、ガントレットの甲部でガードした。その砲撃を皮切りに次から次へと不良たちが襲おそいかかってきた。

　多勢に無勢ではある。が、相手にチームワークや連携は見られない。攻撃はバラバラなのでひとつひとつ落ち着いて対応すれば問題なかった。そして隙すきを見て電撃パンチを見舞う。ガントレットのマシンパワーで一人また一人と殴なぐり飛ばす。

「カウンタースタイル、いける」

　もともと防御と回避に関しては他に勝まさるとも劣らないものを持っている、と練習稽げい古このとき静しず句くに太たい鼓こ判ばんを押されていた。《逃げの一手ランアウエイ》で戦うしかない中で、皮肉にも守りの技能や身のこなしは磨みがかれていたわけだ。そこに《武タケ御雷馳ミカヅチ》という矛ほこが合わされば、ただ身を守って終わるのではなく、反撃に転じることができる。一週間という短期間で戦えるようになるために見みい出だし、特訓を重ねたのが、このカウンタースタイルだった。

『今だ、ぶちかませ！　怒りのカウンターリベーンジッ！』

　雷電を帯びた青い拳こぶしが、不良の腹にクリーンヒット。外野へ殴り飛ばす。

『よーし、乗ってきたぁ！　このままガンガンいこうぜ！』

「メイリーナ、ちょっとうるさい」

　戦っている当人よりオペレーターが熱くなってどうする。サポートはありがたいけど騒ぎすぎだ。『そんなの効くもんかっ』『にゃろめーっ』『百倍返しだっ』『ざまーみろっ』などと興奮しまくり。バイザーの隅すみでちょこまか動くので、耳にも視界にもやかましい。

『右にプラナ反応！　砲撃来るよ、油断しないの！』

　そして人の話を聞かない。やれやれだ。

　飛んできたオレンジの粒子弾をかわす。続いてバイザーの左に警告ランプ。エナジータイプのサーベルを手にした少年が襲ってきた。ガントレットで受け、いなす。相手がバランスを崩したそこへ、『チャーンス！』とメイリーナが叫ぶと同時に青い拳を振り抜く。

　殴り飛ばして即、砲撃した相手を振り向いた。両手にマシングローブ。その指先から粒子弾が放たれる。光太は横へ駆けてかわす。メイリーナがすぐに分析。

『フィンガーピストル。攻撃力はたいしたことないよ。《武タケ御雷馳ミカヅチ》のガード力なら余裕で防げる。小細工無用だ、突っ込んでぶっ飛ばせっ。ゴー、ゴー、ゴォーッ！』

「ボリュームかテンション、どっちか下げてくれないか」

　耳がキーンとなった。顔をしかめながら両腕を十字にクロス、ガントレットの甲部を正面にかざす。青いライン模様が輝いてプラナが噴出され、亀かめの甲こう羅らのようなエナジーシールドを展開した。《逃げの一手ランアウエイ》ほど強力ではないが、粒子弾を防ぐには十分。

　ガードしながら突進。雷のエレメントを発動し、シールドタックルをかます。相手は大きく宙を舞ってコンテナの向こうに落ち、見えなくなった。続いて左右同時に警告ランプ。光こう太たはエナジーハンドでコンクリートの床を殴なぐり、反動で飛び退のく。両サイドから迫った二人がお見合いしてもつれた。

「はぁ、はぁ、はぁ……きりがないな」

　包囲網に変化はない。まったく数が減っている感じがしなかった。今のところなんとか凌しのげているが、このままでは体力が持たない。風紀はまだ来ないのか。

「ったく、だらしねぇな。たかがネズミ一匹に手こずりやがって」

　外野から濁だみ声ごえが飛んだ。奥から大柄な少年が出てくる。

　すると周りのボルテージが急上昇。「待ってました、ボス！」「頼むぜ、アニキ！」「大本命の登場だ！」と口々にはやし立てた。

「おまえらは下がってろ。あとはオレ様に任せな。血祭りに上げてやらぁ」

　不良たちはおとなしく従い、距離を取った。包囲の輪が大きく広がる。それはこの場における少年の権けん威いと危険さを示していた。こいつがここのトップか。自らタイマンに持ち込んだあたり、相当の自信があるのだろう。

『ちょっと待って。検索するなり』

　メイリーナが言ってすぐ、バイザーにデータが表示された。氏名、学年、クラス。そしてバスターとしてのステータス。ランキング。

『げげっ、ランキング五十位？　二ふた桁けたナンバーがいるなんて聞いてないよっ』

　それはこっちの台詞せりふだ。話が違うじゃないか……って、待ておい。何位だって？

　表示されているランキングは五十位。光太は改めて相手の姿を確認した。その顔には見覚えがあった。五十位という響ひびきにも聞き覚えが。

　そうだ、思い出した……こいつ、相あい川かわを殴ったやつだ。

「テメェの面つらに興味はねぇが、この余興にも飽あきてきた頃ころだ。そろそろ次のお楽しみといきたいんでな、邪じや魔ま者ものには消えてもらうぜ」

　不良のボスは歪ゆがんだ笑みを浮かべてアーツを召しよう喚かんした。右腕に黄おう土ど色いろのプラナが巻きついて機械装甲が具現化。手てつ甲こう部ぶから太いチェーンが伸び、先端にプラナが結集すると、巨大な丸い岩石を成した。見た目からして超重量級。足元に落ちると地響きが伝う。

　光太はステータスに目を走らせた。

【　アタックＢ　ガードＤ　スピードＥ　スタミナＣ　スペックＣ　】

「《巌窟の竜ペトロドラゴン》……スペックは、ブーストハンマー？　あのデカブツを振り回すのか。エレメントは、岩石……電撃は通じない？」

『うぅー、相性最悪』メイリーナは一気にテンションダウン。

『光こう太たくん』静しず句くから通信が入った。『まともに相手にしなくていいわ。風紀が着くまで防御と回避に専念して。危なくなったら退散してもいいから』

「そういうわけにはいきませんよ、先せん輩ぱい」光太は抗あらがった。「戦います」

『なに言ってんの』メイリーナがたしなめる。『ちゃんと指示に従うなりよ』

「なんだよ、急に弱気だな」

『相手が悪すぎるって。こっちはスタミナも消しよう耗もうしてるし、うちの計算だと勝てる可能性は二十パーセントしかないよ。ここは作戦変更、いのちだいじにっ』

「いや、おれにまかせろ、で行く。二十パーもあれば十分だ。倒すぞ」

『えぇ!?　ちょっとちょっと、どうしたのさ。なんか地味にキレてない？』

「あいつは一発殴なぐられなきゃいけない」

『なにそれ、よくわかんないけど危険すぎるって。負けたら正体バレちゃうんだぞ？』

「負けなきゃいいんだろうが」

『うわ、なんて強気。キャラが違う。トランス状態？　バスターズ・ハイってやつ？　なんとか言ってやってよ、静句』

『光太くん』静句が淡々と聞いた。『勝てるの？』

「勝ちます」

『そう。じゃあ、任せるわ』

　メイリーナが『えぇーっ』と驚おどろきの声を上げる。

　光太はひとつ息を吐いた。さっき言われたバスターズ・ハイかどうかはわからないが、自分でも妙なテンションだという自覚はあった。冷静とは言い切れないが、怒りに我を忘れているわけでもなく、台風の目の中に立っているように落ち着いている。

「どうした、仮面野郎。来ないならこっちから行くぜ」

　ボスと呼ばれた少年は右腕を上げた。チェーンにつながれた岩石ハンマーを軽々と持ち上げると、頭上でぶんぶん振り回す。半分はオートマチックで動いているようだ。

「ヒーロー気取りのクソ野郎に、オレ様が鉄てつ槌ついを下してやるよ。悪の鉄槌をなぁ！」

　その場でパンチを繰り出すように右腕を振るうと、チェーンが突っ張り、岩石が引っ張られて空を駆けた。

　本日の大一番が始まった。




　岩石ハンマーが視界を埋めつくすような迫力で飛んでくる。光太がガントレットで受け流そうとしたそこに、メイリーナの声が走った。

『受けちゃダメ！　避よけて！』

　とっさに反応。横に跳とんでかわす。空から振ぶりに終わった岩石ハンマーはギャラリーに飛び込む寸前でチェーンが突っ張り、掃除機のコードのように自動で回収されていった。

『《逃げの一手ランアウエイ》ならともかく、《武タケ御雷馳ミカヅチ》のシールドじゃ、あれを受け流すのは厳しいなりよ。下へ手たに防御してもプラナを削けずられるだけだって』

「みたいだな」

　避よける瞬しゆん間かん、気づいた。あの岩石ハンマーは表面にプラナをまとっている。物理的な攻撃力以上のものがあるだろう。

「オラオラ、アリンコみてぇに潰つぶれちまいな！　ブーストハンマーッ！」

　再び岩石が舞った。エンジンを吹かすように突とつ如じよとして加速する。表面からプラナを噴出させることで推進力を得たのだ。体感速度は百キロを超えた。その威い力りよくにいたってはキロではなくトンの域か。

　だが、どんなに強力でも当たらなければ意味がない。それにふところはがら空あきだ。

「接近してしまえば、こっちのもの！」

　右に跳とんでハンマーを避け、一気に間合いを詰めていく。

　相手はノーガード状態。しかし、その顔には余裕の笑みが浮かんでいた。

　何か妙だ、と光こう太たは直感する。でも何が？

　違和感の正体をつかめないままアーツをかまえる。生身になら電撃も効くはず。

『危なーいっ！』メイリーナが叫んだ。

　バイザーの左に警告ランプ。真横から岩石ハンマーが迫りくる。光太は目をむいた。いつの間に、この距離、この角度に。向こうは何の動作もなかったのに。

　避けきれない。攻撃を断念し、身をひねってガントレットを防御に回す。激突と同時に超重圧が襲おそい、装甲が軋きしんで悲鳴を上げた。衝しよう撃げきが生身にまで伝う。踏ん張りきれない。体を持っていかれる寸前、自ら床を蹴けって力を逃がすが、それでもトラックに撥はねられたように派手に吹き飛ばされた。視界が糸を引く。

　反射的に右手を下へ伸ばした。生身の手は届かないが、エナジーハンドが床をつかむ。そこを支点に体が宙で反転、着地した。そのまま勢い余って地を滑すべる。エナジーハンドとブーツが火花を散らす。

　十メートル以上滑ってようやく止まった。「うぐっ!?」と光太は顔を歪ゆがめる。急激な疲労と息苦しさを覚えた。ガードの上からプラナを削られたのだ。

「チッ、かなり持っていかれたな……今の攻撃、どういうわけだ？」

『ハンマーの軌道が変わったんだよ。あいつ、ノーモーションで操縦できるんだ。チェーンを通じてプラナを流して、その噴射力で軌道をコントロールして……ごめん、うちの分析が足りなくて。もっと早く気づくべきだった……』

「謝ることはないさ。おまえがいなかったらとっくにやられてる。サンキューだよ」

『光太……やっぱり無茶だよ。近づこうにもハンマーのほうが速い。どう計算しても追いつかれちゃう』

「自分は一歩も動かずに、穴から首だけ出して獲え物ものを食らう……《巌窟の竜ペトロドラゴン》とはよく言ったものだな。どうする、サイファー」

　光こう太たは己おのれに問うた。しかし回答は浮かばない。

　ボスは頭上で岩石ハンマーを回転させる。高速化し、勢いを増していく。

「骨という骨を砕いて、二度と立てねぇようにしてやんぜ！」

　ブーストハンマーが加速して迫る。光太は横っ跳とびで避よけた。空から振ぶりしたハンマーはコンクリートの床を打ち砕き、不自然に軌道を変えて追ってくる。まるで生きているようだ。

　光太は避け続けた。時間稼かせぎに走ったわけではないが、他ほかに選せん択たく肢しがない。近接戦には持ち込めず、エレメントも効かない。もう手札がない。これが実力の差だというのか。

　一方的な展開にギャラリーが沸わく。ただ一人、宮みや古こはもどかしそうにしている。

「何やってんのよ！　なんで反撃しないの！」

　見るに見かねたのか口を出してきた。光太も思わず言い返す。

「できるならやっている！　あいにく飛び道具の持ち合わせはないんでな」

「だからって、逃げてばかりじゃどうにもならないじゃないの！」

　こんなときまで説教か。なんてお節せつ介かいな。

「何もないなら、そのアーツぶん投げなさいよ！」

「無茶苦茶なことを……」

　光太は呆あきれてしまうが、次の瞬しゆん間かんハッとした。以前、合同練習のとき、宮古が実際にその手を使っていたのを思い出したのだ。機械刀を投げて牽けん制せいし、その隙すきに間合いを詰めるというデタラメな戦法。破は天てん荒こうなセンス。装備型の《逃げの一手ランアウエイ》だったら無理だが、右腕のガントレットは遊離型だ。可能性はある。

「アーツの投とう擲てき……やってやれないことはないか？」

「べらべらとくっちゃべってんじゃねぇ！」

　頭上から岩石ハンマーが急降下してきた。光太は大きく飛び退のく。岩石ハンマーはボスの手元に戻り、ヘリコプターのプロペラのように回転した。

「どうした、仮面野郎。逃げの一手かよ。まるで最下位の男ボトムナンバーだなぁ！」

　ボスはそれが最大限の侮ぶ辱じよくであるかのように言い放ち、高笑いした。ギャラリーもゲラゲラと嘲あざ笑わらう。目の前にいるのが当の本人だとは思ってもいないだろう。

「ここまでよく持ったと褒ほめてやるぜ。けどよ、次の一撃、避けていいのかぁ？」

　あくどい笑みと言葉の意味を、光太は測りかねた。

『まずいよ、光太！』メイリーナが先に気づく。『この位置だと姫っちが！』

　悟ったときにはもう遅く、「死ねよやぁ！」とブーストハンマーが放たれた。竜りゆうの咆ほう哮こうのような唸うなりを上げて正面から襲おそいくる。後ろには宮古。避けるわけにはいかない。

『どうするのどうするのどうするの!?』

「受けて立つしかないだろ！」

　光こう太たは腰を落とした。脇わきを締めて右腕を引き、左の手のひらを前にかざす。

　正せい拳けん突つきのかまえ。小さい頃ころ、唯ゆい一いつ習った覚えのある型だ。無意識に体が思い出した。

　持てる力、持てるプラナすべてを、右の拳こぶしに一点集中。オービタル・ガントレットのライン模様が熱く輝き、エナジーハンドが青い稲妻をほとばしらせる。

「はあああああああああっ！」

　気を吐いた光太は、半ばやけくそで殴なぐって出た。




　エナジーハンドと岩石ハンマーがぶつかった瞬しゆん間かん、肩が外れそうなほどの衝しよう撃げきが、間接的に右腕に響ひびいた。

『まさかの力勝負？　でもパワーは向こうのほうが上だよ。これを押し返すのはいくらなんでも無理だって。もう万事休すだぁ！』メイリーナは桃色髪をかきむしる。

　ガントレットはミシミシと嫌いやな音を立てた。だが、耐えるしかない。下へ手たに逃れようとすれば一瞬で持っていかれるだろう。完全に後手に回ってしまった。アーツごと押し込まれているこの状況では、せっかくの攻略アイデアを試すことさえできない。

「その程度でオレ様の《巌窟の竜ペトロドラゴン》を止められるかよ。まずはアーツをぶっ壊して、次に両手両足、最後は仮面ごと顔面を潰つぶしてやるぜ。さあ、トドメだ。ブースト全開ッ！」

　ボスは殴るように右腕を振るう。黄おう土ど色いろの粒子光がチェーンを伝った。岩石ハンマーに到達するとプラナが噴射され、さらに勢いを増す。光太の足がずるずると滑すべった。

「くっ、そう簡単に……ッ」

　必死に踏み堪こらえる。負けたくない。負けられない。負けてたまるか。

　心は折れない。こんなにも負けるのが嫌だと思ったのは、バスターになってから、いや、生まれて初めてかもしれない。最下位の男ボトムナンバーと呼ばれだしてからは負けるのが当たり前で、しかたがない、そういう役回りなのだ、とあきらめていた。

　だけど、この戦いは違う。しかたがないではすまされない。

　バスタードを汚すようなマネをするやつに、負けるわけにはいかないだろ。

「まだ手はある……同じ発想、別のアイデア……可能性」

　問題は、それを体現できるかどうかだ。

　自分とアーツを信じろと静しず句くは言った。人とアーツはプラナを通じてつながるのだとも。

　でも、自分に自信なんて持てやしない。なんせ最下位の男ボトムナンバーだ。自信なんてとうの昔に粉々に砕け散っている。けれど、今ここにいるのは未み空そら光太ではなくサイファー。だったら、信じるとまではいかなくても、あきらめることはない。

　自分があきらめない限り、アーツの可能性は開けているはずだ。

「バスターの強さは、人機一体の妙……俺おれの意志をおまえの力に、おまえの力を俺のこの手に……アーツが心を映す鏡だというのなら、俺おれの心に応こたえてみせろ！　《武タケ御雷馳ミカヅチ》ッ！」

　刹せつ那な、ガントレットが呼応するようにキィーンと高い音を発した。

　装甲に稲光が走り、亀き裂れつが走っていく。壊れた──？　いや違う。パーツのつなぎ目が分離したのだ。装甲全体に同様の現象が及ぶと、立体パズルのごとくトランスフォームした。分離したパーツは放フ熱イ板ンのような短い羽根形を成す。

　より躍動的な姿へ変へん貌ぼうを遂とげたオービタル・ガントレットは、青い粒子光を蒸じよう気きのように噴いた。プラナが雷電を発しながら螺ら旋せん状じように先へ伝い、エナジーハンドが回転しだす。あっという間に高速化し、岩石ハンマーを削けずっていく。

　何が起こるのか、何ができるのか、稲妻と共にイメージが駆けた。

「そうだ、貫つらぬき通せ……届かないなら、飛んでいけえぇぇぇーッ！」

　青い閃せん光こうが爆はぜ、雄お叫たけびのような雷鳴が轟とどろく。

　と同時に、エナジーハンドが弾丸のごとく発射された。岩石ハンマーを撃ち砕いたそれは宙を切り裂さき、ボスの腹に命中、えぐる。刹那のことに、相手は勝利の笑みを浮かべたまま疑問符を浮かべる間もなく、一いつ瞬しゆん後には背中からコンテナにめり込んでいた。その時点ですでに白目をむいていたが、青い弾丸はなおも高速回転し、雷電を放つ。

　やがて弾丸が爆ぜ、電撃が鎮しずまると、大きな体は力なく地に落ちた。泡を吹いてぴくぴくと痙けい攣れん。全身から白い煙が昇る。

　目にも明らかに、勝負あり。

『ロ、ロケットパンチ……？』

　バイザー隅すみのワイプで、メイリーナがぽかんと口を開けていた。




　ギャラリーは沈黙した。倉庫内はしんと静まり返っている。

「はぁッ、はぁッ、はぁッ……やった、か」

　光こう太たは激しく呼吸が乱れた。今の一発でかなりのプラナを消しよう耗もうしてしまった。立っているのも辛つらいが、ここで膝ひざをつくわけにはいかない。まだ終わりではないのだ。

　虚勢でダークマントをひるがえし、再びプラナを振り絞る。オービタル・ガントレットの先に新たなエナジーハンドが形成された。だが、見るからに出力が落ちている。

　不良たちはショックを受けて動けずにいた。

「マジかよ、ボスがやられるなんて。こいつ、二ふた桁けたクラスか？」

「おい、誰だれか行けって」

「そういうおまえが行けばいいだろ」

「ビビんな！　相手はバテてんだ！」

「そ、そうだ！　全員でかかれば、なんてことねぇ！」

　数の優位を思い出したか、彼らはアーツを召しよう喚かんし、じりじりと輪を狭せばめてくる。

　状況は厳しい。スタミナはもう限界。エナジーハンドの輝きも弱々しい。

　まずいな──。心の中でつぶやいたそのとき、傍そばで赤色が揺れた。

　宮みや古こが立っていた。手には真紅の機械刀。だが、焔ほむらはない。

「みや……夜や叉しや姫ひめ、動けるのか？」

「おかげさまで、ちょっとは休めたからね。それに、あんたみたいなわけのわからないやつに借りを作ったままにはしておけないわ」

「律りち儀ぎなやつだ」光こう太たは小さく笑った。

「勘かん違ちがいしないでよね。あんたを見逃す気はないんだから。こいつらをかたづけたら、その面つら拝ませてもらうわよ」

　背中を預け合う。光太は犬バグと戦ったときのことを思い出した。まさかこの格好で宮古と共同戦線を張ることになろうとは。

　しかし、互いにプラナを消しよう耗もうしている身だ。果たして凌しのげるのか。

　徐々に包囲網が狭せばまってくる。一触即発の気配。

『光太！』突然メイリーナの声が飛び込んだ。『風紀が来たよ！』

　次の瞬しゆん間かん、倉庫の入り口と窓からいっせいに白服が突入してきた。静寂が一転、逆に包囲された不良たちは慌あわてふためき、風紀委員会と武力衝しよう突とつ。倉庫内は乱戦状態と化す。

「よかった……間に合ってくれた……」

　ホッとした拍子にアーツが解けた。その場に座り込みそうになる。

『こらこらっ、休憩入ってる場合じゃないってばっ。早く逃げれ！』

　ああ、そうだった。今の自分は不審者も同然なのだった。

　ここでお縄になるわけにはいかない。正体がバレてしまうのもあるが、それ以上に……この格好で捕まるのは、恥ずかしすぎる！

　羞しゆう恥ち心しんが火事場の馬ば鹿か力ぢからを呼んだ。光太は駆けだす。

「あっ、ちょっと！」

　宮古がダークマントに手を伸ばした。わずかに届かない。追いかけようとするが、回復しきれていないせいか、ふらついてその場にぺたんと座り込む。

「待って……待ちなさい！」

　待てるはずもない。「さらばだ！」光太は窓から外へ飛び出した。

　着地の勢いでぐるんと前転し、立ち上がる。すると風紀委員がすぐそこにいた。膝ひざをついたままぎくりと固まる。なんて間の悪いところに。しかも、その相手は……。

『げげっ、白しろ金がねの貴公子!?』

　ナンバーズ・ファイブ、周防すおう晴はる真まは、白銀色の二丁拳けん銃じゆうを手に、淡々とした目つきで銃口をサイファーに向けた。クールビューティーな表情はぴくりとも動かない。ただ、こちらの奇妙な格好を目にしてさすがに反応に窮きゆうしたのか、すぐに引き金を引くことはしなかった。

　倉庫の中で大きな爆発音がした。

　窓から白煙が噴き出し、あたりが真っ白になる。

『今のうちだよ、ここは逃げるが勝ちだ！　ランアウェイ！』

　光こう太たは全速力でその場から逃げだした。




　フェンスを越えて港を離れ、舗ほ装そうされていない砂利道に出たところ、黒塗りの車がちょうどのタイミングで現れた。光太が乗り込むとすぐに発進。一気にスピードを上げる。

「おかえり、光太くん」静しず句くが笑顔で出迎えた。

「た、ただいま、です」光太はぜぇぜぇと息を切らす。

　バイザーを脱ぐと汗が滴したたった。静句が「はい」とタオルをくれる。

　ようやく一息つくと、どっと疲れが出てきた。視界がぐらぐら揺れる。車が道を曲がった拍子に静句の膝ひざの上に倒れ込んだ。やわらかなふとももに顔から着地。

　いかん、と思ってすぐ起きようとしたが、頭の上にそっと手が置かれた。「いいよ、そのままで」やさしい声こわ音ねが耳に伝う。

　光太はお言葉に甘えさせてもらうことにした。というより、もうろくに動けなかった。せっかくの膝ひざ枕まくらを堪たん能のうする余裕もないほど疲労困こん憊ぱいしていた。

「立派だったよ、光太くん。ちょっと無茶なところもあったけど、結果オーライね。ランキング五十位を倒しちゃうなんて、正直びっくり。特に、土ど壇たん場ばで見せたスペシャル──あのロケットパンチには痺しびれちゃった。私の中のバスタード魂だましいが熱く燃えたぎったわ。やっぱり必殺技はああでなくっちゃね」

　静句はうっとりと宙を見つめる。その瞳ひとみはときめいていた。

　光太は反応に困る。先せん輩ぱいの胸キュンポイントがわからない。

「ひいては、必殺技の名前を私につけさせてほしいんだけど」

「お任せします」好きにしてください。

　呼吸が落ち着いてくると、今度は眠気が押し寄せてきた。まぶたが重い。

「眠っていいよ」静句は綿毛のようにやわらかく微笑ほほえむ。「お疲れ様、光太くん。今日はたいへんよくできました。ゆっくり、おやすみなさい」

　光太は頭を撫なでられながら眠りに落ちた。海の底へ沈んでいくように深く。
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　　　　　第三話　　正義と悪と視聴率







「ぐっもーにー、朝ですよーん」

　一夜明け。午前七時。秘密基地の休憩室。畳たたみ部屋に敷かれた布ふ団とんの上で目を覚ました光こう太たの上から、メイリーナが逆さまに顔を覗のぞかせた。

「今日もファイト一発、元気に行ってみよー。おーっ」

　朝っぱらからハイなやつだ。寝起きにこのテンションはきつい。

「昨日は楽しかったね。光太のキャラ暴走には冷や冷やさせられたけどさ」

「……あぁ」

　思い出した途と端たん、羞しゆう恥ち心しんと痛々しさに見舞われた。別人を装よそおうためとは言え、あんなキャラクター、自分とはまるで正反対だ。途中からなりきっていたから、なお恥ずかしい。

「あのときは無我夢中っていうか、妙なテンションだったんだよ。いきなり仮面バスターにさせられて、あんな格好で人前に出るなんて……」ひたいに手を当て、かぶりを振る。

「でもま、よかったんじゃない？　あれだけ普段とキャラが違えば、正体に感づかれることもないだろうし。それに、なかなかキマってたと思うよ。ぷぷっ」

「そいつはどうも」光こう太たは軽く睨にらんだ。「ていうか、メイリーナ、おまえは戦っている最中にうるさすぎだ。声はでかいわ、無む駄だ口ぐちは多いわ、実況を聞かされるこっちの身にもなれよ。あと勝手に技に名前つけて叫ぶな。なんだよ、ライトニング・ナッコォって。ただのグーパンだろ。それにカウンターリベンジって。普通に反撃するだけだし」

「いいじゃん。名前があったほうが技っぽいし、盛り上がるじゃん」

　光太は嘆たん息そくした。これ以上言っても無駄な気がした。

「さあさあ、シャワーでも浴びてシャキッとするなりよ。そのあいだにごはんの用意してもらっとくからさ。じゃあね、しゅわっちっ」

　右腕を上げたメイリーナの姿がシュッと消えた。

　サイバーダイブで離れた場所に移動する〝電波跳躍デジタルジヤンプ〟。一種のテレポートだ。メイリーナにとっては普通の移動手段で、スキルというほどのものではないらしい。

「電波に乗って一っ飛びね……ホント、変わり種だな」

　光太は布ふ団とんを出た。枕まくら元もとに用意されていた制服の着替えを取る。並べて置かれていた携帯端末に着信ランプが点灯していた。不在着信とメール。相あい川かわからだった。

「ああ、そうか。昨日、帰らなかったからな……なんて言い訳しよう」

　また気絶したことにしておこう。病院に行ったあと、久しぶりに練習しようと思ってフリーバトルに顔を出したら、相手にコテンパンにやられて気を失ってしまい、そのまま朝まで医務室の御ご厄やつ介かいになった、みたいな。

「ちょっと無理があるか？　まあ、もともとしょっちゅう気絶してるし、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　メール送信。着替えを持って休憩室を出る。

　シャワー室に入り、冷たい水で顔を洗った。鏡に映った自分を見て、ふと昨日のことを思い出す。じわじわと勝利の実感が湧わいてきた。

「勝ったんだよな、僕が……ランキング五十位に、最下位の男ボトムナンバーが」

　光太は拳こぶしを握って小さくガッツポーズした。そして熱いシャワーを浴びた。




　制服に着替えて休憩室に戻ると、静しず句くが待っていた。布団はすでに片づけられ、ちゃぶ台が置かれて朝ごはんが用意されている。出来立てホカホカの焼き魚朝食。メイドさんが作ってくれたのだろう。だが、その姿はどこにも見当たらない。秘密基地に通うようになってから一度も見かけたことはなかった。メイリーナとは別の意味でゴースト的な存在だ。

「おはよう、光太くん」

「おはようございます、先せん輩ぱい」

　挨あい拶さつを交わして席に着き、さっそくいただきますをした。メイドさんの料理は寮の食事より断然うまい。

　食事が不要なメイリーナは頭上をぷかぷかと漂ただよっていた。エクストラによって生態まで変わった電脳娘の栄養補給法は充電らしく、二、三時間のスリープで事足りるという。

「昨日の件、さっそくニュースになってるよ」

　静しず句くがテレビをつけた。光こう太たは味み噌そ汁しるをすすりながら見る。

　直後、「ぶふっ」と噴いて咳せき込んだ。仮面バスターが映っていたのだ。昨日の港倉庫におけるバトルの模様が放送されている。現場にいた誰だれかが撮影したものらしい。

　女子アナの声が聞こえる。『サイファーと名乗る仮面バスターは、風紀委員会の突入と同時に姿を消しました。果たして彼は何者なのか。正義の味方なのか、ただの愉快犯なのか。調査によると、彼の扱うアーツ《武タケ御雷馳ミカヅチ》は、学園のデータベースにも存在していないとのことです。風紀委員会はアーツの不正流用の疑いでサイファーを追っています。なお、今回の摘発による逮捕者は三十人以上に及び──』

　画面ではサイファーが必殺技を繰り出すところだった。

「な、なんですか、これは！」光太は思わず立ち上がる。「なんでこんな映像が。しかもアーツの名前まで。なんでバレちゃってんですか！」

「情報のリークがあったのよ」

「リーク？　いったい誰が!?」

「はーい」「ほーい」

　静句とメイリーナが笑顔で同時に手を挙げた。

　光太はその場でズッコケた。

「……な、なにゆえに？」

「もちろん、サイファーの名を知らしめるためよ。最初はインパクトが大事だから、いい絵が欲しいと思っていたけれど、スペシャルのおかげで申し分なしね。編集もカンペキ」

　まさかの犯人は目の前に。何してくれちゃってんだ、この人。

「そもそも、この映像は、どうやって？」

「アンジュに撮ってもらったの」

「アンジュ……ああ、ツチノコメイドさん？　あそこにいたんですか？」

「途中から男装して忍び込んでいたのよ。全然気づかなかったでしょ？」

「それどころじゃなかったですからね。そもそも僕はアンジュさんの顔を知りませんし」

「一応、光太くんが危なくなったときのための助すけっ人と要員でもあったの」

「そうですか……ていうか、どうするんですか、これ。こんな大おお事ごとにしちゃって」

「つかみはオッケーね。ここから正義の仮面バスター伝説が幕を開けるのよ。うふふ」

　静句は天てん真しん爛らん漫まんに微笑ほほえむ。光太は苦笑いするしかない。

「心配御無用。私がバッチリ、プロデュースしてあげるからね」

　だからこそ不安なんですけど……。

「そうそう、必殺技の名前考えたの」

　静しず句くは内ポケットから紙を取り出し、満面の笑みで縦に広げた。

「ジャジャーン！　名づけて、〝鳴神真破拳ナルカミマツハケン〟！〝真破〟と書いて〝マッハ〟と読むところがミソなの。どう？　かっこいいでしょ？」

「そ、そうですね」

　正直ビミョーな気がする。先せん輩ぱいのセンスはどうも怪しいからな。しかし仮面バスターがテレビ沙ざ汰たにまでなってしまった今、必殺技の名前なんてどうでもいいレベルだ。

「いいんじゃないでしょうか。そのまんまロケットパンチよりは、全然」

「実際のところ、ロケットパンチというより、レールガンに近いけどね」

　メイリーナが旋回して言った。

「うちの分析によると、あのスペシャルは電磁加速砲の原理を応用しているなり。雷電のプラナを蓄電チヤージ＆開放バーストして、エナジーハンドを弾丸に見立てて加速発射、って感じ？　まあ、細かいことはどうでもいいよね。必殺技は見た目が大事。芸能人は歯が命みたいなっ」

　比較対象がおかしいのは置いといて、光こう太たとしてもメカニズムにこだわるつもりは全然なかった。アーツのスペックは千せん差さ万ばん別べつ。その仕組みは完全に分析しきれるものではない。いまだにブラックボックスとかオーパーツとか言われているぐらいなのだから。

　だけど、これからどうなってしまうんだろう。まさか大々的に売り出しにかかるとは思いもしなかった。てっきり裏でこそこそやるものだとばかり。

『俺おれの名は、サイファー。取るに足らない者だ』

　テレビでは仮面バスターが気取った調子で名乗りを上げていた。

　どうにも見るに堪たえず、光太は目を背そむけてごはんを食べるのに集中した。




　八時過ぎ、一人で秘密基地を出て登校。学校では接触を避けましょう、と特訓中に静句から言われていた。いろいろ秘密を守るため、念には念をということだろう。

　中庭を抜け、正門と昇降口をつなぐ道に出る。登校の流れに加わると、生徒たちが号外新聞を手にしていた。正門のところで新聞部が配っている。近くの生徒が持っているのを盗み見ると、やはりと言うべきか、仮面バスターの姿が一面を飾っていた。

【　謎なぞの仮面バスター現る！　その名もサイファー！　】

【　学園島に激震！　正体不明の仮面ヒーロー登場！　】

【　マスクド・バスターがバスタード界の闇やみを暴あばく！　】

　そんな文句が大々的に躍っていた。

　生徒のあいだでもさっそく話題に上っている。

「見たかよ、サイファーってやつ」

「見た見た、最初はネタかと思ったよ。あれマジでやってるとか相当だろ」

「つーか、あの衣装はどうなの？　ダサくね？」

「でも評判いいぞ。ネットじゃ仮面バスターを推す声が急増してるらしい」

「それ、面白がって煽あおってるだけだって。どうせ試合より事件を見たがる連中だろ」

　聞き耳を立てていた光こう太たは端末を操作し、学園のホームページにアクセスした。掲示板には仮面バスターのスレッドが立っており、書き込みはすでに五百件以上。内容は賛否両論、サイファーを支持する声もあれば、非難する声もあった。

　じっくり読む気にはなれず、端末を閉じてポケットにしまう。

　そのまま歩いていると、後ろからぽんっと肩を叩たたかれた。相あい川かわだった。

「おす、未み空そら。おはよう」

「おう、おはよう」

「フリーバトルで気を失ったって？　最近、気絶率高すぎだろ」

「ああ、ちょっと調子に乗っちゃったというか、はしゃぎすぎたというか」

「怪け我が明けなんだから、あんま無理するなって。それより、これ見たか？」

　相川は号外新聞を見せてきた。

「ああ、仮面バスター？」光太は関心なさそうに返す。

「話題騒然、謎なぞの仮面バスター現る。愉快なことを思いつくやつがいるもんだよなぁ。それを実行に移しちゃうところが、またすごいけどよ」

　相川は楽しそうに笑って昇降口に入る。

　光太は上うわ履ばきに履き替えながら笑い返したが、微妙に頬ほおが引きつってしまった。

「ハ、ハハハ……とんだニューカマーだよ。でも、風紀が許しちゃくれないだろ」

「そりゃそうだ。けど、簡単には捕まって欲しくないね。別にバスタードに悪あく影えい響きようがあるとは思えないし。エンタメとしちゃあ、むしろプラスだろ。実際、視聴者もメディアも喜んで飛びついてる。もっと楽しませてもらいたいな……おっ、姫ひめ殿どののおいでだ」

　宮みや古こがこちらにやってくる。光太は微妙に緊張した。落ち着け、ここは自然体で。

　相川と一緒に「おはよう」と挨あい拶さつすると、宮古はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで「おはよ」と応じ、二人のあいだに立って下げ駄た箱ばこを開けた。

「姫殿、昨日の摘発に参加してたんでしょ？　仮面バスター、生で見た？」

「……まあ、ちらっとね」

　そっけなく答えて上履きをつっかける。テレビで流れたのはサイファーの戦う姿だけで宮古は映っていなかった。静しず句くがそういう風に編集したのだ。だから宮古があの場でサイファーと接触したことは公おおやけには知られていない。風紀もわざわざ公表してはいないようだ。

　三人一緒に廊下を歩く。相川は宮古にも号外新聞を見せる。

「姫殿としては、こういうの捨て置けないんじゃない？」

「……さあね」宮古はチラッと見ただけで目をそらした。

「あれ、意外な反応。てっきり捕まえようと躍起になってると思ったけど」

「もちろん捕まえるわよ。ただ、今のところたいした手がかりもないから」

「正体は他ほかの科の生徒じゃないかって噂うわさもあるけど、その辺はどうなの？」

「なんで他の科？」

「サイファーのアーツが学園のデータベースになかった以上、能力科の線は消える。そうなるとあとは他の科か学園の外か、どっちかってことになるでしょ？」

　なるほど。光こう太たは納なつ得とくしながらホッとした。エクストラの存在が秘密である以上、そういう推測に行き着くのも自然。今のところ疑われる心配はないか。

　そう言えば、と宮みや古こは階段に足をかける。

「サイファーの件で早朝会議するって言ってたかしらね。あたしは仮入会の身だから出られないけど。もしかしたら他の科にガサ入れでもするのかも」

「風紀の動向に関しては、秘密厳守が基本だ」唐とう突とつに後ろで声がした。

　振り返ると、そこには風紀委員長、周防すおう晴はる真まの姿。メガネのふちがキラリと光る。

「たとえ些さ細さいなことでも、外へ漏もらすようなマネは感心しないな、宮古くん」

「す、すみませんっ」宮古は慌あわてて背筋を伸ばした。

「以後、気をつけたまえ」

　周防は淡々と言って階段を上っていく。光太と相あい川かわには目線すらよこさなかった。

　白服姿が見えなくなると、三人は同時に肩の力が抜けて大きく息を吐いた。

「あんたらのせいで叱しかられたじゃないの。あたしの株、下げないでよね」

　宮古は二人を睨にらんで先に行く。光太は相川と肩をすくめ合った。

「僕たちが悪いのか？」

「そういう役回りなのさ。あちらが姫なら、俺おれたちは足あし軽がるみたいなもんだ」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」




　　　　○




　仮面バスターの登場はバスタード界に限らず世間でも話題を呼んでいた。ワイドショーではコメンテーターが訳知り顔で目的や動機を分析し、勝手な犯人像が作られていた。ネットの反はん響きようも拡大し、意外にも好意的な見方が多かった。仮面バスターが戦った相手が賭と博ばくバトルをしていた不良生徒だったことも影響しているのだろう。

　謎なぞの仮面ヒーローという扱われ方に静しず句くは上機嫌だった。さっそく次のミッションを考えているらしく、週末を空あけておくよう言われた光太は、逆に憂ゆう鬱うつになった。テレビ沙ざ汰たになってしまったことで、仮面バスターに扮ふんすることに余計に抵抗を感じた。またあのキザっぽいキャラを演じなくてはならないのかと思うと、気が重い。

　それでも断らなかったのは、静しず句くの笑顔にやられたから、というのもあるが、それ以上に自分でも期待しているからだった。公式ではないにせよ、初めて勝利の味を知った。知ってしまったからには次を期待してしまう。未み空そら光こう太たに、ではなく、サイファーに。

　前向きと後ろ向き、相反する気持ちを抱かかえながら、光太は日常を送った。

　しかし、週末を待たずして、状況は変わった。




　仮面バスターの存在が知れ渡ってから二日後。

　光太は放課後、バスタードの公式試合に久しぶりに参加し、惨ざん敗ぱいを喫した。例によってプラナの枯こ渇かつで気絶してしまい、医務室で気がついたときには、外はすっかり暗くなっていた。

　重い足取りでコロシアムパークをあとにし、メインストリートに出る。

「最下位の現実は変わらないか。わかっちゃいたけどな……はぁ」

　ため息をついてポケットに手を突っ込んだところ、端末が震ふるえた。手に取ると画面にメイリーナの顔が映り込む。この端末にテレビ電話の機能はないし、そもそも電話に出たわけでもないのだが、《電脳妖精バーチヤリオン》はおかまいなしだ。

『やっほー。さっきのバトル、見せてもらったよ。また派手にやられたねっ』

「何の用だ。ひやかしにきたのか？」

『別に。暇ひまだったから。にしても、らしくなかったじゃないの。いつもは逃げの一手でギリギリまで粘ねばるのに、今日は自分から特攻してばっかで、返り討ちにされちゃって』

「ちょっと試してみたんだよ。《逃げの一手ランアウエイ》で攻めの一手みたいな？　エクストラを表立って使えない以上、バスタードじゃ左を磨みがくしかないからな」

『ほほう。少しは向上心が出てきたようじゃの。仮面バスターのおかげかのぅ』

「……否定はしないさ」

　メイリーナのサポートとエクストラの性能のおかげもあったとは言え、あれだけ戦えることを自分で自分に証明したのだ。それでやる気が出なきゃ嘘うそだろう。

　けれど、そうそう思うようにはいかなかった。《逃げの一手ランアウエイ》が攻撃スキルに目覚めることはなく、苦しまぎれに放った左の拳こぶしは相手のアーツに軽々と弾はじかれる始末。《武タケ御雷馳ミカヅチ》のような呼応の感覚も得られずじまい。左はまだ人機一体を語るレベルにすらないようだ。

「なんていうか、負けて久しぶりに悔くやしいって思ったよ」

　いつの間にかそんな風に思うことすらなくなっていたことに気づかされた。

『悔しいって思えるうちは強くなれるって静句が言ってたよ』

「そうか。まあ、あがいてみるさ」

『ある意味、怖いものなしだよね。今いるところが底辺だから』

「そうだな」光太は笑って応じた。「これ以上、落ちることはないもんな」

『公式試合じゃサポートできないけど、うちも陰ながら応援してるなりよ。っと、静句から呼び出しだ。んじゃ、また暇ひまだったら顔出すね。ばいびー』

　メイリーナの姿が消えて元の待ち受け画面に戻った。光こう太たは端末をポケットにしまい、顔を上げて歩行者天国を進む。足取りは軽くなっていた。メイリーナに励はげまされるとはな。

「当面の目標は最下位脱出か。けど、攻撃手段がないことにはどうにもならんな。まずはアイデアかイメージを固めるところから始めないと……」

　とは言え、エレメントもない《逃げの一手ランアウエイ》にどんな攻撃法があるというのか。寮に着くまであれこれ考えてみたものの、これだと思える発想はひとつも浮かばなかった。




　夕食時のことだ。相あい川かわが友達と遊びに出ていて不在で、試合があって一緒に行けなかった光太が一人で食べていると、バスタードチャンネルのニュース番組に事件の一報が入った。

　女子アナが原稿を受け取って読み上げる。

『先ほど午後七時半頃ごろ、市街地でバスターが襲おそわれる事件が発生しました。襲われた生徒は重傷を負って病院に搬はん送そうされましたが、命に別条はないということです。現場は人通りの少ない路地裏で、近くにはカメラもありませんでした。犯人に関する情報は今のところ入っていません。現在、風紀委員会が現場周辺で聞き込みを行っています。新たなバグの可能性もありますので、島民のみなさんは十分注意してください』

　光太も、周りにいた他ほかの寮生も、ニュースを聞き流しながら食事を続けた。低迷組が集まる最低ランクの学生寮には、バグが出現しても躍起になる者はいない。

　ただ、今の話を聞く限り、人間の犯行の線もありえるようだ。バグの脅きよう威いを別とすれば学園島の治安はいいほうだが、犯罪や事件がないわけではない。このあいだの賭と博ばくバトルに加わっていた者たちのように、アンダーグラウンドな異分子は少なからずいる。

　番組は別のニュースに変わり、バスタードの世界ツアーについて知らせた。ロサンゼルスの空港に到着した選抜メンバーを、大勢の取材陣が出迎える様子が映る。ハリウッドスターも顔負けの人気ぶりだ。

　そして学園島のグルメ特集に移ろうとしたとき、事件の新情報が届いた。

『ここで、先ほどの通り魔事件の続報です。被害を受けた生徒の証言が入ってきました。それによれば、犯人は黒いマントに身を包んだ男で、仮面で顔を隠していたそうです』

　仮面。その言葉に、食堂にいた全員が首をもたげた。

『その仮面の人物が、あの仮面バスター、サイファーと同一人物であるかどうかはまだわかりませんが、風紀委員会はその可能性もあると見て捜査を進めています』

　光太は箸はしを持ったまま固まった。寮生たちの話し声が耳に入ってくる。

「おいおい、サイファー。犯罪はまずいっしょ、犯罪は」

「それを言ったら、前回バスタード以外でアーツを使った時点で、犯罪だけどな」

「でも、まだあいつと決まったわけじゃないだろ」

「いやいや、これは調子に乗ってやらかしちゃった口だって」

　そんなわけあるか。光こう太たはのどまで出かかった反論を呑のみ込み、食堂を出た。階段を上りながら電話をかける。静しず句くに直接かけるのは緊張するので、ゴーストのほうへ。

　部屋に入ったところで端末にメイリーナの顔が映った。

『はいはーい、呼んだー？　悪いけど今ちょっと忙しいなり。用件は手短にプリーズ』

「ニュースを見た。バスターが襲おそわれて、犯人は仮面をしてたって」

『ああ、やっぱ、その件ね。こっちもびっくり松ぼっくりだよ。便乗犯ってやつ？』

「まずくないか？　仮面の男なんて、誰だれだってサイファーだと思うだろ」

『それが犯人の狙ねらいなのかもね。サイファーに罪を着せようっていう』

「どうすんだ？」

『まあ、そう気にすることないって。犯人が捕まれば、それですむ話だし。静句も風紀に任せて様子を見ようってさ』

　そんな悠ゆう長ちようにかまえていて大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　どうにも不安でいると、「ただいまー」と部屋のドアが開いて相あい川かわが帰宅した。

「おう、おかえり」光太はとっさに端末を背に隠す。「遅かったな。メシは？」

「カラオケついでに食ってきた」相川は上着を脱いでハンガーにかけた。「そっちはどうだった？　久しぶりのバスタードは」

「いつも通りさ。順調に黒星を稼かせいできたよ」

「そいつはお疲れさん。風呂行くけど、おまえは？」

「ああ、僕はあとでいいや」

「んじゃ、お先に」相川は着替えを持って部屋を出ていく。

　ドアが閉じてから端末を見ると、すでにメイリーナの姿はなかった。代わりに置き手紙ならぬ置きメールがあった。

〈気にしても始まらないよ。風紀の活躍に期待するなり。バイバイ〉

　光太はため息をひとつ。気にしても始まらないとは言っても気になってしまう。ただでさえテレビ沙ざ汰たになって浴びたくもない注目を浴びているのだ。この上、事件の嫌疑までかけられでもしたら、ますます肩身が狭くなる。

「これ以上、大おお事ごとにならなきゃいいけど……」




　しかし翌日の朝、不安は現実になってしまった。

　一夜明けてニュースを見たら、サイファーが容疑者にされていたのだ。正確には、重要参考人として風紀が追っている、とのことだったが、その報道ぶりは犯人扱いも同然だった。コメンテーターも犯人と決めつけたような見解を口にしていた。

　すぐにメイリーナに連絡を取った。

　メイリーナもさすがに予想外だったらしく、餅もちのように頬ほおを膨ふくらませていた。

『まったく困ったもんだよ、メディアの視聴率主義にも。昨日まで正義の味方っぽく持ち上げてたくせに、今日になったら手のひら返して悪者扱い。視聴者が食いつくならなんでもいいのかっ。報道の倫りん理りはどうなってるんだっ。訴えてやるっ』

　それは無理だろ。正体不明でやってる以上、何を言われてもしかたない面はある。

「先せん輩ぱいは？」

『このままじゃすまさないってさ。さっきまでふてくされてたけど、今はカンカンになって事件のこと調べてる。うちも手伝わないと叱しかられちゃうから、この辺で』

「あ、ちょっと。僕も何か手伝ったほうがいいか？」

『光こう太たは待機。体調管理をしっかりするようにって静しず句くが。あと、いつでも連絡がつくようにしておいてね。何かわかったら知らせるから。じゃーねー』

　メイリーナは早々と通信を切った。静句は本腰を入れて調べだしたらしい。ヒーロー計画に水を差されて、逆に火がついたか。




　学校に行くと、報道の影えい響きようは教室にも及んでいた。サイファーが犯人か否いなか、ホームルーム前にちょっとしたディベートが繰り広げられていた。

　光太は相あい川かわと窓まど際ぎわに並び、何とも言えない気分でクラスメイトの討論を眺ながめた。

「見事に真っ二つに割れてるな」

「いや、もう一派あるぞ」相川が端末をいじりながら言った。「仮にサイファーが犯人だとしても、それを支持するっていう擁よう護ご派。被害者のほうにも問題があったからな」

「問題って？」

　返事の代わりに端末を渡された。見ると掲示板が表示されていた。今回の事件について意見が飛び交っている。その中に、被害者の生徒に関する書き込みがあった。

「素行の悪いやつだったみたいで、けっこうあちこちから恨うらみを買っていたらしい。名前は公表されてないけど、調べればすぐにわかるしな」

　掲示板ではイニシャルになっている今回の被害者生徒に、金を脅おどし取られた、アーツで暴行された、という書き込みがあった。サイファーは悪くない。よくやってくれた。あいつを野放しにしていた風紀が悪い。そんな声もある。

　光太はため息をついて端末を返した。

「どうなんだ、その流れ」

「まあ、わからなくもないけどねぇ」相川は肩をすくめる。「風紀の目を逃れて裏で好き勝手やっているやつは少なからずいる。そいつらに嫌いやな目に遭あわされた生徒はもっといる。だけど報復が怖くて、風紀には言いたくても言えず、泣き寝入りするしかない。そういう鬱うつ憤ぷんを抱かかえている連中にとっちゃ、今回の犯人はヒーローも同然なんだろうさ」

「バカ言ってんじゃないわよ、バカ」

　横から鋭い声が飛んだ。

　宮みや古こが隣となりに立っていた。教室の討論劇を不機嫌そうに睨にらんでいる。

「姫ひめ殿どのはどう思う？」相あい川かわが聞く。「サイファーが犯人だと思う？」

「さあね。捕まえればはっきりするでしょ」

「そりゃそうだ」

「それに、サイファーが犯人じゃないなら、このまま黙ってはいないでしょうよ」

　確かにな、と光こう太たは思った。僕はともかく先せん輩ぱいがな。あの人が何か思いつく前に、犯人が捕まってくれたらいいんだけど。




　その日は学校でも寮でも聞こえてくるのは事件とサイファーのことばかり。テレビの報道はますます仮面バスターに対して否定的になり、辛から口くちコメントが目立った。ネットでは犯人説を肯定する声、否定する声、そして擁よう護ごする声が飛び交い、掲示板は荒れ狂っていた。

〈仮面バスターは正義の味方。真犯人は別にいる。みんなメディアに踊らされすぎ〉

〈犯人はサイファーで決まり。ただの目立ちたがりのバカ。消えろ〉

〈サイファーがやったとして、それは悪なのか？　放っておいたら、あの被害者面づらした加害者のせいで、もっと大勢の犠ぎ牲せい者しやが出ていたに違いない〉

　良くも悪くも時の人。こんな形で世間を騒がせることになろうとは。

　夕食後、光太は風呂をすませ、ベッドに寝転んだ。メイリーナからの連絡はなし。相川は用事があるとかでまた不在。

　心労が重なったせいか、脳が休眠を求めていて、あくびが止まらない。うとうとしだしてすぐ眠りに落ちた。朝までぐっすりだった。




　　　　○




　そして次の日、トドメのような展開が待っていた。

　食堂で朝食を取っていたときだった。朝のニュースの第一報。

『また通り魔です。昨夜遅く、バスターが襲おそわれる事件が二件続けて発生しました。生徒二名が骨折などの重傷を負い、入院を余よ儀ぎなくされています。二人とも、犯人はマントをはおって仮面をつけていたと証言しており、一昨日おとといの事件と同一犯による犯行の線が濃厚です。事件が連続したことを受け、風紀委員会は早期解決を図るべく、重要参考人であるサイファーを指名手配することを先ほど発表しました』

「ぶふーっ」光太はむせた。指名手配だと？

　テレビ画面にサイファーの仮面姿が映る。このあいだの流出映像を切り取ったものだ。その上から判を押すように懸賞金ならぬ懸賞ポイントが発表された。五〇〇〇〇点。バグにかけられる額の倍以上。上位ランカーが一学期かけて獲かく得とくするポイントに匹ひつ敵てきする。

「ほう、風紀も思い切った手に出たな」

　向かいに座る相あい川かわはのんきに大あくび。トサカのような寝ね癖ぐせが揺れる。

　光こう太たは口元を拭ぬぐった。「指名手配って、ありなのか？」

「ニュースで公表してるってことは、ありなんだろうさ。でも前ぜん代だい未み聞もんだな。バグ以外で懸賞がかけられるなんて。こいつは騒がしくなるぞ」

「そうだな」ぎこちなく笑って席を立つ。ちょっとトイレ、と言って食堂をあとにし、すぐに電話した。状況が状況なので静しず句くに直接かけた。

　しかし、出たのはメイリーナだった。画面に桃色髪が映る。

『はいな、こちら静句の端末。用件はわかってるなり。指名手配のことでしょ？』

「ああ、大変なことになっちまったぞ。先せん輩ぱいはどうしてる？」

『それが……笑いながら怒ってる』メイリーナは引きつった笑みを浮かべた。『かなり頭にきてるみたいで、今ちょっと壊れちゃってるから、人に見せられないというか、話もさせられないというか、電話に出さないほうがいいと思って、うちが割り込ませてもらったなり』

「そ、そうか。生徒会長の権限でどうにかできないかなって思ったんだけど」

『そいつは無理だね。生徒会長の立場でサイファーを擁よう護ごする発言はできないよ。そもそも風紀には独自の捜査権が与えられてるから、いちいち生徒会の承認を取る必要もないし。だからこっちも寝耳に水でさ、静句はカッチーンで周りのものはカチンコチンで、もう今日は学校に行かせられないよ。とてもじゃないけど会長モードを維持できないなり』

「そ、それは重症だな」カッチーンでカチンコチン？「ところで調査のほうは？」

『んーにゃ、まだ何も。光太は引き続き待機でよろしく。そろそろ戻らないと静句に凍らされちゃうから、またねっ』メイリーナは慌あわただしく通信を切った。

　食堂に戻ると、テレビは別の民放チャンネルに変わっていたが、そこでもサイファーの指名手配を大々的に発表していた。手配映像が映ると急に悪者みたいに見えた。

「どんどん悪化していくな……この状況でどうするつもりなんだ、先輩は」

　メイリーナ曰いわくちょっと壊れちゃうぐらい頭にきている静句が、この逆境の中、どう仮面バスターをプロデュースするのか、そちらのほうも心配になってきた。




　学校ではまた号外が配られていた。新聞ではなくサイファーの手配書だった。能力科の生徒のほとんどがサイファー狩がりに動いている。数人でチームを結成し、学園島のどのエリアを張るか話し合う様子がそこかしこで見受けられた。もちろん教室でも。昨日までサイファーを支持していた者でさえ、懸賞に目がくらんで追う側に回っていた。

「なんかもう、白か黒かなんて関係なくなってるし」

　光こう太たは窓まど際ぎわから引き気味にクラスの様子を見る。隣となりでは相あい川かわが端末をいじっている。こちらは外野の立場で楽しんでいるようだ。

「掲示板のほうはサイファー寄りだぞ。今回の被害者二人も問題ありだったみたいで、天罰だとか正義の裁きだとか言って、とうとうサイファーを神扱いしはじめた」

「そっちはカルトに走ったか」

「なんにせよ、サイファーに出てきてもらわないことには始まらないな」

　授業開始まで残り五分。相川はトイレに向かった。クラスメイトたちは昨日の討論が嘘うそのようにひとつにまとまって作戦会議をしている。容疑者扱いの次は賞金首。まだ一回しか登場していないのに、たったの数日でなんて有様だ。

「あんたは参加しないの？」隣から聞かれた。

　宮みや古こが横にいた。今日は不機嫌を通り越して冷めきった目をしている。

「サイファー狩がり？　僕はパス」当の本人ですから。「風紀の捜査はどんな調子です？　確証もないのに指名手配って、ちょっとやりすぎじゃないですか？」

「あたしに聞かないでよ。仮入会の身じゃ、現場に駆り出されるだけで、あとは蚊か帳やの外なんだから。まあでも、上も焦あせってるんでしょうね。三件連続でやられて、これ以上好き勝手されたら風紀の面目丸まる潰つぶれだもの。思うに、サイファーが犯人であってもなくても、どっちでもいいのよ。世間の目をそっちに向けておけたら、風紀は非難されずにすむから」

「なるほど。だけど、いいんですか？　そんな裏事情、ぺらぺらしゃべっちゃって」

「別に。あたしの勝手な想像だもん。アタリハズレは知ったことじゃないわ」

　少し投げやりな口ぶりからして、宮古は今回の件に納なつ得とくしていないらしい。良くも悪くもまっすぐだからな、このチビ姫は。

「いい加減出てこい、サイファー」宮古は窓の外を見て独り言を漏もらす。「違うなら違うって言いなさいよね。このまま泣き寝入りなんて許さないんだから」




　午前の授業が終わって昼休み。相川と一緒に学食に向かう途中、メイリーナから連絡が入った。周りに人がいるのを考こう慮りよしてか、画面に顔は出してこない。電話に出るとハイテンションな声が鼓こ膜まくを打った。

『イッエース、グッジョブ、うち！　これで見えたぜ、大逆転のシナリオがっ！』

「……僕には話が見えんのだが」

『ついに犯人の尻尾しつぽをつかんでやったじょ！　詳しいことはあとで話すから、今すぐ秘密基地にカモーン！　午後は休んでちょ。今夜は激しい夜になるかもだから体力温存でね！』

　速射砲のように言って通信終了。こっちの予定などおかまいなしか。

　とにかく向こうに合流しないと。

「悪い、相川。このあと病院に行かなきゃいけないんだった」

「え？　怪け我がはもう治ったんじゃないのか？」

「最後にちょっと検査するだけ。今日はこれで早退するわ」

「そっか。じゃあな」

　相あい川かわは右手を上げて軽く振り、一人で歩いていく。

　光こう太たも右手を上げて振り返し、廊下を引き返した。




　エレベーターで秘密基地に下りる。空気がひんやりしていた。休憩室には誰だれもいなかったのでトレーニングルームに向かった。控え室の電気がついている。ノックして入る。

「いらっしゃい、光太くん。待ってたわ」

　白衣姿で出迎えた静しず句くは朗ほがらかな笑顔。怒っているようには見えなかった。むしろ機嫌良さそうに足取り軽くキッチンに向かう。

「なんだ、いつもと変わらないじゃん」光太はメイリーナにささやいた。「おまえが壊れたなんて言うから、心の準備してきたけど」

「手がかりがつかめたからね。少しは落ち着いたなり」メイリーナは隣となりにやってくると小声で言った。「でも、それまで大変だったんだよ。ストレス解消のためにアーツ振り回して必殺技全開で、秘密基地全体が冷凍庫同然だったんだから、マジで。それにまだ完全に怒りがおさまったわけじゃないよ。こめかみのあたりをよく見てみ」

　言われたとおり、麦茶を入れて戻ってきた静句を観察してみる。

　あぁ、少し青筋が浮いている。かすかにぴくぴく震ふるえている。テーブルに置かれた麦茶入りのコップはキンキンに冷えて白くなっていた。

「さあ、作戦会議を始めましょう」

　静句は笑みを絶やさず、優ゆう雅がに腰を下ろす。心なしか冷気が漂ただよっている。

　メイリーナは「いえっさーっ」と敬礼し、モニターへサイバーダイブした。画面に掲示板が表示される。学園のそれに似ているが、若じやつ干かんレイアウトが異なった。アイコンと化したメイリーナが画面を飛び回って説明する。

『これは学園の裏サイト。被害者と犯人の接点を探っていたら、ここに辿たどり着いたなり。書き込みの内容は、愚ぐ痴ちとか悪口とか不満とか、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの類たぐい。しかも対象は実名公開。襲おそわれた三人のことも書き込まれてたよ。こんな感じ』

　画面がスクロールし、書き込みがピックアップされていく。

　悪意に満ちた罵ば詈り雑ぞう言ごんの中に、被害を訴える声があった。通り魔事件の被害者生徒にカツアゲされた、暴力を振るわれた、アーツで脅おどされた、などの告白文で、最後は死ねだのクソだの汚い言葉で締めくくられている。この掲示板を感情のはけ口にしているらしい。

　三人の被害者がつながった。共通点があったということは……。

「犯行は無差別じゃなかった。三人とも狙ねらわれたってことか」

『そゆこと。犯人はこの裏サイトを見て、襲おそう相手を決めてるんだよ。書き込みがあった日の翌日か二日後には事件が起きてるから、タイミング的にも間違いないなり。悪いやつらを懲こらしめてるつもりなのかな。ここに書かれていることが本当だとは限らないのに。現に調べてみたら、いろいろ事実と違ってたし』

「なんにせよ、ここにアクセスしたやつを調べれば、犯人を絞り込めるわけだ。その辺も電脳スペックで調べはついてるんだろ？　どれくらいだ？」

『百五十人ジャスト』

「えっ、そんなに？　その中からどうやって犯人を見つけるんだ？」

『それは我らが総司令に聞いてみるなり。んじゃ、バトンタッチで』

　メイリーナはモニターから出てきて空中を漂ただよう。画面には裏サイトの掲示板が表示されたままで、現在進行形でぽつぽつと書き込みがされていた。事件の被害者に対しては、ざまあみろといった調子。一方でサイファーのことは神と崇あがめている。

「では、作戦の概がい要ようを説明するわね」

　静しず句くが麦茶を飲み干して立ち上がった。笑顔を絶やさないのが逆に不気味だ。

「犯人は、この掲示板に名前の挙がった生徒を標的にしている。それを逆手に取って、偽にせの情報を流しておびき出すの。時間と場所を誘導して、向こうが現れたところをサイファーが迎え撃つ。名づけて、〝正義の名をこの手に取り戻せ！　売られたケンカは百倍返し！　白黒はっきりつけてやる大作戦〟！」

　だいぶ私し怨えんのこもった作戦名である。気持ちはわからないでもないけど。

「あのぅ、お言葉ですが」光こう太たは小さく挙手した。「犯人が必ずしもこちらの書き込みを参考にするとは限らないのでは？」

「ええ、もちろん。だから釣つれるまでやるの。何日でも、何週間でも、何ヶ月でも」

「な、なるほど」事も無げに言ったな。もはや根性というか執念だ。

「さっそく今日から網を張るわ。光太くんはそれまで待機していてね。長丁場になるかもしれないから、今のうちに休んでおいてちょうだい。そうだ、お昼ごはん、まだよね。アンジュに用意させるから、休憩室に行きましょう。英気を養ってもらわなくちゃ」

　静句は白衣をひるがえし、先頭に立って控え室を出ていく。

　あとに続く光太の隣となりに、メイリーナがふわふわと並んだ。

「意外とすんなり話に乗ったね。サイファーをやること、まだ抵抗あるっぽいから、渋しぶったりするかと思ったけど」

「汚名を着せられたままじゃ、さすがに気分が悪いからな」

　正直ノリノリというわけではないし、仮面バスターとして正義のヒーローでありたいわけでもない。ただ、今回の一連の流れ──事件そのもの、メディアの扱い、周りの反はん響きよう──好き勝手な言われように、憤いきどおりや不満は感じていた。

　事件の解決が無実の証明につながる。そのためにサイファーの仮面が必要なら、異論があるはずもない。真犯人を捕まえ、悪者扱いしたメディアや世間に一泡吹かせてやるのだ。
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　午後九時過ぎ。白服姿の風紀委員会は、複数の班に分かれてパトロールを行っていた。その中には白しろ金がねの貴公子や紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめの姿もあった。また、懸賞目当てのバスターや、何か起こるのを期待するメディア委員会が、島中をうろついていた。

　市街地の一角。薄うす暗ぐらい路地裏を、派手な金髪の少年が一人で歩いている。メインストリートの喧けん騒そうは遠く、付近には街灯もなければ定点カメラもない。

　金髪の少年は金属板の塀へいで囲まれた空あき地に入っていく。扉に鍵かぎはかかっていなかった。

　中は資材置き場になっていた。学校の教室二つ分くらいの広さで、近くの工事で使うのだろう鉄骨や木材などが積まれている。隅すみにはプレハブ小屋も建っていた。

　少年は小屋に向かう。その背後、空き地の入り口で人影が動いた。黒ずくめの人物が入ってくる。手には金属バット。後ろから小走りで忍び寄ると、少年の頭に振り下ろす。

　しかし空から振ぶりに終わった。金髪の少年は何事もなかったように歩き続ける。

　黒ずくめは驚おどろいて棒立ちになった。すぐにもう一度、殴なぐりかかる。だが、少年には実体がなかった。バットは手て応ごたえなくすり抜ける。少年がプレハブ小屋の前で立ち止まると、その姿はうっすらと透けて消え失うせた。ホログラムだった。

「まさか初日からヒットするとは思わなかったよ」

　後ろで声が響ひびき、黒ずくめは素早く振り返った。

　空き地の中にもう一人。月明かりがほんのりとその姿を照らす。シルエットスーツ。ダークマント。仮面バイザー。本家仮面バスターがそこにいた。

「罠わなを張らせてもらった。おまえが得た情報は偽にせ物もの。狙ねらった男は架か空くうの存在だ」

　黒ずくめは後ずさる。黒いマントに黒い金属質なお面。デスマスクのように表情のない面だった。目の部分だけ開いている。自作だろうか。

　仮面バスターはダークマントをひるがえした。「案ずるな。ここには俺おれとおまえの二人しかいない。この時間、この場所は、風紀の見回りルートを外れている。外から気づかれることもない。できれば話し合いですませたいのでな、この場を設けさせてもらった」

　背の高い金属板に囲まれた空き地は外の通りから見えていない。それを確認した黒ずくめは少し緊張を解いた。逃げようとはせず、襲おそってくる様子もなかった。

「会えて光栄だよ、サイファー」

　黒ずくめは言った。その声は面にさえぎられ、低くこもっていた。




　空あき地から直線距離で約三キロ。人工河川を挟はさんで反対側の住宅街を、黒塗りの車が目的地もなく走っていた。車内では御み凪なぎ静しず句くが備え付けの小型テレビを見ている。イヤホンマイクをつけ、聞こえてくる音声に耳を澄ませていた。

『会えて光栄だよ、サイファー』テレビ画面には二人の仮面の男が映っている。事前に空き地に仕掛けておいた隠しカメラの映像だった。

『映像、音声、感度、オールグリーン。いつでもいけるよん』

　オペレーターのメイリーナが陽気に言った。サイバーダイブ中で姿は見えないが、その声はサイファーに扮ふんする光こう太たにもバイザーを通じて聞こえているはずだ。

　静句は携帯端末を操作し、バスタードチャンネルに合わせる。今日の公式試合はすべて終了し、今は夜の情報番組が放送されていた。

「オーケー。第二フェイズ、開始」

『らじゃー。いっちょ派手にやったるぜい。〝踊る超電波線ハイパーオンライン〟！』




　歩行者天国のメインストリートは大勢の人でにぎわっていた。街頭ビジョンではニュースや音楽クリップが流れている。その映像が不意に乱れ、砂すな嵐あらしとノイズが走った。

　次の瞬しゆん間かん、別の映像に切り替わった。街頭ビジョンだけではない。屋内のテレビ。パソコンや携帯端末。学園島から発信されるあらゆるメディアの媒ばい体たいに同じ中継が流れだした。




『おまえが通り魔事件の犯人で間違いないな？』

『だとしたら、どうするんだい？』

『自首を勧すすめる』

『それは無理な相談だね。まだ始まったばかりなんだからさ』

　大通りに会話が響ひびき渡った。通行人が続々と顔を上げる。「仮面バスターだ！」と誰だれかが叫んだ。行き交う人々がいっせいに立ち止まり、メインストリートの流れが止まる。

『もしかして、犯人扱いされたこと、怒ってる？』黒ずくめの声が響く。『誤解しないでくれよ。あれはマスコミが勝手に騒いだだけのことで、俺おれはあんたに罪を着せようなんてつもりは全然ないんだ』

『だったら、なぜそんな格好をしている』

『あんたと同じだよ。正義の仮面ヒーローってやつ』

『正義だと？』

　誰もが中継に釘くぎ付づけだった。メインストリートだけではない。学園島全体が、そして海の向こうの視聴者が、食い入るように映像を見守っていた。ネット上ではあっという間に情報が拡散し、アクセス急増。テレビ各局も騒ぎに気づいて緊急ニュースを挟む。

　仮面バスターと通り魔のツーショットは秒単位で世界に広がった。




　森林公園に風紀委員会の姿があった。一班二班三班が集まって見回りルートの変更について話し合っている。そこに無線のイヤホンを通じて『緊急！　緊急！』と連絡が入った。

『四班より各班へ。バスタードチャンネルにサイファーが出ている。通り魔事件の犯人と思われる姿もあり。至急確認されたし』

　一班を率いていた周防すおう晴はる真まは、無表情に端末を手にした。他ほかのメンバーも同様にチャンネルを合わせる。その輪のいちばん外にいた宮みや古こ朱あか音ねも、自分の端末を素早く操作した。

　二人の仮面の男が対たい峙じしている。一人はサイファー。もう一人は謎なぞの黒ずくめだ。『もしかして、犯人扱いされたこと怒ってる？』と黒ずくめは肩をすくめる。続く会話は自白も同然だった。相手は映像が流れていることを知らないのだろう。

『こちら六班。メディア委員会に確認したところ、通信システムがハッキングを受け、何者かにコントロールされているようです。映像はリアルタイムで配信されています』

「電波ジャックか。やってくれるな、仮面の」

　周防は無表情にメガネを押し上げた。胸元のピンマイクで指示を出す。

「情報課、発信源を突き止めろ」

『それが、こちらのシステムも麻ま痺ひしておりまして……』

「では映像を分析しろ。だいたいでかまわん、場所を割り出せ。一班と二班はこれより市街地へ向かう。三班は引き続き公園一帯をチェック。四班以下は持ち場をくまなく捜索せよ。発見次第報告。指示があるまで待機だ。以上」

　各班から了解の声が届いた。

　周防は涼しい顔で「行くぞ」と班員に声をかけ、駆け足で公園を出ていく。

　残った三班は指示通り近きん隣りんのパトロールを始めた。歩きだしてすぐ、班長を務める三年生の女子が一人足りないことに気づく。

「あれ？　宮古さんは？」




　宮古朱音は一足早く市街地を目指して走っていた。どこへ行けばいいのか確信があるわけではなかった。ただ中継を見るに、撮影場所は周りを塀へいに囲まれていて、雑居ビルの類たぐいが背景に映っていた。公園や港よりも街中のほうが可能性はあるように思える。

　手元の携帯端末の画面では、仮面の男二人がやりとりを続けていた。宮古は走りながら指先で操作し、ボリュームを上げる。

『正義だと？』サイファーが聞き返した。『闇やみ討うちするような者が何を言う』

『制裁だよ。やつらは裏で弱者をいたぶっていた。報復を恐れて声を上げることのできない者たちに代わって、罰を与えてやったんだ。あんたと同じことをしたまでさ』

『一緒にされては困るな』

『一緒だよ。正体を隠して悪を裁く。俺おれたちは同志さ』

　サイファーはかぶりを振った。『おまえは大きな勘かん違ちがいをしている。被害者たちが裏で悪行を働いていたと言ったが、それは全員に当てはまらない。確かに、三人のうち二人にはそういう背景があった。だが、あとの一人は潔白だったんだ』

『潔白？』

　それは風紀でも調べがついていた。三人の被害者のうち二人は、もともと風紀のブラックリストに載っていた生徒だった。ただ、あとの一人は調べても何も出なかったという。

『おまえが得た情報はデマだったんだよ。誰だれかが彼を陥おとしいれるためについた嘘うそ、悪意に満ちた誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しよう。そうとも知らずにおまえは──』

『そんなの嘘だ』通り魔は動揺してよろめいた。『それこそデマだ』

『おまえの情報源に信しん憑ぴよう性せいがないことは、おまえ自身が証明している。俺おれが流した偽にせ情報に乗せられ、この場に現れた。それが何よりの証拠だ。おまえは顔もわからない第三者の悪意に振り回された愚おろかな犯罪者にすぎない』

『ち、違う……違うって。俺は何も悪いことなんてしていない。悪いのはあいつらで、俺はただ、ただあんたみたいに……』

『正義の味方になりたかった、か？』

　通り魔は何も言えず、かぶりを振って一歩二歩と後ろにふらつく。もはや誰の目にも真実は明らかだ。

　やっぱり、あいつじゃなかった──。宮みや古こは自然と口元が緩ゆるんだ。

　映像では、サイファーが静かに口を開く。その口調は責めるでも咎とがめるでもない。

『俺はそんな上等なものではない。ただの仮面バスター。取るに足らない者だ』

『な、なんで……ダメだろ！　あんたがそんなこと言っちゃあ！』

『だが事実だ。正義の味方と呼べる存在がいるとすれば、それは、バグと戦い続けているバスター一人一人のことだろう。おまえは自らの手で自らの正義を汚してしまったんだ』

『うぅ……うぅぅ』通り魔は頭を抱かかえ、膝ひざをついた。

　宮古はメインストリートに到着。道行く人が足を止め、街頭ビジョンに注目している。まるで花火大会でも行われているかのように全員が巨大モニターを見上げていた。

　その映像が不意に乱れ、ノイズが走った。通り魔がよろよろと立ち上がる。

『あんたが、そんなこと言うんだったら、俺は……』

『もういいだろ。おとなしく自首するんだ。おまえはまだやり直せる』

『俺はまだ……そうだよ、あんたが違うって言うなら、俺が……』

『なに？』

『あんたを潰つぶして、俺が本物になってやる』

『おまえ、正気か？』

『俺が、仮面バスターだ……サイファー、あんたは……ここで消えろぉーッ！』

　通り魔は発狂した。全身からプラナが湧わき立つ。その色はどす黒く穢けがれていた。

　映像が砂すな嵐あらしに呑のまれ、ノイズもひどくなる。そして中継は途切れた。画面はブラックアウトして無音と化す。誰だれもが衝しよう突とつを予感し、メインストリートは一気にざわついた。

　宮みや古こは横道に入り、路地裏を見て回る。手がかりはない。勘かんだけが頼りだ。

「ったく、どこにいんのよ、あいつは！」

　十字路で足を止める。どの道を行くか迷っていると、どくん、と奇妙な鼓こ動どうを感じた。反射的に左を振り向く。その感覚と反応に無自覚なまま宮古は駆けだしていた。
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　やはりサイファーを演じるのは慣れない。まだ二回目だから無理もないが。

　とにかく作戦は大成功だった。裏サイトの掲示板を利用して真犯人を誘い出し、サイファーと対たい峙じさせる。そして本人の口から自白を引き出し、事前に調べがついていた情報をもとに罪を問う。その様子を隠し撮りして、メイリーナの電波ジャックで生中継する。すべては静しず句くが立てたプラン通り。これでサイファーの無実は証明された。

　あとは真犯人をやっつけて仮面ヒーローの立ち位置を確立する。それが静句の思い描えがいた作戦だったが、光こう太たとしては犯人におとなしく自首してもらいたかった。しかし……。

「サイファー、あんたは……ここで消えろぉーッ！」

　突とつ如じよ、通り魔は様子がおかしくなり、咆ほう哮こうを上げた。

　光太は驚きよう愕がくし、目を見開いた。無論、相手が暴力に訴えてくる可能性は想定していた。驚おどろいたのは、その体から湧き立つプラナにだ。光の粒はどす黒く穢れ、禍まが々まがしさを帯びている。不吉な波動がメイリーナのスキルを阻そ害がいし、電波ジャックは中断、バイザーの通信にもざらついたノイズが走った。

「この色、この不快な感覚、まるで……」

　呆あつ気けに取られていると、通り魔がバットを手に襲おそいかかってきた。

　光太は《武タケ御雷馳ミカヅチ》を召しよう喚かん。エナジーシールドを張って防御する。黒い粒子光が甲こう羅ら型のシールドを侵食し、一部に虫食いのような穴が開いた。

「やっぱり、マイナ？」

　雷電のエレメントを発し、弾はじき飛ばす。通り魔は積まれていた鉄骨に背中を打ったが、感電はしなかった。全身に帯びたマイナが電撃を相そう殺さいしたようだ。

「なんでこいつが、バグと同じ力を……」

『光太くん』静句の声が届いた。少し焦あせった様子だ。『彼をノックアウトして』

「何か知ってるんですか、先せん輩ぱい」

『話はあと！』メイリーナが急せかす。『早く！　急がないと本当にバグになっちゃう！』

　バグになる？　なんだそれは。意味がわからない。

「うぅぅ、うぅぅぅぅ」

　ゆらゆらと立ち上がった通り魔は、苦しそうに体をくの字に折る。その背から、黒い粒子光がイソギンチャク状の触しよく手しゆとなって伸びた。触手は背後の鉄骨を軽々と持ち上げていく。鉄骨の先端はどろりと変形して尖とがり、巨大な杭くいと化した。

「サイファァァーッ！」

　雄お叫たけびと同時に触手が振りかぶり、鉄骨を投げた。

『気をつけて！』メイリーナが注意する。『あの重量にマイナの力が加わったら、ライフガードも貫かん通つうしちゃうよ！』

　言われなくたって、まともに受けてたまるか、あんなもの。

　光こう太たは降り注ぐ鉄骨から逃げ回った。プレハブ小屋が串くし刺ざしにされ、木材は粉砕され、隠しカメラが破壊された。鉄骨は地じ響ひびきを上げて地面に次々と突き刺さり、乱立していく。

　通り魔は最後の一本を投げると、バットを手に突っ込んできた。もはや暴走に近い。

　光太は横っ跳とびで鉄骨を避よける。そして振り下ろされたバットをガントレットで受け、左にいなした。そのまま体を反転させ、無防備に空あいた腹にエナジーハンドを叩たたき込む。

　クリーンヒット。手加減なしに振り抜く。

「これでダウンだ！」

　通り魔は派手に吹き飛び、塀へいにぶつかって仰あお向むけに転がった。こちら向きに顔が傾く。黒い面がずり落ちそうだ。気絶したようで動かない。しかし、その体からは黒い光の粒がぶくぶくと泡立ち続けていた。消えるどころか勢いを増し、不吉な気配はますます強まっていく。

「せ、先せん輩ぱい？　ひどくなる一方ですよ？」

『ダメだわ』静しず句くは無念そうに言った。『もう止められない』

　通り魔の身にさらなる異変。泡立つマイナが人型のシルエットを象かたどっていく。まるで影だけが起き上がるように。そしてアーツの召しよう喚かんと同じく実体を成した。

　西洋の騎き士しのような漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆう姿。首から上がなかったが、マイナの輝きに包まれて浮かび上がった仮面が鉄てつ兜かぶとに変形し、頭部におさまった。

　光太は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。マイナによって具現化した鎧よろい騎士にも驚おどろいたが、それと共に明らかになった通り魔の素顔に、いちばんのショックを受けた。

　よく知っている顔だった。

　この島に来て最初に親しくなった彼。

　毎日必ず顔を合わせるもっとも近しい人物。

「……あい、かわ？」




　鎧騎士は金属バットを拾い、相あい川かわをまたいで前に出てくる。バットは溶けるように変形して両刃の大剣となった。そのスペックは相あい川かわのアーツ《可変の鉄則アイアンクラツド》と同じだ。

『サ、イ、ファァァ……』

　鉄仮面は亡ぼう霊れいのような声を響ひびかせる。

　光こう太たは棒立ちだった。鎧よろい騎き士しよりも相川のほうに目がいく。あまりのショックに思考が停止していた。バイザーの隅すみのマップにマーカーが灯ともる。

『風紀の反応をキャッチ』メイリーナが言った。

『光太くん、ここは退ひいて』静しず句くが指示を出す。『あとは風紀に任せましょう』

「…………」光太は反応できない。

『光太、光太ってばっ』メイリーナがワイプから呼びかける。『ぼうっとしないのっ。早くしないと……ああ、もう来ちゃうよ。この反応……姫っちだっ』

　瞬しゆん間かん、空あき地の外から塀へいを跳とび越え、鮮せん烈れつな赤色が降ってきた。

　華か麗れいに着地を決める紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ。その手に握られた真紅の機械刀が焔ほむらを帯び、暗い空き地を赤々と照らす。

「見つけたわよ、サイファー！　ついでに通り魔！」まずは仮面バスターを睨にらみ、続いて鎧騎士に目を向けると、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「え……？　なに、こいつ……この感じって……」

　マイナの気配を感じ取ったのか、宮みや古こは戸惑いの表情を浮かべる。どうやら中継に映っていた黒マントの正体が鎧騎士だったと勘かん違ちがいしているらしい。その背後に誰だれか倒れているのは見えていても、それがいつも会っているクラスメイトで、彼こそが通り魔であったことにまでは気づいていない様子。

『まだ来るよっ』メイリーナが言った。『この数……御一行の到着だっ』

　空き地の入り口扉が開け放たれた。白の集団が突入してくる。アーツを手に左右に開いて陣形を成す。最後に白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真まが悠ゆう々ゆうと入ってきた。

「仮面のに加えてバグとはな」

　二丁拳けん銃じゆうの銃口を仮面バスターと鎧騎士にそれぞれ向ける。そして宮古に気づき、わずかに眉を上下した。

「単独行動か……まあいい。優先順位は言うまでもない」

　風紀委員の面々が、鎧騎士に標的を絞った。

　鎧騎士は分ぶが悪いと判断したのか、大きく飛び退のく。地面に斜めに突き刺さった鉄骨の上に着地、走りだす。周防が発砲し、光弾が放たれたが、一歩早く鎧騎士は跳ちよう躍やくした。闇やみ夜よを舞って空き地の外へ。

「一班、追え」すかさず周防が指示を出す。「三班と四班に応援を要よう請せいしろ」

　数名の風紀委員が素早く動き、塀を跳び越えていった。残った周防と二班の面々はアーツの矛ほこ先さきをサイファーへ移す。宮古も機械刀の切っ先を向けた。

「さて、仮面の。おとなしく投降してもらおうか。アーツを解いて両手を頭の後ろへ」

「素直にお縄になりなさい。ちょっとでも変なマネしたら斬きるわよ」

『ま、まずいよ、光こう太た。なんとかして逃げなきゃ』

「…………」

　誰だれの言葉も光太の耳には遠かった。動揺と混乱でフリーズ状態。

　棒立ちしていると、ぐわぁん、と不協和音が響ひびいた。鎧よろい騎き士しが足場に使った鉄骨が、バランスを崩して傾いたのだ。ゆっくりと倒れながら、他ほかの鉄骨に当たる。さらに別の鉄骨も巻き込まれ、ドミノ倒しのように連鎖した。

　地響きと共に土煙が舞う。周防すおうたちは退ひかざるを得ない。

『今だよ、光太！　ランアウェイ！』

　メイリーナの大声がガツンと響き、光太は我を取り戻した。とっさにエナジーハンドで足元を殴なぐる。雷電を発して地面をえぐり、反動で跳とび上がって塀へいを越え、逃走した。




　土煙が舞う中、サイファーが跳ぶ。周防は空中のシルエットを見逃さず、銃口を向けてトリガーを引きかけるが、あいだに紅ぐ蓮れんの炎が揺らめき、邪じや魔まされた。

「待てこらぁ！　逃がすかぁぁぁーっ！」

　宮みや古こがサイファーを追ってジャンプ一番、塀を跳び越えていく。チームワークなどおかまいなしだ。獲え物ものしか目に入っていない。

「まるで鉄砲玉だな。あとで厳重注意だ」

　周防はかすかに息をついて銃を下ろした。すぐに切り替えて指示を出す。

「二班、半分は残って現場保存。救急班を呼んで負傷者を搬はん送そうしろ。残りはサイファーの追跡に回れ。五班以下はそちらへ合流せよ。僕はバグを追う。以上」

　了解の返事を待たずに、塀を越えて空あき地をあとにした。

　路地裏を走りながら端末を手にする。先行している一班の位置情報が表示されている。

　ものの一分で追いついた。三班と四班も合流する。しかし、鎧騎士の姿と気配はない。

「すみません」副班長が頭を下げた。「見失いました」

「まだそう遠くには行っていないはずだ。三人一組になって付近を──」

　捜索を命じるそこに『委員長！』とイヤホンを通じて切迫した声が聞こえた。情報課からの通信だった。周防は「なんだ？」と淡々と問う。

『中継が復活して、またサイファーが！　宮古朱あか音ねも一緒です！』

「電波ジャックか？」

『いえ、通信システムが復旧したそうで、今はメディア委員会が放送しています』

　周防は端末をテレビモードにした。映像を確認すると、眉まゆを微妙にひそめる。彼にしては珍しい表情の変化だったが、感情までは読み取れない。

『中継をやめるよう言いますか？』

「かまわん。どうせ聞き入れやしない。向こうには放送権がある。それに一度流れてしまった以上、下へ手たに止めれば視聴者を敵に回すことになるからな……こちらはバグを追うぞ。三人一組になって散れ。情報課は監視カメラの映像を調べろ」

　ピンマイクを通して全班に指示を伝達。最後に付け加えた。

「サイファーのほうは現場を包囲し、待機しろ。夜や叉しや姫ひめに討てるならそれでよし。また逃亡するようであれば確保に移れ。それまで様子見だ。好きにやらせておけ」




　光こう太たは路地裏を駆け抜ける。バイザーに表示される矢印に従っていたが、意識はまったく別のところにあった。

　相あい川かわが犯人だったなんて……それにあのバグ、相川の体から出てきた。いったい何がどうなってるんだ。まさか、あいつはイリーガルと通じていたのか？　そんなバカな。だけど、他ほかにあれをどう説明したら……。

　頭がこんがらがっていく。もうわけがわからない。

『光太！』メイリーナの声が鼓こ膜まくを打った。

　バイザー上部に警告ランプ。攻撃反応？

　振り返ると、炎のブーメランが飛んできた。反応が遅れ、避よけきれず脇わき腹ばらに食らう。ミシッと痛みが走り、思わず呻うめいた。当たったのは機械刀。宮みや古こがアーツを投げたのだ。

　その宮古は猛もう烈れつな勢いで追ってくる。「待ちなさい、サイファー！」

『急いで！　追いつかれちゃうよ！』

　光太は顔をしかめて走りだす。だが、先ほどの一撃でプラナを削けずられ、ペースダウンは否いなめなかった。そこへ再び警告ランプ。宮古がまたアーツを投とう擲てきしたのだ。焔ほむらをまとった機械刀が火車のように迫りくる。

　とっさに横道へ飛び込んだ。

『だぁーっ、そっちはダメだって！　メインストリートに出ちゃうよ！』

　光太もマップを見て気づいたが、後ろには赤鬼の姿。もう引き返せない。

　すぐに歩行者天国が見えてきた。一本道で曲がりようもなく、飛び出す。

　大勢の人、人、人。突然の仮面バスターの出現に、大通りは騒然となった。光太は群衆の中を駆け抜ける。人波が驚おどろいて左右に割れる。

　三み度たび、バイザーに警告ランプ。後ろから大おお太た刀ちが飛来した。光太は伏せてかわすが、起き上がったときには、宮古がすぐそこにまで迫っていた。勢いをつけて高々とジャンプ。その手にアーツを再さい召しよう喚かんし、大だい根こん斬ぎりで襲おそってくる。

　避ける間もない。光太はアーツを召喚、ガントレットで防御。刃やいばと装甲がぶつかる。赤と青のプラナがしぶきのように飛び散る。

「くっ、しつこいぞ、夜や叉しや姫ひめ」問題山積みで相手をしている場合じゃないってのに。「事件の容疑は晴れたはずだ」

「それとこれとは話が別。あんたに作った借りは、あんたを捕まえることで返す！」

「どういう理屈だ！」押し弾はじき、距離を取る。

　宮みや古こは刀の切っ先をかざし、凜りんと声を張った。

「サイファー、あんたに決闘を申し込むわ！」

「……え？」いきなり何を言いだす。

「あんたが勝ったら見逃してあげる。あたしが勝ったら、この場でその仮面を剥はぐ。誰だれにも邪じや魔まはさせない。手出し無用。一対一の真剣勝負よ！」

　そんな一方的な。こっちはそれどころじゃないのだ。付き合ってられるか。

　だが、周りからは大歓声が巻き起こった。いつの間にかギャラリーが集つどい、大通りを埋め尽くしている。誰も彼もがストリートバトルを期待して沸わいていた。逃げようにも野や次じ馬うまが邪魔だ。しかもこの雰ふん囲い気きでは他ほかのバスターも手出しできないだろう。宮古のやつ、そこまで計算して？　まさかな。どっちにしろ厄やつ介かいなことになった。ギャラリーを味方につけてしまうあたり、宮古に風が吹いているようだ。これがシンデレラガールの勢いか。

　さらにメイリーナから逆風的報告。バイザー右のワイプに苦笑いが映った。

『あちゃー。光こう太た、今そこ、中継されちゃってるよ』

「なんだって？」

　ワイプの反対側に表示されていたナビマップがバスタードチャンネルに切り替わる。するとメインストリートで対たい峙じする自分と宮古の姿がオンエア中だった。周りを見ると、野次馬の中に本格的な撮影カメラを担かついでいる生徒の姿がある。メディア委員会か。

「電波ジャックで妨ぼう害がいできるだろ」

『そうだけど、こんなに野次馬がいたんじゃ、中継を止めても意味ないって。どのみち姫っちをなんとかしないことには逃げられそうもないし』

『光太くん、なんとか振り切って』静しず句くから通信。声は落ち着き払っている。『近くで待機しておくわ。そこを離れたら、すぐに車で拾うから』

「やるしかないのか……？」

「何ぶつぶつ言ってんのよ。嫌いやとは言わせないからね、覚悟しなさい！」

　宮古は正面からダッシュ。問答無用に仕掛けてきた。

　光太は舌打ちして拳こぶしを作る。エナジーハンドが雷電を帯びて青く輝く。

　ギャラリーの大歓声に包まれ、仮面バスターＶＳ紅ぐ蓮れんの夜叉姫の一戦が幕を開けた。




　　　　○




　縦に、横に、斜めに、宮みや古このアーツ《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》が舞い踊る。

　光こう太たは防戦一方だった。相あい川かわとバグのことが頭から離れず、戦いに身が入らない。それでなくても宮古の剣は速く、華きや奢しやな体たい躯くに似合わず重くもあり、ふところに入られないようにするので精一杯だった。ガントレットが発する雷電も、大おお太た刀ちが帯びる火炎とプラナレベルで相そう殺さいされてしまっている。

　宮古は夜や叉しやのごとく大太刀を振るう。そのたびに焔ほむらが唸うなり、赤色が照る。

「そんなふざけた格好して、何がしたいのよ、あんたは！」

「話す必要はない！」

　シールドで刃やいばを押し返し、エナジーハンドで殴なぐりかかる。

　宮古は見切って飛び退のき、着地と同時に地を蹴けった。嵐あらしのような剣さばきで迫る。

「仮面なんかつけてるから、面倒なことになるんでしょうが！」

「好きでしているわけじゃ……」

「はァ？　何よそれ、だったら今すぐ取りなさいよ！」

「そういうわけにはいかないんだよ！」素すで言い返していた。

「そんな言い分、通用するかっての！」宮古は十字斬ぎりを放つ。「今回の事件だって、あんたの存在が招いたようなもんでしょうがぁ！」

「な、何を……」

　とっさに言葉が出なかった。あんたと同じだよ──。相川の言葉が頭をよぎる。サイファーの存在があいつを犯罪に走らせてしまったのか？

「隙すきあり！」

　宮古がふところへ。すかさず胴斬り。

　光太はまともに食らって吹き飛んだ。エナジーハンドを地面について着地するも、鈍痛に襲おそわれて膝ひざをつく。ライフガードでみね打ちに終わったが、衝しよう撃げきはモロに伝わった。幸い骨に異常はなさそうだったが、プラナを大幅に削けずられ、疲労に直結。急激に呼吸が乱れる。

　夜叉姫優勢の展開にギャラリーは大盛り上がりだった。もはやお祭り騒ぎだ。

『光太、集中しろっ』メイリーナがワイプの画面いっぱいに顔を寄せて叱しかった。

「わかってる」光太は腹を押さえて立ち上がった。

　中途半はん端ぱな姿勢で対応しきれる相手じゃない。それに、相川のこと、バグのこと、ちゃんと事情を聞くには、この場を凌しのがなくては……。

　切り替えろ──。光太は自分に言い聞かせた。本当のことを知るためにも、今は目の前の勝負に集中するんだ。

「……メイリーナ、宮みや古こをどう分析する？　スピードは段違いだし、剣も重い。あの小さな体と細腕で、どうしてこんなにも違う」

『ブーストだよ。刀身からプラナを噴かして加速してるなり』

「それって、前に戦ったハンマーのあれみたいにか？」

『そう。姫っちのアーツ、派手な炎に目が行きがちだけど、あれはオマケみたいなもの。実際はブースト効果がメインで、それで剣速と重みが増してるの。普通なら剣に振り回されちゃうところだけど、姫っちの場合、わざと振り回されてるっていうか、勢いを逆手に取った身のこなしで機動力につなげてる。それも自然体で、たぶん無自覚に』

「人機一体の域に素すで立ってるってのかよ」なんてやつだ。

『センスだけなら静しず句くより上かも。正直、攻略法が見つからないよ』

「スペシャルを使う暇ひまも与えちゃくれないだろうな」

　言ってる傍そばから宮古が斬きりかかってきた。火を噴く刃やいばを、光こう太たはエナジーハンドで殴なぐって止める。赤青二色のプラナが飛び散り、互いを弾はじく。宮古はそこからが速い。大おお太た刀ちを軸にして体を振り回し、コマ回転で踏み込んだかと思えば、今度は体を軸にして大太刀を振り回す。計算された動きというよりは野性的な動きだ。デタラメなのに無む駄だがない。

　光太が姿勢を直したときにはすでに追撃が迫っていた。そしてまた防戦一方。紅くれないの刃が縦じゆう横おう無む尽じんに舞い、荒々しく焔ほむらが息い吹ぶく。

「観念しな！　サイファー！」

「ちっ……土俵が違いすぎる」

　宮古の動きはキレキレだ。圧倒的な撃速と手数。これこそが本来の実力。犬バグのときは初の実戦で緊張し、港倉庫で不良を相手にしたときは仲間を囚とらわれ、疲労もあって本来の姿ではなかった。コンディションに問題がなければ、夜や叉しや姫ひめの強さはまさに鬼の域。

『本気モード強つえぇ！』ワイプでメイリーナが桃色髪をかきむしる。『もぉ～っ、こうなったらイチバチ、こっちもブーストだぁ！　同じ近接系アーツだもん、できなくはないはずだよ。姫っちみたいなイメージでやればさ！』

「確かに」光太はガードしながら相あい槌づちを打つが、同意はしかねた。「でも《武タケ御雷馳ミカヅチ》にそれができたとして、ぶっつけ本番で使いこなせるほどのセンスが、俺おれにあると思うか？」

　宮古のブースト法は天性のものだ。じゃじゃ馬を馴ならすのではなく、自らも一緒になって暴れている。もはや理屈ではなく本能。最下位の男ボトムナンバーに同じマネができるか？

『ぐぅの音ねも出ないよ！　でもじゃあ、他ほかにどうするってのさ！』

「そう騒ぐな。ヒントはもらった。ナイスだ、メイリーナ」

『……へ？』メイリーナはきょとんと首をかしげた。

　防御の最さ中なか、光太はエナジーシールドを解く。宮古の刃が直じかに装甲に当たり、刀傷が刻まれていく。生身に伝わる衝しよう撃げきも激しさを増した。

　宮みや古こはプラナの消しよう耗もうと見たのか、いっそう攻撃的に前に出てきた。

　光こう太たは可能性という名のイメージを走らせ、アーツに呼びかける。

「やれるはずだ、《武タケ御雷馳ミカヅチ》。スペシャルに比べれば簡単さ。手本は目の前にある」

『何をする気なのさ』メイリーナの瞳ひとみがチカチカと光った。『プラナが全身を巡って、ライフガードが活性化してる？　これって、まさか……』

　発想自体は単純だ。宮古と同じことをしてもアーツに振り回されるのがオチ。センスで劣る自分が、一か八かでブーストしたアーツを使いこなせるはずもない。ならば、アーツではなく自分自身をブーストしてしまえばいい。アーツがまとうプラナの奔ほん流りゆうがブースト効果を呼ぶのであれば、それと同じことを使い手の体でやればいいのだ。条件は最初から揃そろっている。バスターは誰だれもがプラナをまとっているのだから。ライフガードという形でもって。

『身体強化フイジカルブースト？』静しず句くのつぶやきが聞こえた。

　光太の全身がほのかに青く発光しだす。それまで目に見えないレベルで体を覆おおっていたプラナの膜──ライフガードが、エナジーの昂たかぶりによって可視化した。

「な、なに？」宮古は異変を察して飛び退のき、目を凝こらす。

　サイファーはガードスタイルのまま動かず、ライフガードがオーラのように揺らめく。

「何をする気か知らないけど、その前にかたをつける！」

　即断実行、宮古は攻める。《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》と共に舞い踊る。

　一意専心、光太は耐える。《武タケ御雷馳ミカヅチ》の呼応を信じて。

「贅ぜい沢たくは言わない……一いつ瞬しゆんでいい……この身をもって体現しろ！」

　バチバチと音がした。ライフガードに電流が巡りだす。まだだ、まだ足りない──。光太は強く念じる。もっと強く。もっと激しく。そして稲妻のように速く。

「させるか！」宮古が紅ぐ蓮れんの太た刀ちを振るう。袈け裟さ斬ぎりから回転剣舞。二撃、三撃、四撃。五撃目は低い姿勢からアッパーカットのように刀を振り上げた。

　ガントレットが弾はじかれ、光太のふところが空あく。

「もらったぁーッ！」宮古が回転しながら踏み込んだ。

　やられる──。危機感が最高潮に達したそのとき、光太の視界が青く爆はぜた。雷に打たれたような衝しよう撃げきが全身を駆ける。

　瞬間、世界が停止した。

　ギャラリーの歓声は遠のき、宮古の動きは止まって見える。いや、完全にストップしたわけではない。ゆっくりとではあるが動いている。すべてがスロウモーションだ。

　何が起きたのか、考えるよりも先に悟った。

　世界が遅くなったのではない。自分が速くなったのだ。




　不可思議な感覚の下、光太は青く染まった瞳で紅くれないの刃やいばを見切り、ギリギリでかわす。

「──!?」

　宮みや古こは大きく空から振ぶりした。捉とらえたはずの一撃を見切られた上、サイファーの雰ふん囲い気きが急に変わったのを受けて鳥とり肌はだが立つ。無意識下で軽いパニックを起こした。

「こんのぉぉぉーッ！」

　自覚なき混乱は逆上を呼び、赤鬼を攻めの一手に走らせる。

　対して、光こう太たは落ち着き払っていた。宮古の一挙一動が手に取るようにわかる。ミリ単位の世界で斬ざん撃げきを見切り、最小限の動きでかわしていく。

　宮古は焦あせりから次第に大振りになった。デタラメながらも無む駄だのなかった動きも、ただ荒っぽいだけになる。これが天才肌の落とし穴。感覚で戦っている者は少しでも歯車が狂うと大きく崩れる。その上、宮古は性格的にもムラがある。

『光太くん、脱出優先よ』

　静しず句くの声に反応し、光太は反射的にカウンターを放った。宮古の腹部を軽く押すようにしてエナジーハンドで掌しよう打だを一発。

　宮古は「きゃう！」と短い悲鳴を上げ、ピンポン玉のように軽々と吹き飛んだ。空中を低空滑かつ走そう。野や次じ馬うまが慌あわてて散る。その先にはショーウインドウ。

　しまった、加減が──。自分でも想定外のパワーに驚おどろいた光太は、慌てて駆けだした。その一歩が生み出す速さは雷光のごとく。制しきれず、まっすぐ走れない。勢い余って右に左に折れながら前へ。青い残像を引きながらジグザグに進むさまは、まさに稲妻のよう。

　瞬しゆん時じに追いつき、宙で宮古を抱だき止めた。背中からショーウインドウに突っ込む。ガラスが砕けて飛び散る。

　ギャラリーは沈黙し、メインストリートは水を打ったように静まり返った。




　ガラス片がパラパラと落ちる。ショーウインドウの中、光太は壁かべに激突し、背中が少しめり込んでいた。ライフガードのおかげでダメージはない。後頭部を強く打ったが、そちらも仮面バイザーのおかげで何ともなかった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」宮古に声をかける。

「……え？」腕の中で瞼まぶたを開けた宮古は、目を丸くしてまばたきした。「な、なんで？」抱き締められている現状に驚き、戸惑い、混乱し、戦意が失うせた瞳ひとみできょとんと見上げる。

　顔が近い。光太は正体に気づかれやしないかと不安になり、横を向いた。お姫様抱っこで宮古を抱き上げ、歩道へ下りる。宮古はおとなしくされるがままだ。
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　光太はコホンと咳せきをした。サイファーを演じなくては。

「バスタードは傷つけ合うものではない。それに、ここは決闘の場に向かないようだ。周りを巻き込む恐れもある。そんなことは、きみも望んではいないだろう、夜や叉しや姫ひめ」

　もっともらしいことを言って宮古を下ろす。

　自分の足で立った宮みや古こは「そ、そうね」と落ち着きなく返し、横目に見上げてきた。首を傾けてバイザーの下から覗のぞこうとする。

　光こう太たは顎あごを引いた。さっさと退散しよう。幸い、宮古は気が緩ゆるんでいるようだし。

「怪け我が人にんが出てからでは遅いからな。この勝負、きみにあずけておく。いずれまた会うこともあるだろう。そのときまで、さらばだ！」

　マントをひるがえし、プラナを練る。一度つかんだ感覚は暗黙知。全身から青い粒子光が揺らめき立ち、電流がほとばしった。視界が青く染まり、神経が研とぎ澄まされる。

　地面を蹴けると、稲妻のような動きと速さでメインストリートを抜けた。集まっていたギャラリーを一ひと跳とびで越え、あっという間にすべてを置き去りにした。




　仮面バスターが青く光ったのを見て、宮古は「あ、ちょっと」と手を伸ばしたが、一いつ瞬しゆんのうちに姿は消えた。あとにはジグザグの青い残像が見えるだけだった。

「行っちゃった……はぁ」

　サイファーにがっしりと抱だかれた肩に触れ、吐息を漏もらす。

　数秒間ぼんやりしたのち、ハッと我に返った。

「って違う！　逃げられた！」

　何やってんのよ、あたし。黙って行かせちゃうなんて。

　両手でくしゃくしゃと髪をかきむしる。逃がした悔くやしさはもちろんあるが、もっと別の感情が胸の奥をかき乱していた。バトルのことよりショーウインドウに突っ込んだあとのことばかりが頭をよぎる。感触を思い出すと体がカッと熱くなり、いっそう胸がざわついた。

　なんなのよ、もう──。イライラともヤキモキとも違う。自分で自分がわからない。ただサイファーが原因なのは確かだった。そうだ、全部あいつのせいだ、あいつが悪い！

　宮みや古こは感情のはけ口を求め、大声を張り上げる。

「覚えてなさいよ、サイファー！　絶対捕まえて、正体暴あばいてやるんだからぁーっ！」

　夜や叉しや姫ひめの雄お叫たけびはメインストリートに響ひびき渡り、電波に乗って海をも越えた。

　その瞬しゆん間かん、生中継の視聴率は、今シーズン最高の四十％越えを記録していた。




　光こう太たは青い稲妻となって路地裏の闇やみを切り裂さく。最初は勢い余って角を曲がりきれず、壁かべ走りなどしていたが、なんとかスピードにも慣れてきた。

　だが、唐とう突とつにブーストが切れた。足がもつれて派手にコケてしまう。

「ぐあっ」受け身も取れなかった。「ゲホッ……ゲホゲホッ、ゲホッ」

　どっと疲労が押し寄せ、呼吸に喘あえいだ。全身が引きつるように痛む。

『大だい丈じよう夫ぶ？』メイリーナがワイプから心配そうに覗のぞく。

「いや、全然、大丈夫じゃ、ない……なんだ、これ、急に……」

『スキルの反動でしょ。無理ないって。自分にエレメントを流したんだから』

「自分に？　どういうわけだ？」

『わかってないでやってたの？』

　メイリーナは呆あきれ顔でやれやれとかぶりを振った。

『ホント、ナンセンスの塊かたまりだよね。いい？　光太がやったのは、肉体の高速処理化──自分の体内に雷のエレメントを巡らせて、細胞や神経を無理やり超活性化させたの。それで身体能力が飛躍的に向上したわけ。脳のほうも加速されるから、体感速度が全然違ったはず。だけど限界を超えるわけだからね、そんなに長い時間は持たないし、無理をした分のツケは回ってくるなりよ。それで体中が悲鳴を上げてるわけ』

　どうやら思っていたのとはだいぶ違った形でスキルが発動したようだ。しかも非常にリスクが高い。ここまで体を酷こく使しすることになろうとは思わなかった。

　もう少し楽な方法はなかったのかよ、なんて言ったらバチが当たるか。

『バイオプラズマによる超活性運動。さしずめ〝稲妻駆動プラズマドライブ〟とでも言ったところかな。トンデモなスキルを思いつくもんだよ、まったく』

　光太は返事の代わりに呻うめいた。普通に話すのもしんどい。

『もうすぐ静しず句くの車が迎えに来るから、そこの道までがんばれ』

　ふらふらしながら前に進む。体は鉛なまりのように重く、あちこちがピキピキ痛む。頭は酸欠みたいにくらくらだ。徐々に平へい衡こう感覚が失われ、上と下がわからなくなってきた。

　ぼやけた視界の先にヘッドライトが走る。黒塗りの車が急ブレーキをかけて停止した。

「……先せん輩ぱい？」

　後部座席のドアが開き、亜あ麻ま色いろの髪が揺れるのを光こう太たは見た。

　そこでプツンと意識が途切れた。




　ドアを開け放ち、車を飛び出した静しず句くは、倒れかけた光太を抱だき止めた。引きずるようにして車に運ぶ。ドアを閉め、「出して」と告げると、車は急発進した。

　ぐったりしている光太の頭を、静句は自分の膝ひざに乗せ、仮面バイザーを取る。

　光太は汗だくで寝息を立てていた。静句はタオルで拭ふいてやる。

　車内の小型テレビではメインストリートの中継が続いていた。サイファーを見失ったメディア委員会は宮みや古こを映す。その宮古は仮面バスターに対する宣戦布告を叫んでいた。

『ふぅー、危なかったぁ。ギリギリセーフって感じ？』チャンネルが替わるようにしてメイリーナが映った。

「ご苦労様」静句は労をねぎらうが、その顔に笑みはない。「あなたもゆっくり休んで。電波ジャックで疲れたでしょう」

『まあね。ちとバテたかな。でも光太に比べればマシだよ。ホント無茶なやつ。普段は軟弱なくせに、サイファーになると大だい胆たん不敵なんだから。姫っちに追いつかれたときはさすがにダメかと思ったよ……もし光太がやられてたら、どうするつもりだったのさ、静句』

「そのときはそのとき。ちゃんと策は用意してたわ」

『ホントかなぁ』メイリーナは冗談っぽく言って疑惑の目つき。『ま、何はともあれ、無事ミッション終了だね。別の問題が出てきちゃったけどさ……バグのほうは？』

「風紀が追ってるけど、見失ったみたい」

　静句は耳のイヤホンに触れる。風紀委員会の通信を傍ぼう受じゆしていた。

『中継は途中で切れたから、世間には知られてないよね。これからどうなるかな？』

「風紀の発表次第だけど、彼らが現場に着いたときには、すでにバグがいたから。通信を聞く限り、通り魔＝バグと認識しているみたい。犯人は被害者として病院に運ばれたわ」

『そう言えば、光太が犯人の顔を見たとき、すごく驚おどろいてたけど、知り合いなのかな？』

「相あい川かわ公こう平へい。クラスメイトで、ルームメイトでもあるみたい」

『そうなんだ。またよりによってだね。いずれにしろ、アレを見られた以上、説明は避けられないでしょ。どこまで話すかは別として』

「……そうね」

　静句は視線を伏せ、光太の頭をそっと撫なでる。

　車はスピードを落とし、夜の街を静かに走り抜けた。







　　　　　第四話　　ナウ・オン・ステージ







　目覚めと同時に全身苦痛に苛さいなまれ、光こう太たは思わず呻うめいた。昨日のスキルの反動か。

　秘密基地の休憩室。時刻はすでに正午過ぎ。枕まくら元もとに着替えと端末が置かれている。腕を伸ばして端末をつかむが、それだけで体中がギシギシと痛んだ。

　端末をテレビモードにすると、ちょうど昼のニュースの時間帯。昨日の件が今まさに報道されている。光太は端末を脇わきに置き、筋肉痛に耐えて着替えながら報道を聞いた。

『──これにより、今回の事件におけるサイファーの容疑は晴れました。なお、電波ジャックの影えい響きようで映像は記録されていませんでした。サイファー側のハッキングによるものと思われます。その後、風紀委員会が現場に駆けつけたところ、通り魔の正体はバグであったことが判明。バグは今も逃走中です。風紀委員会は今回確認された人型バグを〝黒くろ騎き士し〟と称し、警戒を呼びかけています。こちらが現場で撮影された黒騎士の写真です』

　画面に空あき地で撮ったらしいバグの姿が映った。サイファーの姿は半分切れている。風紀委員が撮影していたようだ。

『また現場からは、バグに襲おそわれたと思われる生徒一名が気絶しているのが発見され、病院に搬はん送そうされました。怪け我がは軽く、命に別条はないそうです』

　風紀委員会は通り魔の正体がバグだったと判断し、正式にそう発表したようだ。そして相あい川かわは被害者として病院へ……。

『仮面バスターと黒くろ騎き士しのやりとりについては、映像の記録がないため正確に検証することはできませんが、風紀委員会は、イリーガルがサイファーを勢力に取り込もうとした可能性が高いと見ているようです。この点について、今日のゲストに話を聞いてみましょう』

　コメンテーターとしてスタジオに呼ばれたバスタードの評論家が、何もかもわかっているような口ぶりで見解を述べた。イリーガルはバグを使って通り魔を装よそおい、サイファーと接触する機会をうかがっていたのでしょう。そして同志を騙かたってサイファーを丸め込もうとしたが失敗に終わり、その立場ごと乗っ取ろうとした。そういうことでしょうな。

「とんだ辻つじ褄つま合わせだな」

　光こう太たは呆あきれた。しかし、通り魔＝バグという前提条件の下もとでは、そんな強引なストーリーが描えがかれても無理もないのかもしれない。メイリーナのスキルで映像を記録保存できないようにしていた手前、見ていた人たちは想像で語るしかないのだから。

　ニュースの話題は、その後の仮面バスターと紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめの一騎打ちに移った。歩行者天国で行われたストリートバトルの模様が放送される。編集で短くまとめられていた。サイファーが逃げ去ったあと、宮みや古こが大声で吠ほえる様子がピックアップされていた。

『覚えてなさいよ、サイファー！　絶対捕まえて、正体暴あばいてやるんだからぁーっ！』

　こんなこと言っていたのか。光太は頬ほおが引きつる。

　着替えるだけでも体力を使い、ぐったりとため息をついた。できることなら布ふ団とんに戻って休みたかったが、そういうわけにもいかない。あのとき起きたことについて、静しず句くとメイリーナに話を聞く必要があった。この目で見たものは何だったのか。

　端末のテレビを消し、静句の番号にかける。すると部屋の外で電子音。

　ちょうど襖ふすまが開いて、静句が現れた。隣となりにはメイリーナが浮いている。

「おはよう、光太くん」

「おはようございます」

　光太は覇は気きなく挨あい拶さつし、端末のコールを切った。




　布団を片づけようとしたが、静句はそのままでかまわないと言って、自分で座布団を出して正座した。光太は楽にしていいと言われたので布団の上であぐらをかく。メイリーナは毎度のごとくぷかぷかと宙を漂ただよっていた。

「昨日はお疲れ様。体は大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、なんとか。筋肉痛がひどいですけど」

「ニュースは見たかしら。またちょっと事情が変わったの」

「さっき見ました。通り魔はバグで、イリーガルが裏で糸を引いていたとかなんとか」

　そこで会話は途切れ、微妙な沈黙が流れた。光こう太たは筋肉痛に顔をしかめ、静しず句くは目を伏せて髪をすく。いざ本題に入ろうとすると、どちらもうまく切りだせない。

　メイリーナは二人の顔色をうかがってうずうずしている。じっとしていられない性た質ち。沈黙に耐えかねたように口を開く。

「もぉ～っ、なんで黙っちゃうの！　さっさと進行しなさいって二人とも！　ちゃんと話すって決めたでしょ、静句！　光太も言いたいことがあるならはっきり言わんかい！」

　宙をぐるぐると猛もう旋回し、早口にまくしたてた。

「おまえのハイテンションには負けるよ」

　光太は苦笑し、改めて静句と向き合う。

「教えてください、先せん輩ぱい。昨日のことについて。相あい川かわ──通り魔から、バグが出てきた。どうしてあんなことが……あいつは、イリーガルと関係していたんでしょうか？」

「いえ、光太くん、そうじゃない。そういうことじゃないの」静句はかぶりを振った。「話の前提が間違っているのよ。まずはそれを正さないと」

「前提？　間違ってるって、何が？」

　静句は一呼吸の間を置き、きっぱりと言った。

「第一に、イリーガルは現実に存在しないということ」

「……？」

「第二に、バグはエクストラの一種であるということ」

「……？？？」

　光太は口を開けたまま固まった。先輩は何を言ってるんだ？

「バスタードの起源については、もう授業で習ったよね？　アーツの発見を機に島の開発が進む中、女じよ王おう蜂ばちをはじめ、バグが現れ始めた。やがてイリーガルが犯行声明を発表した。アーツテロが続く中、対応にあたる能力生たちはバスターと呼ばれるようになり、バグと戦うその姿は人々の支持と人気を集めた。そこに目をつけた学園が戦いを見世物にしたことでバスタードが生まれた……教科書通りなら、そんなところかしら」

「……はい」

「でも、すべては真まっ赤かな嘘うそなの。イリーガルは、バグがアーツの突然変異種であることを隠すために、御み凪なぎグループが作ったスケープゴートにすぎない。架か空くうの犯罪組織を元凶に仕立て上げることで、世界中を欺あざむき、バグの真実を隠ぺいしたのよ」

「光太が目にしたのが、まさにその真実ってわけ」メイリーナが言葉を添えた。

　静句は続ける。「アーツは人の心を映す鏡のようなもの。リンクした人間の精神状態に強く影えい響きようを受ける。スペシャルが良い例で、バグが悪い例よ。心の闇やみや悪い念が膨ふくらむと、プラナが穢けがれてマイナに転じてしまうことがあるの。原理はまだ解明されていないけれど……そうしてアーツがマイナに侵食されると、バグに変わる」

「つまり極端な話、すべてのバスターがバグの温床ってことになるなりよ。まあ、あくまでエクストラ──突然変異だから、悪いやつがみんなそうなるわけじゃないけどね」

「そのことが明らかになれば、アーツの存在自体が否定されかねない。悪い芽を摘むために良い芽までが犠ぎ牲せいになってしまう……いえ、それは詭き弁べんね。当時の御み凪なぎグループは、アーツの研究を推し進めるために事実を隠ぺいした。そのまま時が流れて、バスタードが誕生して人気を博し、アーツの力が社会に還元されるまでになった」

「世界中をだましたままね」

「ちょ、ちょっと待って」光こう太たは軽い眩暈めまいを覚え、ひたいに手を当てた。自分の中の常識や観念がひっくり返されてしまい、脳みそがパニックを起こしている。

　イリーガルは存在しない？　バスターがバグの温床？　世界中をだまして……じゃあ、今まで僕が見てきたバスタードは？　悪と戦う正義の味方が、実は悪でもあったなんて。

　信じがたい話だ。というより、信じたくない。もしや僕をからかっているのでは？

「いや、でも、犯行声明とかシンボルマークは？　実在してなきゃ、あんなこと……」

「あれは私たちがやっているの」

「……え？」

「私とメイリーナとアンジュで、ネットに犯行声明を出したり、現場にシンボルマークを残したり……そういう役目が一種の伝統として裏で受け継がれているのよ。私は中等部の頃ころからイリーガルのねつ造を手がけてきたわ。先せん輩ぱいたちが卒業して、今は責任者の立場でもある」

「……冗談でしょう？」光太は思わず半笑いになった。

「すべて本当のことよ」静しず句くは能面顔で告げる。「証拠もあるわ。私たちの活動記録、他ほかにも学園が機密にしている過去の事件資料、映像データ、バグの発症者リスト……見る？」

「…………」光太は無言で首を振った。そこまで言うからには本当なのだろう。

　イリーガルが存在しないなんて。そりゃあ、十年間も尻尾しつぽすらつかめないわけだ。そんな大それた嘘うその上にバスタードが成り立っているだなんて誰だれも思うまい。今となってはそれが当たり前の世の中なのだから。

　気持ちの整理がつかない。一方で疑問が湧わく。

「だけど、じゃあ、エクストラがイリーガルに狙ねらわれるかもっていう、あの話は？」

「ごめんなさい。あれも嘘。光太くんを仮面バスターにスカウトするための口実」

「なんで……いや、そもそもどうして、仮面バスターなんですか？」

「理由はいろいろあるけど、いちばんは切り札になってもらうことかしら。私たちの最終目標は、バグの討とう伐ばつではなく予防なの。まだ具体的な方法は見つかってないけど、その手段を探り、可能にするためにも、表裏関係なく動ける存在が必要だった。この島は丸ごと見世物小屋みたいなものだから、私が裏で動こうにも、そこらじゅうにカメラがあって難しい。電波ジャックという手もあるけど、毎回それをしていたら不審に思われちゃうし……」

「そこで仮面バスターだ！」メイリーナが合いの手を入れるように言った。

「そう、正体不明の仮面バスターなら、メディアにさらされながらも自由に動ける。謎なぞのヒーローとして本当の目的を悟られずに。問題はアーツだった。すべてのバスターがデータを取られている以上、仮面で顔を隠してもアーツで正体がバレてしまう。そんなとき、光こう太たくんがエクストラ・ダブルに覚かく醒せいした」

　それが決め手になったということか。光太は小さく嘆たん息そくし、問う。

「ずっと、黙っているつもりだったんですか？」

「いいえ、いずれ話すつもりでいたわ。本格的にバグと相対するようになれば、昨日のように真実の一端を目にするときが、いつかは来たでしょうから。もう少し仮面バスターに慣れてもらってからと思っていたのだけど」

　静しず句くの説明と回答は完かん璧ぺきで的確だった。ここまでの話を通じてずっと。温かみが感じられないほどに。

　光太は天井を仰あおいだ。少し頭を休めたかった。




　沈黙が続いた。静句は口を一いち文もん字じ。メイリーナもさすがに押し黙っている。

　光太は魂たましいが抜けたように呆ほうけていた。バスタードは欺ぎ瞞まんに満ちた自作自演の偽ぎ装そう劇げきで、バスターとバグは背中合わせの存在。ショックが大きすぎて感情が追いついてこない。

　ふと思ったのは相あい川かわのことだ。

「あの……バグを発症した生徒は、どうなるんです？」

「発症者への対応はグループの領分だから、私も詳しくは知らない。ただ、バグを発症した者は適合不全を起こすわ。アーツのバグ化は、バグにアーツを食われるも同じだから」

　適合不全。じゃあ、相川は、もう……。

「私の知る限り、発症した生徒は転科か退学の二に択たくになる。でも今回は発症とは別に事件を起こしているから、その罪を問わない代わりに自主退学を迫られると思う。運よく、と言ったら悪いかもしれないけれど、世間的にはバグが犯人ということになっているから。もし発症者がバグの秘密に気づいていた場合は、さらに何らかの圧力を掛けて口外を禁じるでしょう。基本的には、お金で解決されるようだけど」

「口止め料ってことですか」

「もしもの場合よ。実際のところ、発症者のほとんどは自覚がないの。アーツのバグ化は突発型と潜伏型があって、前者は気づく間もない。後者はマイナの悪あく影えい響きようを受けて犯罪に走る傾向がある。でも、どこまでが自分の意志で、どこからがマイナの影響なのか、当事者にも判別がつかない。バグ化のときはプラナをすべて持っていかれるから、枯こ渇かつ状態で気絶してその瞬しゆん間かんも覚えていない。だから今回のように事件を起こした発症者は、その罪を問われるにせよ、そうでないにせよ、本当のことを知らないまま学園を去ることになる」

「そして秘密は守られる、ですか……ずるい話ですね」

　罪を問われたら強制退学。罪を隠す代わりに自主退学。場合によっては金を積んだり権力をちらつかせたりするのだろう。いずれにしても、バグの発症者は御み凪なぎグループの言いなりになるしかない。だけどその実、真相を隠しておきたいのはグループのほうなのだ。

　イリーガルという悪を演出して世界中をだまし、エンターテインメントを盾たてにして真実を舞台裏に隠す。そして金と権力で隠ぺいを図る。それが学園島の真の姿というわけか。

　気が滅め入いる一方だった。光こう太たは何度目になるかわからないため息をつく。

　静しず句くは亜あ麻ま色いろの髪を撫なでつけ、神妙に口を開いた。

「光太くんには、今後もサイファーを続けてほしい。仮面バスターとしての本格的な活動はまだこれからだから。一緒にバスタードを守ってほしいの」

「物は言いようですね。実際に守られるのは学園とグループでしょう？　本当のことが知れたら大問題、世界中から非難を浴びること確実ですしね」

「そうね……結果的にはそうなる。返す言葉もないわ」

「本当のことを明かすべきなんじゃないですか？　ちゃんと真実を公表して、その上できちんとバグに対応すれば、バスタードも本当の姿を──」

「無理よ」静句はピシャリと遮さえぎった。「それは希望的観測。現実はそんなにうまく軌道修正できないわ。世界を震しん撼かんさせた女じよ王おう蜂ばちの危機から十年、アーツもバスターも社会の一端を担になうまでになって、もう引き返せないところまで来てしまっている。それに今やバスタードは、世界中の人々の安心と平和の象徴になっているわ。真実が知れたら、その影えい響きようと混乱は計り知れない。それ以前にグループが許してはおかないでしょう。仮に光太くんが真実を公おおやけにしようとしたら、グループはあらゆる手段を講じて潰つぶしにかかるわ、きっと」

「それって、脅おどしですか？」

「ごめんなさい。そんなつもりは……ただ、私にもどうすることもできないの」

　静句は申し訳なさそうにうなだれた。

　あのね、とメイリーナがかばうように身を乗り出す。

「うちらは手出しも口出しもできないんだよ。裏のことはグループが仕切っていて、こっちは関与できないどころか、パイプさえないんだから」

　だからなんだよ、というのが正直な気持ちだった。事情がどうあれ、学園とグループの片棒を担かついでいることに変わりはないじゃないか。

「どのみち、僕に選せん択たく肢しはないわけだ」

「無理にとは言わないわ」静句は下を向いたまま言った。「光太くんが嫌いやだと言うなら強要はしない。ただ、ここで見聞きしたことは、忘れてもらわないといけない」

「墓まで持って行けと……断った場合、サイファーはどうなるんです？」

「このまま自然消滅するしかないでしょうね。正体はともかくアーツは知られたから、光こう太たくん以外にサイファーは務まらない。新しい仮面バスターを探すにしても、エクストラ・ダブルのような人材はそう簡単に見つからないでしょうし」

　あくまでも淡々とした回答だった。サイファーがダメなら次の仮面バスターか。あっさりしたものだ。先せん輩ぱいにとって僕はただの駒こまにすぎなかったのか。そう思うと、ぎゅっと心臓を握り潰つぶされたように胸が痛んだ。光太は思わず立ち上がる。

「少し、時間をください」軽く一礼して襖ふすまを開けた。

「待って」静しず句くが呼び止める。「もうひとつ話しておきたいことがあるの」

「まだ何かあるんですか？」うんざりしてつい嫌いや味みな口調になってしまう。

「お願い。聞いてほしいの。光太くんに関することだから」

　静句は懇こん願がんするように見つめてくる。

　その眼まな差ざしにくらっときたわけではないが、自分に関することなんて言われたら聞かないわけにはいかない。選せん択たくの余地のない展開に光太は嘆たん息そくし、立ったまま「なんですか？」と投げやりに聞き返した。




　数分後、休憩室に光太の姿はなく、静句は愁うれい顔で布ふ団とんを畳たたんでいた。その淋さみしげな背中をメイリーナが宙から見守っている。

「やっぱり最後のは余計だったんじゃない？　それに、きちんと話そうとしすぎて、逆に冷淡に聞こえちゃったかなぁ。光太のやつ、もう戻ってこないかもよ？」

「……そうね」

「静句って見た目によらず要領悪いからね。けっこう鈍いところあるし」

「……そうね」

「いやいや、そこは突っ込むところでしょ。フォローになってないぞーって」

「……そうね」

　心ここに有あらず。静句は大きくため息をつくと、畳んでいる途中だった布団の上へ、うつ伏せに倒れ込んでしまった。顔をうずめたまま動かない。
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　ダメだこりゃ、とメイリーナはかぶりを振る。落ち込んでいる原因は未み空そら光太とサイファーのどちらなのか、わざわざ聞いて確かめるようなマネはしなかった。仮面バスターは時間がかかるにしても代えがきく。でも、もう一方はそうはいかない。

「その辺、割り切れるほど器用な女じゃないか。さてさて、どうしたものやら」




　　　　○




　時計台を出た光こう太たは、荒すさんだ気持ちで中庭を歩いていた。静しず句くから最後に突きつけられた事実は、ある意味いちばんショックが大きかった。

「何が仮面バスターだ。何がエクストラだ。結局、僕は……」

　むしゃくしゃして吐き捨てる。怒りよりも嘆なげきに近かった。これまで嫌いやというほど敗北を味わってきたが、こんなにも惨みじめで情けない気分にさせられたことはなかった。

　話は簡単だった。最初からすべて仕組まれていたのだ。エクストラの覚かく醒せいさえ。

　静句は言った。「私たちはここでアーツの研究を行っていて、過去にエクストラを覚醒したバスターのプラナサンプルから、エクストラの因子を抽出したポーションを精製したの。一年かけてようやく一回分。データ上はプラナの補給薬の域を出なかったけど、それを使えばエクストラを呼び起こせる可能性があった。チャンスは一度きりだから、できるだけ効果を期待できそうな人を選ぶことにした。そこで最下位の男ボトムナンバーに目をつけた」

　求められたのは実力よりも伸び代しろ。熟練者より未熟者のほうが、エクストラの覚醒する余地が大きいと見た。そういう意味では、最下位の男ボトムナンバーは最適の人材だった。

　そしてポーションを使った。実技で練習試合をした日だったそうだ。あの対戦カードはメイリーナの電脳スペックで操作されたものだったらしい。

　どんな形で使われたのか、静しず句くは詳しく話さなかったし、光こう太たも問いはしなかった。あの激マズ栄養ドリンクがそうだったのかもしれない。あるいは首にチクッと走った痛みが関係していたのかもしれないし、気絶しているあいだに何かされていたのかもしれない。

「結果、光太くんはエクストラ・ダブルに覚かく醒せいした。あとで青いプラナを調べてみたら、ポーションに含まれていたエクストラの因子がうまく融ゆう合ごうしていたわ」

　エクストラは意図的にもたらされたものだった。その力は見ず知らずのバスターのおこぼれにすぎなかったのだ。その事実を知った瞬しゆん間かん、光太の中で何かが音を立てて崩れた。

　気づいたら休憩室を飛び出して、エレベーターに一直線だった。

　そして今こうして鬱うつ々うつと中庭を歩いている。

「とんだお笑い草だ。いいように踊らされて、本物のピエロじゃないか」

　イリーガルにバグ、さらにエクストラ。ダブルパンチかと思ったらトリプルパンチで、もう頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　ただ、ひとつだけはっきりしていることがある。

「仮面バスターは、もう無理だな」

　とてもじゃないけど、続けていく気になれない。《武タケ御雷馳ミカヅチ》は使えなくなるが、それもしかたないのだろう。自分の可能性ではないのだから使うほうが間違っているのだ。それに仮面バスターなんて始めたばっかりに、あんな事件が……。

「……くそッ」

　地面を蹴けると、筋肉痛に襲おそわれた。光太は呻うめき、思わず天を仰あおぐ。

　そのとき、校舎の向こうにそびえる白い建物が目についた。

　相あい川かわに会いに行こう──。そう思い立ち、病院を目指した。




　正門前の道に出たとき、昇降口から「未み空そら～」と呼ぶ声がした。しかし精神的にグロッキーな光太には聞こえなかった。タッタッタッと足音が近づいてくる。

「おいっ、未空ぁ！」

　真後ろで大きな声がした。同時に背中に張り手を食らった。

「～～っ!?」

　光太は声にならない悲鳴を上げる。筋肉痛のせいで痛つう恨こんの一撃だった。

　ぴくぴく震ふるえながら振り返ると、宮みや古こが腕を組んで仁に王おう立ちしていた。

「……いきなり何するんですか、宮古さん」

　一瞬、サイファーの正体がバレたのか、と万が一の可能性を思ってヒヤリとしたが、宮古はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「呼んだのに反応しないからでしょ。あたしを無視しようなんて十年早いのよ」悪びれる様子もない。「ていうか、なに、その痛がりよう。あんたまたどっか怪け我がしたの？」

「いや、まあ、ちょっと」

「それで無断欠席？　てっきりサボってあいつの見舞いに行ったのかと思ったけど」

「それは、今から行くところで」

「そう。昨日はあたしも現場を見たけど、あの被害者があいつだったとはね。今け朝さの教室はさすがに静かだったわ。──あんた、もう聞いた？　あいつ、適合不全だって」

「……らしいですね」光こう太たは覇は気きなく返した。

　宮みや古こは上うわ目め遣づかいに睨にらむと、少し心配そうに眉まゆ尻じりを下げる。

「シャキッとしなさいよ。見舞うほうがそんな暗い顔しててどうすんの」

「……そうですね」光太は無理やり笑った。

「あたしも時間があったら一緒に行ってやってもいいんだけど、あいにく風紀に呼び出し食らってんのよね。懲ちよう罰ばつ指導とかなんとかで」

「それって、昨日の件で？」

「そ。好き勝手やっちゃったからね」

　宮古は小さく舌を出す。そしてメガネを押し上げる仕草をした。周防すおうのマネか。

「規律失なくして風紀は語れん。きみには風紀としての自覚が足りないようだ。だってさ。でもいちいち指示を待ってたら、いざってとき対応が遅れるじゃんね。昨日も結局、バグを取り逃がしちゃうしさ。まあ、あたしもサイファーに逃げられたから、あまり偉そうなことは言えないけど……ああもう、思い出したら腹が立ってきた！　サイファーのやつ、絶対に許さないんだから！　軽々しくあんなこと、しかも生中継されてたなんて、とんだ赤っ恥よ！」

　宮古は地じ団だん駄だを踏む。たぶん、お姫様抱だっこのことを言っているのだろう。

　チャイムが鳴った。昼休みが終わる。

「ヤバ、もう行かなきゃ。じゃあね、あたしの分もちゃんと見舞ってきなさいよ」

　宮古は駆け足でグラウンド方面へ向かう。小動物のようなすばしっこさで、あっという間に遠ざかっていった。懲罰指導が待っているというのに、落ち込むどころか意欲十分だ。サイファーの存在が宮古に火をつけたのだろうか。そこまで目の敵かたきにされるようなことをした覚えはないのだが。さっき怒っていた抱っこの件がいけなかったのだろうか。

　まあ、考えても意味はない。

「悪いけど、もうサイファーは現れないよ」

　光太は回れ右をして学園をあとにした。




　受付窓口で部屋の番号を聞き、エレベーターで病棟上階へ。静かな廊下に個室が並ぶ。

　病室前に着き、ノックしようとしたところ、先にドアがスライドした。相あい川かわが現れた。

「おう、未み空そら」

「よう、相あい川かわ」

　互いに虚をつかれ、挨あい拶さつのあとに微妙な間が空あいた。

　相川は病院服姿だったが、元気そうだ。いつものように気さくに振る舞う。

「なんだ、わざわざ見舞いに来てくれたのか？」

「ああ」光こう太たはうまく笑い返せなかった。

「これから昼飯なんだけど、おまえは？　もう食った？」

「いや、まだ」

「じゃあ、食堂行こうぜ」

　相川に誘われるまま廊下を引き返し、エレベーターに乗る。食堂のある二階へ。

　昼のピークはすぎていたので、テーブルは空きが目立った。メニューは病院独自のものがあるが、見舞い客も利用するため、学園と同じメニューも一通りそろっている。

　相川は食券販売機に携帯端末をかざすと、振り返って笑みを浮かべた。

「未み空そら、デラックスいっとくか？　俺おれが奢おごるからさ」

「え、でも」

「ポイントのことは気にするな。俺にはもう必要ないもんだ。使い切らなきゃもったいないからな」返事も聞かずに販売機に向き直り、軽い口調で続ける。「適合不全だとさ」

「……ああ、聞いたよ」

「まあ、前にも言ったとおり、いずれはバスターをやめるつもりでいたからな。ちょっと予定が早まっただけのことさ」

　相川はあくまでも気楽な調子で言い、「ほれ」と買った食券を差し出した。

　光太は何も言えないまま受け取る。

　カウンターで食券を出し、出来上がりを待つあいだ、二人とも黙っていた。

　トレーに載ってランチが出てくる。光太の前にはボリューム満点のデラックス。熱々の鉄板の上で肉汁がジュージューと跳はねる。相川はシンプルな月見そばだった。

「なんだよ、そっちはデラックスじゃないのか？」

「俺はこれが好きなのさ。愛すべき低ランクの味わいってね」

　窓まど際ぎわのテーブル席に向き合って座った。光太は分けて食べようかと持ちかけたが、相川はいいから食えと断ってそばをすする。

　しばらく無言で食べ進めた。いろいろ聞きたいことはあったが、事件に関することは聞くに聞けない。事情を知るのはサイファーであって未空光太ではないのだ。

　相川はどこまで自分の意志で通り魔を行ったのだろう。バク化は自覚がない、と静しず句くは言っていた。マイナの悪あく影えい響きようを受けて犯罪に走る傾向がある、とも。

　とは言え、その要因が相川自身にあったのは間違いないし、完全に白とは言い切れないのだろう。だが、その動機がサイファーに向けて放った言葉のとおりなのだとしたら、やりきれないなんてものじゃない。

「転科じゃダメなのか？」光こう太たは出し抜けに聞いた。

　相あい川かわは驚おどろいて箸はしを止める。ふっと力が抜けたように笑った。

「そうか。そっちの話も、もう広まってるのか」

　光太は肯定も否定もしなかった。宮みや古こはその点に触れていなかったから、おそらくクラスにはまだ知られていない。

「ちょっと思うところがあってな」相川は言った。「いろいろ他ほかにやりたいこともあるし」

「いろいろってなんだよ」

「いろいろはいろいろさ」それに、と水を飲んで続ける。「ハンパな気持ちじゃあ、この島にいる資格はないだろうからな」

　相川はそれ以上語らなかった。こちらが本当のことを聞けないように、相川も本当のことが言えないのだろう。すでに御み凪なぎグループの手が回っているのかもしれない。

　他にやりたいことがある、というのが本音かどうかはわからない。ただ、本当にせよ、口実にせよ、その言葉の裏に隠された真意は、なんとなくだけどわかった。この島にいる資格はない──自分が相川の立場なら同じように思うだろう。アーツを犯罪に用い、バスターの名を汚した自分を許せない。だからこの島にはもういられない。

　ケジメなのだ。御凪グループが何を言ってこようと関係ない。相川は自分の意志で、学園島を去ることを決めた。こんな不本意な形で。

　光太は何も言えず、食べることでしか間が持たなかった。

　先に平らげた相川は背もたれに寄りかかり、窓の外を見やる。学園の校舎、グラウンド、コロシアム。遠い目をしながら、ぽつりとつぶやいた。

「考えてみたら、俺おれたち一度も真剣勝負したことないよな。一回ぐらい、ちゃんと対戦してみたかったなって、今になって思うよ」

「……僕もだよ」

「もう遅いけどな。だいたい俺たちの試合なんて誰だれも見たがらないだろうし」

「それを言っちゃあ、おしまいだ」

　いつもの調子が戻って、二人は小さく笑い合った。

　バスタードの試合はもちろん、実技の授業ですら、相川と手合わせしたことはない。当たりたくないよな、と互いに言い合ってはいたけれど、今になってみると、そういう機会がなかったことが寂しくてしょうがなかった。

　やがて相川は壁かべの時計を見て立ち上がった。

「悪い、未み空そら。検査があるから先に行くわ。そうそう、俺の端末、このあと学園に返却してアドレス無効になるから、よろしく。じゃ」

「あ、相川っ」

「うん？」

「……ごめん」

「なんでおまえが謝るんだよ。それより、ちゃんと残さず食えよ？」

「あ、あのさ、新しい端末買ったら、連絡くれよな。おまえがいなくなったら、誰だれが僕の愚ぐ痴ちを聞いてくれるんだって話だよ」

「了解」相あい川かわは笑って背を向けた。「月並みだけど、がんばれよ、未み空そら。俺おれの分まで、なんてことは言わない。おまえはおまえの分だけしっかりがんばれ」

　じゃあな、と振り返らずに手をひらひら揺らし、食堂を出ていく。

　その背中が見えなくなると、光こう太たはまだ半分残っているデラックスセットを前にして無む性しように切なくなった。本当ならこっちが餞せん別べつとして奢おごってやらなきゃいけないところなのに。しかも励はげますどころか励まされて。これじゃあ、立場が逆じゃないか。

「あいつだって、たいしてポイント持ってないくせに……」

　光太は一心不乱に食べ進めた。米粒ひとつ残すわけにはいかなかった。




　寮に帰ると、部屋のドアに張り紙がされていた。相川の退寮を知らせるものだった。具体的な理由には触れていなかった。部屋からは相川の荷物がすべて消えていて、片方が空からになっていた。その代わり、メイリーナがベッドに腰かけていた。

「おかえり。きれいにされちゃったね、部屋。グループの連中、さすがに仕事が早いや」

「何してんだ、おまえ」光太は冷めた目で見た。「どっから湧わいて出た」

「チッチッチ、そいつは愚ぐ問もんだぜ、きょーだい。電波に乗って一っ飛びーっ」

「……そうだったな。それで何用だ？　仮面バスターなら、もうやらないぞ」

「あっそ。いいよ、それならそれで。でも仮面バスターをやめるからって、うちと光太が赤の他人に戻る必要はないでしょ。別に会いに来たっていいでしょ？　でしょでしょ？」

「それはそうだけど」

　光太は上着を脱ぎ捨て、ベッドに上がった。横になって筋肉痛の体を休める。

　メイリーナはベッドとベッドのあいだにふわりと浮いた。

「あのさ、光太。ちょちっと誤解がある気がしたから、補足していい？」

「誤解って何が？」

「静しず句くのことだよ。光太は、静句が御み凪なぎグループのために動いていて、仮面バスターもそのために始めたことだって思ってない？」

「違うのかよ。先せん輩ぱいは御凪のご令嬢だし、なんだかんだ言って身内を守りたいんだろ」

「身内ねぇ……じゃあ、その身内から、追放されているとしたら？」

「追放？　なんだよ、それ？」

「詳しいことは、さすがに本人の断りなしに言えないけど……いわゆる、愛人の子供でもって相続巡って骨肉の争い的な？　それで疎うとまれ蔑さげすまれ、この島から出ることを許されずにいるんだよ。順調に行けばいずれ学園理事長の座に就くけど、グループから見れば、バスタードは単なる金のなる木にすぎないからね、たいして意味のあるポジションじゃない。御み凪なぎの血筋に割り込んだ邪じや魔ま者ものを、島に閉じ込めておこうってことなんでしょ」

　メイリーナは光こう太たの真上にやってきた。寝そべったまま向き合う。

「この島で生まれ育った静しず句くにとっては、バスタードが世界のすべてなんだよ。静句が守りたいのは、グループじゃなくてバスターとバスタード。もちろん真実を隠していることが正しいだなんて思ってない。だけど、すべてが公おおやけになれば、きっとバスタードは崩壊しちゃう。バスターへの信頼も。アーツの可能性も。だから、もうひとつの方法を模索しているわけ」

「もうひとつの方法……バグの予防ってやつか？」

「そ。ポーションの研究開発もメインテーマはそっち。マイナの治療薬とか免めん疫えき抗こう体たいを作ることができれば、バグを撲ぼく滅めつできる。でも思うようにはいかなくて、当面の対策案として浮上したのが仮面バスターなわけ。静句の性格からして、バスタードを盛り上げたいっていうのもあったかもだけど。でもそれだけだよ。バスタードが好きだから守りたい。平和の象徴とも呼べるエンターテインメントを盛り上げたい。ただそれだけ。グループなんてどうでもいいの。静句はそんな計算高い女じゃないって。それは光太だってわかってるでしょ？」

　光太は答えず、寝返りを打って横を向いた。沈黙は肯定と同じだ。今日まで御凪静句という人を見てきて、正直残念に思わされることのほうが多かった。子供みたいにはしゃいで、熱中すると周りが見えなくなって、人の気も知らずに巻き込んでくれちゃって……。でも、それは好きなことに打ち込んでいたからなのだろう。バスタードが大好きなのが、一緒にいて、傍そばで見ていて伝わってきた。だから一度だって失望したことはない。むしろ知れば知るほど……。

「先せん輩ぱいの事情はわかったよ。けど、仮面バスターなんか始めたせいで、それを模も倣ほうした通り魔が現れて、相あい川かわは学園を去るはめになった」

「それはそうかもしれないけど……」

「サイファーのせいで、あいつはバスターじゃいられなくなったんだ」

「光太が責任を感じることないって。エクストラ・バグの発症には、当事者の精神状態も影えい響きようしてるんだから。そもそも犯罪に走るほうがいけないんだよ」

「サイファーがそうさせた。僕があいつでも同じことをしていたかもしれない。バスタードに憧あこがれて、バスターを夢見て、この島に来て……でも待っていたのは挫ざ折せつばかりで、ランキングの底辺をさまよって、地べたを這はうような気分で……」

　負けて当然？　勝者のための敗者？　そんなのごまかしだ。自分を卑ひ下げするのはそうしないと心が折れてしまうからだ。他人に笑われるより自分で自分を笑うほうが楽だからだ。本当は悔くやしいに決まってる。好きなものをあきらめるのが、辛つらくないわけないじゃないか。

「なのに、上位の中には、ランキングを振りかざして威い張ばり散らしたり、弱い者を食い物にしたり、バスターの名を汚すようなマネをするやつらがいて……そんなの許せないだろ。あいつだってきっと守りたかったんだ、バスタードを。好きだからこそ」

「でもさ、そういう鬱うつ憤ぷんを抱かかえている生徒は、他ほかにも大勢いるでしょ。相あい川かわってやつだけが特別なわけじゃない。一線を越えたのは、そいつの心の弱さのせいだよ」

「かもしれない。だけど」

「自じ業ごう自じ得とく、身から出たサビってやつだよ」メイリーナの言葉は遠えん慮りよがない。自分を励はげまそうとして言っているのだというのは光こう太たもわかっていたが、かえって神経を逆さか撫なでされる。

「……もういい。やめろ」

「友達だからかばいたくなるのはわかるけど、結局は本人の問題なんだからさ。光太が悪く思う必要なんてないよ。発症者には発症するだけの原因があるんだって」

「やめろって！」

　光太は声を荒げ、枕まくらを投げつけた。真上に上がった枕はゴーストの体をすり抜けて天井に当たり、顔の上に落ちた。目を覆おおったそれをどける気力はない。

　沈黙が突き刺さる。光太は枕をかぶったまま言った。

「メイリーナ、僕が周りになんて呼ばれてるか、知ってるだろ」

「……最下位の男ボトムナンバー？」

「そう。みんなからかい半分だけど、悪気がなくたって侮ぶ辱じよくは侮辱さ。傷つかないなんてことはない。だけど事実だから、言い訳できないから、笑ってやりすごすしかないんだ。今となっちゃ、クラスメイトさえ、僕のことを名前じゃなくて最下位の男ボトムナンバーって覚えてる」

　でもな、と光太は続けた。

「相川は一度だって僕をそう呼んだことはない。あいつはそういうやつなんだ」

「…………」

　また沈黙が降りた。光太は枕をかぶったまま動かない。瞼まぶたの裏が少し熱かった。

　メイリーナは音もなく宙を旋回した。

「勝手なこと言ってごめん。今日はもう帰るね。じゃあ」

　光太は返事をしなかった。枕の下で目をつぶったまま、気配が消えるのを感じた。

　一人になっても身動きせず、枕の下で呼吸を繰り返す。目が覚めてから三時間ほどしかたっていないが、頭も心もパンクしそうで、疲れ果てていた。友人が事件を起こして島を離れるはめになった。その原因は自分が演じた仮面バスターにあった。イリーガルは存在しない。バグはバスターから生まれてくるもの。バスタードは世界を欺あざむいている。裏切られた気分。エクストラは自分の可能性じゃなかった。自分にも裏切られた気分。こんな気持ちでバスタードを続けていけるのか。

　取り留めのない思いが混こん沌とんと渦巻く。何ひとつ受け止めることができない。

　今は何も考えられない。考えたくなかった。




　　　　○




　警告アラームが鳴っていた。光こう太たは目を覚ます。いつの間にか眠っていたらしい。

　外は少し日が傾いていた。気だるい体を起こし、ベッドから降りる。筋肉痛は相変わらずだったが、一眠りしたことでだいぶマシにはなっていた。

　脱ぎ捨ててあった上着のポケットから携帯端末を取り出す。アラームの理由にはすぐに見当がついた。昨日の今日だ、例のバグが現れたのだろう。風紀や他ほかのバスターに任せておけばいいが、一応確認だけしておこうと端末でテレビを見る。

　中継映像が映った。場所はメインストリート。現場のリポーターがヘルメットをかぶった姿で慌あわただしくしゃべっている。

『たたた大変な事態になってまいりました！　ご覧らんください！　兵隊の侵攻は止まらず、とうとうメインストリートにまで達しました！　現場は避難する人たちと対応に当たるバスターたちでごった返しています！』

　なんだ──？　光太は目を凝こらした。通行人がカメラ側に向かって走って逃げており、奥ではバスターたちが何かと交戦している。

　鎧よろい人形の群れだ。先日の黒くろ騎き士しとは若じやつ干かんフォルムが異なり、騎士というより兵士っぽい。その数は画面に映るだけでも数十体。まさに機械仕掛けの軍隊。

　アーツの砲光が飛び交っている。ロケットランチャーらしきものが撮影しているすぐ傍そばの建物に当たり、爆発音が轟とどろいた。瓦が礫れきが飛散して黒煙が上がる。カメラマンは意地で撮影を続ける。リポーターは尻しり餅もちをついたが、こちらも根性で中継を続ける。

『鎧兵士の数は続々と増え続けています！　きりがない状況です！　大勢のバスターが対応していますが、その侵攻を食い止めることはできずにいます！』

　再び爆発が起こり、中継は途絶した。映像はスタジオへ。すぐに別の中継をつなぐ。

　ビルの屋上からメインストリートを見下ろす絵が映った。女子アナの緊張した声が告げる。

『こちらは定点カメラが捉とらえた映像です。通りの四分の一は戦場と化し、各所で爆発や閃せん光こうが確認できます。これほどの大規模なアーツテロは、あの女じよ王おう蜂ばち以来です。十年前の悪夢が繰り返されてしまうのでしょうか』

　メインストリートは混戦状態。風紀と思われる白服集団の一帯は優勢だが、他は押され気味だ。鎧兵士の動きは鈍く、個の強さではバスターが勝まさっているも、数で圧倒されている。

　腰から真っ二つに両断された鎧兵士の残ざん骸がいがアップになった。中は空洞な鎧が、黒い粒子光に包まれて再生していく。上半身のほうは下半身が、下半身のほうは上半身が再生し、一体の残骸が二体になった。他の残骸も同様に再生と増ぞう殖しよくを繰り返している。

『ではここで、黒騎士の様子を見てみましょう』

　映像が切り替わり、殺風景なフィールドが映った。中央に黒い甲かつ冑ちゆうの騎き士しの姿がある。大剣を地面に突き立て、直立不動の姿勢。

『こちらは現在改修中の第六コロシアム内の映像です。黒騎士はこの場に現れ、兵隊を召しよう喚かんしたあと、こうして動かずにいます。スタンドのオーロラビジョンにご注目ください』

　別アングルの映像になった。黒騎士を正面から捉とらえた絵。背後に見えるオーロラビジョンが勝手に作動している。

　そこに表示されている文字を見て、光こう太たは息を呑のんだ。

【　ＶＳ　ＣＩＰＨＥＲ　】

『サイファーはこの放送を見ているでしょうか。イリーガルからの挑戦状とも思えるメッセージをどう受け止めているのでしょう。そしてどう応じるのでしょう。その動向が気になるところですが、いまだ仮面バスターの姿は確認できていません』

　イリーガル？　そんなはずはない。あれは架か空くうの存在なのだから。まさか御み凪なぎグループが裏で糸を引いて？　いや、さすがにそれはないだろう。状況は深刻だ。こんな風に煽あおったって何の得にもならない。

　だとしたら、黒騎士の仕し業わざなのか？　やつが勝負を望んでいるとでも？

　光太は目を背そむけ、力なくかぶりを振った。

「関係ないって……もう、やめたんだ」

　しかし、オーロラビジョンの文字が瞼まぶたの裏に焼きついて離れない。

　立ち尽くしているあいだにも報道は続く。戦闘が激化し、建物の被害が拡大しています……負傷者が続出していますが、救急隊が近づけません……兵隊の侵攻がメインストリートの三分の一に達しようとしています……住宅街にも避難指示が出された模様です。島民のみなさんは速すみやかに学園に避難してください……。

　聞いていると責められている気分になり、光太は耐えきれずテレビモードを切った。

　そのとき、外でサイレンが鳴り響ひびいた。非常事態警報だ。

「警戒レベル、イエロー？」

　窓の向こうにたくさんの黒煙が上がっているのが見える。瞬しゆん間かん、針が突き刺さるような感覚が頭を貫つらぬき、光太は顔をしかめてひたいを押さえた。

　声にならないメッセージが響く。まるで脳が直接受信したかのように。

〈　オレ　ト　タタカエ　サイファー　〉

「ううっ……なんだ、この感じ……呼んでいる、のか？」

　外に目を凝こらしても遠い街並みが見えるだけだ。しかし、見み据すえた方向にやつがいる確信があった。突き刺さるような感覚は一いつ瞬しゆんにすぎなかったものの、確かな余よ韻いんが残っている。

「勝手な幕引きは、許さないって……？」

　この事態を招いたのは仮面バスターだ。もっと言えば、自分と相あい川かわが蒔まいた種だ。その相川は適合不全に陥おちいり、島を去ることになった。ある意味、罰を受けた。

　自分はどうなのか。何も負わずに背を向けるのか。

「……そうだな。僕だけこのまま元通りなんて、虫がよすぎるよな」

　真実の数々は胸に突き刺さったまま、まだ混こん沌とんと渦巻いていて、どう消化したらいいのかわからない。でも悩むのはあとにしよう。この事件は仮面バスターから始まったのだ。その責任は取らなきゃならない。黒くろ騎き士しを倒して事件の幕を下ろす。それが今、自分が相あい川かわのためにしてやれる唯ゆい一いつのことであり、バスターとして果たすべきことでもある。

　待っていろ、黒騎士──。光こう太たは窓の外を一ひと睨にらみし、部屋を飛び出した。




　秘密基地のモニタールームは無人で作動していた。壁かべ一面に展開した無数のモニターがパズルのように入り乱れ、映像が解析されていく。モニターの約半数に鎧よろい兵士が映っていた。中には第六コロシアムの映像もあり、そこに映る黒騎士は相変わらず微動だにしていない。

『うーん、全体的に押されちゃってるね。侵食率三十パーセント突破っ、みたいな？』

　メイリーナの声が響ひびく。サイバーダイブ中で姿は見えない。

『一体一体はザコいけど、再生アンド増ぞう殖しよくするから厄やつ介かいなり。食い止めるには完全にマイナを打ち消さなきゃダメだけど、それに足る攻撃力を持っているのはランキングの上位者だけだからね。個々での対応には限界があるよ』

『黒騎士を倒す以外道はない、と』

　今度は静しず句くの声が響いた。こちらはモニターのひとつに顔が映っている。場所は学園の生徒会室。生徒会長として事態に対応する傍かたわら、メイリーナと通信しているようだ。

『女じよ王おう蜂ばちのときと同じだね』メイリーナは言った。『羽がない分、助かってるけど』

『でも放っておけば、海底を歩いて海を越えるわ。予測はどんな感じ？』

『このままの調子で行くと、メインストリートが突破されるまで三十分ってところかな。ナンバーズの不在が痛いね。まさかの物量作戦。白しろ金がねの貴公子率いる風紀委員会も、あの数が相手じゃ、さすがに対処しきれないよ』

　現在は五時半を回ったところ。六時がタイムリミットだ。

　メインストリートと住宅街のマップが表示される。人工河川を挟はさんで並ぶこの二つの区画は三本の橋でつながっていた。中でもメインストリートの先にあるいちばん大きな橋が要かなめである。住宅街は地図で見るだけでもかなり入り組んでいた。

『住宅街に入られたら対応が難しくなるわね。メインストリートで食い止めないと』

『ねぇ、静句。やっぱり光太に連絡取ってみたほうが……』

『ダメよ。これ以上、私たちのわがままに付き合わせちゃ』

　静句は机に両りよう肘ひじをつき、口元で手を組み合わせた。厳しい表情でマップを見つめる。

『やっぱり、私も出たほうがよさそうね』

『まあ、静しず句くが行けば一いつ騎き当とう千せん。無双ゲームになるだろうけど……あっ！』

　突然メイリーナが大声を上げた。静句はびっくりして小さく跳はねる。

『なに？　どうしたの？』

『光こう太たが来た！　反応キャッチ、エレベーター降下中。ちょっと行ってくるねん！』

『え、ちょ、メイリーナ？　メイリーナ？』

　応答なし。すでにサイバーダイブを解いたようだ。

　光太くん、と静句はつぶやく。すぐに席を立った。




　エレベーターのドアが開くと、正面にメイリーナが待っていた。挨あい拶さつ代わりにアイコンタクトを交わし、並んで廊下を進む。

「先せん輩ぱいは？」

「学園のほう。生徒会長として対応に当たってる」

「そうか。スーツとバイザーはどこだ？」

「トレーニングルームの控え室。体は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「問題ない。状況の説明を頼む。寝てたから途中からしか聞いてないんだ」

　おっけぃ、とメイリーナは旋回して前に出た。後ろ向きで進みながら説明する。

「黒くろ騎き士しが現れたのは午後五時過ぎ。場所は改修中の第六コロシアム。前に光太と姫っちが犬バグと戦ったところだよ。黒騎士は兵隊を召しよう喚かんしてコロシアム周辺を占拠。そのあと兵隊が学園方面に侵攻を始めて、今はメインストリートで攻防中。マイナの力は無む尽じん蔵ぞうだから、親バグである黒騎士を倒さない限り、再生と増ぞう殖しよくを繰り返してきりがない。だけど黒騎士がいるコロシアムには誰だれも辿たどり着けずにいる。逆に押され気味でちょっとヤバげな感じ」

　トレーニングルームに到着。控え室に直行し、ロッカーから変装道具を取り出した。カーテンで仕切られた狭い着替えスペースに入り、スーツに身を通す。

「やつはサイファーとの戦いを望んでいる」光太は着替えながら言った。「なぜだかわからないけど、あいつの思念みたいなものが伝わってきたんだ。兵隊は挑戦状の代わりなんだよ。俺おれはここにいる。ここまで来てみろ。そう言っている……そう感じたんだ」

「それ、アーツの共鳴だね」メイリーナが仕切りの向こうで答える。「うちも感じたよ。光太ほどはっきりとじゃないけど。エクストラはそういう感性を高めるから」

「そうなのか……でも、バグにあんな真ま似ねをする意志や心があるのか？」

「いんや。たぶん残留思念みたいなものなりよ。バグの発症者がサイファーに対して抱いだいていた固執や執念が、そのまんま黒騎士にも宿ったんだと思う」

「とんだ疫やく病びよう神がみだな、サイファーは」

　バイザー以外の着替えをすませ、カーテンを開ける。

　ちょうどそのとき、控え室のドアが勢いよく開いた。静句が現れた。走ってきたのか肩で息をし、苦しそうに胸を押さえている。

「光こう太たくん……いいの？」

　光太は持っていたバイザーに視線を落とした。「……正直、仮面バスターを続けていく気にはなれません。バグのこともイリーガルのこともエクストラのことも、まだ気持ちの整理がつかないです。ただ、あいつは僕が……サイファーが戦わないといけない相手なんです。決着をつけなきゃ、終わるに終われない……だから、これで最後にします」

「……そう。なら、私が道を開くわ。車を出すから一緒に──」

「ダメですよ、生徒会長が仮面バスターを助けたりしちゃ。あとあと困るでしょ。先せん輩ぱいは生徒会長の責務を果たしてください。現場のことは現役にお任せを。引退した人に頼っちゃあ、僕だけじゃなく、他ほかのバスター全員、立場がないですって」

　光太は冗談めかして笑いかける。

　静しず句くはじっと目を見て「わかったわ」と了承した。「よっしゃ、行こうぜっ」メイリーナが音おん頭どを取り、廊下に出る。

「この先に地下通路があるわ」静句が廊下の先を見た。「道はメイリーナが知ってる。でも住宅街までしか行けないから、その先は地上に出ないといけない」

「わかりました。あとは、こっちでなんとかしてみます」

「メイリーナ、光太くんのサポートをお願いね」

「まっかせなさーい。出番なしで終わるかと思ったぞ、まったくぅ」

　メイリーナは嬉うれしそうに軽口をたたいて宙を舞う。

　光太は仮面バイザーをかぶり、静句を振り返った。

「先輩、ひとつ聞きたいんですけど」

「なに？」

「バグとイリーガルのことはともかく、どうして僕にエクストラを与えたことまで明かしたんですか？　わざわざバラす必要はなかったし、隠そうと思えばできたでしょう？」

「そうね……どうしてだろう？」

　静句は自分でもわからないといった様子で微笑ほほえんだ。少し考えて続ける。

「ちゃんと話さなくちゃって思ったの。光太くんに嘘うそをつきたくなかった。それと、これだけは言わせて。光太くんを選んだのは最下位の男ボトムナンバーだからじゃない。目をつけた理由はそうでも、最後の決め手になったのは、きみ自身に可能性を感じたからよ。実技の練習試合で私の全力を受け止めたあのときに。根拠はないけど確信はあった。そういう感覚が、プラナを通じて……こんな話、今さらよね。きみの気持ちも考えずに巻き込んでおいて……本当にごめんなさい」

「いや、流された僕も悪いというか、好きで流されていた部分もあるので……」

　光太はつい素っ気ない言い方になった。そんな態度を取るつもりはなかったのだが。

　他の言葉を探すけれど、見つからない。あまり悠ゆう長ちようにもしていられない。

　とにかく、と話を切り替える。

「今はサイファーとしてできることをします。事態の収拾を急ぎましょう」

「ええ、気をつけてね」

「最悪、僕がダメだったときは──」

「大だい丈じよう夫ぶ」静しず句くは人差し指で光こう太たの唇くちびるを止め、目を見て微笑ほほえんだ。「きっと勝てる。私は光太くんの可能性を信じてるよ。だから光太くんも信じて。自分とアーツを」

「はい」と光太はうなずき、先導するメイリーナのあとを追った。

　静句は見送らずに背を向けると、まっすぐ前を見て歩きだした。




　入り組んだ廊下の先、突き当たりの扉をメイリーナがすり抜ける。光太が手動で扉を開けるとトンネルが現れた。縦横二メートルほどの広さ。手前から奥へ順に電灯が点ついていく。

「地下にこんなものがあるなんてな。昔の避難経路か何かか？」

「もともとは島全体を研究基地化する計画があったみたい。でもバスタードの娯ご楽らく化かに成功してからは金かね儲もうけに走りだして、計画は破は棄きされて、あとは放置みたいな？」

　先に進むと大きな主要トンネルに出た。駅のホームのような造りだ。地下鉄でも走らせるつもりだったのか。さらに進んでいくと、途中いくつもの横トンネルが見受けられた。メイリーナ曰いわく、半分以上は工事途中のままで行き止まりらしい。

　そろそろ住宅街のあたりかと思った頃ころ、「うにょ？」とメイリーナが頭上を仰あおいだ。

「どうした？」

「ビビッときた。静句が何かするみたい。映像出すね。ついでにサイバーダイブっ」

　電波か何かをキャッチしたのだろう。メイリーナはデジタル空間にジャンプ。バイザー隅すみに開いたワイプにその姿が映る。もうひとつ反対側に開いたウインドウには、バスタードチャンネルが映った。戦場からの中継が続いていたが、不意にスタジオに切り替わる。

『放送の途中ですが、ここで生徒会よりお知らせです。番組を一時中断します』

　女子アナが告げた直後、校内放送を告げる鐘かねの音ねが響ひびき、また映像が切り替わった。

　静句が映った。場所は生徒会室か。姿勢よく椅い子すに座り、机の上で両手を重ねている。会長モード全開で、さっきとは別人のようにきりっとしていた。

『突然の中継、失礼いたします。生徒会長の御み凪なぎ静句です』

　丁重に一礼。カメラ越しの眼まな差ざしは涼しくも目め力ぢからがあり、見ているこちらまで身が引き締まる。まさに絶ぜつ対たい零れい度どの女王と呼ぶにふさわしい姿だった。




　御凪静句の姿と声は、あらゆるメディア媒ばい体たいを通じて流され、学園島の人々と海の向こうの視聴者へ届いた。メインストリートの街頭ビジョンにもその姿が映り、バスターたちは戦いながら、あるいは戦闘を中断して、中継を見た。

『事態が急を要するため、対応にあたってこの場をお借りすることをお許しください』

　視聴者に対し、和なごやかに断りを入れた女王は、一転して凜りんと声を張った。

『生徒会より各バスターへ通達。バグ対策レベルをイエローからオレンジへ移行。特別対策法に基づき、スタットコールを発令する。繰り返す。スタットコールを発令。これより生徒会長の私が指揮を執る。全バスターは私の指揮下に入れ』

　宣言と同時にバスターの携帯端末が一様に聞き慣れない警報を発した。誰だれもがテストで一度は耳にしたことのある音だが、実際に聞くときが来るとは思いもしていなかっただろう。

　女王は毅き然ぜんと指示を下す。

『戦線を立て直す。各端末にマップを送った。赤いラインを防衛線とする。一度防衛線まで退ひいたのち、ランキング二百位以上の者は、アーツのタイプに応じて前後衛に分かれ、共同戦線を張れ。バグの兵はマイナを完全に相そう殺さいすれば再生できない。個で対応するのではなく一致協力を厳げんとなせ。二百位以下の者は、負傷者の搬はん送そうと住民の避難誘導。逃げ遅れた者がいないか付近の捜索に当たるように。以降は音声のみで指示を出す』

　諸君の働きに期待する、との声を聞いた現場のバスターたちは、それまでバラバラだったのが嘘うそのように、いっせいに後退しだした。戦闘を避けていた低位ランカーたちも、自分たちにできることをしようと動きだす。

　女王はやわらかな表情と口調に戻り、カメラの向こうに呼びかけた。

『島民のみなさんは、慌あわてず落ち着いて避難してください。みなさんの身の安全は、学園島が誇るバスターたちが保証しますのでご安心を。視聴者のみなさまは、引き続きバスタードをお楽しみください。これより真のバトルレイヴをお見せしましょう。それでは』

　失礼いたします、と優美な微笑を浮かべて一礼すると、中継は終了した。

　女王が最後に見せた笑顔と言葉、そして彼女の存在自体が、島の人々の不安を一掃し、すべての視聴者に期待を抱いだかせた。元王者の影えい響きよう力りよくは絶大だった。

　本当のバスタード・ショーはこれからだ。




　　　　○




　静しず句くの会見から間もなく、地上に出た光こう太たは無事に橋を越えたものの、メインストリートに出られないまま、息を切らして路地裏を走っていた。必死に、全力で、逃げていた。

　相手はバグの兵ではない。防衛線はまだ先。サイファーを狙ねらうのはバスターたちだ。

『正面に三人、右からも来るよ！　後方でプラナ反応、砲撃警戒っ！』

　メイリーナの声を受け、光太は左へ道を折れる。プラナの光弾がマントをかすめる。

　逃げるのに精一杯でメインストリートから遠ざかる一方だった。バイザーに映るマップにはバスターの反応がうじゃうじゃしている。

「なんでこうなるの！　状況がわかってないのかよ、みんな！」

『サイファーが賞金首のままだってこと、すっかり忘れてたなり！』

「先せん輩ぱいの呼びかけも無視かよ！　どいつもこいつもポイントに目が眩くらんじゃって！」

『わちゃーっ、そこらじゅうバスターだらけで抜け道が見当たらないよ！　光こう太た、いったんどこかに身を隠して！　このままだと袋のネズミだ！』

　言われるまでもない。光太は開いている窓を見つけ、頭から中に飛び込んだ。

　そこは商店の事務所か何かのようだった。避難済みで人はいない。窓の外をバスターたちが通りすぎていく。光太は姿勢を低くし、足音が遠ざかるのを待つ。

「……行ったか」壁かべにもたれて座り、大きく息を吐いた。「ルートのほうは？」

『ダメダメだあ。防衛線で逆封鎖状態。静しず句くの指示が裏目っちゃってる』

　バグの兵隊に対応しなくてはならない以上、それはしかたがないところだ。

　こうなったら〝稲妻駆動プラズマドライブ〟で突破するしかないか？　でも、あれは消しよう耗もうが激しい。黒くろ騎き士しとの戦いに備え、体力もプラナもなるべく温存しておきたい。

「メインストリートの様子は？」

『防衛線は維持できてるみたい。静句の指示で少しずつラインを押し上げてる。サイファーのことはもう知れ渡ってるよ。メディアが騒いでるから。ほら』

　ワイプにバスタードチャンネルが映った。メインストリートの交戦を中継する一方、仮面バスターの登場を熱く報じている。定点カメラに映ったサイファーの姿を見せていた。

『先ほど確認されたサイファーですが、バスターに追われ、路地裏に姿を消したきりになっています。生徒会長はバグへの対応優先を呼びかけていますが、現場ではサイファーを捕らえようとする者があとを絶たないようです』

　島中のスピーカーを通して出される静句の指示は、光太の耳にも届いていた。あくまで兵隊への対応に終始しており、仮面バスターには触れずにいる。生徒会長の立場ではサイファーを助けろとも見逃せとも言えない。

『元王者の権けん威いも、ポイントの前には霞かすんじゃうか』メイリーナは皮肉った。『なんだかんだで視聴率は右肩上がりだし、見世物としては大成功だよ、やれやれ』

「まさにバカ騒ぎバスタードか」

　最初からわかっていたことだ。この島では何もかもがショーになる。バグとイリーガルの真実を抜きにしても、それは変わらない。

　学園島は巨大なステージ。バスターは演者。戦いを見せ、魅みせるのがバスタード。目指す舞台はスポットライトの中。

　逃げの一手では辿たどり着けるはずもない、か。

「だったら演じてやるまでだ」仮面バスターを。サイファーという偶像を。

『なになに？　いい案でも閃ひらめいた？』




「ああ、いい案かどうかはわからないけどな。電波ジャックを頼めるか？」

『いいけど、どうするの？』

「オープンチャンネルで協力を呼びかける」

『ええっ!?　まさかの直球勝負？　そんなんでうまくいくかなぁ』

「ダメでもともとさ。どうせこのままじゃアウトなんだ。やるだけやらせろって」

『う、うん、わかった……てか、やっぱキャラ変わるよね』

「ん？　なんのことだ？」

「いやいや、なんでもない。そんじゃま、リクエストにお応こたえして、ここで一曲。お届けするのは《電脳妖精バーチヤリオン》で〝踊る超電波線ハイパーオンライン〟！　電波の力をなめるなよっ、なんちって！」

　ラジオの曲紹介のようなノリで、メイリーナはスペシャルを発動した。ワイプの中で踊りだしたその姿が粒子化して消えると、目に見えない電波線を飛ばして学園島を網もう羅らする。同時にリズミカルな電子音が通信網に響ひびき渡った。それは本当の音楽のように聞こえた。

『接続確認、感度良好。いっせい放送開始、十秒前！』

　光こう太たは目を閉じて深呼吸する。大だい丈じよう夫ぶ、道どう化けを演じるのには慣れている。今ここにいるのは未み空そら光太ではなくサイファー。踊らされるぐらいなら踊ってみせよう。

『五秒前っ……三、二、一、キューッ！』

　バイザーにＬＩＶＥの文字が点灯した。




　バスターチャンネルの映像が乱れ、ブラックアウトした。視聴者の誰だれもが、また生徒会の中継かと思った。しかし、その生徒会は音信不通に陥おちいったことで慌あわてており、メディア委員会もシステムエラーで混乱していた。

　ただ一人、御み凪なぎ静しず句くだけは、すぐに理由を察した。ざわつく生徒会の面々に「静かに」と告げた直後、ブラックアウトした画面の向こうから、その声は届いた。

『番組の拝借、失礼する。こちらはサイファー。仮面バスター、サイファーだ』

　放送は島中に響いた。メインストリートで兵隊と交戦中のバスターたちは、戸惑いながらも戦闘を続ける。生徒会は会長を除いて呆あつ気けに取られ、メディア委員会は録音しようとするが機材が機能せず、頭を抱かかえた。島民と視聴者は静かに耳を澄ませる。

『一方的で申し訳ないが、聞いてほしい。今回の事態を招いた責任は、俺おれにある。イリーガルは仮面バスターの存在を利用しようとし、それが失敗に終わると、黒くろ騎き士しを使ってこのような手に出た。仮面バスターが一連の騒動の要因となったことは、否定できない事実だ』

　その独白は真実と虚きよ偽ぎが交じっていたが、放送を聞いた人々は言葉のとおりに受け止めるであろう。この騒ぎの引き金は、仮面バスターとイリーガルの対立にあるのだと。

『しかし、だからこそ、この事態を収拾するために力を尽くしたい。一バスターとして使命を果たしたい。それを許してほしい。勝手なことを言っているのはわかっている。だが、この島が落ち、バスタードが立ち行かなくなれば、十年前の悲劇が繰り返されかねない。それを防ぐためにも、今は協力を願う。この仮面は偽いつわりでも、バスターとしての信念に嘘うそはない。黒くろ騎き士しを倒し、それを証明してみせる。だから頼む……お願いだ、共に戦わせてくれ』

　島民は黙って聞いていた。生徒会もメディア委員会も静まり返る。海の向こうの視聴者も沈黙していた。テレビやパソコンの前で。あるいは電車やバスの中で端末を手にしたまま。またあるいは道みち端ばたで立ち止まって街頭ビジョンを見上げたまま。そしてバスターたちは、それぞれにサイファーの言葉を受け止めながら、兵隊と戦い続けていた。

　サイファーは最後に告げた。

『これからメインストリートに出る。みんなの協力を切に願う』

　通信は途切れ、電波ジャックが解かれる。

　映像が復旧し、スタジオが映った。女子アナが慌あわてて告げる。

『た、たった今、サイファーと名乗る人物から生の声が届きました！　メインストリートへ行くと予告がありましたが、本当に姿を見せるのでしょうか!?』

　スタジオ裏は大騒ぎだ。メディア委員会がドタバタしている。

『カメラチェック、急げよ！』『手の空あいてるやつ、手伝え！』『数ヶ所でカメラが故障しています！』『現場のやつに行かせろ！　死角を作るな！』『どこから出てきても撮れ！　死んでも撮れ！』そんなやりとりが視聴者にも丸聞こえだ。

　そこへ生徒会から入電。放送チャイムが鳴り、女王の落ち着いた声が伝わった。

『生徒会より各バスターへ。今しがた、サイファーから呼びかけがあった。彼の言葉はすべてのバスターに向けられたものである。よって、どう応じるかの判断は、各おの々おのの心に委ゆだねることとする。各自、バスターとして為なすべきことを為せ。以上』




　光こう太たは路地裏を駆けながら静しず句くの声を聞いた。バスターとして為すべきことを為せ。生徒会長としてできる最大限のフォローなのだろう。

『さーて、面白くなってきやがったっ』メイリーナはリズミカルに体を揺らす。この状況を楽しんでいるようだ。『けど、本当に協力してくれると思う？』

「さあな。でも、ここまできたら信じるしかない」

　いや、信じたいんだ。こんな状況だからこそ、バスターを……バスタードを。

『それでも邪じや魔ましてきたら？』

「そのときはそのときだ」衝しよう突とつもやむをえまい。

　前方に大通りが見えてきた。光太は止まることなく進む。

「いくぞ、メイリーナ」

『おうよ、サイファー』

　薄うす暗ぐらい舞台裏から、表舞台のメインストリートへ。

『マスクド・バスター、ナウ・オン・ステージ！　イッツ、ショータイム！』

　オレンジ色の太陽光がスポットライトのように降り注いだ。




　防衛線の百メートル手前。前方に後衛部隊の背中がずらりと並んでいる。大通りの各所に設けられた街頭ビジョンに仮面バスターの姿が映るのが、光こう太たからも見えた。

『サイファーです！　サイファーが現れました！』

　リポーターの声が戦場に響ひびき渡る。後衛部隊は街頭ビジョンを見上げ、サイファーの位置に気づいていっせいに振り返った。銃器系のアーツをかまえる。

　光太はかまわずに走った。後衛部隊は誰だれも発砲してこない。迷っているのか。動きのないまま距離が縮まっていく。

　残り五十メートルを切ったところで、バイザーの両端に警告ランプが灯ともった。

『左右に反応！　挟はさみ撃ち警戒！』

　横道から複数のバスターが現れた。近接系のアーツがサイファーを狙ねらう。

　光太は急ブレーキ。飛び退のいて避よけた。

　バスターたちが周りを取り囲む。その数、優ゆうに十人以上。

『出たよ出たよ、空気読めない集団！　ランキング二百位以下ばかり。防衛線に参加しなくていいからって何やってんだい！　引っ込みやがれ！　ブーブーッ！』

　メイリーナは怒ってブーイングを飛ばす。

　これが現実か──。光太は残念でならなかった。バスターの総人数は三百弱。その全員が協力してくれるなんて思うほうが甘いのだろう。かつての英雄たちは一致団結してバグに挑んだというのに……。

「道を空あけてくれないか？　今はいち早くバグの脅きよう威いを払ふつ拭しよくするべきだ」

「知ったことかよ」正面に立ちはだかるバスターが毒づいた。「そっちは他ほかの連中がなんとかするだろ。こっちはおまえの首を取ってポイントをいただくまでさ」

「この期ごに及んで、私利私欲に走るか……ならば、押し通るまで！」

　右腕のアーツを召しよう喚かん。青いプラナが渦巻き、マシンパーツが具現化してオービタル・ガントレットを構築した。青いエナジーハンドが雷電を帯びる。

「たった一人で何ができるよ！」バスターは鼻で笑った。「全員かかれぇーッ！」

　いっせいに仕掛けてきた。

　光太はガントレットを振り回し、先陣を切った数人をまとめて薙なぎ払った。すぐに第二波が押し寄せる。メイリーナが『右、左、左右、左！』とコマンド入力のように警告し、光太はそれを頼りに反応。刃やいばを避け、槍やりを弾はじき、ハンマーを防御。そしてエナジーハンドで反撃。

　苦戦はしないが、数が多くてなかなか前に進めない。

「くっ、ここで手間取るわけには……」

　もう体力温存なんて言ってられない。〝稲妻駆動プラズマドライブ〟で振り切るしかないか。

　だが、スキルを発動する暇ひまもなくエナジーカノンが飛んできた。シールドを張ってガードするも衝しよう撃げきでよろめく。その隙すきをついて四方から同時にバスターが襲おそいかかった。

　体勢を崩され、対応しきれない。

　しまった、と思ったそのときだ。

　突然、あたりが赤々と照らされ、剣けん閃せんが弧こを描えがいた。バスターたちが吹き飛ぶ。

　目の前に、小さな背中が仁に王おう立ち。手には真紅の機械刀。

「まったく、だらしないわね。見てらんないわ」

　宮みや古こ朱あか音ねは横髪を揺らして振り返り、周りのバスターを鋭く睨にらんだ。《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》の刀身が毛を逆立てるように焔ほむらを立て、威い嚇かくする。バスターたちがたじろぎ、後ずさる。

　守ってくれた──？　光こう太たはバイザーの下で目を丸くした。「宮古」と素すでつぶやく。慌あわてて「夜や叉しや姫ひめ」と言い直す。

「ぼーっとするな、バカ」宮古は叱しかりつけた。「なに考えてんのよ、あんた。あんな呼びかけしてバカ正直に出てきて、こうなることぐらい予想できたでしょ。ホント、大バカよ」

　いつもより多めのバカに、少し笑ってしまった。

「バカでも何でも信じたかったんだ。バスターという存在を」

「はぁ？　とんだロマンチストね。結局このザマじゃないの」

「でも、きみは助けてくれた。それだけでも十分、嬉うれしいよ」

「か、勘かん違ちがいしないでよっ。別にあんたのために来たわけじゃないからねっ。あたしはバグの討とう伐ばつを優先するべきだと思っただけで、自分の信念に従ったまでなんだからっ」

『おお、ツンデレ！　録音するからもう一回言わせれ！』

　メイリーナが騒ぐ。光太は黙っておれとバイザーを軽く小突いた。

　最さ中なか、バスターたちが動いた。二人の背後から仕掛けてくる。

　光太と宮古は互いを狙ねらう存在に気づき、素早く立ち位置をスイッチした。阿あ吽うんの呼吸。赤と青のプラナが交差。カウンターを放ち、互いを守る。

　残るバスターたちは怖おじ気けづき、戦意喪そう失しつして逃げていった。あとは後衛部隊か。

「突破するわよ！　ついてきなさい！」

　宮古は大おお太た刀ちを薙なぎ、焔を唸うならせ、走りだす。

　完全に主導権を握られてるな──。光太は苦笑してあとを追った。




　バスタードチャンネルは仮面バスターの姿を映し続けていた。メインストリートを走る姿を定点カメラの映像をつないで追い、ポイント狙いのバスターたちが襲いかかった瞬しゆん間かんは、後衛部隊にまぎれていた現場のカメラマンがフレームにおさめた。そして仮面バスターがピンチに陥おちいり、赤色が割り込んだ瞬間、リポーターは叫んだ。

『夜や叉しや姫ひめキタァァァァァァァァァァーッ！』

　見ていた誰だれもが同じように思っただろう。ネット上でもキターが連呼されていた。

　宮みや古こ朱あか音ねはサイファーを助け、協力して邪じや魔まするバスターたちを退けると、共に戦線に向かっていく。実況はさらに熱を帯びた。

『なんとなんとぉ！　紅ぐ蓮れんの夜叉姫、宮古朱音がサイファーを支援しました！　先日このメインストリートで激しい追走劇を見せたばかりの二人が、ここで手を組むとは誰が予想できたでしょう！　まさかまさかのコラボレーションであります！』

　カメラマンが二人の姿を一緒におさめる。夜叉姫は火の粉を飛ばして駆けながら、後衛部隊に剣先を向けた。『どけぇーっ！』と大声が響ひびいた。

　後衛部隊は発砲することなく左右に散る。二人はそのあいだを走り抜ける。

『おっと、バスターたちが道を空あけました！　夜叉姫の貫かん禄ろく勝ちか、それとも彼らもまたサイファーの言葉に心を動かされたのでしょうか！　今、二人は最前線へ！　そのまま戦場を一気に駆け抜けて──あっと、止まった止まった！　止まりました！』

　二人が急停止したため、カメラワークが行き過ぎてフレームアウトした。前線部隊とバグの兵隊の合戦模様が映る。アーツを手にしたバスターたち。無機質にうごめく鎧よろい兵士たち。後衛部隊からは援護射撃が飛ぶ。色とりどりのプラナと漆しつ黒こくのマイナが夕空に舞う。

　激戦地にして劇げき戦せん地ち。その中で二人が立ち止まった理由は、白服だった。

　再びフレームインした仮面バスターと夜叉姫。カメラがズームアウトすると、その行く手に一人の風紀委員の姿があった。苛か烈れつを極める戦場で、ただ一人悠ゆう然ぜんとたたずむ長身の背。おもむろに振り返ると、きらりと光るそのメガネ。

『貴公子です！　白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真まがここにいたーっ！　これまたどうなってしまうのでしょう！　仮面バスターの前にナンバーズの壁かべが立ちはだかるのか、それとも──』

　近くで爆発が起き、通信が乱れた。音声が飛び、三人のやりとりが聞こえない。

　やがて貴公子は二丁拳けん銃じゆうの片方を二人に向けた。銃口に白く輝くプラナが収束する。夜叉姫はアーツをかまえた。サイファーもガントレットをかまえ、青い電流をほとばしらせる。

　誰もが衝しよう突とつを予感した。




　宮古の先導のおかげか、後衛部隊は誰も手を出さずに見逃してくれた。そのまま主戦場を突き進む。しかし、前方に周防晴真の姿を見かけ、止まらざるを得なかった。

『なんちゅーこっちゃっ。ここでナンバーズ・ファイブかよっ』

　メイリーナが誰にともなく突っ込む。さすがの宮古も緊張の面持ち。光こう太たもバイザーの下で痛つう恨こんの表情を浮かべた。よりによって白金の貴公子とは。

　周防の手元では白金の二丁拳銃が輝く。今のところ銃口は下を向いている。

　データ送るよ、とメイリーナが言ってバイザーに周防のステータスが表示された。能力値は以前に確認済みだ。それに、その強さは一視聴者の頃ころから見て知っている。

『アーツ名《正なる審判ジエイ・オン・ワルツ》。別名、ジャスティス・ジャッジメント。エレメントは光。粒子弾のほか、ビームやレーザーも撃てる上、ライトサーベルで接近戦もこなすオールラウンドアーツなり。うちの分析だと、姫っちと二人がかりでもヒッジョーにキビシーっ』

　ここは逃げの一手が得策か。だが、向こうにはロングレンジの狙そ撃げきがある。ブーストスキルを使ったところで逃げ切れるかどうか。宮みや古こを置き去りにするわけにもいかないし。

　動くに動けずにいると、流れ弾が飛んできて双方のあいだに着弾し、爆はぜた。光こう太たと宮古は風圧に顔をしかめるが、周防すおうは涼しい表情のまま口を開く。

「電波ジャックで協力要よう請せいとは、また派手な演出をしてくれたものだな、仮面の」

　淡々とした視線でサイファーを射い貫ぬくと、目線を隣となりに移した。

「きみも懲こりないね、宮古くん。前日に続く命令違反、単独行動。その上、仮にも風紀の一員でありながら、大観衆が見ている中でお尋たずね者と肩を並べるとは」

「今はバグの討とう伐ばつが先決です。そのために何をするべきか考えた上でのことです。こいつはイリーガルとは違う。同じバスターとして協力するに値すると思います」

「あくまでも我を通すその姿勢。どうやらきみは根本的に風紀に向いていないようだ」

「言われたとおりにしか動いちゃダメだって言うなら、風紀なんてやめてやりますよ」

「そうか。では、委員長権限により、今このとき、この場をもって、宮古朱あか音ねを風紀委員会から除名する。腕章を外したまえ」

　周防は左手に持つ銃を二人に向けた。砲口に銀色の粒子光が集まる。プラナの昂たかぶりが波風を呼び、空気がヒリヒリと張りつめた。

「……上等だ。こんなものっ」

　宮古はカッとなって腕章をむしり取り、地面に叩たたきつけた。

　銀光が輝きを増し、赤色と青色を呑のみ込む。

『げげっ』メイリーナの表情が引きつった。『この高プラナ反応、スペシャルが来るよ！　左のジャッジメントってことは……』

「〝断罪の雨オーダーレイン〟か！」

　バスタードのファンであれば誰だれもが知っている貴公子の必殺技。まずい。あれは回避不可能だ。自分はともかく防御スペックを持たない宮古は防ぎようがないだろう。

　周防は待ってくれない。指が引き金を絞り、銀光が爆ぜる。

「来い、夜や叉しや姫ひめ！」

「えっ？」

　戸惑う宮古の腕をつかみ、引き寄せた。左手で頭を抱だき寄せ、右腕はガードのかまえ。エナジーシールドを最大出力で展開する。

　爆光の中から無数のレーザー砲が放射状に拡散し、一いつ瞬しゆんで視界を埋めつくした。逃げ場などない。光こう太たは目を閉じて衝しよう撃げきに備える。《逃げの一手ランアウエイ》なら完全にシャットアウトできるのだが、そこまで防御性能がない以上、ある程度のダメージは覚悟しなくては。

　数多あまたのレーザーがスコールのように降り注ぐ。

　そして、何事もなく過ぎ去った。

　当たらないはずのない攻撃が、かすりさえしなかった。

「……？」

　光太は怪け訝げんに思って目を開ける。

　正面、周防すおうはすでに銃を下ろしていた。あたりを見渡すと、周辺に鎧よろい兵士の残ざん骸がいが散らかっている。周防と話しているあいだに迫っていたのか。水たまりのように残留する銀のプラナが黒のマイナを相そう殺さいし、残骸を消していく。

「ちょ、ちょっと」胸元で宮みや古こが呻うめいた。

「ああ、すまない」光太は慌あわてて離れる。

「これで、二回目」宮古は恥じらいを見せてうつむいた。「気安く女子を抱だくなっての。強引なんだから、もう」

「いや、今のは、とっさに守ろうとしてだな」

「わ、わかってるわよ、それぐらいっ。なに言い訳しちゃってんの、バカっ」

　宮古は真まっ赤かになって怒鳴った。バイザー越しに目が合うと、視線を感じたのか、ぷいっとそっぽを向く。大きく息をして自分を落ち着かせ、周防を見た。

　周防は相変わらず悠ゆう然ぜんと立っている。そして相変わらずの無表情で言った。

「我々風紀委員会が守るべきは、学園島の規律と島民の安全だ。現状においてはバグの討とう伐ばつが最優先事項となる。仮面バスターにかまってなどいられない。よって風紀はサイファーの言動に関与せず、一いつ介かいのバスターがサイファーを支援しようとしまいと関知しない」

　光太と宮古はその言葉以上のものを理解し、呆あつ気けに取られた。

　メイリーナがヒューと口笛を吹く。

『言ってくれるじゃないの、白しろ金がねの貴公子。かーっくいいーっ！』

　周防は先ほどとは逆、右手に持つ銃をメインストリートの先へ向けた。戦場の奥にはまだまだバグの兵隊が群れている。その数に限りは見えない。

「我々は生徒会長の指示に従い、防衛線を守りつつ戦線の押し上げを図る。それがバスターとして、風紀として、今我々が為なすべきことだ」

　銃口に銀のプラナが収束した。輝きが増していく。射線軸にいた風紀委員の面々が委員長の動きに気づき、周りのバスターに退避を促うながした。

『おおっ、右のジャッジメントってことは……〝粛清の光ピースメイカー〟！」

　引き金が引かれ、ビーム砲が発射された。銃口から放たれた瞬しゆん間かんに拡大し、直径十メートルを優ゆうに超える巨大粒子砲と化す。まばゆい光の柱がメインストリートを翔かけ、兵隊を一気に呑のみ込んでいった。

〝粛清の光ピースメイカー〟の白い輝きが鎮しずまると、その通り道には何も残らず。鎧よろい兵士の群れには大きな穴が空あいて道が開かれた。向こう側の景色が見える。

「無む駄だ撃ちをしてしまったな」周防すおうは手中で銃を回した。「牙が城じようを崩したところで、やつらはすぐに増ぞう殖しよくする。かと言って、戦力を一点に集中すれば他ほかが手て薄うすとなり、防衛線を崩されかねない。やはり戦線を維持するのが賢明だろう。遊撃隊を回す余裕はないからな」

　大きな独り言だった。意図を察した宮みや古こは「行くわよ」とダークマントを引っ張る。周防に一礼し、走りだした。光こう太たも一言礼を述べる。

「感謝する、白しろ金がねの」

　周防は無視。サイファーには見向きもせず、鎧兵士に向けて銃を放つ。

　言葉なき回答を受け取り、仮面バスターは開かれた道へと駆けだした。




　白金の貴公子が左のスペシャルを放った瞬しゆん間かん、バスタードチャンネルの画面は真っ白な光に染まった。サイファーを狙ねらったのだと思った。しかし、光が失うせたあともサイファーは健在だった。その代わり、あたりにはびこっていた兵隊が一掃されていた。

　誰だれもが驚おどろいた。視聴者も。生徒会もメディア委員会も。現場でその様子を目まの当たりにしたバスターたちは、一瞬戦いの手を止めたほどだ。

『は、外れた……いや、外した。わざとサイファーを外しました！』

　音声が回復し、リポーターの実況が響ひびく。

　最さ中なか、貴公子は続いて反対側へ右の銃をかまえた。そして第二のスペシャル〝粛清の光ピースメイカー〟を発射。再び画面が真っ白に染まる。

　大通りを上から捉とらえた定点カメラの映像に切り替わると、巨大粒子砲がメインストリートを突き抜け、バグの兵隊が蒸じよう発はつするように消えていくのが見えた。まるで巨大戦せん艦かんの砲撃だ。一人の人間が放ったものとは思えない凄すさまじい一撃である。

　数秒後、現場の映像に戻ると、仮面バスターと夜や叉しや姫ひめが走りだしていた。貴公子は見て見ぬふりだ。

『ス、スルーです！　風紀委員長である周防晴はる真まが、サイファーを行かせました！』

　二人が向かう先では、再生増殖する鎧兵士が隊列を修正しにかかり、どんどん道が狭せばまっていく。突破は間に合いそうもなかった。が、他のバスターたちが攻撃を仕掛け、通路を確保した。後衛部隊から援護射撃が飛び、敵の増殖を食い止める。

『こ、これは……バスターたちが、一丸となってサイファーを支援しています！』

　白金の貴公子がそうさせたのは明らかだった。ナンバーズにして風紀委員長である彼の存在は、現場において生徒会長よりも大きな影えい響きよう力りよくを持つ。バスターたちは免罪符を得たように仮面バスターをサポートしだした。

『こちらはスタジオです』ワイプが開き、女子アナが映る。『放送を見ている視聴者から続々と応援メッセージが寄せられています』

　書き込みが紹介されていく。励はげましの言葉で画面があふれた。それは街頭ビジョンを通じて現場にも届き、バスターたちを奮起させる。

　これ以上ない追い風が、サイファーを含めたすべてのバスターを後押ししていた。




　胸が震ふるえる光景だった。バスターたちがバグの兵隊を退け、サイファーの突破を助けてくれている。おかげで光こう太たは労することなく進むことができた。

『激熱モード来たーっ！　これで燃えなきゃバスターじゃないぜっ！　確かく変へん突入っ、かますぞフィーバーっ、ドル箱持ってこーいっ！』

　メイリーナはテンションが上がりすぎて何を言っているのかさっぱりだ。じっとしていられずに小さな妖よう精せい姿でバイザー内を飛び回る。気持ちはわからなくもないが、こうやかましくて視界の邪じや魔まだと、かえってこっちは冷めるというもの。

「ウロチョロするな、メイリーナ。ワイプに戻れ」

『いぇーいっ、マスクド・バスターのお通りだーっ！』

　聞いちゃいねえ。光太は嘆たん息そく。でも口元には笑みがこぼれる。

　兵隊の最後尾が見えてきた。もうすぐ突破できる。

　しかし、一足早く鎧よろい兵士が整列し、道はふさがれてしまった。

「ここまで来ればこっちのもんよ！」

　宮みや古こが一振りで薙なぎ払う。プラナの焔ほむらが躍り、敵を丸ごと焼き消した。すぐさま左右から他ほかの鎧兵士が押し寄せるが、その場に踏みとどまって応戦し、道を確保する。

「行け！」と声が飛ぶ。光太は「おう！」と応こたえ、ついに鎧兵士の群れを突破した。前方には無人の街並みが広がり、その先に第六コロシアムが見える。

　光太は宮古がついてきていないことに気づき、振り返った。小さな背中が徐々に兵隊に囲まれていく。「夜や叉しや姫ひめ！」と戻りかけたが、「止まるな！」と制された。

「止まるな、進め！」宮古は紅ぐ蓮れんの大おお太た刀ちを振り回す。

「しかし」

「あんたが為なすべきことは、その先にあるんでしょ！」

　光太は戻りかけていた足を戻した。そうだ、引き返すわけにはいかない。みんなのおかげでここまで来られたのだ。その想おもいに応える方法は、ただひとつ。

「……わかった。ありがとう」

「負けたら許さないからね、サイファー！　あんたを倒してその仮面を剥はぐのは、このあたしなんだから！」

　宮古は笑った。その笑顔はすぐに敵に呑のまれ、見えなくなった。

　光こう太たは奥歯を食いしばり、第六コロシアムを目指した。




　遠ざかるサイファーの背中を、宮みや古こは鎧よろい兵士の群れの隙すき間まから目にした。ここまで敵陣深く切り込んだのは自分だけらしく、周りに他ほかのバスターはいない。後衛部隊の援護も届かず、完全に孤立していた。

「ふん、あたしが引き立て役なんてね……まあでも、これで借りは返したわ」

　三百六十度、鎧兵士が取り囲む。斬きっても斬ってもきりがなく、徐々に包囲網が狭せばまっていく。その距離、五メートル。四、三、二、一……。

　零ゼロの瞬しゆん間かん、赤い剣けん閃せんが円を描えがいた。巨大な火柱が昇って敵を呑のみ込む。鎧兵士は蒸じよう発はつして消え去った。

「けど、まだ昨日の分が残ってるんだから。あとさっきの分も！」

　宮古は火柱の中心で気合十分に《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》をかまえる。

　ここにきてポテンシャルを発揮。紅くれないの刀身が炎そのものとなり、身の丈たけの倍以上に巨大化していた。プラナの昂たかぶりが大おお太た刀ちの形状にとどまりきらず、エレメントが暴れている。宮古の才能にアーツの性能が追いついていないのだ。

　炎えん刃じんを軽く振るう。ただの斬ざん撃げきで爆炎が起き、兵隊の一角をかき消した。圧倒的だ。十が押し寄せても一振りで二十三十を消し飛ばす。

　あまりにも手て応ごたえがなさすぎて宮古は不機嫌になっていた。

「所しよ詮せんは形だけの人形。犬バグのほうがよっぽど手て強ごわかったわね。何十何百いるんだか知らないけど、あたしの相手を務めるには一ひと桁けたも二桁も足りないのよッ！」

　強気な発言は虚勢に非あらず。夜や叉しや姫ひめの炎舞は夕焼けよりも赤く大地を染め上げた。




　メインストリートを抜け、人っ子一人いない道を通り、第六コロシアムに辿たどり着いた。周辺には兵隊が集つどっている。

　ここまで来たら、あとは力ずくで突破するのみ。光太はアーツをかまえた。

　そのときだ。ビリッと電気が走るように妙な感覚が体を巡った。不快なマイナの気配と共に黒くろ騎き士しの存在を感じ取る。

「……お望み通り来てやったぞ」

　アーツの共鳴とメイリーナは言ったが、光太には互いに反発しているように感じられた。それでいて引き寄せ合っている。エクストラだからそう感じるのか。それともプラナとマイナの性質にすぎないのか。

　不意に兵隊が動きだした。乱れのない集団行動で隊列が横にずれ、コロシアムの正面入り口まで道が開ける。

『あやしぃー。罠わなじゃない？』メイリーナはワイプから疑惑の目つき。『どーもーって通ろうとしたところをいっせいにワーッ、みたいな？』

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。やつはこっちに気づいた。道を空あけさせたんだ」

　光こう太たは確信を持って進んだ。兵隊に挟はさまれた道を歩いて抜ける。

　何事もなく入り口に到達すると、鎧よろい兵士たちは隊列を元に戻し、道をふさいだ。邪じや魔ま者ものは通さないとでもいうように。

　コロシアム内部に入る。メイリーナがさっそくシステムを探った。

『スタンドのオーロラビジョンとガードシステム以外は問題なし。カメラも新しいのを設置済みで、全部正常に作動中。これなら放送もバッチリなり』

　関係者用通路を通り、バトルフィールドに入場する。以前は森林ステージだったフィールドは更さら地ちになっていた。広場中央に黒くろ騎き士しの姿がある。光太は進み出て対たい峙じした。

[image: ]

「待たせたな」

　仮面バスターと鉄仮面が向き合う。スタンドのオーロラビジョンには例の対戦表示。

【　ＶＳ　ＣＩＰＨＥＲ　】

　黒騎士が無言のまま突き立ててあった大剣を握り締めると、オーロラビジョンは公式試合同様にバトル開始前の派手な映像演出を見せた。ＲＥＡＤＹの文字が点灯する。

「ああ、受けて立つ」光太は声に出して応じた。




　定点カメラがフィールドに現れた仮面バスターを捉とらえた。メインストリートの攻防そっちのけにバスタードチャンネルはそちらをオンエア。実況担当が様子を伝える。

『サイファーです！　サイファーが出てきました！　一歩一歩ゆっくりと近づき、黒くろ騎き士しと相対します。あっと、オーロラビジョンに動きが……これは、バスタードの試合？　敵も真剣勝負のつもりなのでしょうか。ならば、わたくしも実況アナウンサーのはしくれ、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってお伝えしましょう！　バトルレイヴ・バスタード、本日のメインカードは、【　謎なぞの仮面バスター・サイファー　ＶＳ　イリーガルの刺し客かく・黒騎士　】！　学園島の人々に、そして世界中のバスタード・ファンに、勝利と平和を届けてくれ、仮面バスター！』

　電光掲示板にＲＥＡＤＹの文字が表示された。

『バトル・セット！　レディー……』

　ＦＩＧＨＴの文字が点灯し、コロシアムに開始ブザーが響ひびく。実況が雄お叫たけびのように号令を飛ばし、最終ステージが幕を開けた。




　　　　○




　黒騎士が大剣を振り下ろした。刀身が伸びながら迫る。

　光こう太たはエナジーハンドで殴なぐって受け止めた。拳こぶしと剣が弾はじき合う。互いに大きく飛び退のいて距離を取ると、双方とも相手の出方をうかがいながら反時計回りにゆっくり動いた。

『光太、分析データを送るよ。情報が少ないから決定版じゃないけど』

　バイザーに黒騎士の簡易ステータスが表示される。

【　アタックＢ　ガードＢ　スピードＤ　スタミナ∞　スペック？　】

『マイナのエナジーは無限だから長期戦は不利だよ。あと、やつの鎧よろいはライフガードみたいにマイナでコーティングされてる。エレメントはプラナレベルで相そう殺さいされるから、あまり効果は期待できないかな。今のところわかるのはそれぐらい。あとは随ずい時じ更新するなり』

「わかった、そっちは任せる」

『んで、どうする？　まずは適当に仕掛けて、データ取り？』

「いや、一気にいくぞ。出し惜しみはしない！」

　光太は右の拳を握り締めた。アーツが呼応してプラナが昂たかぶる。装甲に稲光が走り、必殺モードへトランスフォーム。キィーンと高音が唸うなり、青い粒子光が螺ら旋せんを描えがいてガントレットを伝った。エナジーハンドが雷電を帯びて回転しだす。

　対する黒騎士は大剣を槍やりへと変えた。さらに自身の腰から下を馬の形へ変形させる。ケンタウルスのような半人半馬の姿になり、槍をかまえて突進してくる。

　光太は逃げずにオービタル・ガントレットをかまえた。狙ねらいを定める。

「この仮面が招いたバグ。ここで落とし前をつける！」

『よーし、いきなりフィニッシュだ！　いっけぇーっ、必殺〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟！』

　スペシャル発動。エナジーハンドが青い弾丸となって空を駆る。発射の一いつ瞬しゆん後には黒くろ騎き士しがかまえる槍やりの先端に衝しよう突とつし、高速回転で削けずりながら突き進んだ。

　槍を破壊された黒騎士は胸の前で両腕をクロスし、防御の姿勢。そこに青い拳こぶしが激突。四つ足で踏ん張るも、勢いに押され、半人半馬の巨体は地面を滑すべる。青い拳は腕二本を粉砕し、甲かつ冑ちゆうにめり込んでいく。黒騎士の体に亀き裂れつが走っていく。

　だが、砕くには至らず。黒騎士は壁かべの手前で踏み堪こらえた。青い弾丸は回転力を失い、爆はぜて消える。黒騎士の甲冑は胸元の装甲が欠け、穴が開いたが、貫かん通つうはしていなかった。

「……耐えた？」

『……マジで？』

　黒騎士の全身がマイナの暗い光に包まれた。亀裂がふさがっていく。鎧よろいが破損した胸元にはがらんどうの中にどす黒い球体が覗のぞいていたが、それもすぐに覆おおい隠された。失った両腕もすぐに生え揃そろい、下半身は馬の形から再び人型へ戻る。

　完全に元通りになると、黒騎士はゆっくりと前進しだした。両手にマイナが集つどい、左手には大おお盾たてが具現化。右手は手首から先がどろりと融ゆう解かいし、ブレード状に変化する。

『……ダメだ、コアを破壊しないとノーダメージも一緒だよ。もうちょいだったのに、あいつ予想以上に硬いでやんの』

「コア？　さっき見えた球体か」

『そう、マイナに毒されたアーツの原石。あれを砕けば一発なんだけど、あの耐久力、一撃で決めるのは無理っぽいよ。あの盾もスペシャル対策だろうし』

「だったら、スピードと手数で勝負だ」

　アーツのトランスフォームを解き、通常モードへ。プラナが結集して新しくエナジーハンドが形成されると、光こう太たは腰を落として低くかまえた。アーツの呼応と共に自身のプラナが昂たかぶっていく。ライフガードが青々と可視化する。

　最さ中なか、全身の細胞が悲鳴を上げた。思わず苦く悶もんの表情を浮かべる。

「ちっ、ここにきて筋肉痛が堪こたえるな」うまくプラナが練れない。「メイリーナ、チャージに専念するから合図を頼む。ギリギリまで引きつけてくれ」

『了解、　〝稲妻駆動プラズマドライブ〟充電開始！　目標、一定速度で接近中。接触まで約十五秒』

　タイミングを任せ、光太は目を閉じ、集中した。黒騎士の足音が近づいてくる。

『距離、十メートル……五メートル……四、三、二、一、今だっ、ブーストッ！』

　カッと目を見開き、内なるプラナを開放した。視界が青に染まる。

　黒騎士がブレードを振り下ろしていた。闇やみ色いろのマイナを帯びた刃やいばがスロウモーションで近づいてくる。回避するまでもなく光太はカウンター。黒騎士は盾をかまえる間もない。エナジーナックルが胸にクリーンヒット。全力で振り抜く。

　黒くろ騎き士しは軽々と吹き飛んだ。光こう太たは地を蹴けり、一いつ瞬しゆんで間合いを詰め、宙にいる黒騎士に追い打ちをかける。同じ個か所しよを狙ねらってパンチ。そしてまた追い打ち。青い稲妻と化し、ジグザグに連撃を重ねた。黒騎士の装甲が徐々に砕けていく。

　三秒足らずで壁かべ際ぎわに追いつめた。放ったパンチは三十発以上。黒騎士は背中から壁に激突してめり込み、ついに甲かつ冑ちゆうに穴が開く。中のコアが露ろ出しゆつした。

「これでトドメ！」光太は正せい拳けん突つき。

　だが、命中寸前、黒騎士の全身から無数のトゲが伸びた。

「なに!?」拳こぶしが弾はじかれる。トゲが視界を埋めつくす。見切ることはできても突破できる数ではなかった。後退せざるを得ない。

　トゲは枝分かれして鼠ねずみ算ざん式しきに数を増やしながら迫りくる。光太は超反応と超運動で回避し続けるが、フィールド中央まで退かされたところで、唐とう突とつに青の世界が終わりを告げた。

　ずっしりと体が重くなり、疲労の塊かたまりが圧のし掛かる。

　時間切れ？　そんな、速すぎる。

『ガードぉ！』

　メイリーナが叫んだ。光太は反射的にエナジーシールドを展開。黒騎士のトゲが集中豪ごう雨うのごとく襲おそってきた。踏ん張りきれずに足が浮き、体ごと持っていかれる。今度はこちらが背中から壁に激突。さらに追い打ちが降り注ぎ、壁が崩壊して土煙が舞った。




　バスタードチャンネルでは一騎打ちを集中放送していた。サイファーが青い稲妻となって黒騎士を攻め立てたときは大いに盛り上がったが、黒騎士が反撃に出て、サイファーが反対の壁に激突すると、実況も一瞬言葉を失った。

『く、黒騎士のカウンターが決まってしまったーっ！　土煙で何も見えません！　サイファーは無事なのでしょうか！』

　画面は二分割になって両者を映す。画面左に映る黒騎士はのっそりと起き上がると、またもや自己修復した。全身から伸びた無数のトゲが縮んで戻る。

　一方、画面右は土煙が引き、サイファーの姿が明らかになった。シールドで直撃こそ免まぬかれていたが、手足に傷を負い、スーツに血が滲にじんでいる。さほど重傷ではなさそうだが、怪け我がよりも疲労が心配された。立ち上がってすぐにふらつき、肩で息をしている。

『無事でした！　サイファー健在です！　しかし苦しそうだ！　かなりスタミナを消しよう耗もうしている様子！　対する黒騎士は再生して無傷！　バグのスタミナは無む尽じん蔵ぞう！　戦いが長引けば長引くほど不利になってしまう！　サイファーに打つ手はあるのかーっ!?』

　形勢が悪いのは誰だれの目にも明らかだった。学園に避難した島民たちは固唾かたずを呑のんで見守っている。海の向こうのバスタード・ファンからは応援メッセージが届き、ネットの中継動画には弾幕のように言葉が乱れ飛んだ。そしてメインストリートで防衛線を張るバスターたちは戦いながら街頭ビジョンを見上げ、勝負の行方ゆくえを気にしていた。

　白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真まも、銃を撃ちながら流し見る。

「なってないな、仮面の。青いのはプラナだけじゃなく戦い方もか。その程度のバグも倒せないようなら、風紀が追うまでもない。それとも、ピンチも演出のうちか？」

　紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ、宮みや古こ朱あか音ねも、炎の太た刀ちを振り回しながらイライラと睨にらむ。

「何やってんのよ、あのバカ。ここまでお膳ぜん立だてさせておいて、無様な姿さらしてんじゃないわよ。オイシイところ譲ゆずってやったんだから、さっさとかたづけろっての」

　生徒会室では御み凪なぎ静しず句くが、防衛線の指揮を執りつつ決闘を見守っていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、光こう太たくん。エクストラが与えられたものにすぎなくても、スペックを引き出せるかどうかは使い手次第。サイファーはもうきみの可能性なの。自分とアーツを信じて」

　そして病院の一室では、発症者の相あい川かわ公こう平へいが無言でテレビ画面に視線を注いでいた。ひとりのバスタード・ファンとして。




　土煙が引いていく中、光太はバイザーの下で苦痛に顔を歪ゆがめた。シールドでカバーしきれなかった手足を刺されたが、傷は浅い。それよりも〝稲妻駆動プラズマドライブ〟の反動のほうが堪こたえた。全身が悲鳴を上げ、関節が錆さびたように軋きしむ。呼吸も急激に乱れて息苦しい。

　立ち上がると眩暈めまいに襲おそわれた。不覚を取った自分に思わず笑ってしまう。

「……そうだった。ニードルカウンター、あいつの十お八は番こだったな」

　黒くろ騎き士しは《可変の鉄則アイアンクラツド》がバグ化したもの。今の反撃技は予想できたはずだった。勝負を焦あせりすぎたか。

　フィールドの反対端から黒騎士が歩いてくる。距離は十分。考える余裕はあるが、手持ちのカードを切りつくした以上、追いつめられたも同然だ。

『どうしちゃったのさ、光太。この前の半分も持たないなんて』

「ああ、どうも昨日のツケがたまってるらしい。感じとしちゃ、あと一回、十秒ぐらいが限度だろうな。スペシャルも撃てて一発ってところか」

『そんな、まずいじゃないのさっ。どうするのどうするのどうするのっ？』

「さてね」光太は空笑いで返す。「逆に聞こう。どうすりゃいいと思う？」

『えと、えと……ここで一発逆転の新スペシャル発動っ！』

「いいな、それ。即採用、といきたいところだけど、そんな余裕ないって」

『だよね……そもそも《武タケ御雷馳ミカヅチ》のスペック的に〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟以上の攻撃力を求めるのは難しいし、〝稲妻駆動プラズマドライブ〟以上のスピードなんて体がついてこないでしょ。どっちも通じなかった時点で新技も何もないよ。もうマジでヤバいってばっ』

　黒騎士はフィールド中央で足を止めた。右手を広げてかざす。手のひらが暗く輝き、シャボン玉のようにマイナの球体がぷくぷくと放たれた。サッカーボール大にまで膨ふくらむと、ぐんっと加速して飛んでくる。エナジー弾か。

　光こう太たはガードのかまえ。しかし光弾が途中で実体を帯び、鉄球と化したのを見て、慌あわてて防御から回避に移った。横っ跳とびで逃げたあとに砲丸の雨が降り、地じ響ひびきを立てる。コロシアムが揺れた。あたりは蜂はちの巣、穴だらけ。

『トゲトゲの次はキャノンボール!?』

　黒くろ騎き士しは続々と泡を放っては鉄球に変えて飛ばす。マイナの力と質量が相まって威い力りよくは相当なもの。まともに食らえば骨どころか内臓まで潰つぶされかねない。

　光太は壁かべに沿って走った。

「ここにきて逃げの一手とはな」

『うまいこと言ってる場合じゃないでしょっ。何か対策練らないとっ』

「なんだよ、メインストリートじゃハイに飛ばしてたくせに。急に真ま面じ目めちゃんか？」

『この状況で皮肉ってる光太のほうがおかしいんだってっ。なんかまたテンション妙なことになってないっ？　ちゃんと脳みそに酸素いってるっ？』

「どうかな。つーか……はぁ、はぁ、はぁ……あんましゃべらせるなって」

『無理してしゃべらんでいい！　とにかく逃げれっ、ランアウェーイッ！』

　オーロラビジョンに自分の姿が映って見えた。ほんの四、五メートル後ろで壁が粉々に粉砕されていき、コロシアムが無残な姿に変わっていく。

　不思議なことに、肉体の痛みはさほど感じなかった。メイリーナの言うとおり脳みそに酸素がいってなくて、感覚麻ま痺ひを起こしているのかもしれない。

　どのみちジリ貧だ。体力もプラナも長くは持たない。早めに手を打たないと。

　でも、どうしたらいい？　こっちに残されたカードは、スペシャル一発とブーストスキルが一回。しかし〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟も〝稲妻駆動プラズマドライブ〟も失敗に終わっている。《武タケ御雷馳ミカヅチ》にそれ以上のハイスペックを望むにしても、イメージもアイデアもなしには応こたえてくれまい。

「……ダメだ、頭が回らん」

　中央に陣取る黒騎士は左手も使いだした。放たれるキャノンボールが倍になる。背後の破壊音が激しさを増し、雪崩なだれが迫りくるような圧力を背に感じた。

『うにゃーっ、ダブルで来たーっ！』メイリーナが頭を抱かかえる。『片手だけでも大ピンチだってのに、両手なんて反則だよ！』

「ダブル」その言葉にピンときた。「ああ、その手があったか」

『なになに、どの手？　どこの手？　猫の手とかなしだからねっ』

「ダブルだよ。一枚でダメなら、二枚同時に切るしかない」

『まさか……《逃げの一手ランアウエイ》を出す気？』

「違うって」それも一いつ瞬しゆん、頭をよぎったが。「スキルの話だ。ブーストしながらスペシャルを直じかに叩たたき込む」

『え、待って、ちょっと計算するなり』メイリーナは瞳ひとみをチカチカさせてつぶやく。『えっとえっと、〝稲妻駆動プラズマドライブ〟で砲撃を突破して、〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟を零ゼロ距離で……いけるかも。ブーストの加速をうまく攻撃に乗せれば……けど、それでも五ご分ぶ五分だよ』

「そりゃいい」光こう太たは息を切らしながら笑った。「今まで最下位の男ボトムナンバーが、どんだけ不利な戦いを強しいられてきたと思っている。五分五分なんてありがたくて涙が出るって。一か八かの一発勝負……燃えるじゃないか」

『は、ははは。出たよ、バスターズ・ハイ。もはや別キャラなりね』

　メイリーナは苦笑い。気持ちを切り替え、意気揚よう々ようとターンする。

『よっしゃあっ、その手に乗ってやろうじゃないの！　オペナビは任せとけ！　砲丸の軌道を算出して黒くろ騎き士しまでの最短ルートを出してやるぜ！』

「オーケー」プランは立った。実行あるのみ。「気張れよ、《武タケ御雷馳ミカヅチ》！」

　アーツを必殺モードへ。青い拳こぶしが回転しだす。そしてプラナを充電開始チヤージング。二重の負担で体がピキピキと妙な音を立てて痛み、光太は歯を食いしばった。我慢しろ、耐えられるさ、これぐらい。最下位の男ボトムナンバーの現実に比べれば、体の痛みなんてたいしたことない。

　あとは心を強く持つだけだ。根性論なんてもの、才能と性能の前には役に立たないとバカにしてあきらめていたけれど、仮面バスターをやってわかったことがある。あきらめたら成功はない。勝負に出なければ勝利はない。挑戦なくして可能性は開けない。

　自分とアーツを信じろと静しず句くは言った。信じてるよと言って送り出してくれた。今もきっと見てくれている。先せん輩ぱいだけじゃない。この舞台に立たせてくれたバスターたちが。バスタードのファンたちが。そしていちばんの友人が。

「……応こたえてみせろよ、サイファーッ！」

　苦痛を振り切って走る。前方に崩れた壁かべの跡が見えてきた。一周してきたのだ。二周目は足場が悪くて走れたものじゃない。もう体力も限界だ。仕掛けるなら、その直前。

「メイリーナ、タイミング合わせるぞ。カウント五秒前」

『了解！　五……四……三……二……一、ブーストッ！』

　急停止。スキル発動。

　世界が青に染まった。




　何百という砲丸の雨がスロウモーションになった。メイリーナが最短ルートを算出し、バイザーに矢印が出る。複雑に折れ曲がりながら黒騎士へ伸びていく。

　最さ中なか、アーツが共鳴を呼んだ。黒騎士から伝わってくる声にならない言葉。言葉にならない思念。不快な感覚の中にも、光太の心には共感が響ひびいた。

「おまえの根源はわかっている……わかるんだ、底辺を這はいつくばる者同士。苦しくて、悔くやしくて、妬ねたましくて、恨うらめしくて……そんな自分が情けなくて、許せなくて……おまえは、俺おれが生んでいたかもしれないものだ。だから……」

　ルートが完成した。メイリーナからゴーサイン。

　もう言葉はいらない。あとは拳こぶしで語るのみ。

　光こう太たは地を蹴けった。周りは見ない。矢印を信じ、青い残像を引いてジグザグに砲丸の嵐あらしを走り抜ける。暗雲の中を翔かける稲光のように。

　三秒で射程圏に達した。カウンターを放つ暇ひまは与えない。

『ぶちかませっ、超必殺〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン・零ゼロ式しきインパクト〟！』

　メイリーナが勝手な技名を叫ぶ。光太はかまわず右の拳を振るう。

　しかし、零距離を目前にして超感覚が覚めた。〝稲妻駆動プラズマドライブ〟が早くも途絶。黒くろ騎き士しに一手打つ時間的余裕が生まれる。

　黒騎士の選せん択たくは防御。胸の前で両腕をクロスし、二重盾たてに変化させた。さらに甲かつ冑ちゆうから複数の錨いかりを生成して地中に下ろし、自らをその場に固定。青い拳を受け、わずかに押されて地を滑すべるが、錨が突っ張り、それ以上は微動だにしない。

『ダメだっ、ブーストが切れた分、威い力りよくが足りない！　これじゃあさっきの二の舞だよ！』

　だからって今さら仕切り直せやしない。黒騎士にしたって余裕はないはずだ。カウンターを仕掛けてこないのは、ガードで精一杯だからだろう。

「このままぶち抜く。足りないなら、足すまでだ！」

『足すっていったいどうやって!?』

「この技は電レ磁ー加ル速ガ砲ンだとおまえは言ったが、もともとは何をやろうとしたものだ？」

『……まさか、丸ごと飛ばす気？』

　オービタル・ガントレットが青々と輝きだした。装甲に稲光が駆け、必殺モードからさらにトランスフォーム。ウイングと噴射口が形成される。

「そうだ、今度こそ見せてやれ、《武タケ御雷馳ミカヅチ》！　俺おれとおまえが最初に導いた可能性……これが正しよう真しん正しよう銘めいの、ロケットパンチだぁぁぁーッ！」

　光太の雄お叫たけびに呼応し、アーツが雷鳴のような咆ほう哮こうを上げた。出力全開。青い粒子光が爆発的に噴射され、反作用で推進力をもたらす。

　黒騎士が押されだした。錨の鎖が次々に千切れ、堪こらえきれずに足が浮く。

　確かな感触が光太の右拳に伝った。ここが勝負どころ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて右腕を振り抜く。同時に《武タケ御雷馳ミカヅチ》がリフトオフ。ジェットエンジンのようにプラナを噴き、黒騎士もろとも空を駆った。青い飛跡は電光のごとく。一いつ瞬しゆんにして黒騎士を壁かべ際ぎわに追いつめ、瓦が礫れきの山に押し潰つぶす。

　両腕の盾を破壊したところで、ガントレットが爆はぜた。膨ぼう大だいなエナジーに装甲が耐えられなかったのだ。だが、爆発は青い弾丸にさらなる推進力を与えた。

　黒くろ騎き士しの装甲が削けずれ、亀き裂れつが走っていく。激しい摩ま擦さつで火花が散り、耳みみ障ざわりな不協和音が鳴り響ひびいた。まるで断だん末まつ魔まの叫びのように。

　そして二度目の爆発。弾丸が破裂した。プラナが散り、霧きりのように蔓まん延えんする。

　光こう太たは息を切らして膝ひざをついた。もうアーツを再さい召しよう喚かんする力は残っていない。

　静寂の中、青い霧が晴れていく。人型のシルエットが浮かぶ。

『そんな……まだ？』

　黒騎士は動いている。全身がひび割れ、胸元には大きな穴が開き、闇やみ色いろの原石が露ろ出しゆつしていたが、姿形は保っていた。錆さびついたロボットのように起き上がる。

「手て応ごたえはあった」光太は右手を握った。

　ピシッ、と黒騎士の原石に亀裂が走る。すると甲かつ冑ちゆうが土くれのように崩れだした。右足が膝から砕け、続いて左もボロボロと崩壊し、転倒する。それでも執念からか、サイファーに向けて手を伸ばすが、その手も指先から砂のように崩れていく。修復する力はもうない。

　そして原石が音もなく砕け散った。途と端たん、崩壊が加速。一気に崩れていく。

　その最さ中なか、派手な破裂音が鳴り響いた。スタンドのオーロラビジョンに、色鮮やかな花火の映像と共に【　ＹＯＵ　ＷＩＮ　ＣＩＰＨＥＲ　】と文字が表示される。

「メイリーナ、おまえか？」

『ううん、うちは何もしてないよ』

「じゃあ、あれは……」

　ハッと黒騎士に視線を戻す。しかし、その姿はもうなかった。鉄仮面が落ちていたが、それもマイナの粒を散らし、土煙と一緒に風に流された。




　　　　○




　黒騎士が散った瞬しゆん間かん、実況は声高に勝利を叫んだ。メインストリートから兵隊がいっせいに消え失うせ、バグの脅きよう威いが去り、バスターたちが勝かち鬨どきを上げる。学園島のみならず世界中の視聴者が歓喜に沸わく。

　最中、キィーンとハウリングが響いた。中継を通じて疲れた息づかいが届く。誰だれもが電波ジャックだと気づき、耳を澄ませた。




　光太は勝利に浸ひたるでもなく、バグが消えたあとを黙って見つめていた。

　黒騎士は最後までバスタードにこだわった。相あい川かわの残留思念がそうさせたのだろう。誰もバスタードを嫌ってなどいない。仮面バスターを思いついた静しず句くも、それを演じた自分も、模も倣ほうした相川だって。むしろ好きだからこそ起きてしまったことなのだ。

　そう思うと勝っても心は晴れなかった。それに黒騎士を倒したところで、バスタードが抱かかえる根本的な問題が払ふつ拭しよくされるわけでもない。胸の奥のもやもやは消えない。

　一方、メイリーナは喜びを爆発させていた。『大勝利ーっ』と声を張り上げ、ワイプを飛び出してバイザーの中をぐるぐると飛び回る。

『兵隊も消滅確認。メインストリートは大騒ぎだよ。ほら、見てみ』

　ワイプに映像が出る。同時に大歓声が聞こえた。歩行者天国に集まったバスターたちが歓喜の声を上げている。また別の映像では避難した島民が笑顔で喜び合っている。ネットの動画には視聴者からの祝福のメッセージが飛び交っていた。

『ではでは、ヒーローインタビューといきますかっ。電波ジャックでお届けするぜっ』

「いいって、そんな」

『スペシャル発動！』

　メイリーナは勝手に進めた。ワイプから姿が消える。ほどなくして『準備オッケー』と応答があった。『中継いくよ。五秒前っ』

　光こう太たは嘆たん息そくする。しかし、サイファーとして最後に一言ぐらいお礼を言わなくてはならないだろう。この場に立たせてくれたバスターのみんなに。応援してくれた人たちに。

　キュー、とメイリーナが合図を出した。光太は呼吸を整えて言う。

「こちらはサイファー。協力を感謝する。ありがとう」

　言い終わらないうちに歓声の波が返ってきた。画面には喜び合う人たちの姿。サイファーに向けられる喝かつ采さいと拍手。

　光太は不意に胸がいっぱいになった。ヒーローになったからではない。デジャヴを感じたからだ。バスターを夢見るきっかけとなった十年前の光景が、心に焼き付いて離れないあの景色が、ダブって見えた。

　憧あこがれ続けていた世界が、確かにここにある。偽にせ物ものなんかじゃない。学園島が虚きよ偽ぎと欺ぎ瞞まんにまみれた見世物舞台だとしても、バスターたちが生み出す感動や情熱、その志は本物だ。自分は英雄に憧れたのではない。彼らが必死に奮闘する姿にこそ憧れたのではなかったか。そんなバスタードだからこそ好きになったのではなかったか。

　そして先せん輩ぱいが守りたいのも、きっと……。無論、バグとイリーガルの真実を隠し続けることは背はい徳とく以外の何物でもない。けれども御み凪なぎグループという強大な力の前には、他ほかに術すべがないから……まっすぐ進みたくても進めないから……。

　今ならわかる。大好きなバスタードに対する裏切りを背負いながら、それでもどうにかして守っていこうとする、その想おもい。その覚悟。

　おまえはどうなんだ──？　誰だれかに問われた気がした。何も背負わず、仮面を捨てて、あとは知らぬ存ぜぬか。仮面バスターが消えたところですべて清算されるわけじゃない。相あい川かわのような思いをする者はこれからも現れるだろう。先輩は自分の戦いを続けるだろう。それを知りながら、おまえだけ目を背そむけて何もしないで、それで平気でいられるのか？

　おまえにとってバスターは、バスタードは、その程度のものだったのか？

「俺おれは……」

　漏もれた声が電波に乗って伝い、歓声がひたとやんだ。誰だれもが続く言葉を待っている。

　光こう太たは目を閉じて深呼吸した。胸の奥に確かな想おもいがひとつ。バスタードが好きだ──改めて気づかされた不変の想いが、混こん沌とんの闇やみを打ち晴らす。

　そして静かに澄んだ水面みなものように、覚悟は定まった。

　バスタードが好きだ──だから、裏切ろう。あの人と共に背はい徳とくの道を行こう。

　静かに目を開ける。言葉は自然とあふれた。

「俺は、白でも黒でもない灰色だ。正義の味方を気取るつもりはない。ただ一人のバスターとして、バスタードを、そして世界を守っていく、それだけだ。この仮面にかけて誓おう。学園島に危機が訪れるとき、バスターの道を踏み外す者がいるとき、俺は現れる。何度でも。すべてのバスターの味方として。そして、すべてのバスターのライバルとして」

　光太は真に仮面をかぶる。マスクド・バスターの名を背負う。

　迷いはない。胸を張り、颯さつ爽そうとダークマントをひるがえした。




「俺の名はサイファー。諸君と同じ、バスタードを愛する者だ」




　　　　◇




　一夜明け、学園島は興奮冷めやらぬ朝を迎えた。メディアは昨日の事件を大々的に報道。ネットでは仮面バスター関係のスレッドが乱立して大盛り上がり。それでも学園の生徒たちはいつもと変わらない朝を迎える。

　午前八時過ぎ、御み凪なぎ学園の正門に続くゆるい上り坂は、中高生の姿であふれていた。顔を合わせれば、話題に上るのはやはりサイファーのことばかり。

　そんな中、光太は毒の沼地を歩くような怖々とした足取りで坂を上っていた。一歩ごとに体の節々が痛み、ダメージを受ける。

「ううう……死ぬ、死んでしまう。ＨＰが持たない」筋肉痛が悪化していた。「やっぱり休めばよかった……進むも地獄、退ひくも地獄……ここまで来たら学校のほうが近いか」

「おーす、未み空そら」後ろから宮みや古こが来た。「背中が曲がっとるぞ。シャキッとせんかっ」

　張り手を食らった。バシーンッと容よう赦しやない一発。

「～～ッ！」

　光こう太たは声にならない悲鳴を上げて悶もん絶ぜつした。ピクピクと痙けい攣れんを起こす。

「な、なに？」宮みや古こは目をぱちくり。「あ、そっか、怪け我がしてたんだっけ」

「……気をつけてくださいよ。今の僕は、幼稚園児にだって負ける自信がある」

「大げさなのよ。ちょっと叩たたいたぐらいで」

　宮古は指先でつんつんと背中をつついてきた。光太はスタンガンを押し当てられたように身をよじった。宮古は面白がって何度もつつく。光太は踊り狂う。

「あっ！　いっ！　うっ！　えっ！　おぅ！　って遊ぶなーっ！」

「あはは、ごめんごめん」宮古は悪びれる様子もなく笑っていた。

　光太は冷や汗と脂あぶら汗あせを拭ぬぐい、のろのろと歩きだす。

　宮古は隣となりに並んだ。表情は明るく穏おだやかだ。

「ご機嫌ですね、宮古さん」

「え？　別に、いつもと同じだけど？」

　そうは言うけど、眉み間けんにしわが寄っていない。いつもは仏ぶつ頂ちよう面づらなのに、にこやかだ。何かいいことでもあったのだろうか。

「そう言えば、あいつの見舞いはどうだったの？」

「ああ、うん。元気でしたよ……でも、昨日のうちに島を離れたみたいで」

「えっ、そんな急に？」

「いろいろ都合があったらしくて。今け朝さメールがありました」

　光太もそれで初めて知った。騒動の収束後、運航再開した夜のフェリーで学園島を離れたそうだ。ちゃんと挨あい拶さつできなかったことを詫わびていた。事件には触れていなかったが、ただサイファーについては、「これからも楽しみだよ」と一言添えていた。

　隣の空間がぽっかり空あいた寂しさは否いなめないが、これで縁が切れたわけではない。いつでも連絡は取れる。

　愚ぐ痴ちり合える友達がいる。それだけで何度も救われてきた。きっとこれからも。

「宮古さんにもよろしくってさ」

「そう……で、あんたは？　自分もやめようとか考えたりしてないでしょうね？」

「いや、そんなことは全然。なんで？」

「別に。なんとなく。いつも二人でつるんでたし、後追いも珍しくないって言うから」

「僕はやめませんよ」光太はきっぱり言った。「意地でもやめない」

「ふーん」宮古は横目に見て、ふっと笑う。「まあ、最下位のまま終わるなんて恥ずかしすぎるしねー」

「そうそう。今やめたら、どこ行っても最下位の男ボトムナンバーって呼ばれちゃいそうで……って、なんでやねん。リアルに想像つくから冗談にならないし……一言多いんだよ、チビ姫は」

　光太は小声でぼやいたが、宮古は地獄耳で敏びん感かんに反応。「誰だれがチビだーっ！」と吠ほえて蹴けりを放った。

　お尻しりにジャストミート。光こう太たは犬のように鳴いて飛び跳はね、右往左往する。動くと筋肉痛が辛つらい。だけど尻が痛すぎてじっとしていられない。二重苦だ。

「そこで行き倒れてろ。バカ、アホ、マヌケ、バーカ」

　宮みや古こはあっかんべーをして走っていく。

　一言多かったのは自分のほうだったようだ。光太は涙目になってうずくまり悶もだえる。通りかかった生徒たちが可哀かわい想そうなものを見る目をして避よけていった。




　宮古はふくれっ面つらで正門を抜け、ずんずんと昇降口を目指す。

「ったく、心配して損したわ」落ち込んでるかと思って気を遣つかってやったのに。「まだ成長途中だっての。去年より三ミリ伸びたし」

　ぶつぶつ言いながら歩いていくと、白服の集団が目についた。

　風紀委員会。朝の見回りをしているらしい。その中には周防すおう晴はる真まの姿もあった。彼は宮古に気づくと、足を止め、他ほかのメンバーを先に行かせた。

　宮古は緊張しながら歩み出る。彼の前で頭を下げた。

「おはようございます。昨日はいろいろ失礼しました」

「気にはしていない。半分は僕がそうさせた」

　周防は涼しい表情で受け流し、ポケットから何かを取り出した。宮古が叩たたきつけた風紀の腕章だった。彼はそれを差し出す。

「きみにまだその気があるなら、これを返そう」

「えっ、でも……あたしは、根本的に風紀に向いてないって」

「ああ、そうだ。我の強すぎる性格。協調性はない。すぐ感情的になる。無鉄砲でまっすぐにしか進めない。猪ちよ突とつ猛もう進しん、文字通りイノシシのようだ」

　本気なのか冗談なのか──。宮古は引きつった笑みを浮かべた。

　周防はにこりともせずに続ける。

「だが、正義感は人一倍。実力は内面のマイナスを補って余りある。フリーにしておくにはもったいない。これでもきみには期待しているんだ」

　どうやら口く説どかれているようだ。宮古はじっと腕章を見つめる。だが、すでに自分の中で心は決まっていた。首を左右に振る。

「ありがとうございます。でも受け取れません」

「そうか」周防は答えを予想していたようにあっさり手を引いた。「残念だよ、本当に」

「風紀が嫌いやになったわけじゃないんです。戻りたくないわけでも。ただ、あいつを追うには身軽でいたほうが都合がいいので。風紀にいてもまた迷惑かけちゃうでしょうし」

「つまり反省していないと」

「はい、反省していません」宮みや古こは堂々と言った。「自分に嘘うそをついてまで、バスターを続けたいとは思いませんから」

　メガネの奥から淡々とした瞳ひとみが見下ろしてくる。宮古は負けずに見て返す。

　周防すおうはふっと視線を外し、背を向けた。

「そこまで言うからには、捕まえてみせるんだな。風紀よりも先に」

「はい！　失礼します！」

　宮古は深々と一礼し、軽やかな足取りで昇降口へ向かう。

　周防も見回りに合流すべく歩きだした。クールな無表情のままで。




　光こう太たはまっすぐ校舎には行かず、時計台に向かった。昨日あのあと、静しず句くとは会えずじまいだった。生徒会長として事後処理に忙しかったのだ。仮面バスターのこともまだきちんと話していない。こちらの気持ちは昨日の中継で伝わっているとは思うが。

「やっぱり、ちゃんと会って伝えないとな」

　エレベーターに乗って秘密基地に降下。チン、と音がしてドアが開く。

「おいっすーっ」メイリーナが満面の笑顔で出迎えた。「もひとつ、おいっすーっ」

「……相変わらずテンション高いな、おまえは」

「そういう光太はテンション低すぎ。もっと勝利の余よ韻いんに浸ひたろうよー。まだ祝杯もあげてないんだしさ」

「祝杯って、おまえ飲み食いできないだろ」

「というわけで、今日の放課後パーティーしようね、パーティー」

　聞いてねぇ。光太は「はいはい」と適当に相あい槌づちを打っておいた。

　メイリーナの速射砲のようなおしゃべりに付き合いながら休憩室に行くと、静句がごはんを食べ終えたところだった。「おはようございます」「おはよう」言葉を交わして食卓の向かいに腰を下ろす。静句が熱いお茶を入れてくれた。

　光太は礼を言って一口飲み、改めて挨あい拶さつする。

「昨日は、お疲れ様でした」

「うん、お疲れ様。光太くんのおかげで無事解決できたわ。ありがと」

「いえ、そんな。実際のところ、僕が出しゃばらなくても、解決法は他ほかにいくらでもあったでしょうし。わがままに付き合わせてしまって申し訳ないぐらいです」

「でも、あれがベストだったと思うわ。サイファーのおかげでバスタードの素晴らしさを伝えることもできた。本当にステキだったよ、光太くん。特に最後の台詞せりふ、とても痺しびれたわ。まるで告白されてるみたいでドキドキしちゃった」

　静句は屈託なく微笑ほほえむ。

　光太は思わず見み惚とれた。そんなこと言われたら、こっちがドキドキしてしまう。

「あ、いえ、その、あれは違うというか、いえ、違わないんですけど、あのときはサイファーが言ったのであって、僕であって僕でないというか、いえ、僕なんですけど……」

「へたれ」しどろもどろの有様にメイリーナがやれやれとかぶりを振る。「仮面があるとないとで、こうも違うかね」

　光こう太たはお茶を飲んで自分を落ち着かせた。姿勢を正し、無理やり仕切り直す。

「それでその、仮面バスターのことですが……」

「はい」静しず句くも神妙に耳を貸した。

「これからも続けていきたいと思います。いえ、続けさせてください」

「本当にいいの？　今度こそ後戻りできないよ？」

「かまいません。僕もバスタードが好きですから。それに……舞台に上がった以上は、演じ切る責任があります。昨日のバスタードを通じてわかったんです。サイファーはもう僕たちだけのものではないんだって。その存在を認めてくれたバスターがいる。応援してくれたファンがいる。詭き弁べんかもしれないですけど、せめて仮面バスターに寄せられる期待は裏切らないでおきたいんです。バスタードのホンモノを守っていくためにも。ですから……」

　食卓の横にずれて正座し、まっすぐに静句を見た。

「先せん輩ぱいが背負っているもの、僕にも半分背負わせてください。お願いします」

　光太は丁重に頭こうべを垂れる。

　静句はじっと見つめると、同じく横にずれて、恭うやうやしく手をついて礼をした。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　面おもてを上げると目が合った。お互い照れたようにうつむく。

「お見合いじゃないんだから」メイリーナが茶々を入れて割り込んだ。「だいたい半分っておかしいでしょ。うちもいるんだから三分の一だよ。あ、アンジュもいたな。ってことは四分の一か。なーんだ、たいしたことないねっ」くるくると飛び回る。「とにもかくにも、これでチーム〝マスクド・バスター〟再出発だっ。お祝いも兼ねてパーティーしよ、パーティー」

　またそれか、と光太は苦笑した。静句も微笑ほほえむ。

　秘密基地のスピーカーを通じて学校のチャイムが流れた。

　そして今日もまた、バカ騒ぎという名のショーが始まる。白と黒がない交ぜになった舞台をバスターたちが彩いろどるバトルレイヴ・エンターテインメント。そこに仮面バスターという灰色を加え、バスタードは新たなるステージの幕を開ける。





ＥＮＤ









　　　　　あとがき










　はじめましての方もごぶさたの方もこんにちは。小こ林ばやし三み六ろ九くです。

　タイトルの『Ｂｕｓｔｅｒ‐Ｄｏ！』（バスタードと読みます）は作中におけるバトルエンターテインメントショーのことです。今回はこのバスタードを舞台に、エンタメと仮面ヒーローの二つを主なテーマとしたお話になります。

　仮面ネタは非常に娯ご楽らく性せいの高い題材であり小道具であり、エンタメの世界では様々な作品で多様に扱われています。映画、小説、特撮、アニメ、マンガ、探せばいくらでも出てくるでしょう。逆に言えば、それだけ使い古されてしまっているわけで、何を思いついても後出しジャンケンで負かされるような気分で、どうしたものやら悩みました。そして最後まで悩んだままでした。自分なりの仮面物ができれば、その一心で完かん遂すいした次第です。

　中身に関しては、もっとやりたいこと、やれそうなことがあったのですが、一冊の中に詰め込むには無理があったので、それはまた次の機会に期待したいと思います。

　今のところ、いろいろと妄もう想そうだけは働いています。夜や叉しや姫ひめや貴公子にスポットを当てたエピソードとか、誰だれかに正体知られちゃうかもとか、２号３号を出そうかとか、ナンバーズと全面戦争とか、途中すっ飛ばして真エピローグとか……勝手に想像して楽しんでいます。あくまで妄想なのでモノになるかどうかはわかりませんが、もっとこの作品を通じてたくさんバカ騒ぎできたら、と思います。そんな夏の終わりの今日この頃ごろです。




　今回も関係者のみなさまには大変お世話になりました──なっております。まとまりのないプロットに付き合ってここまで導いてくださった編集者様をはじめ、本作に携たずさわったすべての方々にお礼を申し上げます。

　そして、最後まで読んでいただいたみなさま、ありがとうございました。好き嫌いあると思いますが、楽しんでいただけたなら幸いです。また次の機会がありましたら、よろしくお願いします。





小林三六九
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小こ林ばやし三み六ろ九く

北海道出身。東京都在住。

出不精。休日は外に出ない。出たくない。

趣味は読書とゲーム（オフライン）。

３Ｄ酔いが激しく、その手のジャンルは鬼門。
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TwinBox

双子姉妹で絵を描いてます！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「小林三六九先生」係

「TwinBox先生」係











本書は書き下ろしです。
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Buster-Do！バスタード！








小こ林ばやし三み六ろ九く
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